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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Life.1　夏です！　水着です！　ピンチです!?


Life.2　授じゆ業ぎよう参観、始まります。


Life.3　後こう輩はい（男）、できました。
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Life.5　赤ウエルいシユ・龍ドラゴンと白バニシいング・龍ドラゴン！




　New Life.


　Special Life.









　あとがき






　神がいない世界は間ま違ちがいだと思うか？


　神がいない世界は衰すい退たいすると思うか？





　残念ながらそうじゃなかった。


　俺おれもおまえもいまこうやって元気に生きている。





　──神がいなくても世界は回るのさ。














　Life.0










　皆みなさん、こんにちは。兵ひよう藤どう一いつ誠せいです。


　春に悪あく魔ま始めて、もう夏です。季節の流れは早い。


　俺おれは現げん在ざい浴よく槽そうの中で鼻から噴ふん出しゆつしそうな血を懸けん命めいに指で押おさえてせき止めています。


「あら、アーシアのお肌はだは綺き麗れいね。うらやましいわ」


「そ、そんな、部長さんのお肌のほうが白くてキメが細かいと思います」


「うふふ、うれしいことを言ってくれるわね」


　そんな会話をしながら眼がん前ぜんで紅べに髪がみ美少女と金きん髪ぱつ美少女がボディーソープの泡あわを立てて、体を洗あらいっこしていた。


　そうです！　部長とアーシアが全ぜん裸らで！　俺の目の前で！　女の子二人が！


　ここは桃とう源げん郷きようか？　それとも理想郷か？　夢ゆめのシチュエーションが眼前で展てん開かいされていて、涙なみだが出る思いだった。いや、実じつ際さいに涙は出ている。こんなにうれしいことはない！


　お風ふ呂ろでのシチュエーション！　この世に神さまがいないことは知っているが、本当は神さまいるんじゃねぇの？　なんてことも思ってしまう。これは天からのご褒ほう美び以外の何ものでもない！　いやいや、この場合は魔ま王おうさまからの贈おくり物？


　って魔王さまは部長のお兄さんだけどさ。


　例のごとく、風呂場に行った俺はアーシア（脱だつ衣い中でした！）と出くわし、「ゴメン！」と謝あやまって出ようとしたら──。


「イッセーもお風呂？　あら、アーシアも？」


　やはりお風呂に入ろうとしていた部長と入り口で対面してしまった。


「二人待ちもなんだから、三人で入ったほうが早いわね」


　と、部長のとんでもない提てい案あんで、こうして三人で風呂に入っている。通つう常じよう、信じられない状じよう況きようだ。しかし、部長もアーシアも俺に裸はだかを見られてもそんなに恥はずかしくないらしく、奇き跡せきと夢の塊かたまりのような展開となった。


　スケベの権ごん化げとも言われる俺でさえ、眼福を超こえたものにどうしたらいいか困こん惑わくしている。


　なるべく視し線せんをそちらへ向けないようにしていた。本当は見たい！　マジマジと見つめ、網もう膜まくと脳のう内ないに焼きつけ、夜中の自家発電に活用したいさ！


　しかし、それだと鼻血はダラダラと流れ続け、湯船が赤く染そまってしまう。そんなサスペンス的なことをここで、こんな場面で展開したくない！


　できるだけここの空気を吸すい続けるんだ！　直視は猛もう毒どくでも、この浴室での空気はそうそう感じられるものではない！　できるだけ居い続つづけるんだ！　こんなシチュエーション、貴き重ちように決まってる！　女の子二人の会話だけでも聞く！


　そんな風に浴室の天てん井じようを見つめながら、決意をしたとき、チャプンと浴槽に何かが入ってくる音が──。


　ぴと。


　重みが俺の体にかかり、極ごく上じように柔やわらかい感かん触しよくが肌を刺し激げきしてくる。恐おそる恐る確かく認にんすると……部長が湯船のなかで俺に体をもたせかけていたッッ！


　ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！　お、俺、お、女の子と同じ浴槽に浸つかり、しかも女の子と身を寄よせ合っているぅぅぅぅぅぅ！


「一度イッセーとこんな風にお風呂に入りたかったのよね」


　満面の笑えみで部長がさらに身を寄せてくる！　うぬぬぬぬぬ！　部長の濡ぬれた髪から洗い立てのシャンプーの香かおりが！　部長との肌の接せつ触しよくが刺激的すぎて、脳内がお祭り状じよう態たいになっていた！　うぅぅ、脳みその処しよ理りが追いつかねぇぇぇぇ！


「ねぇ、イッセー。私とお風呂入るのは嫌いや？」


「そ、そんなことないです！　最高です！」


　でも、身が保もたないのも本当です！　激はげしくうれしいけど、このままでは出血多量で死にます！　いや、男としてはそれが本ほん懐かいなのだろうか!?


　見ればアーシアは体を洗う作業をし続けていたが、時折、鋭するどい視線を送ってきていた。


　アーシアちゃん、お、怒おこってらっしゃいますか？


「そう。それを聞けただけでもうれしいわ。こうやって毎日イッセーと入りたい」


　部長が甘あまえるように、さらに俺へ寄り添そってくる！　うおおおおっ！


　ビュッ！　少しだけ鼻血が漏もれた！　こんなのせき止められるほうが無理ってもんだ！


「でも、あなたの身が保たないでしょうから、毎日は無理よね。三日に一度？　それとも五日に一度かしら？　一週間に一度は寂さびしくて私が嫌だわ」


　ぶ、部長が勝手に俺のスケジュールを書き換かえようとしている！　部長はわがままだと思います！　ありがとうございます！


　クソ！　アーシアもいるから大だい胆たんな行動もできん！　俺にもっとスケベ根こん性じようがあって、勇気もあれば、この場で部長を──。


「襲おそいたい？」


　俺の心の中を見み透すかしたかのように部長が言う。相変わらず俺の脳内は読み取りやすいらしい。


「アーシアがいなかったら、襲われていたのかしら。……やっぱり、二人きりのときに」


　ドボン！　部長が何かを言いかけたとき、湯船に何かが勢いきおいよく入り込こんでくる。


　ぎゅっ！　俺に抱だきかかってくる何か！　こ、このやわらかい感触には覚えが！　見ればアーシアが俺に抱きついてきていた！


「仲間外れは嫌です！　わ、私だって一いつ緒しよにお風呂に入りたいのに！」


　アーシア!?　なんて大胆なことを！　うああああ、女の子二人に湯船のなかで抱きつかれているよ、俺ぇぇぇぇぇッ！


　部長の顔が一変して険けわしいものになった。眉まゆの端はしをつり上げている。


「ちょっと、アーシア。この際さいだからハッキリ言うわ。この子は私のよ。私の眷けん属ぞくで、私の下げ僕ぼくで、私のイッセーなの。わかる？」


　そうです。俺は部長の下僕だ。部長にとって俺はペットに近い存そん在ざいだと思っている。


　ペット相手にしてはやけに大胆な行動すぎるけど、悪あく魔まの女じよ性せいってこんな感じなのかもしれない。何よりも部長は自分の物を他の者に触ふれられるのを極きよく端たんに嫌きらう。


　俺が他の悪魔などに触れられるのは表面上許ゆるしていても、内面では我が慢まんできないと言われたことがある。特に相手が女性悪魔だと我慢も限げん界かいに達するらしい。


　俺は部長にとって最大級のコレクションアイテムなんだろうな。レアすぎる能のう力りよくを持っているから、大切に扱あつかいたいのかも。


　それにしては、モノ扱いってよりもペット以上の待たい遇ぐうを得ているような……。俺の気のせいだろうな、うん。俺がそう思いたいから、そう感じてしまうだけだ。


「そうかもしれません。けど、私のイッセーさんでもあります！」


　アーシアは俺によく甘えてくるんだ。和室で昼ひる寝ねしていると、いつの間にか俺の隣となりでスヤスヤ寝ていたりする。そのアーシアを起こして「部屋に戻もどって寝なさい」と告げたら、寝ぼけまなこで「部屋まで抱だっこ……」と甘えてくるわけですよ。


　あのときは萌もえ死ぬかと思ったよ！　ええ、抱っこで部屋まで運びましたよ！


　しかし、他の女の人と話しているだけでほっぺをよく膨ふくらませるようになってしまった。


　お兄ちゃんを他の人に取られたくない感じなのだろうと俺は推すい測そくしている。漫まん画がやアニメでは妹キャラってそんな態度だったもんな。問題は恋れん愛あい関係に至いたるまでが難むずかしいってことだ。まあ、俺はアーシアを守るのを使命としているのでそこまで高望みしない。


　こうやって甘えてきてくれるだけで、俺は十分だぜ！　ああっ、金きん髪ぱつ美少女に甘えられるのって最高だよね！


　アーシアの言葉を受け、部長が目を細める。お姉さま、怖こわいっス！　さっきまで二人はあんなに仲良しだったじゃないですか！　どうしてこんな戦争に！


　狭せまい浴よく槽そうが乙おと女め二人の戦場と化してるぅぅぅ！


「……アーシア、あなたは日ひ頃ごろイッセーに甘えているのだから、こういうときぐらい私に譲ゆずりなさい。私はイッセーといるときだけ癒いやされるの。日々の疲つかれも取れるのよ」


　部長がアーシアを俺から少し離はなそうとする。が、アーシアは頑がんとして俺にひっついてる！　うわわっ、アーシアのおっぱいやわらかすぎるだろぉぉぉぉぉぉッ！


「嫌いやです嫌です！　本当は我慢してるんです！　私ももっとイッセーさんと一緒にいたいんです！」


　アーシアは首を横に振ふり、俺をぎゅっと抱きしめてくる！　あーもう、どうにでもなれ！　は、鼻血が……ッ！


「あぅぅ」


　何かを訴うつたえてくるかのようにアーシアは俺を潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。


　そ、そんな目で見ないでくれ。きゅんとして俺の保ほ護ご欲よくが最大にまで高まるぞ。


「…………」


　無言だけど、目元を引きつらせている部長。ふいに俺の手を取ると──。


　むにゅ。


　俺の手を自身のおっぱいに当てる。至し高こうのやわらかさを俺の五指と掌てのひらが得ていく！　俺の手が無む意い識しきのうちにもみもみしていたが、部長は文もん句くも言わない！


「アーシアにはこういうことができて？　私とイッセーはこんなスキンシップもできる間あいだ柄がらなの」


　怖こわい！　部長の淡たん々たんとした会話に棘とげが見え隠かくれするよ！　ていうか、部長のおっぱいおっぱいおっぱいぃぃぃぃ！


　アーシアはその光景をプルプルと全身を震ふるわせながら見ていた。彼女の頰ほおは最大にまで膨れあがり、機き嫌げんも最悪に近い！


　アーシアも俺のもう片かた方ほうの手を取り──。


　むにぃ。


　自身の胸むねに当ててきた！　ア、アーシアァァァァァッッ!?　な、なんてうれしいことを──否いな、なんていけないことを！　こんなエッチな娘こになっちまって！　部長と朱あけ乃のさんの影えい響きようであるのは間ま違ちがいない！　清せい純じゆんな子だったのにぃぃぃ！


　アーシアのおっぱいは部長ほどない！　だが、これはこれで十分にマシュマロ以上の感かん触しよくだぞぉぉぉぉっ！　よ、よくぞ、ここまで育ってくれた！


「イッセーさん、私と部長さんの……どちらがいいですか？　お、大きさは負けますけど、それ以外は負けません！」


「あら、イッセーは大きいのが大好きなのよ。私の胸が大好きだって、よく言ってくれているわ。ね、イッセー」


　俺の手を胸に当てながら、火花を散らす両者。


　…………。ぬはっ。もう、無理。鼻の穴あなの奥おくから何かが決けつ壊かいしたかのような感覚が伝わってくる。


　ドバババババババ。


　……そこまでだった。俺の鼻から大量の鮮せん血けつが噴ふん出しゆつし、湯船が赤く染そまっていく。あまりの血量に、意識が薄うすれていく。


「ちょっとイッセー！」


「イッセーさん、しっかりしてください！」


　──満足だ。


　だが、身が保もたない。早く女の子を手玉に取る方法を覚えないと、俺は死ぬ！　強い甲か斐い性しようが欲ほしい！







　　　─○●○─　　　




　次の日の深夜、俺は自転車を漕こいで依い頼らい者しやのもとへ急いでいた。


　悪あく魔まのお仕事、絶ぜつ賛さん勤きん務む中なり！


　日中は血が足りなくて大変だった。部長とアーシアとの生活は楽しいけど、刺激が強すぎる。俺にもっとプレイボーイ的な力があれば、あの場で二人を同時に満足させていただろう。


　でも、文化の違う世界から来た二人だ。あのお風ふ呂ろでの展てん開かいも家族との交流なのかもしれない。性せい的てきな目的で俺が二人に手を出し、家庭崩ほう壊かいしたら元も子もないと思う。


　部長は俺に下げ僕ぼくへのコミュニケーションとして接せつしてきていて、アーシアは俺を家族──兄だと思って甘あまえてきているんだろうなぁ。ひとつ屋根の下、家族に手は出せん！


　が、外国はお肌はだの触ふれ合いに関して先進的だと聞くしね。しかし、刺激が強いぜ……。


　こういうのに慣なれないとハーレムなんて作れないんじゃないか!?　ハーレム王になりたいのに、そんな調子じゃ夢ゆめも見られなくなる！　夢は遠いぜ！


　まあいい。いまは無心で仕事だ！　仕事をしていけば格かくも上がっていく！　まずは立場を得よう！　上級悪魔を目指してがんばれ俺！


　いまだ依頼者のもとへはチャリ通勤だけど、悪魔稼か業ぎようもこなれてきて、客の扱あつかいもうまくなってきたと思っている。思ってはいるんだ……。


「よー、悪魔くん。今日も悪いな」


　俺おれは呼よびだした相手を見て、ため息を吐ついた。


　相手は黒くろ髪かみのワルそうな風ふう貌ぼうの男。見た目から察するに年ねん齢れいは二十代だろうか。


　まあ、この人、外国の人だから実年齢がどうなのかはわからない。外国の人なのに、浴ゆ衣かたばかり着ているんだよね。まあ、最近暑いからな。


　相当のイケメンだと思う。ダチの「イケメン王子」木き場ばよりも顔がいいんじゃないか？


　ただ、全身から滲にじみ出ている悪あく党とうっぽい雰ふん囲い気きが木場とは決定的に違う。でも、ワル系けいが好きな女子なら一発で落ちるだろうな。


　で、俺はこの人に連日召しよう喚かんされていた。


　いまは、とあるマンションの彼の自室にお邪じや魔ましている。


　決まって指名は俺だ。どうやら俺が気に入ったらしい。どこを気に入ったかはわからないが、毎日毎日大した願いでもないのに俺を呼びだしていく。


　昨日は夜中にパンを買いに行かされた！　その前は夜中に「釣つりに行こう」とか言いだして、近所の釣りスポットまで付き合った！　さらにその前は──ッ！


　もう思いだしたくもない！　つーか、そこまで悪魔を呼びだすようなことか!?


　いや、俺ら悪魔は人間の願いを叶かなえてナンボの稼業。文もん句くも言っていられない。主あるじであるリアス部長に怒おこられるし、俺の目標であるハーレム王のため日々辛つらくて厳きびしい業界を生き抜ぬいていかないといけないんだ！


「悪魔くん、今日はゲームでもやらないか？　昼間にレースゲーム買ったんだ。相手がいなくて寂さびしくてな」


　おおおーい！　またそんな願いですか！　って、文句はダメダメ。


「は、はい、喜んで」


　実は契けい約やく面ではいい客なんだよね。こちらが要求する以上の物をくれたりするんだ。


　高級そうな絵画をはじめ、宝石、金きん塊かいまで代価でくれてよこした。部長たちも相当驚おどろいていたな。おかげで俺の評ひよう価かも上がっているに違ちがいない！


　ま、その辺はありがたいかな。よしよし、今日も軽くこなしてハーレム王への道を一歩前進しよう！


　ゲームをセットする依頼主。そういや、名前をまだ聞いてなかったな。もしかしたら、これからもお得意さまになるかもしれない。名前を訊きいておくのが当然だな。


「よし、ゲームもセットできた。日本って国は時間潰つぶしのアイテムが多くていいな。悪くないところだ。ほら、コントローラー」


「あ、どうも。俺、この手のゲームに強いですよ？」


「へぇ、そりゃ、楽しみだ。こっちは初心者だから軽く頼たのむ」


　そう、俺はレースゲーが強い。最速伝説イッセーを各地のゲーセンでも叩たたきだしているのさ！　ふふふ、見せてやろう！　ゲーセンという名の戦場で培つちかわれた力を！


『ＧＯ！』


　──と、スタートしたものの、開始して数レースめ辺りから様子は変わってきた。


　最初、俺の圧あつ倒とう的な有利で展開していたのだが──。


「一通り覚えたぜ。そろそろ、追い抜くか」


　なんて、相手がほざいたと思ったら──。


「うおおお、マジかよ！」


　俺の車を軽々と抜かしていく！　なんてこった！　初心者にソッコーで負けるなんて！


『ＷＩＮ！』


　あっさりゴールしやがった！　短時間でマスターしたのか！


「どうやら、俺の勝ちだな、悪魔くん」


「まだまだ！」


「おー、気合入りまくりだねぇ。じゃあ、もうひとレースするか、なあ、悪魔くん──いや、赤せき龍りゆう帝てい」


　…………。……え？　い、いま、なんて言った……？


　男の口にした言葉。俺はそれを聞くなり、全身に冷たいものが走った。


　こ、こいつ、何者……？　どうして、それを知っている……？　人間じゃない？


　俺は生なま唾つばを飲み込こみ、恐おそる恐る訊きく。


「……あんた、誰だれだ？」


　男は口の端はしを少しだけ吊つり上げ、画面を見たまま漏もらす。


「──アザゼル。堕だ天てん使しどもの頭かしらをやってる。よろしくな、赤龍帝の兵藤一誠」


『ＷＩＮ！』


　ゴールの遥はるか手前で走行を止めた俺の車を二周追い抜き、男の車が軽かろやかにゴールインしていく。


　その瞬しゆん間かん、男の背せ中なかから十二枚まいもの漆しつ黒こくの翼つばさが展てん開かいした──。
















　Life.1　夏です！　水着です！　ピンチです!?










「冗じよう談だんじゃないわ」


　紅べに髪がみの美少女さまは眉まゆを吊り上げて、怒いかりを露あらわにしていた。


　リアス・グレモリー部長。俺のご主人さまで上級悪あく魔まのお姉さま。学園では、オカルト研究部の部長もしていた。


　とても厳しく、そしてとてもやさしい方さ。俺の憧あこがれのヒトです！


　と、その憧れの美少女さまは俺を膝ひざ枕まくらしていたりするが……。相変わらず部長の膝枕はやわらかくて感動すら覚えます！


　ちなみに俺たちの制せい服ふくはすでに夏服だ。半はん袖そでです。もう夏だからね。


　薄うす着ぎが素す晴ばらしい季節です！


「確たしかに悪魔、天使、堕だ天てん使しの三すくみのトップ会談がこの町で執とり行われるとはいえ、突とつ然ぜん堕天使の総そう督とくが私の縄なわ張ばりに侵しん入にゆうし、営えい業ぎよう妨ぼう害がいしていたなんて……！」


　部長はぷるぷると全身を怒りで震ふるわせていた。おおっ、怖こわい……。


　先日、この町で起きた事じ件けんが悪魔、天使、堕天使の三すくみの関係に多少なりとも影えい響きようを及およぼした。その結果、一度トップ同士が集まって今後の三すくみ関係について話し合うことになったんだ。


　俺たちはその事件に関かかわってしまったわけだけど……。しかもその会談の席に居い合あわせて、事件の内ない容ようを報ほう告こくしなければならないらしい。


　そんななか、突然アザゼルが会談前に接せつ触しよくしてきた。そう、俺の契けい約やく相手としてだ。


　あちらは素す性じようと気配を隠かくして、俺たちに接してきた。営業妨害ってのは正しい。しかもそれが堕天使の総督となると、話は別次元になる。お茶目じゃ済すまない。


　しかし、部長の眷けん属ぞくってのは、イベントに困こまらないようだ。


「しかも私のかわいいイッセーにまで手を出そうなんて、万ばん死しに値あたいするわ！　アザゼルは神セイクリツド器・ギアに強い興きよう味みを持つと聞くわ。きっと、私のイッセーがブーステッド・ギアを持っているから接触してきたのね……。だいじょうぶよ、イッセー。私がイッセーを絶ぜつ対たいに守ってあげるわ」


　俺の頭をなでなでしながら部長は言う。


　部長は下げ僕ぼくの眷属悪魔を大切にかわいがるタイプの上級悪魔だ。自分の所有物を他人に触ふれられたり、傷きずつけられたりするのを酷ひどく嫌きらう。


　特に部長は俺を猫ねこかわいがりしているせいか、その手の話には過か敏びんだ。


　俺としてはうれしいけど、複ふく雑ざつだ。俺は部長に憧あこがれているわけで。でも部長は俺のこと、そんな風に見てくれやしないだろうし。あくまで主しゆ従じゆう関係だよね……。主あるじと犬さ。


　はぁ……。部長にいつか彼氏ができたら、俺、飽あきられて捨すてられるんだろうな……。


　それまでにはハーレム王になっておかないと、寂さびしいと思う。


「……やっぱ、俺の神セイクリツド器・ギアをアザゼルは狙ねらっているのかな。堕天使の総督なんだろう？」


　俺は不安を口に出していた。アザゼルに捕つかまったら、俺、どうなっちゃう？　想そう像ぞうもできなくて怖い……。そんな俺の不安を聞き、同じ男子部員のイケメン王子木き場ばが口を開く。


「確たしかにアザゼルは神セイクリツド器・ギアに造ぞう詣けいが深いと聞くね。そして、有ゆう能のうな神セイクリツド器・ギア所有者を集めているとも聞く。でもだいじょうぶだよ」


　木場が俺を落とすような目線で続ける。


「僕ぼくがイッセーくんを守るからね」


　……木場、キモいぞ。


「……いや、あの、う、うれしいけどさ……。なんていうか、真顔でそんなことを男に言われると反はん応のうに困こまるぞ……」


「真顔で言うに決まっているじゃないか。キミは僕を助けてくれた。僕の大事な仲間だ。仲間の危き機きを救わないでグレモリー眷属の『騎ナイ士ト』を名乗れないさ」


　うん、それはわかるけどさ。おまえの口調は仲間、友達、しかも男の俺に言うものじゃない。明らかにヒロインへ向けたものだろう。そんなの気にせずに木場は続ける。


「問題ないよ。『禁バランス手ブレイカー』となった僕の神セイクリツド器・ギアとイッセーくんのブーステッド・ギアが合わさればどんな危機でも乗り越こえられるような気がするんだ。……ふふ、少し前まではこんな暑苦しいことを口にするタイプではなかったんだけどね。キミと付き合っていると心こころ構がまえも変わってしまう。けれど、それが嫌いやじゃないのはなぜだろう……。胸むねの辺りが熱いんだ」


「……キ、キモいぞ、おまえ……。ち、近ちか寄よるな！　ふ、触れるな！」


　本当にカンベンしてくれ！　俺とおまえはただでさえいかがわしい噂うわさを一部の女子の間で話されているんだ！　これ以上俺はおまえとＢＬ展てん開かいになんぞなりたくない！


　つーか、こいつ、先日の堕天使幹かん部ぶ襲しゆう来らい事件が解かい決けつして以来、俺への態たい度どがおかしいって！　俺を口説いてどうする！　そういうのはおまえのお得意さまにやれ！


「そ、そんな、イッセーくん……」


　しゅんと気落ちするな、余よ計けい気持ち悪いぞ！　てか、居いたたまれなくなるのはなぜだ!?


「しかし、どうしたものかしら……。あちらの動きがわからない以上、こちらも動きづらいわ。相手は堕だ天てん使しの総そう督とく。下手に接せつすることもできないわね」


　考え込む部長。悪あく魔まと堕天使の関係をこれ以上勝手に崩くずすわけにもいかないだろう。


　部長はその辺かなり厳きびしいからな。あちらから大きな行動を取ってこなければ、こちらから動くこともない。


「アザゼルは昔から、ああいう男だよ、リアス」


　突とつ然ぜん、この場の誰でもない声が聞こえる。全員が声のした方向へ視し線せんを移うつしてみると──そこには紅べに髪がみの男だん性せいがにこやかに微ほほ笑えんでいた。


　俺にも覚えのある顔だ。って、朱あけ乃のさんたちがその場で跪ひざまずき、俺とアーシアだけが対たい応おうに困っていた。新顔のゼノヴィアも「？」と疑ぎ問もん符ふをあげている。


　ゴトッ！　痛いたッ！　俺の頭を落として、部長が立ち上がり、


「お、お、お、お兄さま」


　驚きよう愕がくの声を出していた。


　そう、相手は部長のお兄さんで悪魔業界の現げん魔王『サーゼクス・ルシファー』さまその方だった！　おおっ、こんなところで魔王さまに再さい会かいとは！


「先日のコカビエルのようなことはしないよ、アザゼルは。今回みたいな悪いた戯ずらはするだろうけどね。しかし、総督殿どのは予定よりも早い来日だな」


　と、魔王さまがおっしゃられる。その魔王さまの後方には銀ぎん髪ぱつのメイドさん、グレイフィアさんもいた。魔王さまの『女クイ王ーン』だから当然か。


　俺も急いで朱乃さんたち同様に跪いた。俺の行動を見て、アーシアも真ま似ねをする。


「くつろいでくれたまえ。今日はプライベートで来ている」


　手をあげて、俺たちにかしこまらなくていいと促うながしてくださる。全員がそれに従したがい、立ち上がった。


「やあ、我わが妹よ。しかし、この部屋は殺風景だ。年とし頃ごろの娘むすめたちが集まるにしても魔ま方ほう陣じんだらけというのはどうだろうか」


　部屋を見み渡わたしながら、魔王さまは苦く笑しようされている。まあ、確たしかに。俺は慣なれてしまったが、やはり変な部屋ですよね。


「お兄さま、ど、どうして、ここへ？」


　怪け訝げんそうに部長が訊きく。そりゃそうだ。悪魔業界を背せ負おう魔王さまが人間界のいち学まなび舎やの部室に顔を出すなんてそうはないだろう。


　すると、魔王さまは一枚まいのプリント用紙を取りだした。


「何を言っているんだ。授じゆ業ぎよう参観が近いのだろう？　私も参加しようと思っていてね。ぜひとも妹が勉学に励はげむ姿すがたを間近で見たいものだ」


　あー、そういえばもうすぐこの学園の授業参観がありましたね。俺おれのところも父さんが仕事を有ゆう給きゆう取ってまで乗り込こんでくると張はり切っていた。


　なんでも、俺よりもアーシアの授業風景を見たいらしい。娘むすめ同然の女の子ができて俺の両親は何かあるたび、お祭り騒さわぎだ。


「グ、グレイフィアね？　お兄さまに伝えたのは」


　少々、困こまった様子の部長の問いにグレイフィアさんはうなずく。


「はい。学園からの報ほう告こくはグレモリー眷けん属ぞくのスケジュールを任まかされている私のもとへ届とどきます。むろん、サーゼクスさまの『女クイ王ーン』でもありますので主あるじへ報告も致いたしました」


　それを聞き、部長は嘆たん息そくする。あれ？　部長は授業参観に乗り気じゃない？　ご家族が覗のぞきに来るのが嫌なのかな？


「報告を受けた私は魔ま王おう職しよくが激げき務むであろうと、休きゆう暇かを入れてでも妹の授業参観に参加したかったのだよ。安心しなさい。父上もちゃんとお越こしになられる」


　おおっ、部長のお父さんも！　一度お顔を拝はい見けんしたことがある。例の婚こん約やくパーティに飛び込んだときだけどさ。ダンディな悪魔男性でした。


「そ、そうではありません！　お兄さまは魔王なのですよ？　仕事をほっぽり出してくるなんて！　魔王がいち悪魔を特とく別べつ視しされてはいけませんわ！」


　なるほど、部長はお兄さんが魔王だから、いくら肉親とはいえ、特別にしてもらうのを良しとできないのか。しかし、魔王さまは首を横に振ふる。


「いやいや、これは仕事でもあるんだよ、リアス。実は三すくみの会談をこの学園で執とり行おうと思っていてね。会場の下見にきたんだよ」


　な、な、なにぃぃぃぃ!?　マジか!?　俺は驚おどろきを隠かくせないでいた。いや、俺だけじゃない、部員の皆みながビックリしている様子だ。


　ここでやるのかよ！　この学校で悪魔、天使、堕天使の大事な会議をするの!?


「──っ！　ここで？　本当に？」


　部長も目を見開いている。それは驚いて再度訊いてしまいますよね。


「ああ。この学園とはどうやら何かしらの縁えんがあるようだ。私の妹であるおまえと、伝説の赤せき龍りゆう帝てい、聖せい魔ま剣けん使い、聖剣デュランダル使い、魔王セラフォルー・レヴィアタンの妹が所属し、コカビエルと白はく龍りゆう皇こうが襲しゆう来らいしてきた。これは偶ぐう然ぜんで片かたづけられない事象だ。様々な力が入り混まじり、うねりとなっているのだろう。そのうねりを加速度的に増ましているのが兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん──赤龍帝だとは思うのだが」


　サーゼクスさまが俺へ視線を送る。魔王さまに見つめられると緊きん張ちようするな……。


「あなたが魔王か。はじめまして、ゼノヴィアという者だ」


　会話に介かい入にゆうしてきたのは、緑色のメッシュを髪かみの毛に入れている新人悪魔のゼノヴィアだ。一見、相当な美少女だが、こう見えても伝説の聖剣デュランダルの使い手であり、部長の新たな眷属でもう一人の『騎ナイ士ト』でもある。


「ごきげんよう、ゼノヴィア。私はサーゼクス・ルシファー。リアスから報告を受けている。聖剣デュランダルの使い手が悪魔に転生し、しかも我わが妹の眷属となるとは……正直、最初に聞いたときは耳を疑うたがったよ」


「私も悪魔になるとは思っていなかったよ。いままで葬ほうむってきた側に転生するなんて、我われながら大だい胆たんなことをしたとたまに後こう悔かいしている。……うん、そうだ。なんで私は悪魔になったんだろうか？　やけくそ？　いや、だが、あのときは正直、どうでもよくて……。でも、悪魔で本当に良かったのだろうか？」


　……あー、また頭を抱かかえて考え込んじゃってるよ。この子は大胆不ふ敵てきなことを口にするけど、その後たいがい後悔しているようだ。相変わらずわからん娘さんです。


「ハハハ、妹の眷属は楽しい者が多くていい。ゼノヴィア、転生したばかりで勝手がわからないかもしれないが、リアスの眷属としてグレモリーを支ささえて欲ほしい。よろしく頼たのむよ」


「聖書にも記されている伝説の魔王ルシファーにそこまで言われては私もあとに引けない。どこまでやれるかわからないが、やれるところまではやらせてもらう」


　ゼノヴィアの言葉を聞き、魔王さまは微ほほ笑えむ。その微笑みは部長のものとそっくりだった。


「ありがとう」


　魔王さまのお礼を聞いて、ゼノヴィアも頰ほおを少しだけ赤く染そめていた。


「さて、これ以上難むずかしい話をここでしても仕方がない。うーむ、しかし、人間界に来たとはいえ、夜中だ。こんな時間に宿しゆく泊はく施し設せつは空いているのだろうか？」


　宿泊施設はどうだろうか……。空いているかもしれないが、探さがすのは時間がかかるかな。


　うーむ、ならば……。俺は頭に思いついたことを、手をあげながら口に出した。


「あ、それなら──」







　　　─○●○─　　　




「なるほど、妹がご迷めい惑わくをおかけしてなくて安心しました」


「そんなお兄さん！　リアスさんはとてもいい子ですわよ」


「ええ、リアスさんはイッセーにはもったいないぐらい素す敵てきなお嬢じようさんです」


　俺の家のリビングで、伝説の魔王さまと俺の両親があいさつを交かわしていた。魔王さまの隣となりには部長。その後方にグレイフィアさんが待機している。


　あのあと、俺は提てい案あんしたんだ。


『それなら、俺の家に泊とまりますか？』──と。


　最初、魔王さまは目を丸くしていたが、部長が俺の家に住んでいることを思い出してか、「それはいい。ぜひとも下宿先のご夫ふう婦ふにあいさつをしたいと思っていたのだよ」と、この意見を快かい諾だくした。


　部長は「ダメ！　ダメよ！」とかわいく抵てい抗こうしていたけど、魔王さまとグレイフィアさんの二人を止められるはずもなく、悪魔稼か業ぎよう終しゆう了りよう後、こうして兵藤家に着いてしまった。


　俺とアーシアは少し離はなれたところから、その様子を窺うかがっていた。部長ったら、お顔を真っ赤にしててかわいい。兄である魔王さまが何を言うか怖こわくて仕方ないんだろうな。


　そんな部長を見られるのも貴き重ちようなんで俺はここで観察させてもらいます！


　いちおう、サーゼクスさまの身の上は部長のお兄さんで、部長のお父さんが経けい営えいしている会社の後あと継つぎということになっている。


　サーゼクス・グレモリーだ。随ずい分ぶん前に捨すてた名前を再ふたたび使えて、サーゼクスさまも楽しげだった。


「そちらのメイドさんは──」


「ええ、グレイフィアです」


　父さんの問いに魔ま王おうさまが答える。


「実は私の妻つまです」


『ええええええええええええええええええええええッッ!?』


　部長以外の全員が驚おどろきの声を出すが、グレイフィアさんは無む表ひよう情じようのまま、魔王さまのほっぺたをつねった。


「メイドのグレイフィアです。我わが主がつまらない冗じよう談だんを口にして申し訳わけございません」


「いたひ、いたひいひょ、ぐれいふぃあ」


　静かに怒おこっているグレイフィアさんと、涙なみだ目めで朗ほがらかに笑っている魔王さま。隣で部長が恥はずかしそうに両手で顔を覆おおっていた。


　ああ、部長のご家族、おもしろいかも。まさか、魔王さまったら冗談をこんな風に言う方とはね。グレイフィアさんも手て慣なれている様子だから、魔王さまはたびたびお茶目をするんだろうな。


「それでは、グレモリーさんも授じゆ業ぎよう参観を？」


　母さんが魔王さまに話しかける。心なしか、頰ほおを赤く染そめていた。母さん、魔王さまのイケメンフェイスに魅み了りようされましたか？　そりゃ部長の男だん性せいバージョンだもん、カッコイイに決まってる。つねられた頰をさする姿すがたは何とも言えないけど……。


「ええ、仕事が一いち段だん落らくしているので、この機会に一度妹の学まなび舎やを見つつ、授業の風景も拝はい見けんできたらと思いましてね。当日は父も顔を出す予定です」


「まあ、リアスさんのお父さんも」


「父は駒く王おう学がく園えんの建けん設せつなどにも携たずさわっておりまして、私同様、良い機会だからと顔を出すようです。本当はリアスの顔を見たいだけだと思いますが」


「グレモリーさん！　お酒はいけますかね？　日本の美お味いしいお酒があるんですがね」


　父さんがキッチンから秘ひ蔵ぞうのお酒らしきものを取り出してきた。


　おおーい、父さん！　いきなり酒かよ！　し、失礼じゃないか！


　だが、俺の心配をよそに魔王さまは笑えみを浮うかべる。


「それは素す晴ばらしい！　ぜひともいただきましょう！　日本の酒はいける口なのでね！」


　魔王さまは想そう像ぞう以上にフレンドリーだった。







　　　─○●○─　　　




「そ、そんな……イッセーと寝ねてはダメなのですか？」


　楽しい宴うたげも終わり、就しゆう寝しん時間となっていた。


　俺の部屋の前で悲しそうな顔を浮かべて部長が魔王さまに詰つめ寄よっている。


「今夜は彼と少し話しながら床とこにつきたいんだ。悪いけど、リアス、今夜だけ兵藤一誠くんを貸かしておくれ」


　そう、魔王さまは俺と話しながら眠ねむりたいといい、すでに来客用の布ふ団とんを部屋に入れていた。


　毎夜のように俺の部屋のベッドで俺と寝ている部長。俺と一いつ緒しよに寝られないことが心底悲しいらしい。うーむ、下げ僕ぼく愛あいここに極きわまるというか。部長、寝るときのぬいぐるみを取り上げられた幼よう女じよのような顔は卑ひ怯きようです。かわいすぎますから。


　朱乃さんに言われたことがある。部長は俺への依い存ぞん度が日に日に高まっているらしい。


　俺のことがかわいくてかわいくてたまらないって、俺自身、部長の期待に応こたえられるか逆ぎやくに怖こわいんですけど……。


　ちなみにいまでも部長とアーシアと一緒に寝ている。毎夜俺たちは川の字で寝ていた。


　でもね、いつも三人で寝ていると、不思議と安心するようになってきましてね。夫婦がいつも一緒に寝るってのが理り解かいできたよ。姉と妹がいたら、こんな感じ？


　部長に抱だき枕まくらにされたり、アーシアも負けずに抱きついてきたり、おいしい思いを毎日のようにしているけど……それ以い降こうに発はつ展てんしないんだよな……。家族愛と感じるから？


　部長は俺と寝ないと死んじゃう病にかかっているという（部長談）。アーシアは俺が常つねに傍そばにいてくれないと寂さびしくて嫌いやらしい。俺の抱き心ごこ地ちって良いのだろうか？


　そういや、最近松まつ田だが涙なみだを流しながら言ってきたな。


「イッセーからアーシアちゃんの匂においがする！　どういうことだよ!?」


　そりゃそうよ。だって、毎日一緒に寝ているわけだもん。アーシアの匂いが俺からしても不思議じゃない。その辺のことは曖あい昧まいに答えているが、一部の男子の間では変な噂うわさが立っているのではないだろうか？


　ふふふ、クラスの男子どもは俺のことを童どう貞てい卒業と思っているに違ちがいない。せいぜい、そう思っているがいい！　そう思われるのも悪くない！　卒業できる見通しないけど！


　これが木場や他の男子だったら、すでに部長のことを抱いてしまっているのだろうか？


　いやいや、そんなことない！　こんなおいしいシチュエーションでも順じゆん序じよというものがありましてね。俺はその順序を飛ばして部長に襲おそいかかるなんて……。


『根こん性じようからして、赤い龍りゆう帝ていじゃなく、赤い童どう帝ていだな、相あい棒ぼう』


　突とつ然ぜん、失礼なことを吹ふっかけてくるドライグ。


　うっせ！　ほっとけ！　そのうち部長とエッチしてやるからおまえはそこで見てろ！


「イッセー……」


　俺に抱きついてくる部長！　うおおおおおっ！　うれしいけど、人前でこういうのはマジで恥はずかしいっスよ！


　学校では凛りんとしていてカッコイイ部長だけど、最近家ではこうです。冷静に物事をなんでもこなすデキルＯＬさんが、家に帰るとペットの前では赤ちゃん言葉になるという話に似にているよね……。


「一人で眠れる？　私が隣となりにいなくても平気？　私は平気じゃないわ。あなたが隣にいないというだけで──」


「お嬢じょうさま、さあ、ご自分のお部屋に戻もどりましょう。お嬢さまのお部屋に私もご厄やつ介かいになりますからね。それではサーゼクスさま、おやすみなさいませ」


　言いかけの部長の腕うでをグレイフィアさんが引いていく。部長が俺の体から離はなれていった。


「わかっているわよ、グレイフィア……」


　名な残ごり惜おしそうな部長の姿。その光景は子こ供どもと離ればなれになるしかない親子の別れシーンそのものだ。


「あ、あの、イッセーさん、おやすみなさい。私も残念ですが、今夜は自室で眠ります」


　ぺこりと頭を下げると、アーシアは笑え顔がおのまま自室へ向かっていった。


　ぽつりと取り残された俺と魔ま王おうさま。


「さ、中に入ろうか」


「は、はい！」


　俺おれの部屋なのに中に入るだけで緊きん張ちようしてしまう！


　魔王さまの立ち振ふる舞まいはエレガントだし、身か体らだを覆おおう魔のオーラは静かだけど、素しろ人うとの俺でもわかるほどの凄すさまじい濃のう度どの魔力をピリピリと肌はだに感じる。


　たぶん、魔力を少し込こめただけのデコピンで俺は粉々になってしまうだろうな。けど、誇ほこらしさを感じてしまう。


　この方が悪魔のトップだからこそ、俺たちは普ふ通つうに悪魔をやってられる安心感を得てしまうんだ。


　これが魔王──。


　同じ空間で同じ空気を吸すうだけでも魔王さまが別べつ格かくの存そん在ざいだとわかる。


　特に会話もないままお互たがい寝ねる準じゆん備びに取りかかり、電気も消して横になったときだった。


「アザゼルに会ったそうだね」


　魔王さまが俺へ話しかけてきた。


「……はい」


　俺は素す直なおに肯こう定ていする。


「何かされたわけではなさそうだけど、何かは言われたのかな？」


「……『今度、改めて会いに行く』と」


「そうか。……アザゼルは神セイクリツド器・ギアに強い興きよう味みを持つ。キミのブーステッド・ギアも例外じゃないだろう。現げんにキミと同じ『神ロン滅ギ具ヌス』を持つ者が彼のもとへ身を寄よせている」


「……何のためにですか？」


「それはわからない。けれど、アザゼルは天界、冥めい界かい、人間界に影えい響きようを及およぼせるだけの力を持った組そ織しきの総そう督とくだ。利用しようとすれば多た岐きに亘わたるだろうね。しかし、彼はコカビエルのような戦いくさ好きではない。過か去この大戦で一番最初に戦から手を引いたのは堕だ天てん使しだったぐらいだからね」


　うーん、正直、部長以外の主は持ちたくないぜ。てか、そんなところへ行くわけもないけどさ。強ごう引いんに洗せん脳のうされたら、どうしようかな……。


　俺の不安に気づくかのように魔王さまは頼たのもしい口調でおっしゃってくれる。


「安心しなさい。私がキミの身の保ほ障しようを約束するよ。せっかく伝説のドラゴンが悪魔側に来てくれたのだから、優ゆう遇ぐうさせてもらうよ。──それに妹はキミのことを大切にしている。あんなに楽しそうなリアスは冥界でもそう見れなかった。きっと、いまは毎日楽しいのだろう。それはキミのおかげだと私は思っている」


　この方は心底部長を愛いとおしく想おもっているんだろうな。いまの一言に親愛が多分に含ふくまれていたと感じた。


「兵藤一誠くん。妹を、リアスをこれからも頼むよ」


「はい」


　もちろんですよ、魔王さま。俺、これからも部長のことを守ります。ずっとです。俺が独ひとり立ちしたとしても、俺が部長の眷けん属ぞくであることには変わりません。


　ハーレム王になったとしても、部長がピンチのときは必ず駆かけつけます。


「俺は……いえ、自分は部長の……リアス・グレモリーさまの『兵ポー士ン』ですから」


「ありがとう。──そうだ、兵藤一誠くん。キミのことを妹同様イッセーくんと呼よんでもいいのかな？」


「も、もちろんです！　光栄です！」


「そうか。では、イッセーくん、私のことは名前のほうで呼んでくれないかな？　お義に兄いさんでもいいのだからね」


　お、お兄さん!?　な、何をもってのお兄さんなんだろうか……？　わからないけど、とても光栄なことだと思う。


「さすがにお兄さんは失礼だと思うのでサーゼクスさまとお呼びしてよろしいですか？」


「では、そういうことにしよう。うーん、しかし、残念だ。伝説のドラゴンくんにお義兄さんと呼ばれたかったのだが……。まあ、近いうちにそうなるだろうから、いまはこれでいいのかもしれないね」


「？　は、はぁ……」


　何やら一人で自じ己こ完結してらっしゃるサーゼクスさま。俺には何を考えているかわからないけど、きっと魔王さまならではの高度なお悩なやみなのだろう。


「ところでイッセーくん」


「は、はい」


「ブーステッド・ギアは高めた力を他のものに譲じよう渡とできる」


「はい、そうですね」


「話は変わるが、キミは女じよ性せいの大きなお乳ちちが好みのようだね？」


「はい！　大好きです！」


　あっ！　サーゼクスさま相手に大声で肯定してしまった！　何たることだ！　恥はずかしすぎる！　しかし、欲よく望ぼうに素直だね、俺も！


「リアスの胸むねは兄の私から見ても豊ゆたかなものだと思う」


「はい、部長の──主あるじのお乳さまは最高のものだと思います！」


　お兄さん！　部長のおっぱいは最高です！　本当に最高なんです！　育ててくれてありがとうございます！　俺からもお礼を言います！


「これは可か能のう性せいの話なんだが……キミのブーステッド・ギアで高めた力を、リアスの胸に譲渡したら、どうなるんだろうね？　まあ、気にしないでくれたまえ」


「──ッ!?」


　その瞬しゆん間かん、俺のなかでかつてない衝しよう撃げきが生まれていた。


　……ぶ、部長のおっぱいにブーステッド・ギア・ギフトを使う……？　バカな、そんなことが……可能だと……？


　いや、しかし！　その発想はなかった！　おっぱいにギフト！　赤せき龍りゆう帝ていの力をおっぱいに譲渡する！　そ、それは、いったいどういうことが起きるというんだ!?


　想そう像ぞうできない！　予想できない！


　バカな！　欲望の権ごん化げ、性せい欲よくの塊かたまりとまで言われた俺が妄もう想そうできないだなんて！


　クソ！　魔ま王おうさまの思考レベルは俺の遥はるか上だ！　なんて発想力だ！


　……単純に大きさが増ますのか？　まさか、あの美しい双そう丘きゅうがさらに国こく宝ほう級の丸みを帯びる？　いやいや、張はりや照りが輝かがやく？　う、ううぅん！　わからない！


　俺は脳のう内ないで唸うなるように思考を張り巡めぐらせた。ここ最近で一番とも言えるほど、頭を回転させていく。両手の五指はおっぱいを揉もみしだくようにわしゃわしゃと空で無む意い識しきに動いていた。


　め、目が冴さえちまった！　ダメだ！　寝ねれない！　眠ねむれるわけがない！


　部長のおっぱいにギフトしたら、どうなるんだ!?


「おやすみ、イッセーくん」


　サーゼクスさまが隣となりで眠りにつくなか、俺は答えの出ない妄想に一ひと晩ばん中励はげんだのだった。







　　　─○●○─　　　




　サーゼクスさま来らい訪ほうから数日。


　サーゼクスさまとグレイフィアさんは泊とまった次の日に俺の家を出しゆつ立たつしていた。


　何やら町の下見をしているようだけど、数日サーゼクスさまに付き添そった俺からしてみれば、観光しているようにしか見えなかった……。


　いや、魔王さまのことだから、俺には想像もできないような視し点てんから物事を捉とらえているに違ちがいない！　ゲーセンで俺と競きそい合ったり（冥めい界かいにゲームセンターを設せつ立りつしたいらしい）、ハンバーガーショップで全種注文制せい覇はしたり（冥界にも有名チェーン店をオープンしたいっておっしゃってた……）、神社に行ったり（魔王の絶ぜつ大だいな魔力で神社の神しん聖せいなパワーを払はらいのけ、お参りしてた。魔王は何でもアリか！）、一見外遊としか思えない行動でもひとつひとつ何事にも真しん摯しに当たっていたと思う。


　そう考えると俺はなんて修しゆ業ぎようが足りない悪魔なんだ！


　俺がハーレム王に遠いのも実はその辺が原げん因いん……？


　ちなみに部長のおっぱいにギフトするとどうなるのか、いまだに答えは出ない……。


　いっそのこと、部長に頼たのんでみるか？　いや、そんなこと頼めない！


「部長！　おっぱいにブーステッド・ギアしてもいいですか？」


　アホかぁぁぁぁぁぁ！　言えるわけないだろう、こんなバカな台せり詞ふ！


　でも、気になる！　マジでどうなるんだ？　部長のおっぱい……。


　そんなことを朝から考えつつ、休日出しゆつ勤きんとなった。


「いってきまーす」


　家から三人で登校する。今日は日曜で休みだけど、やることがあるため、学園に向かっていた。ぐふふ！　今日は待ちに待った最高の日なんですよ！


　ああ、心こころ躍おどる！　胸むね高たか鳴なる！　ととと、ヨダレがついつい出ちまった。


　そんな下品な笑えみを浮うかべる俺に声をかけてくる者がいた。


「おはよう」


　合流してきたのはゼノヴィアだ。彼女は俺の家の近所にあるマンションにて一人で暮くらしている。


　破やぶれかぶれで悪魔となった彼女は二度とヴァチカンの土は踏ふめない。そのため、この町に住むことになったんだけど、旧きゆう校こう舎しやで住むのは嫌いやだったらしく、マンションを借りることになった。


　そのマンションも悪魔の息がかかったところみたいだけどね。近所なのは、主あるじである部長と同じ出であるアーシアが、俺の家に住んでいるためだ。何か暮らしでわからないことがあったら、気軽に訪たずねてこれる距きよ離りがいいってわけだ。


　まあ、いきなり文化と生活基準の違うところで住みだせばわからないことも多い。そういや、アーシアもゼノヴィアも雨の日に傘かさをさしていることに驚おどろいていたな。


　あっちでは雨の日でも傘はささないらしい。ビニール傘を見て酷ひどく驚いていたのも印象深い。本当、文化が違ちがうよね。


「アーシア、例の宿題は済すませたか？」


「はい。ゼノヴィアさんは？」


「私は……日本語でわからないところがあってね。教えてくれないかな？」


「はい！　お任まかせください！　……でも漢字はまだちょっと」


「私もだ。日本人というのはこんなにも複ふく雑ざつな文字を覚えていくのだから恐おそろしい。経けい済ざい大国の片へん鱗りんを垣かい間ま見みるね」


　雑ざつ談だんしているアーシアとゼノヴィア。最初の出会いは最悪だったけど、なんだかんだでこの二人は仲が良い。休み時間もクラスメートのエロ女子である桐きり生ゆうと三人でいる。


　二人が同じキリスト教徒だったのも仲を深める要因だったのかもしれない。


　男子の間でも「静のアーシア」、「動のゼノヴィア」と外国の美少女二人組を称しようしている。


「なるほど、これも主のお導みちびきだね」


「はい、主のお導きです」


『アーメン……うっ！』


　こうやって、二人で何かあるたびお祈いのりして、同時にダメージを受けている。


「何やってんの、キミたちは……」


　そんな俺のツッコミも何度めだろうか。クスクスと小さく笑いながら、部長が言う。


「さて、あなたたち。今日は私たち限げん定ていのプール開きよ」


　そう！　今日はプールです！　待ちに待ったプールの日！


　俺たちオカルト研究部は生徒会からの命令でプールの掃そう除じを任せられていた。もう夏だし、学園のほうもプール開きだ。


　プールを一番最初に使っていいことを条じよう件けんに部長は掃除を快かい諾だくしており、俺たち部員は懸けん命めいに水が抜ぬかれたあとの苔こけを落とした。


　先日、部長が買ってきたという水着。どんなのか家で見せてもらったけど、着てもいないのに水着の形だけで鼻血が止まらなかった。


　だって、すごいんだもん！　エッチだったんだもん！


「今度のプールで見せてあげるわね」


　と、部長に言われ、俺はこの日を楽しみにしていた！　ああ、この日のために俺は生きてきたんだ！　言いすぎかもしれないが、俺は今年の夏を堪たん能のうできそうだ！　いままで夏が寂さびしかったのも今日この日のためだろう！


　夏休みと言えば、童どう貞ていを卒業する男子が多くなる季節！　俺も夏休みになったら……。


　ぐふふ！　去年と違ちがって女の子に囲まれた夏休みとなる！　部長と夏の初体験なんてなったら最高だよね！　いや、朱乃さんもいいなー！　たまらんっ！　妄もう想そうだけで燃もえる！


　今日用事があって来られない木場の分まで俺は楽しもう！


「……イッセーさん、エッチなことを考えてますね？」


　アーシアが涙なみだ目めで俺の頰ほおを引っ張ぱるが、俺はにやけ顔を止めることなんてできなかった。







　　　─○●○─　　　




　拝はい啓けい、天国のお祖じ父いさまへ。


　初夏となりました。らんらんと輝かがやく太陽は、暖あたたかな陽光を届とどけてくれます。


　僕ぼくは眼がん前ぜんの光景に涙が止まりません。涙もろくなったものだと自分でも感じております。


「ほら、イッセー。私の水着、どうかしら？」


　ブッ！　勢いきおいよく俺おれの鼻から血が飛び出る。


　部長の水みず着ぎ姿すがた！　白いお肌はだがこれでもかって抜き身です！


　布ぬの面積の少ない赤いブラジャー！　お、おっぱいが！　下した乳ちちが見えるなんてレベルじゃねぇぞ！　艶なまめかしい脚きやく線せん美びも素す敵てきです！


「あらあら。部長ったら、張り切ってますわ。うふふ、よほどイッセーくんに見せたかったんですわね。ところでイッセーくん、私のほうはどうかしら？」


　と、朱乃さんも登場ッッ！


　部長とは対たい極きよく的な真っ白な水着！　同じく布面積は小さい！　ああ、エッチな体つきのお姉さまがそんなものを着たら、多くの青少年が前まえ屈かがみになりますよ！


「イッセーさん、わ、私も着き替がえてきました」


　振ふり向くとそこにはアーシアがもじもじしながら立っていた。


　アーシアは学校指定のスクール水着だ。うぅむ、金きん髪ぱつ美少女が日本のスクール水着を身につけていると、何かとてつもないパワーを感じるね！　胸むねの「あーしあ」と書かれた名前が素す晴ばらしい！


「アーシア、かわいいぞ！　お兄さん感動だ！　よく似に合あってる！」


　アーシアはとたんに微ほほ笑えみ、ご機き嫌げんな様子だ。


「えへへ。イッセーさんにそう言われるとうれしいです。小こ猫ねこちゃんも同じスクール水着なんですよ」


　おおっ！　小猫ちゃんはアーシアと一いつ緒しよでスクール水着か！　名前の「こねこ」がかわいくて素敵だ！　うーん、「マスコット！」って、愛くるしさ全開だ。


「……卑ひ猥わいな目つきで見られないのもそれはそれって感じでちょっと複雑です」
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　何やらぶつぶつと残念そうな感じだけど……？　はて？


　部長はそんな小猫ちゃんの肩かたに手を置き、ニッコリ微笑みながら言う。


「それでね、イッセー。悪いのだけれど」


「はい？」








「はい、いち、に、いち、に」


　俺は小猫ちゃんの手を持って、彼女のバタ足練習に付き合っていた。


　プールに来て最初にやらされたことは、「小猫は泳げないの。イッセー、相手をしてあげてちょうだい」という部長からの命令だった。


　当の小猫ちゃんは「ぷはー」と時折息いき継つぎしては、一生懸けん命めいにバタバタと足を動かしている。なんだか、一生懸命でかわいらしいぞ。


「がんばって、小猫ちゃん！」


　横でアーシアが小猫ちゃんを応おう援えんしていたりする。ちなみにアーシアも泳げない。


　アーシアの泳ぎ練習も俺が面めん倒どう見ることになっていた。って、俺もそんなに泳ぎが得意ってほどでもないんだけどね。


　うーん、俺としては部長の水着をマジマジと見つめ、プールで泳ぐ部長の姿を水中で拝おがみたかった。


　部長が泳ぐたびにプールのなかでおっぱいが揺ゆれて素晴らしいことになると思うんだ！


「ぷはー。……先せん輩ぱい、付き合わせてしまってゴメンなさい……」


　小猫ちゃんが申し訳わけなさそうに言ってくる。


「いやいや、別にいいさ。女の子の泳ぎの練習に付き合うってのもおもしろくて俺は全然問題ないよ」


　本音だ。野や郎ろうの泳ぎ練習に付き合うならともかく、女の子の練習ならとことん付き合うぜ。それもかわいいアーシアと後輩小猫ちゃんが相手なら一日中でも付き合う！


「ととと、端はしについたよ」


　二十五メートルをバタ足で泳ぎきった小猫ちゃんは勢い余あまって、俺にぶつかってきてしまった。偶ぐう然ぜんにもそれが抱だきついているかのような体たい勢せいになってしまったけど。


　あわわ、このままだといつも見たいに「……触ふれないでください！」ってパンチもらうかも！　警けい戒かいする俺だが、小猫ちゃんの反はん応のうは違ちがった。


「……イッセー先輩は、意外にやさしいですよね。……どスケベなのに」


　……褒ほめられているのか否いなか、わからん。けど、小猫ちゃんの頰ほおがほんのり赤いのは気のせいか？


「ま、まあ、俺だって後輩に何かしてあげたいしさ。いつも小猫ちゃんには迷めい惑わくかけているから、こういうときぜひとも手伝いたいね」


　俺は小猫ちゃんの頭をなでなでしながら言う。部長に俺がよくしてもらっていることをやってみた。下の者にとってみると、異い性せいの先輩にこうしてもらうとうれしいんだよな。


　って、俺のなでなでが小猫ちゃんにとっていいものかどうかはわからないけどさ。


　ザバン！　誰だれかがプールに飛び込こむ音が聞こえてくる。


　他のコースで部長が優ゆう雅がに泳いでいた！　うおおおっ！　これはチャンスだ！


　俺は急いで水中に潜もぐり、神セイクリツド器・ギアを発動する！　左手の籠こ手てを自分の顔に当て、倍ばい増ぞうした力を譲じよう渡とした。


『Tトrラaンnスsフfアeーr!!!!』


　俺の両目に力が流れ込み、視し力りよくが一気に上がった！　広がる俺の視野！　遠くで泳ぐ部長の姿すがたを捉とらえたぞ！　俺の神セイクリツド器・ギアはこういうことに使うためにあると思う！


　水の抵てい抗こうを受け、ぽよんぽよんと独どく特とくの揺ゆれ方をする部長のおっぱい！　ああ、これだよ、これ！　水のなかで生まれる独特の抵抗感！　そこから生まれるおっぱいの揺れ！


　俺はこれに憧あこがれていた！　豊ほう満まんなバストが水中で縦じゆう横おう無む尽じんに動いていく！　なんてわがままな揺れ方だ！　クソ！　部長ォッ！　ありがとうございます！　今日のあれのそれは豊ほう富ふでたまらんな！　よし、帰ったら五回はしてやるぞ！　…………脳のう内ない保ほ存ぞん、メモリ保存。


　ゴッ！　俺の頭部に容よう赦しやのない打だ撃げきがくわえられる。ゴボッ！　水中で俺の息が漏もれる！　ザバッと上がってみると、小猫ちゃんが手をチョップの形にしていた。


「……次はアーシア先輩の泳ぎを見るんじゃないんですか？」


　不ふ機き嫌げんな様子の小猫ちゃん。横ではアーシアが涙なみだ目めだった。


「うぅ、私だって私だって……！」


　あー、なんだかアーシアまで不機嫌だ。俺は咳せき払ばらいしつつ、改めてアーシアに言う。


「よし、次はアーシアだ。準じゆん備びＯＫか？」


「……はい、よろしくお願いします」


　こうして、次はアーシアの練習へと移うつっていった。







　　　─○●○─　　　




「……きゅぅぅぅ、疲つかれましたぁ」


　プールサイドに敷しいたビニールシートの上でアーシアがバタンキューしていた。


　俺が手を持ってバタ足の練習を手伝っていたのだが、予想以上に張はり切っていたせいか、コースを何周もしてしまった。


　プールでの運動は陸りく上じよう以上に体力いるからな。運動があまり得意ではないアーシアにはキツかっただろう。


　小猫ちゃんもプールサイドの日ひ陰かげで本を読んで休んでいる。


　ふぅー。俺も息を吐はき、アーシアの隣となりに座すわっていた。悪あく魔まになってから体力は結けつ構こうついたと思っていたんだけど、今回は疲れたな。


　やっぱり、自分だけの練習と、他者の練習を手伝うのでは、まるで違うんだろう。相手が女の子ってのもあるし。


「……すーすー」


　寝ね息いき？　横を見れば、アーシアが疲れて寝てしまっていた。いやー、かわいい寝顔だ。絶ぜつ対たい、嫁よめには出しませんよ。


　アーシアの寝顔に癒いやされている俺のもとへ赤いコウモリが飛来してくる。──部長の使い魔のコウモリだ。


　ふいに視線を感じ、顔を向けると、反対側のプールサイドに部長の姿があった。手には小こ瓶びんらしきもの。あれは──オイル？　クリーム？


　微ほほ笑えみながら、手て招まねきしている。口元が静かに動いた。


　──いらっしゃい。


　う、うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！　こ、これはまさか!?


　何かを直感し、俺は神速で部長のもとへ走り寄よった！　脳内で予想されるそれは、ひとつしかない！　ですよね！　それしかありませんよね！


　──真夏のオイル塗ぬり！


　ぶ、部長の肢し体たいにオイルを塗り塗りするイベントしかないだろうッ！


　夢ゆめのイベントとまで言われるオイル塗り！　モテない俺からしたら幻まぼろしですよ！


　部長のやわらかい体を両手で思う存ぞん分ぶん堪たん能のうできるなんてッッ！　うおおおっ、妄もう想そうだけで鼻血が噴ふき出るぞッ！


「ひょ、兵藤一誠、ただいま到とう着ちやく致いたしましたッ！」


　大だい興こう奮ふんの様子で眼がん前ぜんに現あらわれた下げ僕ぼくを見て、部長は一いつ瞬しゆん驚おどろいた表ひよう情じようを浮うかべていたが、すぐにおかしそうに小さく笑う。


「まったく、あなたは。私は手招きしただけよ？」


「なっ……」


　心中を見み透すかされていたようだ。俺は一気に顔を紅こう潮ちようさせた。うわっ、俺、恥はずかしいぃぃぃぃ！　て、てっきり、オイルを塗ってくれと言われると思った！


　ちょっと、残念。いや、これではダメだ。部長に呼よばれた以上は、何かの命を完かん遂すいしよう。俺は部長の『兵ポー士ン』なのだから。……でも、オイル塗り……。


「そんな顔しないでイッセー。あなたを呼んだ理由はその通りなのよ」


「へ？」


　間の抜ぬけた俺の声。ということは？


「悪魔は日焼けしないわ。けれど、太陽の光は外がい敵てきよね」


　部長が手に持っている小瓶を俺へ手て渡わたしてきた。


「それは美び容ようの特とく製せいオイルよ。背せ中なか、塗ってくれるかしら？」


「はい！　喜んで！」


　間かん髪はつ入れず俺は即そく答とうしていた。当然です！　脳のうが一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを理り解かいしたぞ！


　やった！　オイル塗りは存そん在ざいしたんだ！　夢のシチュエーションだと思ったけど、やっぱり存在したんだ！　涙なみだが止まらねぇぇぇぇぇっ！


「では、さっそく準備しましょうか」


　ハラリ。部長は俺の前で躊ため躇らいもなくビキニ水着のブラを外してしまう。


　ぷるんっ！


　押おさえるものがなくなったため、ボロリと大きな生なま乳ちちが姿すがたを現した！　こんにちは！　このお乳さまと何度目のコンタクトでしょうか!?


　って、そうじゃない！　部長！　そんな簡かん単たんに男の俺の前で白昼堂々とブラを取り払はらってもいいのですか!?


　押し寄せる血流。鼻を押さえてなんとか止めようとするが、スケベゆえの性さがか、視し線せんはおっぱいに集中してしまう！　ああ、部長！　キレイなピンク色の乳にゆ輪うりんですね！


「ぶ、部長！　そ、そんな風に何の躊躇いもなくブラを外されると俺としても心の準じゆん備びが……ッ！　って、こんなところで！　男の眼前で！　脱ぬいじゃってもいいんですか!?」


「ええ、いまこの場に男だん性せいはあなたしかいないのだから、私は平気よ」


　部長に笑え顔がおで返されてしまう！　ああ、そんな風に言われたら俺感動ですよ！


　って、俺のこと「男」として見てくれている？　男性だけど、下僕だからＯＫということ？　うーん、わからん。でもシチュエーション的にはご褒ほう美びです！


　部長はビニールシートの上でうつ伏ぶせになり、長い紅べに髪がみをどかして背中をこちらへ向けた。あああああ、白い肌はだがまぶしい！　うつ伏せになっているから、ボリュームのある乳がむにゅうと横にはみ出していた。すげぇ！　そのはみ出しているお乳の部分をつんつんしたいです！　てか、隙すきあらばブーステッド・ギアで倍ばい増ぞう譲じよう渡ととかできないかな!?


「さあ、お願いね」


　ぶ、部長の体に触さわっていいお許ゆるしが出たぞ！　やわらかい白い肌を手で触ってもいいんだ！　この日のために生まれてきたのかもしれない！　母さん父さんありがとう！　俺はまた一歩前へ進みます！


　松田、元もと浜はま！　俺はさらに大人の階かい段だんを上るよ！　おまえらは地べたを這はいずり回れ！


　俺は今日飛ぶんだ！　部長の体に触ふれることで俺は羽ばたく！


　両手の五指すべてをわしゃわしゃと卑ひ猥わいな動きをさせて、部長の白い肌に触れようとしていた。


　うわぁぁ、すげぇスベスベでやわらかそうだ……。きっと、もんだらすっごいむにゅむにゅするんだろうな……。


　特とく製せいという悪魔式オイルを手に落とし、何度か手に馴な染じませる。さあ、いざいかん女によ体たいの神しん秘ぴへッ！


　ぴと。にゅるぅぅぅ。


　触れたあと、オイルを伸のばしながら肌に塗り込むようにしていく。


　あーっ！　クソ！　やっぱ、部長のお肌はスゴい！　スベスベしてて俺おれの手までスベスベになりそうな感じだぜ！　しかも触れているすべてがやわらかすぎて手に張はりついてきそうだ！　指先で肌をなぞるたび、指先に集めた神しん経けいが最高級の弾だん力りよくを得て喜んでいるように思える！


　背中を満まん遍べんなく、むしろ無む駄だとも思えるほど堪たん能のうしていく！　横乳に触れられなかったのは勇気が足りなかったからだ！　手が滑すべったと言いながら触っても、部長なら許ゆるしてくれるだろう。しかし、そこから生まれる罪ざい悪あく感を思うとどうにも手が出しにくかった。


　うぅ！　はみ出たお乳を触りたいぃぃぃぃぃっ！


　無意味とも思えるほど、部長の背中を指で這わせているわけだけど、あまりに露ろ骨こつだと怒おこられそうだ。でも部長のお肌をずっと触っていたい！


「ねぇ、イッセー」


「は、はい！」


「私の体で、イッセーが触れていないところは無くなってきたわね。なんだか、この体がイッセーに支し配はいされていきそうだわ」


「──ッ！」


　部長の刺し激げき的で妖よう艶えんな台せり詞ふに俺の脳がやられる！　どうして部長はそういうスケベ心をくすぐる日本語が使えるのですか!?


「胸むねにもオイル塗ぬりたい？」


　──ッ。


　部長の美しい日本語が俺の耳に入り込んでくる！　俺はぶわっと涙なみだを溢あふれさせた！


「は、はい！　もちろんです！　で、でもいいんですか？」


　俺はいちおうの確かく認にんを取るが、部長は微ほほ笑えみながらうなずいた。


「いいわ。あとで念入りに塗ってちょうだい。うふふ、イッセーは女性のおっぱいが大好きだものね？」


「はい！　大好物です！」


　俺は涙を流して肯こう定ていした！　大好きです！　大好物です！　この世界で一番好きなものです！　おっぱいは正せい義ぎなんです！　揉みたい！　揉みほぐしたい！　吸すいつきたい！


　ああ、俺のお姉さま！　部長にチョー甘あまやかされている俺！　最高です、ご主人さま！


「イッセーくん♪　私にもオイル塗ってくださる？」


　むにゅぅぅ。


　やわらかく、弾力のある何かが俺の背せ中なかにひっついてくる！　こ、この感かん触しよくは！　お、覚えがある！　振ふり返ろうとしたら、俺の肩かたから朱乃さんの顔がひょっこり現あらわれた。


　ぬあああああ！　あ、朱乃さん！　いつの間に！


　ぎゅっ。さらに俺の体に腕うでを回し、うしろから抱だきしめてくる！　うわわわわ！　背中に当たるおっぱいの感触がいっそう肌に伝わってきて──。


　って、布ぬの──水着の感触が背中から伝わってこない!?　ま、まさか……、直じかっスか!?


　朱乃さん、水着を取り払はらったのですかぁぁぁぁぁッ!?


「あらあら、部長だけずるいですわ」


　非ひ難なんするように朱乃さんが部長に言う。おっぱいをむにゅむにゅと俺の背中に押おしつけながら！　背中でやわらかい物体が暴あばれ放題だ！


　くっ！　わざとだ！　わざと押しつけてきてるぅぅぅっ！　つーか、せ、先せん端たんっぽいコリコリした感触まで！


　あまりの出来事に俺の手が止まった！　当然だ！　こんなのされたら、いくら念願のオイル塗りの最中でも手が止まるわ！


　ああああああああ！　朱乃さんのおっぱい、弾だん力りよく性せいといい、やわらかさといい、確たしかな存そん在ざい感といい、マジでスゴいッ！　大きなおっぱいって、背中に押しつけられるだけでも重量感が違ちがうと感じられていいよね！


「ちょ、ちょっと、朱乃。私のオイル塗りがまだ終わっていないのよ？　そ、それにそんな風に私のイッセーを誘ゆう惑わくしないでと言ったはずよね？」


　部長が上半身だけ起こして、目元をひくつかせていた。明らかに不ふ機き嫌げんっス！


　ってか！　ぶ、部長！　ブラを外した状じよう態たいで上半身起こしたら……。


　丸見えです！　乳ちちの全部が見えてます！


　眼がん前ぜんで部長の大きな乳ち房ぶさがぷるんぷるんと宙ちゆうで揺ゆれているぅぅぅ！　すげぇ！　部長が少し動くだけでも小こ刻きざみに震ふるえているよ！


　ぴた。


　朱乃さんの顔が俺の肩に乗っかる。そのままほっぺとほっぺが引っ付いて、スリスリされてしまう！　全身に未知の何かが駆かけ巡めぐる！


「ねぇ、イッセーくん。部長が怖こわいですわ。私は日ひ頃ごろ走り回って疲つかれているであろう、かわいい後こう輩はいの男の子の溜たまっているものを吐はきださせてあげたいだけです」


　かみっ。


　ぐわっ！　朱乃さんに耳を甘あま嚙がみされてるよ、俺ぇぇぇぇぇぇ！　朱乃さんがエロすぎてさすがの俺も微び動どうだにできなかった！


　この人、マジでエロすぎて、エロ魔ま人じんの俺ですら身動きを封ふうじられるよ！


　鼻血が噴ふん出しゆつしないように努つとめたい！　でも、キツい！　びゅっびゅって、鼻の穴あなから時折漏れてしまう！


「本当、イッセーくんはかわいいですわ。部長、イッセーくんを私にくださらない？　やっぱり、私が将しよう来らい部長のもとから独ひとり立ちするとき、この子を連れて行きたいですわ」


「ダメよ！　その子は私のよ！　絶ぜつ対たいにあげたりしないのだから！」


「こんなに素す敵てきにかわいい男の子、他ほかにいませんわ。──では、たまにエッチにかわいがるぐらい、いいですわよね？」


「それもダメよ！　いまのイッセーには私以外の女を知って欲ほしくないの。ま、まあ、アーシアなら仕方ないかもしれないけれど……。でも、あなたが相手ではイッセーが本当の獣けものになってしまうわ」


「あらあら。随ずい分ぶんな言い方ですわね。男の子は獣ぐらいがちょうどいいと思いますわよ？　部長がぐずぐずしている間に……イッセーくんの貞てい操そうを」


「あげないわよ！　それこそ冗じよう談だんではないわ！」


　うおおおおっ！　王キングさまと女クイ王ーンさまでペットな俺の取り合いですか！　あああああ、もうペットでいいです！　卑いやしい駄だ犬けんと呼よんでください！　姫ひめさま、女クイ王ーンさま！


「ところでイッセーくん」


　朱乃さん！　耳元で話しかけないでください！　息が当たって──否いなっ！　息を吹ふきかけないで！　なんでこの人エロエロなんだ!?


「部長のお乳は吸えました？」


「い、いえ、吸えてません！」


「あらあら。かわいそう。部長ったら、イッセーくんをかわいがっているのにそういうところはガードが堅かたいのですね」


　朱乃さんの挑ちよう戦せん的な物言い。俺に話しかけているようで、実は部長へ向けているものだ！　部長の表ひよう情じようも徐じよ々じよに険けわしいものへと転じてきている！　こ、怖い！


「だったら、私が代わりに吸わせてあ・げ・ま・す・わ♪」


　…………。


　一いつ瞬しゆん、俺の思考が飛んだ。……え？　いま、なんとおっしゃいましたか……？


　朱乃さんの言葉に理り解かいが及およぶ間もなく、エロ女クイ王ーンはさらに官かん能のう的な誘惑を続けてくる。


「いま、イッセーくんの背せ中なかをスリスリとしているものを、イッセーくんの口にふくませてあげます、と言ったのですよ？　わかる？」


　俺の背中で朱乃さんの乳首が躍おどる！　俺の全身が奮ふるい立つのがわかった。いくら朱乃さんが後輩の俺をからかっているからって、こ、こんなのされたら……。


「舌したを這はわせながら、先せん端たんを転がして、ちゅっちゅって赤ちゃんみたいに吸すいついたり、雄おすとしての本ほん能のうのまま乱らん暴ぼうに吸い込こんだり……。私も男だん性せいにおっぱいを吸われるのは初めてだから、どうなってしまうのか想そう像ぞうしただけで……」


　朱乃さんの荒あらい息づかいか、耳元を襲おそう！　お、俺、言葉攻ぜめを受けてるぅぅぅっ！


　これは朱乃さんのＳサイド!?　刺し激げき的すぎて脳のう内ないが吹ふっ飛ぶぞ！


　ヒュッ！　ボンッ！


　俺の横を何かが通り過すぎていき、後方で破は砕さい音が聞こえてきた。恐おそる恐る振ふり返ると──プールの飛び込み台がひとつ消失していた！


　部長のほうへ視し線せんを移うつしてみれば、突つきだす手のひらに魔力のオーラが！　撃うったんですか!?　こちらに向けて!?


「朱乃。ちょっと、調子に乗りすぎよね？　あなた、私の下げ僕ぼくで眷けん属ぞくだということ、忘わすれているの？」


　ドスの効きいた声こわ音ねを部長が発する。め、目が据すわっていらっしゃるぅぅぅぅ！　怖い！


「あらあら。そんな風にされてしまうと私も困こまってしまいますわ。──リアス、私は引かないわよ？」


　ひぃぃぃぃぃぃっ！　朱乃さんがニッコリ目を留とめて、見開いているぅぅぅ！　しかも怒ど気きを含ふくんだ口調だ！　全身を黄金のオーラが包み込み、パチパチと電気が走る！


　部長が身を起こし、朱乃さんも俺から離はなれて立ち上がった！


　おっぱいをボロンと丸出しの美少女先輩お二人が、全身に魔力を展てん開かいさせながら、間近でにらみ合う！　うわぁぁぁぁぁっ！　お、女の戦いですか!?


「イッセーはあげないわ。──卑しい雷いかずちの巫み女こさん」


「かわいがるぐらいいいじゃないの。──紅べに髪がみの処しよ女じよ姫ひめさま」


「あなただって処女じゃないの！」


「あら、そんなこと言うなら今すぐイッセーくんに処女をもらってもらうわ」


「ダメよ！　イッセーは私の処女がいいって言ったの！」


　直後、破は壊かい音が巻まき起こり、部長と朱乃さんが空中を飛び交かい、ケンカと呼べないレベルの女の戦いを始めだした。うら若わかき乙おと女めが「処女処女」言っちゃダメですよ！


「だいたい、朱乃は男が嫌きらいだったはずでしょう！　どうしてよりによってイッセーにだけ興きよう味みを注ぐのよ！」


「そういうリアスも男なんて興味ない、全部一いつ緒しよに見えるなんて言ってたわ！」


「イッセーは特別なの！　かわいいの！」


「私だってイッセーくんはかわいいわよ！　やっとそう思える男の子に出会えたのだから、ちょっとぐらいイッセーくんを通じて男を知ってもいいじゃないの！」


　あああああああああ！　なんだかわからないが、大ゲンカになってきたぞ！　つーか、俺がいるのなんてお構かまいなく危き険けんな魔ま力りよくの塊かたまりを放ち合ってるぅぅ！


　バゴッ！


　おわっ！　すぐ近くに魔力が飛んできた！　プールサイドが砕くだけ散ったぞ！


　ヤバい！　ここにいたら、死ぬ！　殺される！　止めたいけど、止められないよ、あんな女の戦い！　レベルの違ちがう攻こう防ぼう戦せんに紛まぎれ込んだら、消しよう滅めつする！


　俺は心中で「すみません、部長、朱乃さん！」と必死に謝あやまりながら、足早にプール用具室のなかへ逃にげ込んだのだった。







　　　─○●○─　　　




　ぜーはーぜーはー。


　死線をくぐり抜ぬけ、俺おれは用具室のなかで深しん呼こ吸きゆうしていた。


　命からがらだったぞ！　マジ怖こわい、二大お姉さま！　俺に甲か斐い性しようがあれば、お二人のおっぱいを同時に揉もみながら「ふふふ、ここは俺の顔に免めんじてケンカは止やめておくれ、マイハニーたち」なんてことを言えたのだろう。


　だが、現げん実じつは空むなしい。俺は女の子の恐きよう怖ふに縮ちぢこまり、こうして逃げてきてしまった。


　ま、二人にとって俺は部で飼かっている猫ねこか犬の感覚なのだと思う。俺一人しかいないから、どうしても二人で取り合う形になるんだろうな。


　しかし、部長と朱乃さんの眷属悪あく魔まのかわいがり方は俺の想そう像ぞうを超こえているぜ。


　──ハーレム王の道は険けわしすぎる。


　ていうか、俺の周囲の女の子が特別怖いだけなのか？


　深いため息をつく俺だが、ふいに人の気配を感じた。奥おくからゼノヴィアが姿すがたを現あらわす。


「おや、兵藤一誠か。どうしたのかな？　と、外が騒さわがしいようだけど？」


「いま外に出ないほうがいいよ。で、そういうおまえこそ、ここで何をしているんだ？」


「うん。初めての水着だから、着るのに時間がかかった。似に合あうかな？」


　女子更こう衣い室しつがあるのに、わざわざ用具室で着き替がえていたのか？


　部長や朱乃さんほどエロい水着ではないが、体の凹おう凸とつを強調しやすいビキニ水着だった。


　あー、やっぱり、この子もいい体しているよね。キュッと引き締しまった体。でも、出るところは出ているんだ。おっぱいも大きいほうだし、谷間もあるし。


「あ、ああ、似合うと思うぜ。なんだ、水着初めてなのか？　やっぱ教会の規き則そくが厳きびしいから破は廉れん恥ちなものは禁きん止し？」


「まあ、そうだね。というよりもこういうものに私自身興味がなかったんだ。周囲の修しゆう道どう女じよたち、女じよ性せいの戦士はその手のものに触ふれられなくて不満を漏もらしていたけどね」


　そっか。どう見ても「戦せん闘とうしているほうが性に合う」とか言っちゃうタイプだもんな。


「だけど、私も身の上が変わった以上、多少なりとも女らしい娯ご楽らくを得たいと思うんだ。と、最近思い始めたりする」


　はぁ、そうですか。変な知ち識しきだけは得るなよ？　──と、ゼノヴィアがかしこまった表ひよう情じようを見せる。


「兵藤一誠。折り入って話がある」


「イッセーでいいよ。ゼノヴィアも仲間なんだし」


「ではイッセー、改めて言うが、私と子こ供どもを作らないか？」


　…………。


　ん？　んん？　この娘こはいま何をしゃべりましたか？


　ゼノヴィアが怪け訝げんそうに頭を傾かたむけ、「聞こえなかったのか？　よし」と再さい度ど口走る。


「イッセー、私と子作りをしよう」


　……………………。


　……ん？　んん？　俺の耳が壊こわれたか？　いまとてつもなく雄おすとしては喜ばしいことが耳に飛び込んできたけど……。我わが耳を疑うたがう俺へゼノヴィアは三み度たび言う。


「イッセー、私と子作りをしよう」


「ええええええええええええええええええええええええええええッッ!?　──むがっ！」


　大声を張はり上げる俺の口元をゼノヴィアがふさぐ。


「しーっ。大声を出してはいけない。気づかれる」


　大声を出すなって、そりゃ無理だぞ！　何を考えているんだ、おまえは！　こ、こ、こ、こ、子作りってな！


「お、おまえな、いきなりそれは……」


　ドギマギしている俺へゼノヴィアはうなずく。


「うん。順を追って話そう」


　ゼノヴィアは語る。


　自分はキリスト教会の本部でもあるローマで生まれ育ち、聖せい剣けんが使える因いん子しを生まれ持っていたため、幼よう少しようの頃ころから神のため、宗しゆう教きようのため、修行と勉学に励はげんできた──と。


「子供の頃から、これといって夢ゆめや目標というものが、すべて神や信しん仰こうに絡からんだものだったんだ。たとえば、悪あく魔まを倒たおすのは主のため、布ふ教きようさせるのもヴァチカンのためだと信じて疑うこともなかったよ。だから、悪魔となったいま、私は目標、夢が無くなったと言えるんだ」


「あー、それはわかったけど……。そ、それがどうして、こ、こ、子供だなんて……」


　話が飛ひ躍やくしすぎだと思うんだが、その辺、この娘は何を考えているのか。


「うん。神に仕えていたときは女の喜びを捨すてることにしてた。我が身、我が心はすべて信仰のために封ふう印いんしたんだ。けれど、この通り、現げん在ざい悪魔だよ。何をしていいか、最初はわからなかった。現主であるリアス部長にそれを訊たずねたら──」


　──悪魔は欲よくを持ち、欲を叶かなえ、欲を与あたえ、欲を望む者。好きに生きてみなさい。


　部長にそう答えられたという。


「だから、私は封印していたものを解とき放ち、それを堪たん能のうしようと思う」


　女性の喜びを解かい放ほうする……と？


「そして、私の新たな目標、夢は──子供を産うむことなんだ」


「お、女のできることがしたくなったってこと？　いままでは宗教上、貞てい操そう意い識しきとか強かったのでできなかったから？」


　ゼノヴィアはこくりとうなずく。


「そう、子供を産んでみたいんだ。そのためには男を知る必要もあるのだけど、ちょうどいいだろう？　子作りと同時に知れる」


「いやいやいや。は、話はわかったけど、なぜに俺？」


「不服か？　これでも女性としての身か体らだはそこそこ自信があるのだけどね。胸むねもリアス部長ほどはないがアーシアよりは大きいぞ？　揉もみ応ごたえというのがあると思うのだけど？」


　うぅ、胸をなでながら言うな！　確たしかに大きいほうだと思うけど！　てか、そりゃ揉みたいよ！　モミモミと！


「そ、そりゃ、俺だって女の子とそういうことしたい。つーか、させてくれるならいまでも飛びかかってしまいそうです！　で、でも、俺でいいのか？　俺はおまえの彼氏じゃないし、子供が欲しいってのもこの歳としで考えたこともないぞ！」


　子供……。いつか俺も持つのかもしれない。


　少し前までは女の子とまるで縁えんがなかったから、その辺諦あきらめていたが、悪魔に生まれ変わって夢も野望も出てきたため、事後のことも考えてしまうようになっていた。


　そんな俺の確かく認にんにゼノヴィアはこくりとうなずく。


「イッセーでいいんだ。キミは自分で気づいていないと思うけど、ドラゴンのオーラを身につけている。赤せき龍りゆう帝ていを宿しているからだろう。最初に会ったときよりも少しだが、ドラゴンの気が増ましている」


　そ、そうなのか。俺自身気づいてもいないことだった。


「私は子供を作る以上、強い子になって欲ほしいと願っているんだよ。父親の遺い伝でん子しに特とく殊しゆな力、もしくは強さを望む。そこでイッセーが一番適てき任にんだと思った。伝説の赤龍帝の力。神セイクリツド器・ギアは子に受け継がれなくとも、オーラは受け継がれるかもしれないだろう？　これは好機なんだ。きっと、主のお導みちびき──うっ！　……ついお祈いのりをしてダメージを受けたが、そういうわけ。ちょうどここは人ひと気けもない。さっそく一度試ためしてみよう。何事も早め早めがいい」


　ぶるんっ！


　突とつ然ぜんゼノヴィアが目の前で水着を躊ため躇らいもなく脱ぬぎ捨てる。露あらわになるゼノヴィアの乳ち房ぶさァァァァァッァアッッ！　ぷるんぷるんと弾はずんでましたけど！


　ち、ち、乳首……。キレイなピンク色の乳にゆう輪りんだこと！　か、神に捧ささげていたってことは、まだ誰だれもこれに触ふれていないってことだよな……？　神さまの代わりに俺へ捧げるのか、この娘は！


　たらりっ……。変な妄もう想そうもしてしまって、鼻血が流れてきてしまった。俺は今日、何リットルの鼻血を噴ふけばいいのだろうか！　そんなことお構かまいなく彼女は話を続ける。


「悪魔の出生も知っている。なかなか、子こ供どもができないそうだ。特に純じゆん血けつ同士は難むずかしいらしいが、運良く私もキミも転生悪魔。ベースは人間で、キミは性欲も強い。毎日していけば十年以内に妊にん娠しんするのではないかと予想しているんだよ。いや、キミの強い性欲なら日に数度も可か能のうかな？　それも計算すると五年以内も夢じゃないと思う。ああ、子供のほうも問題ないよ。基き本ほん的に私が育てる。ただ、父親からの愛を子供が望んだら、そのときだけは遊んでやって欲しいんだ。やはり、子に父と母は必要だからね」


　えええええええええええっ！　すでに未来予想図までお持ちですか、あなたは!?


「残念なことに私は男だん性せい経けい験けんがない。これから覚えていくつもりだが、性せい知ち識しきの豊ほう富ふそうなイッセーにいまは合わせよう」


　やっぱり、処しよ女じよですか！　なんで俺の周りは経験がなくて妖よう艶えんな女の子ばかりなんだ!?


「──抱だいてくれ。子作りの過か程ていをちゃんとしてくれれば好きにしてくれてかまわない」


　俺へ抱きついてくるゼノヴィア！　う、うああああああああああ！


　俺の胸にお、お、おっぱいが当たっている！　や、やわらかい！　クソ！　押おし倒たおしていいのか!?　覚かく悟ごを決めていいのか!?　俺の初めては部長じゃなくてゼノヴィア!?


　誰もいない！　密みつ室しつ！　二人だけ！　じゅ、十分ぐらい俺たち二人がいなくなっても怪あやしまれないはず！　いや、十分で全部終われるか!?　俺も童どう貞ていだぞ!?


　ここで抱かねば男が廃すたる！　ついに来たのか、卒業式！　ああ、松田、元浜！　俺は遠くへ行くよ！　夏は女の子を過か激げきにする！　夏で初体験を済すませる高校生が多いのもこれのためか！　行くぞ！　行くぞぉぉぉぉおおおおおおっ！


　完全に覚悟を決め、心の中で部長に謝あやまり、ゼノヴィアを押し倒そうと──。


　ガチャ。


　突とつ如じよ、開かれる用具室の扉とびら。振ふり返ると──。


「……イッセー？　これはどういうことかしら？」


　部長は笑えみを引きつらせたまま、立ち尽つくしていた。部長の体が薄うすく紅あかい魔ま力りよくで覆おおわれていく。


「あらあら。ずるいわ、ゼノヴィアちゃんったら。イッセーくんの貞操は私が貰もらう予定なのですよ？」


　朱乃さん、笑っているけど、なんだか怖こわいオーラが漂ただよってます！


「うぅ、イッセーさん……。酷ひどいです……。わ、私だって言ってくれたら……」


　アーシアも何かをもじもじさせながら言いたげだが、怒おこってらっしゃる！


「……油ゆ断だんも隙すきもない」


　小猫ちゃんは半はん眼がんでキツい一声！


「どうした？　イッセー、さあ、子供を作ろう」


「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべているゼノヴィア。おおおーい！　この状じよう況きよう、この空気を少しは読めぇぇぇぇぇぇっ！


「子供を作ろう」という言葉を聞き、女じよ性せい陣じん皆みなさまの顔色が変わる。


　ガシッ！　部長と朱乃さんに両りよう腕うでをつかまれ、俺はプールのほうへ引きずられていく！


　腕うでをつかむ手に力が入っているんですけど！


「部長！　こ、これにはわけが！」


「わかっているわ。私が悪いの。性欲過多なあなたから少しでも目を離はなした私のせいよね。でもね、イッセー。子供を作ろうってどういうことかしら？」


　ニッコリ笑顔の部長。怖い！　怖すぎる！


「そうですわね。ちょっと、その辺の男心を聞きたいものですわ。どういう経けい緯いがあれば子供の話になるのかしらね？」


　朱乃さん、いつもの笑顔だけど、迫はく力りよくが凄すさまじい！


　グンッ！　突とつ然ぜん、浮ふ遊ゆう感が襲おそい、足あし下もとを見れば小こ柄がらな力持ち少女が俺の両足を持ち上げて引っ張ぱっていこうとしていた！


「……連行です」


　小猫ちゃん！　俺をどうする気だ!?　あれれ!?　よく見れば、俺って、女子たちに持ち運ばれてる!?


「うん。なるほど、まずは部長や、副部長、アーシアに勝たねばならないのか。これは至し難なんの業わざだね。しかし、ライバルが多いとなると燃もえるものもある」


　おおおおおーい！　何を一人で盛もり上がってるの、おまえはぁぁぁぁぁっ!?


　元はと言えばゼノヴィアが変なことを口走ったのが──。


　いや、俺も応おうじてしまった部分も……。


「イッセー、隙あらば私はキミと子作りをするから、それだけは覚えておいてくれ。覚悟も決めておくように」


「ゼノヴィアァァァァァッ！　ちったぁ、助けろぉぉぉぉぉっ！」


　こうして俺は新たな火種となる要よう素そをゼノヴィアからもらうこととなった。


　我われながら断ことわり切れないところにスケベ根こん性じようを感じてしまった。







　　　─○●○─　　　




　あー、刺し激げき的な一日だった……。プールから出て俺おれは校庭のほうへ歩いていた。


　女の子と縁えんがなかった日々に比くらべると天国だぜ、まったく。しかし、この疲ひ労ろう感はなんだろうか？


　あれほど渇かつ望ぼうした女の子の裸ら体たい！　しかも美少女さまの裸はだか！　おっぱい！　ぷるぷる震ふるえる生なま乳ちちを脳のう内ないに記き憶おくしていっているわけだが、なぜかそれ以上の出来事が起きて俺の疲労感はピークとなっていた。


　目を閉とじて部長と朱乃さんのおっぱいを脳内で再さい生せいする。……素す晴ばらしいんだけど、そのあとの「部長と副部長の頂ちよう上じよう決戦！」も再生されて一気に縮ちぢこまってしまう。


　怒おこったお姉さまは恐おそろしい……。うん、二人にだけは絶ぜつ対たいに逆さからわないでおこう。


　ゼノヴィアもゼノヴィアで問題だ。まさか、あそこまで大だい胆たんとは……。つかめない娘こだったけど、ここにきてさらに拍はく車しやがかかったぞ。でも、かわいいよね、ゼノヴィアも。


　校こう舎しやを出ようとした俺の視し界かいに銀が映うつり込こむ。校門のところだ。


「…………」


　──っ。


　一いつ瞬しゆん、絵画の一場面かと勘かん違ちがいしそうだった。


　すんごい美少年が校舎を見上げている。銀ぎん髪ぱつだ。グレイフィアさんも銀髪だったけど、その美少年くんのは濃こい、というか、ダークなカラーが強い。


　外国の人だから、年ねん齢れいは見た目ではよくわからないけど、俺と同じぐらい？　もっと若わかい？　うーん……。


　ただ校舎を見上げているだけの、それだけの行こう為いが俺には幻げん想そう的に見えてしまったんだ。


　ふと、その少年が俺に気づいたのか、視し線せんがこちらへ移うつる。引き込まれるぐらいに透すき通った蒼あおい眼めだ。少年は天使の微ほほ笑えみで俺に話しかけてくる。


「やあ、いい学校だね」


「えっと……まあね」


　俺は無む理り矢や理り笑え顔がおを作って爽さわやかに答えた。誰だ？　うちの学校は留りゆう学がく生せいが多いから、もしかしたら今度留学してくる人かもしれない。母校の印象を悪くするわけにもいかないよね。


　学校について質しつ問もんされたらなんと答えようかと考え込んでいた俺へ、彼は予想にもできなかった一言を漏もらす。


「俺はヴァーリ。白はく龍りゆう皇こう──『白バニシいング・龍ドラゴン』だ」


　──っ。


　…………え？　こいつは何を言って──。


「ここで会うのは二度めか、『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』──赤せき龍りゆう帝てい。兵藤一誠」


　う、噓うそ……じゃないのか。左手が燃もえるような感じだ。宿っているドライグが反はん応のうしてると理り解かいできるさ。おいおい、ドライグ。こいつはマジものかよ!?


　こんなところで例の「ライバル対決」を繰くり広げるのか？　待ってくれよ、心の準じゆん備びなんてしてるわけないだろう。ここで戦ったら、部長たちにも被ひ害がいが出るかもしれない。


　プレッシャーは感じない。だけど、この死を予感させられる感覚はなんだろうか？


　やれば絶ぜつ対たいにただでは済すまないと頭だけでなく、体も反応している。歴代の先せん輩ぱい方が感じてきたものをドライグと神セイクリツド器・ギアから通じてきているのか？


　これが『宿命』とかいう奴やつなのかよ！　ふざけんな！　俺、まだ部長とエッチしてないんだぞ!?　死ぬなら部長を抱だいてから死にたい！


　──どうする？


　身み構がまえる俺へ『白バニシいング・龍ドラゴン』は不ふ敵てきな笑みを見せる。


「そうだな。たとえば、俺がここで兵藤一誠に魔ま術じゆつ的なものをかけたり──」


『白バニシいング・龍ドラゴン』の手が俺の鼻先に迫せまったとき──。


　ザッ！


　二本の剣けんが『白バニシいング・龍ドラゴン』の首元に刃やいばを突つきつけていた。


　瞬しゆん時じに現あらわれたのは木場とゼノヴィアだった。聖せい魔ま剣けんと聖剣デュランダルを『白バニシいング・龍ドラゴン』に向けている。


　気配なんて一いつ切さい感じられなかった。『騎ナイ士ト』の神速で俺のピンチに駆かけつけてくれた？


　聖魔剣、聖剣、ともに強きよう烈れつなオーラを発し続けていた。ふ、二人とも目つきが鋭するどくて、怖こわいぐらいだ。


「何をするつもりかわからないけど、冗じよう談だんが過すぎるんじゃないかな？」


「ここで赤龍帝との決戦を始めさせるわけにはいかないな、白龍皇」


　木場もゼノヴィアもドスの効きいた声こわ音ねだ。


　しかし、そいつは少しも動じずに──。


「やめておいたほうがいい。──手が震ふるえているじゃないか」


『白バニシいング・龍ドラゴン』の言うように、木場とゼノヴィアの手元は震えていた。絶大と呼よばれる聖魔剣と聖剣を握にぎりしめていながら、二人は表情を強こわ張ばらせている。


「誇ほこっていい。相手との実力差がわかるのは、強い証しよう拠こだ。──俺とキミたちとの間には決定的なほどの差がある。コカビエルごときに勝てなかったキミたちでは、俺には勝てないよ」


　コカビエルごとき──。


　俺たちグレモリー眷けん属ぞくが一丸になっても勝てなかった堕だ天てん使しの幹かん部ぶ。あの一戦はいまだに思い出すだけで冷や汗あせが出る。『赤ブース龍テツド帝・ギア・のスケイル鎧メイル』になっても勝てるかどうかわからなかった相手だ。それを「ごとき」と見下せるだけの力をこいつは持っているのだろう。


「兵藤一誠、キミはこの世界で自分が何番目に強いと思う？」


　突とつ然ぜんの問いかけ。……強さ？　俺の？　わからない。赤龍帝の力は異い常じようだと言われ、度たび々たび恐おそれられたりするけど、実じつ際さいの強さはわからない。俺自身が未み熟じゆくすぎるってのもあると思うが。


「未完成のバランスブレイカー状じよう態たいとしたキミは上から数えた場合、四桁けた──千から千五百の間ぐらいだ。いや、宿主のスペック的にはもっと下かな？」


　相手の真意がわからない俺は怪け訝げんに思うばかりだった。何が言いたい？


「この世界は強い者が多い。『紅クリム髪ゾンの・魔サ王タン』と呼ばれるサーゼクス・ルシファーでさえ、トップ10内に入らない」


　サーゼクスさまよりも強いのがそんなにいるのか？　正直いまの俺には想そう像ぞうできないが。


『白バニシいング・龍ドラゴン』が指を一本立てる。


「だが、一位は決まっている。──不動の存そん在ざいが」


「？　誰だれのことだ。自分が一番とでも言うのかよ？」


　俺の問いに奴やつは肩かたをすくめた。


「いずれわかる。ただ、俺じゃない。──兵藤一誠は貴き重ちような存在だ。十分に育てたほうがいい、リアス・グレモリー」


『白バニシいング・龍ドラゴン』が視し線せんを俺の後方に向ける。それを追うと、そこには部長が立っていた。


　おおっ、メッチャ不ふ機き嫌げんな表ひよう情じようだ。部長の周りにはアーシア、朱乃さん、小猫ちゃんもいた。対たい応おうに困こまっているアーシアと対照的に朱乃さんと小猫ちゃんは臨りん戦せん態たい勢せいだった。


「白はく龍りゆう皇こう、何のつもりかしら？　あなたが堕天使と繫つながりを持っているのなら、必要以上の接せつ触しよくは──」


「──『二に天てん龍りゆう』と称しようされたドラゴン。『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』と『白バニシいング・龍ドラゴン』。過か去こ、関かかわった者はろくな生き方をしていない。──あなたはどうなるんだろうな？」


「──っ」


　野や郎ろうの言葉に部長は言葉を詰つまらせていた。


　部長、どうしたんですか？　俺に関してなのだろうか……。


「今日は別に戦いにきたわけじゃない。ちょっと先日訪おとずれた学まなび舎やを見てみたかっただけだ。アザゼルの付き添そいで来日していてね、ただの退たい屈くつしのぎだよ。──ここで『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』とは戦わない。それに──俺もやることが多いからさ」


『白バニシいング・龍ドラゴン』はそれだけ言い残すと、踵きびすを返して、この場をあとにしていく。


　奴が去っても緊きん張ちようの糸は取れない。木場とゼノヴィアは剣をしまったが、表情を緩かん和わさせることはなかった。


　寄より添ってきたアーシアは無言で俺の汗あせばんだ手を握にぎってくれる。ありがとう、アーシア。少しだけ俺の緊張は解とけそうだ。


　アザゼル、そして『白バニシいング・龍ドラゴン』。俺のもとへ、望んでもいない者が集まりつつあった。







　　　─○●○─　　　




「…………」


　自室に帰ってきた俺は、無言で床ゆかに座すわり、ベッドに背せを預あずけていた。


　──白はく龍りゆう皇こう。


「白バニシいング・龍ドラゴン」、俺の左ひだり腕うでに宿る「赤ウエルいシユ・龍ドラゴン」と対ついの存在……だそうだ。宿命のライバルとやらで、俺のブーステッド・ギアと奴が持つというディバイン・ディバイディングは、戦いあう運命らしい。


　出会った瞬しゆん間かん、ドライグが反はん応のうした。怒いかり……ではない。単たん純じゆんな戦せん闘とう高こう揚ようだと思う。


　一気に俺のうちで何かが燃もえ上がったのはわかった。あの場で、相手がしかけてきたら、ドライグは俺を強きよう制せい的に例の未完成禁バランス手ブレイカー状態にしていたかもしれない。


　先日、コカビエルと戦った事じ件けんで出会ったときは敵てき意いやらがなかったけど、今回は違ちがった。俺への興きよう味みを持って接せつしてきた。それをドライグも察知したんだと思う。


　……宿命とか、俺には正直理り解かいできない。ブーステッド・ギアは代々ランダムで受け継つがれるらしく、過去に宿した先せん輩ぱいたちは運命に従したがって「赤ウエルいシユ・龍ドラゴン」と「白バニシいング・龍ドラゴン」の戦いをしてきたんだとドライグから説明された。


　周囲の連中も俺と「白バニシいング・龍ドラゴン」が対であり、いつか戦わねばならないとどこかで感じている様子だった。


　わけわからねぇ。なんだそりゃ？


　俺は兵藤一誠であり、ただの一いつ介かいの悪あく魔まだ。どうして、そんな危あぶなっかしいことに巻まき込こまれている？　関係ねぇ！　運命なんて知るか！


　と、思ってみるものの、その辺は覆くつがえすことができない。結局、俺はあいつと戦わないといけない？　うーん。特に恨うらみとかないんだけどな。むしろ、コカビエルを倒たおしてくれてありがとうと思う。あ、でも、あいつは堕だ天てん使しの仲間で、部長の乳ちちを吸すう理由を俺から奪うばった。その辺りは許ゆるせない！　……どうしたものか。


　俺が上級悪魔になるには障しよう害がいが多いようだ。


　上級悪魔への昇しよう格かくは、大きくわけて三つの方法があるという。


　一つは、人間との契けい約やくを取り続けて地道に評ひよう価かをもらうこと。俺がいつもやっていることだ。お得意さんもできたけど、この契約からの昇格はかなり難むずかしいらしいと最近発覚した。よほどの人物から契約を取り付けないと厳きびしい。たとえば大だい統とう領りようとか、歴史に残りそうな人物などからの契約。運の要よう素そと主の縄なわ張ばりしだいだというが、主はともかく、この町に大物が住んでいる気配はないと思うぞ……。ただでさえ、契約の業界は縮しゆく小しよう傾けい向こうだというのに。でも悪魔の伝でん統とうだからこれを止めるわけにもいかない事情もある。


　二つには、何か大きな武ぶ勲くんをあげること。これは先日の堕天使幹かん部ぶが襲しゆう来らいする事件みたいなもので戦果を出すことだ。前回は俺よりも部長がこれを評価された。かなりの高ポイントだったらしいが……。そりゃ、敵の幹部クラスだもんね。俺が仮かりに堕天使の幹部を倒せば評価されるだろうな。


　でもこれで上級悪魔入りする奴はほとんどいない。そりゃそうだ。堕天使や天使のお偉えらいさんと戦うなんてこと、ほとんどあり得ないのが現げん状じようの三すくみらしいからね。戦争なんて二度とおこらないとさえ言われているなか、それはレアすぎる体験だ。


　三つ、レーティングゲームで活かつ躍やくする。実はこれが一番の近道なのだと部長に以前聞いた。ていうか、上級悪魔目指すなら、ゲームで名をあげろと言われた。


　冥めい界かいはこのレーティングゲームで悪魔業界の経けい済ざいを活気づかせているようだ。何はともあれ、ゲームでの実力がモノを言う。各名家の位もゲームの実力に直結する。


　焼き鳥野や郎ろうことライザー・フェニックスの家もゲームで名をあげた悪魔の一族だ。


　転生悪魔と呼よばれる俺と同じ連中も、その多くがレーティングゲームでの活躍が評価されて上級悪魔の仲間入りを果たし、主あるじから独ひとり立ちをしている。そして、魔王さまから下げ僕ぼく、眷けん属ぞく用の『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』をいただいているらしいんだ。そのとき、『王キング』となる。


　まあ、独り立ちしても主のゲーム参戦時は主の駒こまとして駆かけつけなければいけないルールだけどね。あくまで主にとって、「眷属」悪魔であることは終生変わらない。俺が仮に将来『王キング』になったとしても部長のゲームでは『兵ポー士ン』となるわけですな。


　俺や仲間たちも近い将しよう来らい、必ずこれに正式参加することとなる。確たしか話では部長が高校卒業後すぐ本ほん格かく的に参加の準じゆん備びって聞いたから、もう一年もない。もうすぐだ。


　仮に一の条じよう件けんで上級悪魔になってもゲームで強くなければ意味がない。ゲームをすることは上級悪魔の嗜たしなみみたいなものって話だからな。


　それでハーレム王になれても、実力が伴ともなわなければ周りに笑われちまうし、主の部長にも迷惑をかける。むぅ、なんとかして強くならないといけないというわけだ。


　悪魔になっても将来不安ばかりが募つのるぜ……。しかし、だからこそ、ハーレムを作ったときの幸せも一ひと入しおだと思う。


　それら評価をくだすのは魔王さま方、大王さま、大公さまなどチョーお偉えらいさんだ。


　改めて総そう合ごうすると、俺おれの目標はまず上級悪魔になること。そのためにはやるべきことをすべてやっておきつつ、来年以い降こう参加するであろうゲームで評価を上げていく。


　やるべきことは多い。そのなかで白はく龍りゆう皇こうとのライバル勝負とかやってらんないよ……。


　あ、でも、白龍皇倒せば評価上がる？　うーん……、でもそれは「赤せき龍りゆう帝ていとして当然のこと」で片かた付づけられそうだな……。「白バニシいング・龍ドラゴン」、マジでめんどくせえな……。


「まだ考え中？」


　突とつ然ぜん、目の前に部長の顔が逆さかさまのまま現あらわれる。


　俺のベッドで横になって雑ざつ誌しを読んでいた部長だ。ベッドから俺の顔を覗のぞき込んだらしい。部長はヒマさえあれば、俺の部屋で過すごしている。


「あ、いえ、なんていうか……」


　ポリポリと頰ほおをかく俺。部長はベッドから降おりると、俺の横に座すわる。


「私はあなたを信じるわ。何があっても。それにあなたなら白龍皇に勝てると信じてる」


「──っ」


　ニッコリ微ほほ笑えんで部長は言ってくれる。


　ぶ、部長……。俺の心中の想おもいを一発で解かい消しようしてくれるお姉さまのありがたいお言葉と笑顔！　部長！　うぅ、目め頭がしらがついつい熱くなってしまった！　涙なみだもろくなったものだ。


　部長がご自身の太ももをぽんぽんと叩たたく。こ、この合図は……ッ！


「いらっしゃい」


　──ぶ、部長ッッ！


　部長の膝ひざ枕まくら！　俺の癒いやし空間！　俺は感かん涙るいしながら、即そく寝ね転ころがって部長に甘あまえた。部長は俺の頭をやさしくなでてくれる。ああ、俺のお姉さま！


「昼間はあんなことになってしまって、ゴメンなさい。イッセーを喜ばせようと思ったのだけれど、怖こわがらせてしまったわね」


　部長、気にされていたのか。


「そ、そんな、俺こそ部長と朱乃さんの期待に応こたえられなかったというか……。で、でも、部長にオイル塗ぬれたんで満足です！」


　本音だ。ていうか、おかげさまでいろいろと満たされました。俺は幸せ者です。


「また、オイルお願いするわね。夏は長いのだから」


「はい！　お任まかせください！」


　よし！　よぉぉぉぉしっ！　また部長の体にオイルが塗れる！　これほどの喜びもない！　あれほど白龍皇との出会いに思い悩なやんでいた俺だが、エロエロが頭を支し配はいしてくれたおかげでリフレッシュできた。


　安あん堵どしたからか、しだいに眠ねむ気けが……。部長の膝枕は……気持ち良くて……。


　そして、俺の意い識しきは眠りの世界へ遠のいていった。
















　Life.2　授じゆ業ぎよう参観、始まります。










「イッセー、アーシアちゃん。あとでお父さんと一いつ緒しよに行くからね」


　朝から気合の入っている母さん。玄げん関かん前でまでそんなこと言わなくてもいいんだけど、俺よりアーシアの授業風景を見たいようだ。父さんも有ゆう給きゆう休きゆう暇かを取ったと言っていた。


　そりゃ、俺の両親はアーシアを娘むすめのようにかわいがっているから、見たくもなるだろう。


　とうのアーシアも「はい！」と満面の笑えみだ。


　一緒に暮くらしている「家族」の者が来てくれるというのが、たまらなくうれしいらしく、アーシアはこの日を楽しみにしていた。


　そんなこんなで授業参観の日。


　授業参観とはいうが、正せい確かくには「公開授業」だ。親おや御ごさんが来ていいのは当然だが、中等部の学生が授業風景を見学してもいいことになっている。その中学生の保ほ護ご者しやも同どう伴はんで見学可か能のうという、結けつ構こうフリーダムなスタイルだ。


　自分の親御さんだけでなく、駒く王おう学がく園えん中等部の後こう輩はいたちも見に来るとあって、意外に高等部の俺たちは無む駄だな緊きん張ちようをしたりする。後輩の前で間ま違ちがった回答とかしたくないしな。


「……気乗りしないわね」


　部長がため息を吐つきながら言う。どうにも授業参観が嫌いやらしい。お父さんとサーゼクスさまがいらっしゃるようだけど、やはり授業風景を親に見られるのは部長でも嫌ってことなのかな。紅べに髪がみの男だん性せいが二人も教室を訪おとずれたら、それは話題になるよね。


　心中お察しします、部長。


　今回俺の両親的には息むす子こよりもアーシアだから、俺は普ふ通つう通りに授業させてもらいますよ。


　学校の玄関口で部長と別れた俺とアーシアは教室へ向かう。


　席に着くなり、松まつ田だと元もと浜はまが近づいてきた。


「イッセーんところは両親来るのか？」


「ああ。ていうか、父さんも母さんもアーシアを観みに来るんだと」


　俺の返事に松田が強くうなずく。


「あー、わかる。アーシアちゃんが娘だったら是ぜが非ひでも観に来たくなるよな」


　だろうねー。俺もアーシアみたいな妹がいたら、溺でき愛あいするだろうし。いや、まあ実じつ質しつ妹みたいなものだけどさ。溺愛もしてますよ。


「私、こういうの初めてなんで、すごく楽しみです」


　アーシアは心底楽しそうだ。うん、アーシアが楽しみならそれで十分だ。


「イッセー」


　いつの間にか、俺たちの集まりに近づいていたゼノヴィア。


　正直言って、ゼノヴィアは男子の人気も高い。この娘もかなりの美少女だからね。身体機き能のうも高いせいか、女子からも人気があるって話だ。


「なんだ、ゼノヴィア」


　そう返す俺にゼノヴィアは頭を下げる。


「先日は突とつ然ぜんあんなことを言って申し訳わけなかった」


　あんなこと、あ、あれのことね。子作りがどうこうっていう。あれを謝あやまりにきたのか。


「私はキミのことを考えずに突つっ走りすぎたようだね」


　うん、まったくもってビックリしたよ。急に子作りだもん。いや、俺もエッチできるならさせて欲ほしいけど。ゼノヴィア相手、チョーオッケーです！　でも順じゆん序じよは踏ふもうぜ。


「やはり、いきなりそんなことは難むずかしいと思う」


　うんうん。その通りその通り。とりあえず、エッチできるだけの関係を築きずくべきだ。


「だからこそ──」


　もぞもぞとスカートのポケットから何かを取り出すゼノヴィア──って、それは!?


「まずはこれを用いて練習をしよう」


　ゼノヴィアは小さな袋ふくろに包まれたもの──コンドームを俺の目の前で展てん開かいする。


　クラス全員の視し線せんがゼノヴィアの持つ物へ一挙に集まった。


「…………。バ、バカかぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああっ！　な、何を大たい衆しゆうの面前で取り出してんの!?」


　取り乱みだす俺。あ、当たり前だ、こんなシチュエーション！


　それは、そいつは！　多感な時期をお過すごしな高校生の目の前に出すにはあまりに激はげしいアイテムなんですよ！　つーか、学校で出したらアウトだって！


　さっそくクラス中がざわつきだした。ほら、見たことか！　つーか、また注目浴びてんの俺じゃん！


「私のいた世界では、これの使用にひと悶もん着ちやくがあったが、やはりつけたほうが日本のお国くに柄がら的にも都合が良いのだと思う」


　そんなことはどうでもいい！　この空気をどうにかして！　クラスの皆みなが俺とおまえを奇き異いな目で見ているんだぞ!?


「俺とおまえがそういう風に見られるのは……俺的に悪くはないと思うが、時と場所を考えろぉぉぉぉぉぉっ！」


　訴うつたえるものの、ゼノヴィアは首を傾かしげ、よくわかっていない様子だった。


　ダメだ！　こいつも最初のころのアーシア同様、世せ間けん体ていから浮うき世よ離ばなれしている！


「アーシアも使うといい。無計画な性せい交こうはお互たがい傷きずつくそうだ。男女の関係は難しいね」


　そう言うとゼノヴィアは一個こアーシアに手て渡わたした。「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべるアーシアだが、エロメガネっ娘この桐きり生ゆうが間かん髪はつを入れずにゴニョゴニョと耳打ちしていく。


　途と端たんにカァーっと、顔を紅こう潮ちようさせていくアーシア。


「……うぅん」


　あー！　アーシアがお顔真っ赤にして卒そつ倒とうしちゃったよ！


「何々？　またまた兵ひよう藤どうがすごいことになるのですか？」


　興きよう味み津しん々しんにメガネを光らせながら、思考がエロ娘むすめの桐生が訊きいてくる。


「でも、いいのかなー。ゼノヴィアっちを抱だいちゃったら、アーシアが──」


「桐生さぁぁぁぁんっ！　やめてくださいぃぃぃぃ！」


　おおっ！　突然復ふつ活かつしたアーシアが桐生の口をふさいだぞ。なんか、最大級にあせっているけど、何事？


「もう、アーシア。言ったでしょ？　そろそろモーションかけないと、兵藤が大変なことになっちゃうって。あいつの周りは強きよう敵てきばかりよ？　うかうかしていると、いつの間にかあいつは食べられてしまっているかも。嫌いやでしょ？　他の女の匂においのする男って」


「あぅぅ！　どうして桐生さんはそうやって私に発はつ破ぱをかけるのですか……」


「心配なのよ。あなたの味方が私ぐらいいてもいいでしょ？　清せい楚そな雰ふん囲い気きもいいけど、やるときにやらないと！　アーシアだって十分に食べ頃ごろなのよ？」


「た、食べ頃なのですか？」


　と、俺に訊いてくるアーシア。えっと……マジで何事ですか？　会話の意味がわかりませんけど……？


「う、うーん。食べ頃なのかな？」


　首をひねりながら答える俺。


「良かったわね、アーシア！　食べてもらえるわ！」


　感無量の様子の桐生。何？　何？　ねぇ、俺を置いて会話を進めないで！


「ちっくしょぉぉぉぉぉ！　アーシアちゃん食べられちゃうぜ！」


「これはエライことになるぞ……。『アーシアちゃん委員会』の同志を緊きん急きゆう招しよう集しゆうして対たい策さくを練らねば！」


　松田と元浜の様子もおかしい。激しく動どう揺ようしてる！


「イッセーがモテるなんて世界が間ま違ちがってるんだ！」


　そう叫さけぶ松田。もう、わけがわからん。


「ちょっと、手を見せなさい」


　桐生は俺の手を取り、メガネを光らせる。


「……結けつ構こう、深ふか爪づめね」


「そ、そうか？」


　何をそんなに俺の爪を気にする？


「深爪の男は女遊びが激しいと聞くわ。──そう、女によ体たいをまさぐるのに爪が伸のびているといろいろと不便だものね」


「い、言いがかりだ！　これはたまたま──」


　と、言いかけて俺は思いだす。そういや、俺は部長に爪の手入れをしてもらっている。部長はネイルの練習と言っていたが……。


　意味深なことがあるのかもしれないと、ちょっと邪じや推すいしてしまった。


「イッセーのウンコ野や郎ろうォォォォォォッ！」


「病気でももらっちまえ！」


「怖こわいわー。さすが野や獣じゆうね。いざってときもアーシアに病気だけは感う染つさないでよ。アーシアが汚よごれるわ」


　松田、元浜、桐生が俺をいじめる！　うぅ、いじめだ！　彼女一人すらいないのに、これはどういう了りよう見けんだ！　モテてる？　ふざけるな！　俺おれはまだ童どう貞ていなんだぞ！　エッチできる気配すらない！　それで病気持ちとかどういう魔ま法ほうだよ！


　……って、最近俺はモテているのか……？　それがよくわからない。


　松田と元浜をはじめ、周囲の男どもは俺を嫉しつ妬との眼まな差ざしで見てくる。けど、俺に彼女がいるわけじゃないんだ。


　部長と朱あけ乃のさんにかわいがられているのは理り解かいしているが、二人は単に下げ僕ぼく、または後こう輩はいとして俺をからかって楽しんでいるように思える。きっとペット感覚ですよ。


　良い玩おも具ちやを得たので、二人がそれを取り合っているような……。


　ゼノヴィアからは……あれは特とく殊しゆだからカウントできない。どちらかというと俺に宿っているものに興きよう味みがありそうな感じだしな。


　アーシア。一いつ緒しよに住んでいるし、俺と最も仲の良い女子だ。ほとんど家族のように接せつしている。当然だ。ひとつ屋根の下で暮くらしていたら、そうなるさ。かわいい妹のようにも思えている。俺を心底頼たよってくれているのは素す直なおにうれしい。


　買い物はデートと呼よべるだろうか？　生活雑ざつ貨か品を買いによくディスカウントストアなどへ一緒に出かけるけど、デートの華はなやかさとは程ほど遠とおい。


　小こ猫ねこちゃんからは慕したわれているのかさえ怪あやしいぞ……。


　……うん、やっぱり、モテているというよりも以前の生活より女子分が増ふえただけで、俺の望むハーレムライフとはまったく違うじゃないか。


　ハーレムってのは、いま挙げた女子を好き放題、俺の望むがまま貪むさぼれるものだと思うんだ。実じつ現げんできていたら、日ひ替がわりで夜よ伽とぎの相手を調整しているはずさ！


　しかし、少し前の女っ気まったくなしの生活に比くらべたら天と地ほどの差がある！　これは大きい。女の子と話せるだけで楽しいし、いまはこの生活で満足している部分もある。


　いや、こんな心こころ構がまえじゃ夢ゆめのハーレムは実現できない！　よし！　俺は女子を手玉に取るほどの力を得よう！


　……半面で以前に手て痛いたい恋れん愛あいをしたから、ちょっとだけ女の子に手を出しにくいところもあるんだよな。レイナーレ。俺の初めての彼女。堕だ天てん使しで俺を騙だまして殺してくれた。


　あんなことがあったせいか、エロエロな俺でもさすがにね。女の子が怖いわけじゃないんだけど、心のどこかで最後の最後で否ひ定ていされるんじゃないかって思うこともあるんだ。


　部長やアーシア、部員の女子たちがそんなことをするわけないとわかっている。だけど、好きになればなるほど、俺は心配になるんだ……。


　──俺、部長たちに嫌きらわれないよね？


　たまにそう自問してしまう。せっかく仲良くなれた女の子たち。嫌われたくない。だから、最後の最後で変なことして嫌われたくないんだ。もう二度とあんなことは──。


「皆みなさん。イッセーさんは悪い人じゃありません。いじめないでください」


　アーシアが松田たちの横行を前に俺を擁よう護ごしてくれる。


「うぅ、アーシアァァァァァァァァッ！　アーシアだけだ、俺の味方は！」


「私はイッセーさんのこと、ずっとずっと信じていきますから」


　なんて良い子なんだ！　俺のことを頑かたくななまでに信じてくれている！　ああ、うちのアーシアちゃんは俺の味方！　マジでうれしいよ、アーシア！


「……アーシア、どさくさに紛まぎれて告白まがいのことを……やるわね……」


　ぼそりと桐生が何やらつぶやいているが、きっと俺の悪口だろう。


「そうだぞ。いくらイッセーが卑ひ猥わいだろうと、イッセーは真っ直すぐだ。きっと、性せい欲よくも真っ直ぐなだけだね」


　ゼノヴィアもフォローしてくれている……のか？　なんだか、軽くバカにされた気がしたが、この子にしてみれば最大級のフォローに違ちがいない。


「それで、性せい交こうの予定だが……」


「だからそういうのは人前で言うな……」


　いまだ理り解かいする様子のないゼノヴィアに俺は頭を抱かかえて机つくえに突つっ伏ぷした。
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　なんとか授じゆ業ぎようが始まり、開け放たれたうしろの扉からクラスメートの親御さんたちが入ってくる。


　授業は英語。いつもよりも気合の入った男性教きよう諭ゆが何やら袋ふくろに包まれた長方形の物体を生徒に配っていく。うん？　何これ？　英語にこういうのはあったっけ？


　英語はすべての言語が話せる悪あく魔まにとって最高の見せ場なんだ。ふふふ、今日も俺が堪たん能のうで流りゆう暢ちようなイングリッシュを披ひ露ろうしてしんぜよう。


　でも、単語を書くほうはカンベンな。そっちは無理だ。


　そんなことを思いつつ、置かれた物体をよく見ると──えーと、これは紙かみ粘ねん土ど？


　怪け訝げんに思う俺へ教きよう師しは嬉き々きに言う。


「いいですかー、いま渡わたした紙粘土で好きなものを作ってみてください。動物でもいい。人でもいい。家でもいい。自分がいま脳のうに思い描えがいたありのままの表ひよう現げんを形作ってください。そういう英会話もある」


　ねぇよッ！　意味が分からないよ、先生！　普ふ通つうに英語の授業しようよ！　俺のバツグンな英会話を親の前で披露させてくれよ！　紙粘土ってなんだよ！


「レッツトライ！」


　レッツトライじゃねぇだろぉぉぉぉぉッ！　どこの世界に紙粘土で授業する英語があるんだよ！


「む、難むずかしいです」


　あれ!?　アーシアちゃん、もう制作中ですか!?　相変わらずこの手の出来事に対して順じゆん応のうが早い！


「アーシアちゃん、ファイトよ！」


「アーシアちゃん、かわいいぞぉ！」


　聞き覚えのある声に振ふり向くと俺の両親がアーシアへ向けてエールを送っていた。


　おおっ、いつの間にか入室してきましたか。つーか、息むす子こそっちのけでアーシアのほうへビデオカメラを向けるんだね、父さん……。


　アーシアが父母の声に気づき、振り向いてうれしそうにしていた。もう完全に親子じゃないか。いや、それはそれで俺も十分にうれしいよ。俺の妹、アーシアちゃん。最高だ。


　と、周囲を見渡せば、皆みな渋しぶ々しぶながら紙粘土をこねくりだしていた。いいのか、それでクラスの皆！


　うぬぬ。俺も仕方なしに紙粘土を手でこね始めた。何を作ればいいっていうんだよ？


　先生は脳内で思い描いたものでいいと言った。俺は粘土をいじりながらも目を閉とじ、何かを妄もう想そうする。俺が一番最初に思い描くもの……。


『イッセー♪』


　裸ら体たいで俺へ微ほほ笑えんでくれる部長の姿すがただった。


　ああ、部長。俺のお姉さま。最初に思い描くなんて、俺の忠ちゆう義ぎ、俺の一いち途ずな想おもいは本物だな。ふふふ、乳ち首くびと乳にゆう輪りんさえも完かん璧ぺきに覚えているぜ。部長のおっぱいに関しては大きさも張はりもやわらかさも完全に記き憶おくされている。


　部長は自分の体で俺に触ふれられていない部分はほとんどないと言った。確たしかにそうだ。俺はなんだかんだで部長のあらゆる箇か所しよを触れてきたのかもしれない。


　女じよ性せいの肌はだの質しつ感。それを思い出すのは部長の質感だ。スベスベでやわらかく、それでいて張りと弾だん力りよくに満ちている。


　俺は鼻の穴あなから垂たれだしている欲望の赤いものに気づきながら、部長の体を脳内で再さい現げんしていた。目を瞑つぶりながら、ただただ脳内のイメージをもとに手を動かしていく。


　ああ、部長のおっぱい！　部長のくびれた腰こし！　部長の安産型のお尻しり！　部長の俺的にちょうどいい太さの太もも！　すべて脳内メモリに焼き付いたヴィジョンだ！


　鮮せん明めいに思いだせる！　当然だ。毎日、あれなときに思いだしているもんね！


「ひょ、兵ひよう藤どうくん……」


　気づくと、俺の肩かたに手を置く誰だれか。目を開け、振り向くと先生だった。


　何やら驚おどろいた表ひよう情じようで全身を震ふるわせている。


　何事？　どうやら俺の手元を見て驚いているらしい。俺も自身の手元を見ると──そこには立りつ派ぱな部長像ぞうが存そん在ざいしていた。


『おおっ！』


　クラスから歓かん声せいが沸わく。てか、俺も自分のを見て「おおっ！」って感かん嘆たんの息を漏もらしちゃった！　すげぇ。まさにミニ部長！　おっぱいの形、尻の形、太もものラインも完かん璧ぺきだ。


　お、俺が作ったのか……？　脳内に焼き付いた部長映えい像ぞう集をもとに手元を動かしたら、奇き跡せきが起きてしまった！


「す、素す晴ばらしい……。兵藤くん、キミにこんな才さい能のうがあったなんて……。やはり、この授じゆ業ぎようは正せい解かいだった。また一人、生徒の隠かくされた能力を私は引き出したのです……」


　涙なみだで目元を濡ぬらしながら先生が言う。


　確かに、俺にこんな力が眠ねむっていたとは……。我われながらスケベに関連した能力は開花しやすいな……。


「そ、それ、リアス先輩か？　クソ！　やっぱり、イッセーの野や郎ろう！　せ、先せん輩ぱいと……！」


「噓うそよ！　リアスお姉さまが野や獣じゆうとそんな……！」


　なんだか、絶ぜつ叫きように近い声も聞こえてくるが、クラスの誰かが「五千！」と言った瞬しゆん間かん、授業は様変わりする。


「いや、六千！」


「私は七千出すわ！　グレモリー先輩のお体を堪たん能のうするの！」


「ふざけろ！　俺が買うんだ！　今夜のお供ともに！　八千！」


　紙かみ粘ねん土どを用いた英語の授業は一転、俺の作った部長像をめぐるオークション会場と化してしまった。
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　お昼休み。


「よくできているわね」


　と、部長は俺が授業で作った紙粘土の像を微笑みながら手で触さわっていた。結局、俺は像をクラスメートに売らなかった。売れないよ、部長の像だもん。


　俺とアーシアが飲み物を買いに出たとき、自じ販はん機きの前で偶ぐう然ぜん部長と朱乃さんに遭そう遇ぐうしたんだ。


「あらあら、さすが毎日部長のお体を見て触っているイッセーくんですわね」


　朱乃さんも像の出来に驚おどろきながらも微び笑しようを浮うかべている。いや、さすがに毎日部長とそんなことはできませんけどね……。貴き重ちような体験をしたとき、脳のう内ないに焼き付けるんですよ。


「私も今度作ってもらおうかしら。再現するためなら脱ぬぎますわよ。お触さわりアリで」


「マジですか、朱乃さん！」


　それは最高だ！　ぜひ！　と言おうとしたら、俺の頰ほおを部長とアーシアが引っ張ぱる。


「ダメよ」


「ダメです」


　我わが家の女じよ性せい陣じんは手て厳きびしい……。


「ところで、部長。サーゼクスさまはいらっしゃったんですか？」


　俺の質しつ問もんに部長は額ひたいに手を当ててため息をついていた。


「ええ、父も一いつ緒しよに来たわ」


　お父さまも来られたのか。どんな授業参観だったんだろうか、気になる。


「あ、部長。それに皆みなも」


　そこへ木き場ばが現あらわれる。ん？　木場も飲み物買いに来たのか？


「あら、祐ゆう斗と。お茶？」


　部長が訊きくと、木場は廊ろう下かの先を指さす。


「いえ、何やら魔ま女じよっ子が撮さつ影えい会をしていると聞いたもので、ちょっと見に行こうかなと思いまして」


　木場の返答に俺と部長は顔を見合わせながら首を傾かしげた。








　カシャカシャ！


　フラッシュがたかれ、カメラを持った男どもが、廊ろう下かの一角で何かを撮影していた。


　人だかりができていて、何を撮とっているかはわからない。木場の話によると、「魔女っ子」らしいが……。俺は人ひと垣がきをなんとかくぐり抜ぬけて、前のほうに体を向ける。


　うーん、チラリと見えてきた。さらに進むとそこには見覚えのある格かつ好こうが目に飛び込こんできた。


　かなりの美少女ちゃんがアニメキャラの格好をしている。確たしか、『魔法少女ミルキースパイラル７オルタナティブ』だったはず。心は乙おと女め、体は漢おとこの俺のお得意さまである『ミルたん』がこのアニメキャラに夢む中ちゆうだった。


　あー、よく見ればミルキーに似にているね。スティックなんかもくるくる回してる。カメラ小こ僧ぞうらしき方々が興こう奮ふんして撮影してますけど、俺おれも一枚まい欲ほしくなるな。スカートが短くてチラチラとパンツが……。


　人垣を通り抜けてきた部長が俺の隣となりに到とう着ちやくし、前方の魔法少女ミルキーを目にした途と端たん、慌あわてふためく。


「なっ！」


　あまりの狼ろう狽ばいぶりに俺も驚いた。部長がこんな風に驚くなんて……。


「オラオラ！　天下の往おう来らいで撮影会たーいいご身分だぜ！」


　そんなことを言いながら、生徒会の知り合いである匙さじが人だかりに飛び込んでいく。


　生徒会のメンバーらしき女子も匙に続いて中心の撮影現げん場ばへ。


「ほらほら、解かい散さん解散！　今日は公開授じゆ業ぎようの日なんだぜ！　こんなところで騒さわぎを作るな！」


　匙、ちゃんと仕事してるなー。あれほどの人だかりが蜘く蛛もの子を散らすようになくなっっていく。撮影していたカメラ男子も匙にどつかれて渋しぶ々しぶ去っていった。


　残るは俺たちと匙たち、コスプレ少女だけだ。


「あんたもそんな格好をしないでくれ。って、もしかして親おや御ごさんですか？　そうだとしても場に合う衣い装しようってものがあるでしょう。困こまりますよ」


「えー、だって、これが私の正装だもん☆」


　匙が注意を促うながすが、ミルキーはかわいらしくポージングして聞く耳を持たない。


　奥おく歯ばをギリギリ鳴らす匙だが、部長を確かく認にんするなり頭を下げる。


「これはリアス先せん輩ぱい。ちょうど良かった。いま魔ま王おうさまと先輩のお父さんをご案内していたところなんですよ」


　匙が廊下の後方へ顔を向けると、ソーナ・シトリー会長先せん導どうのもと、紅べに髪がみの男性二人が近づいていた。


「何事ですか？　サジ、問題は簡かん潔けつに解かい決けつしなさいといつも言って──」


　厳げん格かくな会長がそこまで言いかけ、ミルキーを見かけるなり、言葉を止めた。


「ソーナちゃん！　見つけた☆」


　ミルキーは会長を見つけるとうれしそうに抱だきついていく。


　おおっ。会長の知り合い？　さすがに匙も対たい応おうに困こまりだしている様子だけど。


　……ん？　今いま更さら気づいたけど、あれれ？　あれ？　なんだか、会長とそのコスプレ娘むすめ、似にているような……。疑ぎ問もんに思う俺。サーゼクスさまが構かまわずコスプレ娘に声をかける。


「ああ、セラフォルーか。キミもここへ来ていたんだな」


　……セラフォルー……？　ど、どこかで聞いたことのあるお名前ですね……。


「レヴィアタンさまよ」


　…………。一いつ瞬しゆん、部長の言葉が理り解かいできなかった。部長はそんな俺へもう一度言ってくれる。


「あの方は現げん四大魔王のお一人、セラフォルー・レヴィアタンさま。そしてソーナのお姉さまよ」


「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッ!?」


　俺の絶ぜつ叫きようが廊下にこだまする！　当然だ！　マジかよ！　噓うそだろう!?　夢ゆめにまで見たチョー美人魔王さまがこの方ですか!?


　いや、確たしかにチョー美人だ！　会長のお姉さまだけあって、部長に負けない美び貌ぼうだと思う！　けど、俺はもっとフェロモン漂ただよう魅み惑わくのお姉さまを想そう像ぞうしていたんだ！　グラマラスで！　おっぱいデカくて！　スリットから太ももを覗のぞかせながら！　艶つやっぽい唇くちびるから官かん能のう的なお言葉を発せられる女性魔王さまを予想していた！


　……まさか、コスプレ衣装を着たかわいらしい女の子だとは思わなかった……。美しいのはその通りだけど……。
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「セラフォルーさま、お久ひさしぶりです」


「あら、リアスちゃん☆　おひさ～☆　元気にしてましたか？」


　なんともかわいらしい口調ですこと！　部長もちょっと困った様子だった。


「は、はい。おかげさまで。今日はソーナの授業参観に？」


「うん☆　ソーナちゃんったら、酷ひどいのよ。今日のこと、黙だまってたんだから！　もう！　お姉ちゃん、ショックで天界に攻せめ込もうとしちゃったんだから☆」


　そんなことで天界へ戦争ですか!?　冗じよう談だんなのか本気なのかわからん！


「イッセー。ごあいさつなさい」


　部長の言う通り、俺は頭を下げてあいさつする。


「は、はじめまして、兵藤一いつ誠せい。リアス・グレモリーさまの下げ僕ぼく『兵ポー士ン』をやってます！　よろしくお願いします！」


「はじめまして☆　私、魔王セラフォルー・レヴィアタンです☆　『レヴィアたん』って呼よんでね☆」


　ピースサインを横向きでチェキするコスプレ少女──否いな、魔王レヴィアタンさま。


　…………なっ、なんだ、このチョー軽い展てん開かいぃぃぃぃぃ！


「ねぇ、サーゼクスちゃん。この子が噂うわさのドライグくん？」


　サーゼクスさまを『ちゃん』付け!?　許ゆるされるのか！　いや、魔王同士だからＯＫなのか……？


「そう、彼が『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』を宿す者、兵藤一誠くんだ」


　サーゼクスさまも『ちゃん』付けに突つっ込まない！　それでいつも呼よばれているってことか？


「あらあら、グレモリーのおじさま」


「ふむ。セラフォルー殿どの。これはまた奇き抜ばつな衣装ですな。いささか魔王としてはどうかと思いますが……」


「あら、おじさま☆　ご存ぞんじないのですか？　いまこの国ではこれが流は行やりですのよ？」


「ほう、そうなのですか。これは私が無知だったようだ」


「ハハハハ、父上。信じてはなりませんよ」


　などという会話をグレモリー親子とレヴィアタンさまがしている。


「ぶ、部長、想そう像ぞうを遥はるかに超こえて軽いノリなんですけど、そのレヴィアタンさまが……」


　俺の困こん惑わくぶりに部長も「ゴメンなさい」と謝あやまってくる。


「言うのを忘わすれていた──いえ、言いたくなかったのだけれど、現四大魔王さま方は、どなたもこんな感じなのよ。プライベート時、軽いのよ、酷いぐらいに」


　ため息を吐つきながら部長は言う。バカな！　悪あく魔まの王さまたちがそれでいいのか!?


　見れば、会長も顔を真っ赤にしていた！　姉の姿、言動に心底恥はずかしさを感じているご様子だ！　それに気づいたレヴィアタンさまが会長の顔を心配そうに覗のぞき込む。


「ソーナちゃん、どうしたの？　お顔が真っ赤ですよ？　せっかくお姉さまである私との再さい会かいなのだから、もっと喜んでくれてもいいと思うのよ？　『お姉さま！』『ソーたん！』って抱だき合いながら百ゆ合り百合な展開でもいいと思うのよ、お姉ちゃんは！」


　……凄すさまじい難なん易い度どだ。これがレヴィアタンさまか！


　会長は遺い憾かんそうな表ひよう情じようで言う。目元を引きつらせながら。


「……お、お姉さま。ここは私の学まなび舎やであり、私はここの生徒会長を任まかされているのです……。いくら、身内だとしてもお姉さまの行動は、あまりに……。そのような格かつ好こうは容よう認にんできません」


「そんなソーナちゃん！　ソーナちゃんにそんなことを言われたら、お姉ちゃん悲しい！　お姉ちゃんが魔法少女に憧あこがれているって、ソーナちゃんは知っているじゃない！　きらめくスティックで天使、堕だ天てん使しをまとめて抹まつ殺さつなんだから☆」


「お姉さま、ご自重ください。魔王のお姉さまがきらめかれたら小国が数分で滅ほろびます」


　魔法少女どころか、魔王少女じゃねぇか！　恐おそるべし、魔王少女セラフォルー・レヴィアタンさま！


「なあ、匙。先日の堕天使幹かん部ぶが襲しゆう来らいしてきたとき、会長はお姉さんを呼よばなかったけど……これを見る限かぎり、仲が悪いからってわけじゃないよな？」


「逆ぎやくだ、逆。話ではセラフォルー・レヴィアタンさまが妹を溺でき愛あいしすぎているから、呼ぶと大変なことになるってさ。妹が堕天使に汚けがされるとわかったら、何をしでかすかわからなかったらしいんだよ。即そく戦争だよ。あそこはセラフォルーさまを呼ばずにルシファーさまを呼んで正せい解かいだ。しかし、俺も初めてお会いしたけど、これは……」


　あー、なるほど。って、魔王がそれでいいのか!?　ああ、匙も困こん惑わくしてるぞ。


「うぅ、もう耐たえられません！」


　あの冷静沈ちん着ちやくな会長が目元を潤うるませて、この場を走り去っていく。


「待って！　ソーナちゃん！　お姉ちゃんを置いてどこに行くの！」


　魔王少女さまがそれを追って走りだした。


「ついてこないでください！」


「いやぁぁぁん！　お姉ちゃんを見み捨すてないでぇぇぇぇぇぇっ！　ソーたぁぁぁぁん！」


「『たん』付けはお止やめになってくださいとあれほど！」


　……魔王姉し妹まいの追いかけっこ。お願いだからこの学校を何かの拍ひよう子しで消さないでね。


「うむ。シトリー家は平和だ。そう思うだろう、リーアたん」


「お兄さま、私の愛あい称しようを『たん』付けで呼ばないでください……」


　今度はグレモリー一家のほうで恥はずかしい会話が始まっていた。


　へぇ、部長って家では「リーア」って呼ばれていたのか。


「そんな……リーアたん。昔はお兄さまお兄さまといつも私のうしろをついてきていたのに……。反はん抗こう期か……」


　ショックを受けるサーゼクスさま。少しばかりからかいも入っていると思う。


「もう！　お兄さま！　どうして幼よう少しよう時の私のことを──」


　パシャ！


　怒おこった部長を写真に撮とる部長のお父さま。感無量のご様子だった。


「いい顔だ、リアス。よくぞ、ここまで立りつ派ぱに育って……。ここに来られなかった妻つまの分まで私は今日張はり切らせてもらおうか」


「お父さま！　もう！」


　魔王の一家って、こんなのばかりなのだろうか。平和というか、人間の親子関係とあまり変わらないなぁ。まあ、ケンカの規き模ぼとなると小国が消えるのかもしれないけどさ。


「魔王さまと、魔王さまの御お家いえはおもしろい共通点があるのですよ」


　朱乃さんが心底愉ゆ快かいそうに微ほほ笑えみながら言う。


「共通点？」


「魔王さまは皆みなさまおもしろい方々ばかりなのです。そして、そのご兄弟は例外なく真ま面じ目めな方ばかり。うふふ、きっとフリーダムなご兄弟が魔王さまになったせいで、真面目にならざるを得なかったのでしょうね」


　く、苦労してんだな、部長も会長もまだ見ぬ魔王さまのご家族も。と、そこへ──。


「おや、イッセー」


「あっ、父さん」


　学内を一通り見回ったのか、父さんと母さんが手をあげながら現あらわれる。


「兵藤一誠くん、お二人がご両親かな？」


　部長のお父さまが俺に訊きいてくる。


「は、はい。俺の両親です」


「そうか。うむ」


　部長のお父さまが俺の父母の前へ……？


「はじめまして、リアスの父です」


　握あく手しゆを求めながら、部長のお父さまが俺の父さんへ手を差し出す。


　相手の紅べに髪がみの紳しん士しが部長のお父さまだと知り、父母の表ひよう情じようが楽しげなものから一変して緊きん張ちようの色が濃こくなった。そりゃそうだ。いきなり部長のお父さまに会えばそうなるよね。


「こ、こ、ここここここここここれは、どうも！　あっ、えっと、兵藤一誠の父です！　リアスさんにはお世話になっておりまして、えーと、その……」


　父さん！　ここは俺たちのホームなんだよ！　うわぁぁぁぁ、見てらんねぇ！　すげぇテンパってんじゃん！


「いえ、こちらこそ、リアスがお世話になっておりまして。いずれ、ごあいさつに伺うかがおうと思っていたのですが、なにぶん私もサーゼクスも多た忙ぼうな身でして、なかなか機会を作れませんでした。このたび、幸運に恵めぐまれたようです。今日はお会いできて光栄です」


「そ、そんな！　私たちも一度ごあいさつしなければいけないと父さんと──いえいえ、夫と話していたのでしたのですわ」


　母さん！　言葉が変なことになってる！　普ふ段だん使い慣れていない言葉を使うからそんなことに！　うわっ、マジで恥ずかしい！


　部長も顔真っ赤だ！　俺と同じだ！　やっぱ親同士の会合は恥ずかしすぎますよね！


「うむ。落ち着いた場所でお話ししたいものです。ここは目立つ。何よりもお互たがいの子こ供どもたちが恥ずかしいでしょう」


　おおっ、さすが部長のお父さま！　空気が読める！　それに比くらべて父さんはいまだ緊張しまくりじゃないか！　部長のお父さまが木場へ手をあげる。


「木場くん」


「はい」


「すまないが、落ち着ける場所まで案内してくれないだろうか？」


「はい。それでは、ご案内します」


　木場は俺の父母に一礼すると、廊ろう下かを歩きだした。


「それではリアス、兵藤一誠くん。私は少しお話をしてくる。サーゼクス、あとは頼たのめるな？」


「はい、父上」


　サーゼクスさまは残るのか。そういや、この間あいさつ済すませたばかりだしな。今回は親同士ってわけね。


「イッセー、父さんと母さん、ちょっと話してくるから」


「ああ。父さん、変なこと言うなよ？」


「任まかせろ」


　本当にわかっているのか疑ぎ問もんだが、木場の先せん導どうのもと、父さん母さんと部長のお父さまはこの場をあとにした。


「リアス」


「なんでしょう、お兄さま」


「ちょっと、いいだろうか。すまないね、イッセーくん。妹を少し借りるよ。朱乃くんも一いつ緒しよに来てくれるかな？」


　と、サーゼクスさまがおっしゃる。


「はい」


　朱乃さんも応おうじていた。何のお話をするのだろうか？　まあ、上級悪あく魔ま同士の大切なものなのだと想そう像ぞうはつく。下級悪魔の俺おれじゃお呼よびじゃないよね。


「は、はい。俺もいいですけど……」


　サーゼクスさまは部長と朱乃さんを連れて、いずこかへ消えていってしまった。


　アーシアと二人残された俺。アーシアと顔を見合わせる。


「うーん、教室戻もどるか？」


「はい」


　こうして、俺とアーシアは一度教室へ戻ることにしたのだった。







　　　─○●○─　　　




「あら！　アーシアちゃん、良く映うつってるわ」


　テレビに映しだされたアーシアを見て、うっとりする俺の母さん。


「ハハハハ！　やはり娘むすめの晴れ姿すがたを視し聴ちようするのは親のつとめです！」


　日本酒を飲みながら、豪ごう快かいに笑う部長のお父さん。この方、酒を飲んだら人が変わったように陽気になったよ……。あんなにダンディだったのに！


　兵藤家の夕食後、リビングでは今日の授じゆ業ぎよう参観鑑かん賞しよう会がおこなわれていた。


　参加者はうちの父母、部長のお父さんとサーゼクスさま。


　酒をあおりながら、ビデオで撮さつ影えいしたものを交こう互ごに見比べていた。


　とうの息むす子こ娘むすめたちは、リビングの端はしっこで顔を赤くしながら、「早く終われ早く終われ！」と念じていた。こんなの生殺しだと思う。


　俺のこともちゃっかり映してやがった！　合間合間に俺の紙かみ粘ねん土ど制作風景を映さないでくれ！　俺の両親と部長のお父さんが学校で何を話してきたかはわからないけど、かなり意気投合して仲良くなったのは確たしかだ。本当、何があったの？


「これは……かつてないほどの地じ獄ごくだわ……」


　顔を最大にまで紅こう潮ちようさせた部長がぷるぷると全身を震ふるわせていた。


「見てください！　うちのリーアたんが先生にさされて答えるのです！」


　サーゼクスさま！　ハイテンションで妹の晴れ姿を解かい説せつしだしたぞ！　おおっ！　部長が顔を手で覆おおってしまった！


「耐たえられないわ！　お兄さまのおたんこなす！」


　ああっ！　部長が耐えられずにこの場を走り去ってしまった！


　スパーン！　グレイフィアさんにハリセンで張はり倒たおされるサーゼクスさま。


「部長！」


　俺は心配になって部長を追っていった。







　　　─○●○─　　　




　俺の部屋の扉とびら前で座すわり込こむ部長がいた。


　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませている。どうしたものか。


「ぶ、部長、俺の部屋、入りますか？」


　部長は無言でうなずいた。なんだか、普ふ通つうの女の子になっちゃったな。


　部屋に入るなり、部長はベッドへ飛び込み、うつ伏ぶせのまま黙だまってしまった。


　なんとも声のかけづらい状じよう況きようだな。俺は床ゆかに座すわり、気の利きいた言葉を脳のう内ないで探さがしていた。


「俺の父さん母さんと部長の親おや御ごさんが仲良くなっちゃいましたね」


「…………」


　うっ、無言だ。いや、静せい寂じやくな部屋のほうが不健康だと思うので、俺はかまわず続けよう。


「この出会いは……俺的に良かったと思います。父さんたちも楽しそうだし、部長のお父さんたちも……ちょっと盛り上がりすぎなところもありますけど……」


「…………わかっているわ。私も父と、イッセーのお父さまが楽しそうに話していてうれしいのよ」


　あ、返事が返ってきた。良かった。


「ねぇ、イッセー」


「はい」


「イッセーは私と出会えて幸せ？」


　──っ。


　その質しつ問もんは予想していなかった。部長は続ける。


「私はイッセーと出会えて幸せよ。もう、あなた抜ぬきの生活は無理ね。光栄に思いなさい。私の心中はあなたで結けつ構こう占しめられているのよ？」


　そ、そこまで俺のことをかわいがってくれていたのか……。下げ僕ぼく冥みよう利りにつきます！


「光栄です！　俺も部長と出会えて幸せです！　これは断だん言げんできます！　……でも、いつか部長にも彼氏ができるのかなと思うと、俺、切ないです……。遠くに行っちゃうんじゃないかって」


　部長は顔をあげて、俺に言う。


「あら、私、彼氏なんて作らないわよ？　というよりもそういうことをあなたが口にするなんてちょっとショックだわ」


「え？　で、でも、旦だん那なさんを迎むかえ入れないといけないんですよね？」


「そうね。御お家いえ存そん続ぞくのためにも婿むこ養よう子しは必要だわ」


　？　うーん、いまいち見えてこない。


「自分の婿は自分で育てることにしたの。どうせなら、自分の理想は自分で育成するわ。そのほうが早いのよ。ね、イッセー」


「はぁ、なるほど」


　よくわからんが、部長の婿育成か。願ねがわくば、俺がそこに入りたいけど、それはそれでハードなんだろうな。将しよう来らいの部長の旦那……。育成の末にどんな旦那が誕たん生じようするんだ？


　いやいや、やっぱり俺がそこに入りたい！　……けど、無理なのかな。


「結けつ婚こん式しきももう考えているのよ？　和式がいいわ。披露宴は日本のどこかがいいわね。風景の綺き麗れいな場所というと──」


　部長はすでにそこまでビジョンがあるのか。うーん、部長と結けつ婚こんしてぇ！


「──ッ」


　俺の口が唐とう突とつにふさがれる。首に腕うでを回され、ぶちゅーっと……部長のキスを受けていたッッ!?　うおおおおおおおおっ！　お、俺、また部長とキスしてるぅぅぅぅぅッ！


　こ、この唇くちびるの感かん触しよく！　また味わえるとは！　やわらかくて、官かん能のう的な触ふれ合いッ！


　部長とのセカンドキス！　やった！　部長のセカンドももらいました！　えーと、これは何のご褒ほう美び？　い、いや、細かいことはなしだ！　お、俺はいまこの感触を堪たん能のうしていたいぃぃぃッ！


　と、感動していたらふいに部長の舌したが俺の唇を舐なめる！　そのまま俺の口のなかへ──。


　ぐいっ！


　俺の舌と部長の舌がちょこっと絡からみ合ったところで襟えり元もとを引っ張ぱられて、ディープな感じになりそうだったキスが終しゆう了りようしてしまった！


　唾だ液えきの糸がツーッと俺と部長の口から出て、部長は名な残ごり惜おしそうな表ひよう情じようをしていた。


　うひぃぃぃ！　俺と部長の口から唾液の糸が出ているなんて！　感動的で死にそうだ！


　いや、死んでもいい！　あ、やっぱり、ダメ！　死ぬならもっと部長とレロレロしてから死にたい！　てか、部長のベロの感触を絶ぜつ対たいに忘わすれたくない！　スゴかったもん！


「……うぅ」


　俺の襟元を引っ張っていたのはアーシアだった。涙なみだ目めだ。


「ちょっとアーシア。私がイッセーをかわいがっているところなのだから、邪じや魔ましないでちょうだい。せっかく念願のディープキスを楽しめそうだったのに……。なかなか、機会を作るのが難むずかしいのよ？」


　ぶ、部長！　下僕のかわいがり方がエスカレートしてますって！　うれしいです！　ありがとうございます！　でも、毎回刺し激げきが強すぎて脳のうみそが麻ま痺ひっスよ！


「……部長さんばかりずるいです！」


「先手必勝。朱乃との争いで学んだことよ」


　何を学んだんですか、部長！　うおおおおお！　部長とアーシアがにらみ合っているぅぅぅぅ！　また俺の部屋で女の争いが！　ここ最近多すぎだろう！


　──と、そこへ銀ぎん髪ぱつのメイドさんが介かい入にゆうしてくる。


「お二人ともケンカはよくありません。特に一誠さまの前でそれはまずいと思われます」


　にらみ合う二人を引き離はなし、グレイフィアさんが収おさめる。


「そうだな、ケンカはよくない」


　さらにサーゼクスさままで俺の部屋に入ってくる。鑑かん賞しよう会は終わりですか？


「ちょっと抜ぬけだしてきたのだよ。改めて話があるからね。リアス、昼間の話の続きだ」


　話？　なんだろうか？　あー、部長と朱乃さんがサーゼクスさまに呼よびだされていたな。


　疑ぎ問もんに思う俺へ、サーゼクスさまは予想外の一言を口に出す。


「もう一人の『僧ビシヨ侶ツプ』についての話をしよう」


　──っ。それは、俺やアーシアが転生する前にすでにいたという、謎なぞの部員『僧ビシヨ侶ツプ』のことだった。







　　　─○●○─　　　




　次の日の放課後。


　俺は旧きゆう校こう舎しや一階の「開かずの教室」とされていた部屋の前に立っていた。


　部員全員が集まっていた。この部屋は外からも厳げん重じゆうに閉しめられており、中を見ることはできなかったんだ。何に使われているか、一いつ切さい説明がなかったけど……話ではここにもう一人の『僧ビシヨ侶ツプ』がいるらしい。


　もう一人の『僧ビシヨ侶ツプ』──。長らく俺やアーシアにとって謎なぞにされていた部員だ。同じく新顔のゼノヴィア以外の他ほかのメンバーは全員知っている。


　俺が悪あく魔まになる前から存そん在ざいしていたけど、諸しよ都合で先日のフェニックス家とのゲームもコカビエルとの一戦でも姿すがたを現あらわさなかった。


　話では、その能のう力りよくが危き険けん視しされ、部長の能力では扱あつかいきれないため、上から封ふう印いんをするように言われていたらしい。何者？　そんなに危あぶない奴やつなのか？


　昨夜、俺の部屋でサーゼクスさまが説明してくれたけど、部長が四大魔王、大王バアル家、大公アガレス家、悪魔のお偉えらい皆みなさんからフェニックス家との一戦とコカビエルとの一戦で高こう評ひよう価かを得たそうだ。封印状じよう態たいだったもう一人の『僧ビシヨ侶ツプ』をいまなら扱あつかえるだろうとのことで解かい禁きんされるという。で、「開かずの教室」の扉とびらだけど……。


『KEEP OUT!!』のテープが幾いく重えにも貼はられており、呪じゆ術じゆつ的な刻こく印いんも刻きざまれている。


　なんとも怪あやしすぎるので、前々から恐こわ々ごわとさせていただいておりましたよ。


「ここにいるの。一日中、ここに住んでいるのよ。いちおう深夜には術が解とけて旧校舎内だけなら部屋から出てもいいのだけれど、なかにいる子自身がそれを拒きよ否ひしているの」


　と、部長。何やら扉に向けて手を突つきだして魔ま方ほう陣じんを展てん開かいしていた。封印を解いてる？


　こんな狭せま苦くるしそうなところに半日も封印されてちゃ、頭おかしくならないか？　俺なら無理。夜だけ旧校舎で自由にしていいってなったら喜んで飛びだすぞ。


「ひ、引きこもりなんですか？」


　俺の質しつ問もんに部長はため息を吐つきながらうなずく。そうなのか。引きこもりですか。


　木場がテープを取り払はらい、朱乃さんも部長と一いつ緒しよに術式の解かい除じよを手伝っていた。


「なかにいる子は眷けん属ぞくのなかでも一番の稼かせぎ頭がしらだったりするのですよ」


　朱乃さんが言う。マジですか！　稼ぎ頭って……。どうやって稼いでるの？


　俺の疑問に答えるように朱乃さんが続ける。


「パソコンを介かいして、特とく殊しゆな契けい約やくを人間と執とり行っているのです。直ちよく接せつ私たちと会いたくない人間というのもいるのですよ。その手のタイプの人間とは別の形で交こう渉しようをして、関係を持つのです。それを、パソコンを介して解かい決けつしているのよ。パソコンでの取引率りつは新しん鋭えい悪魔の眷属のなかで上位に入るほどの数字を出しているのです」


　すげぇ！　パソコンを介して交渉！　それで人間と契約を結んでいたのか！


「──さて、扉を開けるわ」


　扉に刻まれていた呪術的な刻印も消え去り、ただの扉となっていた。部長が扉を開く──。


「イヤァァァァァァァァアアアアアアアアアッッ！」


　──ッ！　とんでもない声量の絶ぜつ叫きようがなかから発せられてくる！　な、なんだ？


　部長は驚おどろくこともなく、ため息をつくと朱乃さんと共になかへ入っていってしまった。


『ごきげんよう。元気そうで良かったわ』


『な、な、何事なんですかぁぁぁぁぁ？』


　なかでのやり取りが聞こえてくる。声からして、中ちゆう性せい的だけど……女の子？　それとも年下の男？　まだわからない。酷ひどく狼ろう狽ばいしているのはわかる。


『あらあら。封印が解けたのですよ？　もうお外に出られるのです。さあ、私たちと一緒に出ましょう？』


　朱乃さんのやさしい声。いたわりを感じる。やさしく接してあげようって感じだ。


　しかし──。


『やですぅぅぅぅぅぅ！　ここがいいですぅぅぅぅぅぅ！　外に行きたくない！　人に会いたくないぃぃぃぃっ！』


　…………。こ、これは引きこもりとして重じゆう症しようなんじゃ……？


　俺おれとアーシアは顔を見み比くらべ、首を傾かしげる。ゼノヴィアも「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべている様子だ。木場と小猫ちゃんだけ、事じ情じようを知っているのか、木場は苦く笑しようし、小猫ちゃんはため息をついていた。


　俺は意を決して、部屋を恐おそる恐る覗のぞいてみる。少しだけなかに足を踏ふみ入れ、部屋の様子に視し線せんを向けた。


　カーテンが閉しめ切られた部屋。薄うす暗ぐらい。部屋は意外にもかわいらしく装そう飾しよくされていて、女の子の部屋みたいだ。ぬいぐるみとかもある。


　か、棺かん桶おけ？　部屋の一角に外国の葬そう儀ぎに使いそうな棺桶がひとつ。


　部長と朱乃さんが奥おくにいる。その先に『僧ビシヨ侶ツプ』がいるのかな？


　さらに近づくと、そこにいたのは──金きん髪ぱつと赤い双そう眸ぼうをした人形みたいに端たん整せいな顔立ちをした美少女だった。床ゆかにへたりと力なく座すわり込こみ、部長と朱乃さんから逃にげようという構かまえだった。すごい震ふるえてるぞ。


　てか、駒王学園の女子の制せい服ふくに身を包んでいる。つーか、マジでかわいいんだけど！


「おおっ！　女の子！　しかも外国の！」


　素す晴ばらしい！　アーシアに続いて金髪美少女か！　うれしいねぇ！　『僧ビシヨ侶ツプ』は金髪尽づくしってことですね！　これほど歓かん喜きすることもない！


　そんな風に喜んでいた俺だが、部長が首を横に振ふる。


「見た目、女の子だけれど、この子は紛まぎれもない男の子よ」


　…………。え？　俺は一いつ瞬しゆん、我わが耳を疑うたがった。明らかに理り解かいできない言語が耳に入ってきた。ぶ、部長、冗じよう談だんはやめてください。こ、こんなにも美少女してるじゃないですか、この子は！


「いやいやいや、どう見ても女の子ですよ、部長！　……え？　マジで？」


「女じよ装そう趣しゆ味みがあるのですよ」


　横から朱乃さんが平然と言ってくる。……女装趣味？　じゃ、じゃあ、この女子の制服は女子だから着ているのではなくて──しゅ、趣味で？


「えええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」


　俺はあまりの衝しよう撃げきに大声を張はり上げてしまった。


「ヒィィィィィッッ！　ゴメンなさいゴメンなさぁぁぁぁぁい！」


　金髪美少女──否いな、金髪女装野や郎ろうは俺の声にビックリして悲鳴をあげていた。


　マジか！　これで男!?　いやいや、どう見てもその辺の女の子よりも遥はるかに美少女さんですよ！　絶ぜつ対たいにわからないって！　声だって女じゃん！　背せだって低いし！


「うわぁぁぁああああああああああああああああああッッ！」


　俺は頭を抱かかえて、その場にしゃがみ込んだ！　理り不ふ尽じんだ！　こんなにかわいいのに男だなんて！　神さまは無む慈じ悲ひか!?　って、神さまはいませんでした！　無慈悲だ！


　絶対に性別間ま違ちがえているって！　お母さんのお腹なかのなかで余よ分ぶんなものを股こ間かんにつけてしまったんだって！　うわああああああ、チョーもったいない！


「こんな残ざん酷こくな話があっていいものか……。完全に美少女な姿すがたで……男だなんて……チ○コがついているだなんて……」


「……下品な単語禁きん止し」


　あう！　いつの間にか部屋に入ってきていた小猫ちゃん。


　ゴメンよ、小猫ちゃん。でも、これは酷い話だよ！


「女装趣味ってのがさらに残酷だ！　似に合あっている分、余よ計けいに真実を知ったときのショックがデカい！　引きこもりなのに女装癖へきかよ！　誰だれに見せるための女装ですか!?」


　俺の一言に女装少年が反はん論ろんする。


「だ、だ、だ、だって、女の子の服のほうがかわいいもん」


「かわいいもん、とか言うなぁぁぁぁぁ！　クソッ！　野郎のクセにぃぃぃ！　俺の夢ゆめを一瞬で散らしやがってぇぇぇぇぇっ！　お、俺は、アーシアとおまえのダブル金髪美少女『僧ビシヨ侶ツプ』を瞬間的にとはいえ、夢見たんだぞ!?　返せよぅ！　俺の夢を返せよぅ！」


「……人の夢と書いて、儚はかない」


「小猫ちゃぁぁぁぁぁん！　シャレにならんから！」


　しかし、これは酷い！　女の子だと思ったら、女装野郎かよ！


「と、と、と、ところで、この方は誰ですか？」


　女装野郎が部長に訊きく。部長は俺とアーシア、ゼノヴィアをさして言う。


「あなたがここにいる間に増ふえた眷けん属ぞくよ。『兵ポー士ン』の兵藤一誠、『騎ナイ士ト』のゼノヴィア、あなたと同じ『僧ビシヨ侶ツプ』のアーシア」


　紹しよう介かいされたので、「よろしく」と三人であいさつをするが、女装くんは「ヒィィィ、人がいっぱい増えてる！」って怖こわがるだけだ。うーん、対人恐きよう怖ふ症しよう？　これは大変だ。


「お願いだから、外に出ましょう？　ね？　もうあなたは封ふう印いんされなくてもいいのよ？」


　部長がやさしく言うが──。


「嫌いやですぅぅぅぅ！　僕ぼくに外の世界なんて無理なんだぁぁぁぁぁぁっ！　怖い！　お外怖い！　どうせ、僕が出てっても迷めい惑わくをかけるだけだよぉぉぉぉぉっ！」


　なんか、腹はらが立ってきた。このツラで男ってのも許ゆるせん！　俺は奴やつに近づき、腕うでを引く。


「ほら、部長が外に出ろって──」


　引っ張ぱっていこうとしたときだった。


「ヒィィィィ！」


　女装くんの絶ぜつ叫きようと共に、目の前が白く──。


　…………。……ん？　あれ？　いま腕を持っていたはずなのに、女装くんがいない。


　見れば部屋の片かた隅すみでぶるぶると震ふるえていた。あれ？　どうして？　俺は確たしかにいまさっきあいつの腕を引っ張って……。


「おかしいです。何かいま一いつ瞬しゆん……」


「……何かされたのは確かだね」


　謎なぞの現げん象しように俺とアーシアとゼノヴィアが驚おどろいていたが、他のメンバーはため息をつくだけだった。木場たちはもちろん知ってるわけだ。


「怒おこらないで！　怒らないで！　ぶたないでくださぁぁぁぁぁいッ！」


　女装くんは相変わらず叫さけんでいるだけだ。こいつが何かをしたのか？


　疑ぎ問もんに感じていた俺へ朱乃さんが説明をしてくれる。


「その子は興こう奮ふんすると、視し界かいに映うつしたすべての物体の時間を一定の間停止することができる神セイクリツド器・ギアを持っているのです」


　……って、時間停止？　マジで？　そんなアホみたいに強力な能のう力りよくの神セイクリツド器・ギアがあるのか！


　そいつをこいつが持っている。だから、俺たちが一瞬、違い和わ感を感じたわけだ。


　あいつは俺たちを停とめて、逃にげたのか。逃げるといってもこの部屋から出ないあたり、重症だと思う。こりゃ、相当だ。


「彼は神セイクリツド器・ギアを制せい御ぎよできないため、大公及および魔ま王おうサーゼクスさまの命でここに封じられていたのです」


　朱乃さんの補ほ足そく説明で理り解かいした。時間を停止する。それは怖おそろしいほどに凶きよう悪あくだ。それを制御できないとなると、味方にも被ひ害がいを出すんだろう。それで、かな。


　部長は女じよ装そうくんをうしろからやさしく抱だきしめ、俺たちに言う。


「この子はギャスパー・ヴラディ。私の眷属『僧ビシヨ侶ツプ』。いちおう、駒王学園の一年生なの。──そして、転生前は人間と吸ヴア血ンパ鬼イアのハーフよ」
















　Life.3　後こう輩はい（男）、できました。










「『停フオ止ービ世トウ界ン・のバロー邪ル・眼ビユー』？」


　俺の問いに部長がうなずく。


「そう。それがギャスパーの持っている神セイクリツド器・ギアの名前。とても強力なの」


「時間を停めるって、それ、反はん則そくに近い力じゃないですか？」


　俺の言葉に部長も応おうじる。


「ええ、そうね。でもあなたの倍化の力も、白はく龍りゆう皇こうの半はん減げんの力も反則級なのよ？」


　そ、それはそうでしょうけど……。それでも時間を停めるなんて、ルール無む視しもいいところだぜ。


「問題は、それを扱あつかえないところ。それゆえギャスパーはいままで封じられてきたのよ。無む意い識しきに神セイクリツド器・ギアが発動してしまうのが問題視されていたところなの」


　俺の思ったとおりか。


「しかし、そんな強力な神セイクリツド器・ギアを持った奴やつをよく部長は下げ僕ぼくにできましたね。しかも駒こまひとつ消費だけで済すむなんて」


　俺の言葉に部長は手元に一冊さつの本を宙ちゆうに出しゆつ現げんさせ、ペラペラとページをめくり、開いたままこちらへ差し出す。


　俺が覗のぞき込むと、『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』についての説明ページだった。


「──『変ミユー異テーシのョン・駒ピース』よ」


「……ミューテーション・ピース？」


　俺の問いに木き場ばが答える。


「通つう常じようの『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』とは違ちがい、明らかに駒を複ふく数すう使うであろう転生体が、ひとつで済んでしまったりする特とく異いな現象を起こす駒のことだよ」


「部長はその駒を有していたのです」


　と、朱あけ乃のさん。木場がさらに続ける。


「だいたい上位悪魔の十人に一人はひとつぐらい持っているよ。『悪イー魔ヴイのル・駒ピース』のシステムを作りだしたときに生まれたイレギュラー、バグの類たぐいらしいんだけど、それも一いつ興きようとしてそのままにしたらしいんだ。ギャスパーくんはその駒を使った一人なんだよ」


　ほう、つまり部長はレアな駒をギャスパーに使ったのか。


「問題はギャスパーの才さい能のうよ」


「部長、どういうことっスか？」


「彼は類たぐい希まれな才能の持ち主で、無む意い識しきのうちに神セイクリツド器・ギアの力が高まっていくみたいなの。そのせいか、日々力が増ましていってるわ。──上の話では、将しよう来らい的に『禁バランス手ブレイカー』へ至いたる可か能のう性せいもあるという話よ」


　──ッ！


　バ、バランスブレイカーですか!?　あれって、ただでさえ危き険けんな代しろ物ものなんだろ？　それを制せい御ぎよ不能の奴やつが至ったら……。しかも時間停止の神セイクリツド器・ギア！


　俺の驚おどろいている様子を見てわかったのか、部長も困こまり顔で額ひたいに手を当てていた。


「そう。危あやうい状じよう態たいなの。けれど、私の評ひよう価かが認みとめられたため、いまならギャスパーを制御できるかもしれないと判はん断だんされたそうよ。私がイッセーと祐ゆう斗とを『禁バランス手ブレイカー』に至らせたと上の人たちは評価したのでしょうね」


　木場はともかく、俺は限げん定てい条じよう件けん付つきでしかも未完成だぞ？　あー、でもライザーの野や郎ろうをぶっ飛ばしたのはかなり俺も評価されたって聞いたな。そうなると、主あるじである部長はもっと株かぶが上がったのだろう。


「白バニシいング・龍ドラゴン」の介かい入にゆうがあったとはいえ、コカビエルの一いつ件けんも大きな破は壊かいもなく未然に防ふせいだ。


　だからこそ、いまの部長ならギャスパーを扱えると上のお偉えらいさんたちは判断したのか。


「……うぅ、ぼ、ぼ、僕の話なんてして欲ほしくないのに……」


　俺おれのそばに大きな段だんボールが置かれている。声はそこからしていた。俺は無言で蹴ける。


「ひぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　悲鳴が聞こえてきた。誰だれかって？　当然、ギャスパーくんです。


　あまりにお外の世界が怖こわいので、大きな段ボールに入り込こんでいるみたいだ。こいつは……。そこまで嫌いやか、あの部屋以外の場所が。


「能力的には朱乃に次いで二番目なんじゃないかしら。ハーフとはいえ、由ゆい緒しよ正しい吸きゆう血けつ鬼きの家いえ柄がらだし、強力な神セイクリツド器・ギアも人間としての部分で手に入れている。吸血鬼の能力も有しているし、人間の魔ま法ほう使いが扱あつかえる魔ま術じゆつにも秀ひいでているわ。とてもじゃないけど、本来『僧ビシヨ侶ツプ』の駒こまひとつで済みそうにないわね」


　と部長が言う。うへー、そんなにスゴいのか、この引きこもり吸血鬼くんは。


　あ、でも日の光とか大だい丈じよう夫ぶなのか？


「部長、吸血鬼って太陽に弱いんですよね？　こいつは大丈夫なんですか？」


　俺の問いに部長はうなずく。


「彼はデイウォーカーと呼よばれる日中活動できる特とく殊しゆな吸血鬼の血を引いているから問題ないわ。ただ、苦手ではあるでしょうけれど」


　デイウォーカー？　へぇ、そんな吸血鬼がいるのですか。


「日の光嫌きらいですぅぅぅ！　太陽なんてなくなっちゃえばいいんだぁぁぁぁぁっ！」


　そうかそうか。悪魔にとっても太陽は天てん敵てきだしな。でも、俺らはこの学園の生徒だから、日中学園生活をしていないとダメなんだぞ？


「おまえ、授じゆ業ぎように出てないだろう？　力を克こく服ふくしてクラスと打ち解とけなきゃダメだぞ？」


　俺がそう言うが、奴はわめくだけだ。


「嫌です！　僕はこの段ボールのなかで十分です！　外界の空気と光は僕にとって外敵なんですぅぅぅッ！　箱入り息むす子こってことで許ゆるしてくださぁぁぁぁいッ！」


　……これは酷ひどい。どうしたものか。


「もうひとつ、こいつは血を吸すわないんですか？　吸血鬼でしょ？」


　俺の質しつ問もんに部長が答える。


「ハーフだから、そこまで血に餓うえているわけではないわ。十日に一度、輸ゆ血けつ用の血けつ液えきを補ほ給きゆうすれば問題ないの。もともと血を飲むのは苦手みたいだけれど」


「血、嫌いですぅぅぅぅ！　生なま臭ぐさいのダメェェェェェェ！　レバーも嫌いですぅぅぅ！」


　好き嫌いが激はげしい吸血鬼とかどうしようもないじゃないか！


「……へたれヴァンパイア」


　小こ猫ねこちゃんの吐はき捨すてるような痛つう恨こんの一言。さすが容よう赦しやない。


「うわぁぁぁぁぁん！　小猫ちゃんがいじめるぅぅぅぅ！」


　一年生の同級生同士、容赦しないのだろうか？　あれ？　俺は上級生なのに手て加か減げんされてなくね？


「とりあえず、私が戻もどってくるまでの間だけでも、イッセー、アーシア、小猫、ゼノヴィア、あなたたちにギャスパーの教育を頼たのむわ。私と朱乃は三すくみトップ会談の会場打ち合わせをしてくるから。それと祐斗、お兄さまがあなたの禁バランス手ブレイカーについて詳くわしく知りたいらしいから、ついてきてちょうだい」


「はい、部長」


　部長も大変だなぁ。って、木場が魔王さまに呼よびだしか。あの聖せい魔ま剣けんについて？


　あー、確たしか、あれって本来あり得ない現げん象しようで出しゆつ現げんした禁バランス手ブレイカーだから、神セイクリツド器・ギアの形けい態たいとしてはイレギュラーなんだっけか。そりゃ、調べたいことも出てくるよね。


「イッセーくん、悪いけど、ギャスパーくんのこと、お願いするね」


「ああ、任まかせろ木場。まあ、アーシアも小猫ちゃんもゼノヴィアもいるし、なんとかなると思うぞ。たぶんな」


　正直、ちょっと不安だけど。……引きこもりのヴァンパイア。先行き不安すぎる。


「ギャスパーくん、そろそろお外になれないといけませんわよ？」


　段ボール越ごしに朱乃さんが話しかける。


「朱乃お姉さまぁぁぁぁぁ！　そんなこと言わないでくださいぃぃぃぃぃ！」


「あらあら。困こまったわね。イッセーくん、お願いね」


「はい、朱乃さんにお願いされたら、俺もがんばっちゃいます！」


　部長と朱乃さんの期待は裏うら切ぎれない！


「うん。では、イッセー、こいつを鍛きたえようか。軟なん弱じやくな男はダメだぞ。それに私は小さい頃ころから吸血鬼と相対してきた。扱いは任せて欲しいね」


　と、ゼノヴィアがギャスパーイン段ボールにくくりつけてあるヒモを引っ張ぱりだした。


　相対してきたって……ギャスパーを滅めつする気ですか……？


「ヒィィィィッ！　せ、せ、せ、聖剣デュランダルの使い手だなんて嫌ですぅぅぅぅ！　ほ、滅ほろぼされるぅぅぅぅぅ！」


「悲鳴あげるな、ヴァンパイア。なんなら、十じゆう字じ架かと聖水を用いて、さらにニンニクもぶつけてあげようか？」


「ヒィィィィィッッ！　ガーリック、らめぇぇぇぇぇぇぇッッ！」


　ゼノヴィアと出会ったのがこいつの不幸かもしれない。と俺は思ってしまった。


　てか、ゼノヴィアさん。悪魔が悪魔祓ばらい行こう為いをしたら、あなたもダメージ受けるからね。


　先行き不安だ……。







　　　─○●○─　　　




「ほら、走れ。デイウォーカーなら日中でも走れるはずだよ」


「ヒィィィィッ！　デュランダルを振ふり回しながら追いかけてこないでぇぇぇぇぇッ！」


　夕方に差しかかった時間帯、旧きゆう校こう舎しや近くで吸きゆう血けつ鬼きが聖剣使いに追いかけられていた。


　傍はた目めから見たら完全に吸血鬼狩がりです。デュランダルも「ブゥゥゥゥンッ！」という危き険けんな音を立てながら聖なるオーラを放ち続けている。
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　ギャスパーも逃にげるのに必死だ。そりゃ、追いつかれたら一いつ瞬しゆんで滅ぼされるからな。


　なんでもゼノヴィア曰いわく、「健全な精せい神しんは健全な肉体から」らしくて、ギャスパーの体力から鍛きたえることに決めたらしい。


　相変わらず豪ごう快かいすぎるお嬢じようさんだ。伝説の武ぶ器きを振り回しながら追いかけている様もどこか楽しげでもある。


　そういや、こっちに住むようになって、やることなすことすべて楽しいと言っていたな。


　その辺はアーシアがこの町に住むようになったときと同様かもしれない。信徒として質しつ素そな生活をしていたわけだから、ほぼ無む宗しゆう教きようの国である日本での出来事は全部新しん鮮せんだろう。


「私と同じ『僧ビシヨ侶ツプ』さんにお会いして光栄でしたのに、目も合わせてもらえませんでした……ぐすっ」


　残念そうなアーシア。ちょっと涙なみだ目めだ。


　家でよく「もう一人の『僧ビシヨ侶ツプ』さんに会いたいです」って、心待ちにしてる様子だったしな。せっかくの出会いも相手が極きよく度どの人間嫌ぎらいじゃ仕方ない。ま、俺たち悪魔だけど。


　つーか、うちのアーシアちゃんと目も合わせないとか……。クソ！　ちょっと、そこは許ゆるせないぞ。だが、我が慢まん我慢。相手は悪魔としては先せん輩ぱいだが、学園では後輩だ。俺が先輩として導みちびかないといけない部分もあるだろう。


　小猫ちゃんがニンニクを持ってゼノヴィアと共にギャスパーを追いかけていた。


「……ギャーくん、ニンニクを食べれば健康になれる」


「いやぁぁぁぁん！　小猫ちゃんが僕ぼくをいじめるぅぅぅぅ！」


　一年生同士、仲が良いのだろうか……？　唯ゆい一いつ、小猫ちゃんがいじれるキャラだとも聞いたが……。いじめてる？　てか、小猫ちゃんは「ギャーくん」と呼よんでいるのか。


「おーおー、やってるやってる」


　と、そこへ生徒会メンバーの匙さじが現あらわれる。


「おっ、匙か」


「よー、兵ひよう藤どう。解かい禁きんされた引きこもり眷けん属ぞくがいるとかって聞いてちょっと見に来たぜ」


「ああ、あそこだ。ゼノヴィアに追いかけ回されてるのがそうだぜ」


「おいおい、ゼノヴィア嬢、伝説の聖せい剣けん豪快に振り回してるぞ？　いいのか、あれ。おっ！　てか、女の子か！　しかも金きん髪ぱつ！」


　うれしそうな匙。だと思うよね。


「残念、あれは女じよ装そう野や郎ろうだそうです」


　それを聞き、心底落らく胆たんした様子の匙。ガックリしてる。


「そりゃ詐さ欺ぎだ。てか、女装って誰かに見せたいためにするものだろう？　それで引きこもりって、矛む盾じゆんすぎるぞ。難なん易い度ど高いなぁ」


「だよな。意味のわからん女装癖へきだ。似に合あっているのがまたなんとも言えん。で、そういう匙は何をやっているんだよ」


　匙の格かつ好こうはジャージだ。軍手をして、花か壇だん用の小さなシャベルも持っていた。


「見ての通りだ。花壇の手入れだよ。一週間前から会長の命令でな。ほら、ここ最近学園の行事が多かっただろう？　それに今度魔王さま方もここへいらっしゃる。学園をキレイに見せるのは生徒会の『兵ポー士ン』たる俺の仕事だ」


　えっへんと胸むねを張はって堂々としているが、それってつまり雑ざつ用ようじゃ……？　まあ、こいつの気持ちを折っても仕方ないから黙だまっておこう。


　ザッザッ……。


　そんな話をしていたら、ここへ近づいてくる誰かの気配。俺がそちらへ視し線せんを向けたとき──。俺は我わが目を疑うたがった。


「へぇ。魔王眷属の悪魔さん方はここで集まってお遊ゆう戯ぎしてるわけか」


　浴ゆ衣かたを着た悪そうな男だん性せい──。俺はそいつに見覚えがあった。


「アザゼル……ッ！」


「よー、赤せき龍りゆう帝てい。あの夜以来だ」


　全員が突とつ然ぜん現れたそいつを怪け訝げんそうに見つめていたが、俺の一言で空気が一変する。


　ギィン！


　ゼノヴィアが剣を構かまえる。空気を察したのか、アーシアが俺のうしろへ隠かくれ、俺は彼女を守るようにブーステッド・ギアを出しゆつ現げんさせた。なんでこんなところに堕だ天てん使しの総そう督とくが!?


　匙も驚きよう愕がくしながらも右手の甲こうにデフォルメ化したようなトカゲの頭を出す。匙の神セイクリツド器・ギアだ。


「ひょ、兵藤、アザゼルって！」


「マジだよ、匙。俺はこいつと何度か接せつ触しよくしてるんだ」


　俺のマジな反はん応のうで理り解かいしたのか、匙も戦せん闘とうの構えを作りだしていた。


　アザゼルは俺たちの姿し勢せいに苦く笑しようする。奴やつは殺気どころか、戦闘をする気配すらうかがわせなかった。


「やる気はねぇよ。ほら、構えを解ときな、下級悪あく魔まくんたち。ここにいる連中が集まったところで俺に勝てないのはなんとなくでもわかるだろう？　俺だって、下級悪魔相手にいじめなんかするつもりはない。ちょっと散歩がてら悪魔さんのところに見学だ。聖魔剣使いはいるか？　ちょっと見に来たんだが」


　と、奴は言うものの、誰も構えを解くことはなかった。堕天使の言うことなんか、信用できるものかよ！　てか、木場狙ねらいか！


「木場ならいないさ！　木場を狙っているならそうはさせない！」


　木場がレアな禁バランス手ブレイカーとなったから、オファーでも出すつもりか？


「……ったく、コカビエルにも勝てなかったくせに俺と勝負なんかできるわけねぇだろうにさ。──そうか、聖魔剣使いはいないのかよ。つまんねぇな」


　頭をポリポリかきながら、アザゼルは近ちか寄よってくる。敵てき意いはまったくない。それが逆ぎやくに怖こわい。恐きよう怖ふから手がブルブル震ふるえる。


　幹かん部ぶであるコカビエル相手に俺たちは何もできなかった。その上、トップが相手となったら……。瞬しゆん殺さつだってあり得る。


　あの黒い翼つばさが展てん開かいした瞬間にあの世行きなんて嫌いやだぞ……。死ぬならせめて部長とエッチしてから死にたい！


　アザゼルはとある木を指さす。


「そこで隠れているヴァンパイア」


　ビクッと木こ陰かげに隠れていたであろうギャスパーが慌あわてふためく。ギャスパーに近づきながら堕天使の総督は言う。


「『停フオ止ービ世トウ界ン・のバロー邪ル・眼ビユー』の持ち主なんだろう？　そいつは使いこなせないと害悪になる代しろ物ものだ。神セイクリツド器・ギアの補ほ助じよ具ぐで不足している要よう素そを補おぎなえばいいと思うが……。そういや、悪魔は神セイクリツド器・ギアの研究が進んでいなかったな。五感から発動する神セイクリツド器・ギアは持ち主のキャパシティが足りないと自然に動きだして危き険けん極きわまりない」


　ギャスパーの顔──というか、両目を覗のぞき込こむようにしているアザゼル。とうのギャスパーは堕天使のトップの顔が近づいてきてブルブル震えていた。当然の反応だと思う。


　しかし、アザゼルから不思議と悪意は感じられない。むしろ、興きよう味み津しん々しんの様子だ。それは俺おれ以外の皆みなも察知していたのか、どう出ていいかわからないでいた。


　見た感じ、ギャスパーが堕天使に襲おそわれているように見えてしまうが……。


　アザゼルはこちらへ振り向くと、匙を指さす。驚おどろきながらも身構える匙。しかし──。


「それ、『黒アブいソーブ龍シヨン・脈ライン』か？　練習をするなら、それを使ってみろ。このヴァンパイアに接せつ続ぞくして神セイクリツド器・ギアの余よ分ぶんなパワーを吸すい取りつつ発動すれば、暴走も少なく済むだろうさ」


　アザゼルの説明に匙も複ふく雑ざつな表ひよう情じようを見せる。


「……お、俺の神セイクリツド器・ギア、相手の神セイクリツド器・ギアの力も吸えるのか？　ただ単に敵てきのパワーを吸い取って弱らせるだけかと……」


　それを聞き、アザゼルは呆あきれた様子だった。


「ったく、これだから最近の神セイクリツド器・ギア所有者は自分の力をろくに知ろうとしない。『黒アブいソーブ龍シヨン・脈ライン』は伝説の五ご大だい龍りゆう王おうの一匹ぴき、『黒プリ邪ズンの・龍ドラ王ゴン』ヴリトラの力を宿している。まあ、これは最近の研究で発覚したことだがな。そいつは、どんな物体にも接続することができて、その力を散らせるんだよ。短時間なら、持ち主側のラインを引き離はなして他の者や物に接続させることも可か能のうだ」


「じゃ、じゃあ、俺側のラインを……たとえば兵藤とかに繫つなげられるのか？　それで兵藤のほうにパワーが流れると？」


「ああ、成長すればラインの本数も増ふえる。そうすりゃ吸い取る出力も倍々だ」


「…………」


　匙が黙だまっちまった。てか、匙の神セイクリツド器・ギアって、アザゼルの説明が本当ならかなりすごいんじゃないのか？


　いやいや、こいつは堕だ天てん使しの総そう督とくだぜ？　悪魔の宿敵、その親玉！　悪者に決まってる！　……と思うんだけど、敵意はやっぱり感じられない。


　コカビエルが言っていた気がする。


「奴の神セイクリツド器・ギアコレクター趣しゆ味みは異い常じようだ」──と。それに関係している？


「神セイクリツド器・ギア上達で一番てっとり早いのは、赤せき龍りゆう帝ていを宿した者の血を飲むことだ。ヴァンパイアには血でも飲ませておけば力がつくさ。ま、あとは自分たちでやってみろ」


　堕天使の総督さんはそれだけ言うと、一いち瞥べつしてこの場をあとにしようとする。しかし、一度だけ立ち止まり、俺のほうへ顔を向けた。


「ヴァーリ──うちの白はく龍りゆう皇こうが勝手に接触して悪かったな。さぞ驚いただろう？　なーに、あいつは変わった奴だが、いますぐ赤白ライバルの完全決着をしようなんて思っちゃいないだろうさ」


　と、アザゼルは言うが……。


「正体語らずに俺へたびたび接触してきたあんたのほうは謝あやまらないのかよ？」


　ついつい俺も文もん句くを言ってしまった。でも、マジでビビったんだぜ。依い頼らい主ぬしが堕天使の総督だったなんて、悪い冗じよう談だんにもほどがある。


　けど、アザゼルはイタズラな笑えみを見せて一言だけ言う。


「そりゃ、俺の趣味だ。謝らねぇよ」


　それだけ言い残すと、奴やつはこの場から去っていった。


　…………。


　取り残された俺たち。顔を見合わせて反はん応のうに困こまっていたが、匙が息をついたあとに動きだす。


「……とりあえず、そこの新顔くんに俺の神セイクリツド器・ギアを取り付けてみるか。その状じよう態たいで、神セイクリツド器・ギアを使ってもらって練習でもしようぜ。その代わりに今度おまえらに俺の花か壇だんを手伝ってもらうからな」


　匙の提てい案あんに皆うなずき、ギャスパーの神セイクリツド器・ギア修しゆ業ぎようが開始された。


　匙が『黒アブいソーブ龍シヨン・脈ライン』の舌したをギャスパーに接続し、余分な力を吸い取る。アザゼルの言うように吸きゆう引いんは可か能のうだった。……マジで神セイクリツド器・ギアに詳くわしいんだな、あの総督さん。


　その後、俺たちが投げるバレーのボールをギャスパーが視し界かいに映うつした瞬しゆん間かん、停止させていく。停止された物体は、だいたい数分間だけ動きを完全に停とめられる。ボールだったら、放られた状じよう態たいのまま宙ちゆうで停止した。生物なら、その動き、格かつ好こうのまま停められる。


　停められた者は、その間、完全に意い識しきまで停止されるため、停められている間の記き憶おくがない。俺も体験しているからよくわかる。何か違い和わ感を感じるんだけど、何をされたかまではわからない。


　視界に映らなければ問題ないけど、強力な神セイクリツド器・ギアには違ちがいないだろう。視界に映るのが近ければ近いほど停止させられる時間は長く、遠ければ遠いほど範はん囲いは広がるが、停めていられる時間は短くなる。


　ギャスパーは使いこなせていないため、視界に映した特定のものだけを停止させることはできない。現げん状じよう、まとめて停止させてしまう感じだ。


　発動も意識してできることはまだ無理で、ふとした拍ひよう子しに奴が誰だれかへ視線を向けた瞬間に相手の体の一部を軽く停止させてしまうこともあった。


　無意識発動はマジでカンベンだ。


　そのたびにギャスパーは「ゴメンなさいぃぃぃぃぃ！」と叫さけんで謝りながら逃にげだそうとしてしまう。捕つかまえて再さい度ど連れてくるのもひと苦労だ。


　ギャスパーの視界に向けて投げたボールだけを停めてくれればいいんだけど、なかなかそれがこなせない。これは……思った以上に難むずかしいのかもしれないな。神セイクリツド器・ギアの能力も能力だが、所有者のギャスパー自身がこれでは練習もキツい。


　しかし、部長に頼たのまれた以上は俺も付き合うしかないさ。こいつを立りつ派ぱな時間使いにしてやる！　と、気合を入れたときだった。


「どう？　練習ははかどっているかしら？」


　サンドイッチを作ってきてくれた部長が様子を見に来てくれた。やはり、ギャスパーのことが気になっていたらしい。とうのギャスパーは力を吸すわれ続け、ヒィヒィ言っている。


　休きゆう憩けいがてらサンドイッチをいただく。くーっ！　絶ぜつ妙みようなスパイスが効きいていて、チョーうまい！


「部長、うまいっス！」


「ふふふ、ありがとう。材料もそんなに無かったから簡かん単たんにしか作れなかったのだけど」


　それでも最高においしいですよ！　匙も「うまい！」と唸うなっていた。


　ここにいない朱乃さんと木場はまだサーゼクスさまのもとだとか。


　アザゼルのことを聞いた部長は驚おどろいていたが、


「アザゼルは神セイクリツド器・ギアについて造ぞう詣けいが深いと聞くわ。神セイクリツド器・ギアについてのアドバイス……。知ち識しきを他者に助言するほど余よ裕ゆうということかしら」


　何やら考え込んでしまった。


「リアス先せん輩ぱいが帰ってきたし、俺はそろそろ花か壇だんの作業に戻もどる」


　匙が部長の作ってきたサンドイッチを二、三個こ口にしたあと、そう言う。


「匙くん。わざわざ私の下げ僕ぼくに付き合ってくれてありがとう。お礼を言うわ」


　匙の野や郎ろうは部長に礼を言われて顔を赤くしていた。


「い、いいっスよ。先輩は会長の大事なお友達ですし、神セイクリツド器・ギアについての新たな可か能のう性せいも見えました。俺としても収しゆう穫かくありってことで」


　匙、やっぱ良い奴だな。口は悪いが、結けつ構こう付き合ってくれるしさ。


「じゃ、兵藤。あとはがんばれや」


「おう、サンキューな」


　俺からも礼を言ったあと、匙はこの場をあとにした。


　匙を見送った部長は、木の陰かげで休んでいたギャスパーに向けて言う。


「ギャスパー、まだいけるわね？　匙くんに吸われて、ちょうど力もいい感じに調整されたでしょうし、残りの時間は私も一いつ緒しよに練習付き合うわ」


　おおっ！　部長、頼もしい！　やっぱり、部長は眷けん属ぞく悪魔を大事にするなぁ。何よりもトレーニングをちゃんと付き合ってくれる！　俺はいまでもしてもらってるぞ。


「が、がんばりますぅぅぅぅ」


　部長の声にギャスパーもへろへろになりながらも立ち上がったのだった。


　よし。俺も今日はとことん付き合うぜ！


　こうして、夜になるまでギャスパーの神セイクリツド器・ギア練習は続いた。
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　次の日の夜。


　俺は悪あく魔ま稼か業ぎようをしていた。いまだに魔ま方ほう陣じんから依い頼らい主ぬしの人間のもとに転てん移いできない俺だが、仕事はそれなりにそつなくこなしている。


　三大勢せい力りよくのトップ会談も近いが、それとは別に俺たち下僕はちゃんと仕事をしなければならない。同じ町に業界のトップである魔王さまがお二人もいらっしゃっているのだから、下手な仕事はできないな。


「あれ？　今日はイッセーくんなの？」


　と、残念そうに今夜の依頼主である青年──森もり沢さわさんは肩かたを落とした。


　彼は小猫ちゃんのお得意さまであり、俺のお得意さまでもある。今夜は俺の番。


　森沢さんの視し線せんがふいに下へと移うつる。俺の横に置いてある物体が気になったようだ。


　──大きめの段だんボールが置いてあった。


「それ、なに？」


「これは、しゃべる段ボールです」


　ガン。俺が段ボールを軽く蹴けるとなかから「ひぃぃぃぃぃ」という悲鳴が聞こえてくる。


　そう、箱入り息むす子こくんのギャスパーだ。部長たちが悪魔稼業にとりあえず連れていけというので、俺はわざわざこれを自転車の荷台にくくりつけて漕こいできたんだぜ？　泣ける。


　正直、役に立つかは微び妙みようだが、俺の邪じや魔まをしなければ良しとしよう。段ボールはここに置いて──。


「なになに、なかに何が入っているの？」


　と、いつの間にか近づいていた森沢さん！　ふいに段ボールの蓋ふたを開けて──。


　パカッ。


「…………」


「…………」


　目と目が合うギャスパーと森沢さん。


「ふぇ……」


　対人恐きよう怖ふ症しようの者が人に見つめられたら涙なみだ目めになるよね。ギャスパー、ちっと我が慢まんしろ。


「見た目美少女ですが、実は男です。女じよ装そう趣しゆ味みらしくて」


　俺もいちおうのフォローを入れておく。先に男だと知っておいたほうがダメージも少なく済すむだろう。森沢さんは俺の両肩をガシッと力強くつかみ、言う。


「こんなかわいい子が女の子のわけがないじゃないかッッ！　男の娘こサイッコォォォォォォオオオオオオオオッッ！」


　──ッ！


　何その力説めいた叫さけびは！　え？　男の子でいいの？　マジか！　目がランランと輝かがやいていらっしゃる！


「さあ、出てきてごらん！　お兄さん、怖こわくないよ？　一いつ緒しよに楽しいことをしようッ！」


　鼻息を荒あらくしてギャスパーに語りかける森沢さん。変へん質しつ者しやそのものの言動だよ！


「うぅぅわぁぁぁぁぁ……ぐすっ……」


　とうのギャスパーはブルブルと震ふるえていた。怖いようだ。当然だろう。俺だって、いまの森沢さんは怖いって！


　両手の五指をワシャワシャと動かして、森沢さんの手がギャスパーへ伸のびていく──。


「イヤァァァアアアアアアッッ！」


　ギャスパーの悲鳴──。刹せつ那な、俺の感覚が停止して──。


　…………。


　気づいたとき、隣となりの段ボールが消えていた。


「？？？？？」


　森沢さんも自分に何が起きたのか把は握あくできずにいた。


　時間の停止だ。ギャスパーが興こう奮ふんして、神セイクリツド器・ギアを無む意い識しきに発動してしまったのだろう。


　俺も森沢さんも一定時間停められていたんだ。部屋のなかを見み渡わたすと、隅すみに段ボールが移い動どうしていた。あそこに逃にげたのか。俺は近づき、閉じられている段ボールに語りかける。


「ギャスパー、悪かった。ちょっと、森沢さん、怖かったよな」


「ぐすっ……。ふぇぇぇぇん」


　泣いちゃった。まいったな。これじゃ、仕事にならないか。


「また停とめちゃった……。バカバカバカバカ……。僕のバカ。停めちゃダメなんだ……停めたくないのに……」


　ギャスパー……。部長に任まかされた以上、俺がなんとかしなくちゃダメだよな。


　けど、一度怯おびえてしまったギャスパーは何もできなかった。俺も、その場では奴やつをフォローできなかったんだ。
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「ギャスパー、出てきてちょうだい。無理してイッセーに連れて行かせた私が悪かったわ」


　ギャスパーの部屋の扉とびら前で部長が謝あやまっていた。


「イッセーと仕事をすれば、もしかしたらあなたのためになると思って……」


『ふぇええええぇぇぇぇええええんっっ！』


　旧きゆう校こう舎しやの自室に閉とじこもったギャスパーは外にまで聞こえる声量で泣いている。


　人嫌ぎらいなこと、神セイクリツド器・ギアを使いこなせずに迷めい惑わくをかけていること、こいつは抱かかえていることがややこしいようだ。いや、それ以前に森沢さんが怖かった。それは確たしかだろう。


　部長から聞いた。


　ギャスパーは名門の吸きゆう血けつ鬼きを父に持つが、母が人間で妾めかけだったため、純じゆん血けつではなかった。悪魔以上に純血ではない者を軽けい視し、侮ぶ蔑べつする吸血鬼たちは、たとえ親兄弟であっても扱あつかい方は差別的だと聞いた。


　ギャスパーは腹はら違ちがいの兄弟たちに子こ供どものころからいじめられ、人間界に行ってもバケモノとして扱われて居い場ば所しよがなかったという。


　しかし、こいつは類たぐい希まれなる吸血鬼の才さい能のうと、人間としての才能──特とく殊しゆな神セイクリツド器・ギアを両方兼かね備そなえて生まれてきてしまったため、望まなくてもその力は歳としを取ると共に大きくなっていったんだそうだ。


　仲良くしようとしても、ちょっとした拍ひよう子しに時間停止の神セイクリツド器・ギアが発動してしまい、相手を停めてしまう。


「ねぇ、イッセー。あなた、もし時を停められたら、どんな気分？」


　そう部長に訊きかれる。


「……少し、怖こわいですね」


　正直に俺は答えた。


　想そう像ぞうしても嫌いやなイメージしかない。時間を停めて、何をしてくるのか？　時間を停められていた間、俺おれは何をされていたのか？　きっと気になる。相手にその気がなくてもだ。


　ギャスパーに停められた連中はそう思ってしまったのだろう。不信が一度心に生まれてしまえば付き合うのは不ふ可か能のうとなり、ギャスパーを恐きよう怖ふするようになったんだと思う。


　ギャスパーはそれを延えん々えんと体験してきたのか。神セイクリツド器・ギアを得る人間が味わう不幸ってやつだ。


　アーシアも同じだったな。聖せい女じよから魔ま女じよと呼よばれて──。


　神セイクリツド器・ギアは神からのありがたい贈おくり物らしいけど……。神はいないけど、神の遺のこした神セイクリツド器・ギアプログラムとやらはいまでも生きていて稼か働どうしているため、神セイクリツド器・ギアは無くならないそうだ。


　確かに武ぶ器きとして強力だけど、その分、所有者を不幸にする力も強力だ。


『ぼ、僕ぼくは……こんな神セイクリツド器・ギアいらないっ！　だ、だって、皆みな停とまっちゃうんだ！　怖がる！　嫌いやがる！　僕だって嫌だ！　と、友達を、な、仲間を停めたくないよ……。大切な人の停まった顔を見るのは……、も、もう嫌だ……』


　部屋のなかですすり泣くギャスパー。


　家からも追いだされ、どちらの世界でも生きられないギャスパーは路頭に迷まよった。そのときヴァンパイアハンターに狙ねらわれ、一度命を落とした。そこを部長に拾われたらしい。


　けど、強力な力を有するギャスパーを当時の部長では使いこなすこともできず、上から封ふう印いんを命じられていた。そして、解かい禁きんされて現げん在ざいに至いたる。


「困こまったわ……。この子をまた引きこもらせてしまうなんて……。『王キング』失しつ格かくね、私」


　落ち込こむ部長。部長は悪くない。ギャスパーも悪くないさ。悪いのはむしろ俺だ。期待をされて仕事に付き合わせたのに、俺は何もできなかった。


「部長、サーゼクスさまたちとの打ち合わせがこれからあるんでしょう？」


「ええ、でももう少しだけ時間を延のばしてもらうわ。先にギャスパーを──」


「あとは俺に任まかせてください。なんとかしてみせます」


　俺の申し出に部長も強く異いを唱えることはできなかった。打ち合わせも大事だからだ。


　三大勢せい力りよくのボスたちが会合するんだ。それのセッティッングは大切だろう。何か当日に不都合が起きてしまえば、それだけで三者の間の溝みぞがより一いつ層そう深まるかもしれないんだ。


「だいじょうぶです。せっかくできた男子の後こう輩はいです！　俺がなんとかします！」


　と、胸むねを張はって宣せん言げんする。強がりだ。本当は自信があまりない。この手の繊せん細さいそうなタイプは苦手だからな。でも、部長の手前、格かつ好こうつけさせてもらうぜ。


「……イッセー。わかったわ。お願いできる？」


「はい！」


　俺の勢いきおいある返事を聞いて、部長は微ほほ笑えんでうなずいた。


　部長は名な残ごり惜おしそうに心配そうにギャスパーの部屋の扉を一いち瞥べつし、この場をあとにした。


　部長を見送ったあと、俺は深しん呼こ吸きゆうし、扉の前に座すわり込んだ。


「おまえが出てくるまで、俺はここを一歩も動かないからな！」


　いろいろと考えてみたが、バカな俺にはこれしかできない！　座り込み！　単純明めい快かい！　むかしから引きこもった相手にはこれが一番効きくと思う！　たぶん！


　…………。


　持じ久きゆう戦。と、息いき巻まいて一時間ほど座り込んでみたが、変化はなし。出てくる気配もない。


　……こうやって、黙だまって座り込むだけじゃダメか。そう感じて語りかけることにした。


「……怖こわいか？　神セイクリツド器・ギアと……俺たちが」


『…………』


　俺は扉とびら越ごしに話しかける。


「俺も最強のドラゴンが宿った神セイクリツド器・ギアを持ってる。でも、おまえみたいにヴァンパイアとか、木場みたいにすごい生き方をしてきたわけでもない。普通の男子高校生だったんだよ」


　どこまで通じるかわからない。だけど、俺の正直な思いを話そう。


「俺は……正直、怖い。ドラゴンの力を使うたび、体のどこかが違ちがう何かになっていく感じがするんだ。悪魔のこともまだよくわからないし、ドラゴンってのがどういうものかもわからない。だけど、前に進もうと思う」


　それしかないからな、俺には。


『……どうしてですか？　も、もしかしたら、大切な何かを失うかもしれないんですよ？　せ、先せん輩ぱいはどうして、そこまで真っ直すぐ生きていられるんですか……？』


　おっ、返ってきた。良かった。俺の話は聞いてくれているんだな。しかし、その質しつ問もんは困ったな……。


「……うぅん……。俺はバカだから、難むずかしいことはわからないんだ。ただ──」


『ただ？』


「──部長の涙なみだを二度と見たくない。レーティングゲームやったときさ、俺たち負けたんだ。俺なんて、やられたときの記き憶おくがないぐらいボコボコにやられてさ。情なさけないったらありゃしねぇ。……なのに、部長が泣いていたところだけは覚えてやがる」


　俺は拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。あのときのことは──いま思いだしても悔くやしい。


「……あれは、キッツいんだ。脳のうみその奥おくに深く焼き付けられてさ。しかも仲間が次々と倒たおれていって、最後に俺だけ……。いまだに夢ゆめにも見る。俺だけが誰だれもいない戦場を走り回る夢だ。部長をやっと見つけるんだけど、泣いていて、俺は何もできなくて……」


　ギィ……。


　鈍にぶい音を立てながら、扉が少しだけ開かれた。


「……ぼ、僕はそのとき、いませんでした……」


　扉の奥おくから姿すがたを現あらわしたギャスパーは涙を懸けん命めいにこらえている様子だった。


「ああ、わかってる。俺はそれを責せめやしない。でも、これからは違うだろう？」


「……ぼ、僕じゃ、ご、ご迷めい惑わくをかけるだけです……。引きこもりだし、人見知り激はげしいし……神セイクリツド器・ギアはまともに使えないし……」


　俺はギャスパーの顔をおさえると、両目を覗のぞき込んでやる。


　ここに神セイクリツド器・ギアがあるのか。時間停止する能のう力りよく。


「俺はおまえのことを嫌きらわないぞ。先輩としてずっと面めん倒どう見てやる。……まあ、悪あく魔まとしてはおまえのほうが先輩だろうけどさ。でも、実生活では俺が先輩だから、任せろ」


「──っ」


　ギャスパーは目をパチクリさせているが、俺は続ける。


「力を貸かしてくれ。俺と一いつ緒しよに部長を支ささえよう。おまえが何かに怖がるなら、俺がそれを吹ふっ飛ばしてやる。これでも伝説のドラゴンの力が宿っているんだぜ？」


　ニカッと笑ってみせるが、ギャスパーはコメントに困こまっている様子だ。


「俺の血、飲むか？　アザゼルの野や郎ろうの言っていたことが真実なら、俺の血を飲めば神セイクリツド器・ギアを扱あつかえるかもしれない」


　あのとき、アザゼルはそう言っていた。それで済すむなら安いものだと思うが……俺、吸きゆう血けつ鬼きになっちゃう？　童どう貞ていなら嚙かまれると吸血鬼になれるって聞いたことがあるけど……。


　しかし、ギャスパーは首を横に振ふる。


「……怖いんです。生きた者から直ちよく接せつ血を吸すうのが。ただでさえ、自分の力が怖いのに……。これ以上何かが高まったりしたら……僕は……僕は……」


「うーん。神セイクリツド器・ギアに翻ほん弄ろうされる自分が嫌いやか。でも俺はおまえの能力がうらやましいけどな」


「──っ」


　俺の一言に心底驚おどろいた表ひよう情じようをギャスパーは浮うかべる。え？　何その反はん応のう……。


「俺、変なこと言ったか？　だって、時間が停められたら最高じゃないか。俺がその神セイクリツド器・ギアを持っていたら、大変だったな。きっと、クラス中、いや、学校中の女子にいかがわしいことしていたに違ちがいない。これは断だん言げんできるぜ。廊ろう下かを匍ほ匐ふく前進しながら女の子のパンツを覗のぞき見していただろうなぁ。あー、その神セイクリツド器・ギアだったら、ぶ、部長を停めて、お、お、おっぱいを……ッ！　あ、あのおっぱいを好き放題できるなんて考えただけでよだれが止まらんぞ！　そうだ！　あ、あ、朱乃さんのおっぱいでもいいなぁ！　むしろ、パンツを覗いたっていいし！　うあー、妄もう想そうが止まらんよ！」


　──と、こんな妄想をよだれ垂たらしながら言っている場合じゃない！　あーあ、きっとギャスパーも呆あきれて──。


　そう思っていたが、奴やつはうれしそうに微ほほ笑えんでいた。


「……イッセー先せん輩ぱいって、やさしいんですね」


　極上の笑みでそう言われてしまう。うっ、相手が男なのにちょっとグッときてしまったぞ。危あぶない危ない。


「そんな風に言われたのは初めてです。うらやましいなんて言われたことなかったです。しかも具体的な例まで……。イッセー先輩って、楽しい方ですね」


　そりゃそうかもしれませんね。スケベでゴメンなさい。


「いいか、よく聞いてくれ、ギャスパー。──俺は赤せき龍りゆう帝ていの力を部長のおっぱいに譲じよう渡としたいんだ」


　俺の真っ直すぐな想おもいを耳にして、ギャスパーは驚くような表情を見せるが、じんわりと瞳ひとみを潤うるわせる。


「……す、すごいです、イッセー先輩。強大な神セイクリツド器・ギアを持っていながら、そこまで卑ひ猥わいに前向きに向き合えるなんて……。ぼ、僕にはとうてい及およばない思考回路ですが、なぜだか少しだけ夢ゆめと希望を感じました。イッセー先輩の煩ぼん悩のうって勇気に溢あふれていますね」


　ハハハハ、バカにされている気がするが、気のせいだろう！


「そうだろうそうだろう！　強大な神セイクリツド器・ギアがなんだ！　ようは使いようだ！　俺は俺の性せい欲よくを満たすために神セイクリツド器・ギアを使うね！　籠こ手てに宿ってるドラゴンにも俺は宣せん言げんした！　俺は部長の乳ちちを吸い！　そして、新たな目標としてギフトを部長の乳に譲渡する！　いや、朱乃さんのおっぱいに譲渡してもいい！　うはっ！　夢が広がるなぁぁぁぁぁっ！」


　おおっといけない。ついつい熱ねつ弁べんしてまたよだれがたれてしまった。いかんね。


「ぼ、僕もなんだか少しだけ勇気が湧いてきたような気がします。本当に少しだけだけど……」


「よしよし、いい子だ。ほら、俺の右手を見てくれ。俺はこの手で部長の乳を揉もんだことがあるんだぞ？」


　俺の発言にギャスパーは驚きの眼めで右手を見る。ふふふ、俺の自じ慢まん話だ。


　この話は匙も食いついた。ギャスパーも食いついてくれてうれしい。男の子だもんね。


「ほ、本当ですか？　そ、そんな……主あるじである上級悪あく魔まのむ、む、胸むねに触ふれられるなんて……。イッセー先輩といると驚くことばかりです……」


「それにおっぱい譲渡の話は魔王さまのアイディアなんだ。俺は一生魔王サーゼクスさまについていこうと思ったね。あの方はスゴい！　俺の引き出しを増ふやしてくれる！」


「お、おっぱい譲渡……『神ロン滅ギ具ヌス』の可か能のう性せいを斜ななめ上に向けるなんて……。や、やはり魔王さまは最強なんですね……」


　と、いつの間にか俺は奴やつの部屋に入り、ギャスパーと話し込こんでいた。


「さすがイッセーくん。ギャスパーくんとすぐに談笑できるなんてね」


　俺とギャスパーが打ち解とけ合いつつあるところへ現あらわれたのは木場だ。部屋をのぞき込むように登場してきた。心配していたのかな？　相変わらず良い奴だ。


　そうだ、ちょうどいい。男子部員全員が集まったところで俺は重要な話を切りだす。


「木場、話がある」


「なんだい、イッセーくん」


「俺とおまえとギャスパーは男だ」


「そうだね。でも、そんなことを訊きいて突とつ然ぜんどうしたの？」


「俺はグレモリー眷けん属ぞくの男子チームでおこなえる連れん携けいを考えた」


「それは……興きよう味みがそそられるね。どういうのかな？」


　おっ、木場も食いついてきた。よし、俺のプランを話そう。


「まず、俺がパワーを溜ためる。そして、それをギャスパーに譲渡して周囲の時を停める。その間、俺は停止した女子を触さわり放題だ」


「──っ。…………また、エッチな妄想をしていたんだね。それはそうと、それだけなら僕の役目はないんじゃないの？」


　俺おれのプランに木場は軽く言葉を失っていたが……。冷静に突つっ込んでくれる。


「いや、ある。おまえは禁バラン手ス・ブ化レイクして、俺を守れ。もしかしたら、エッチなことをしている間も敵てきが襲しゆ来うらいしてくるかもしれない。これは大事な連携だ。俺が溜めて、ギャスパーが停めて、俺が相手を触り、おまえが俺を守る。完かん璧ぺきな陣じん形けいだ」


「イッセーくん、僕はイッセーくんのためなら何でもするけど……一度、真しん剣けんに今後のことを話そうよ。──力の使い方がエッチすぎるよ。ドライグ、泣くよ？」


『木場は良い奴だなぁ』


　涙なみだ声ごえで訴うつたえるな、ドライグ！　俺が宿主なんだから、おまえは俺のエロ妄想に尽じん力りよくしてくれよ！


「木場、てめえ！　そんな憐れん憫びんの眼まな差ざしで俺を見るな！　イケメンめ！　おまえはいいさ！　女の子を食い放題だろうけどな！　俺は食べることすらままならないんだよ！」


「……キミのことだから、気づいたら気づいたでそっちにハマりこみそうだし、部長たちも甘あまやかしそうだから言うのは止やめておくよ……。覚え立ては怖こわいと言うからね」


　木場が何か意味深なことを言っているが、まあいい。


「よし。男同士、肚はらを割わって話そう。──第一回『女子のこんなところがたまらなく好きだ選手権けん』！　まずは俺からだな！　俺は女子のおっぱいと脚あしを見るね！」


　木場とギャスパーは苦く笑しようしているが、嫌いやがってはいなかった。でも、ギャスパーが終始手を震ふるわせていたのを俺は見み逃のがさなかった。


　たぶん、怖いんだと思う。俺たちじゃなく、俺たちを停とめることが──。


　いつ発動するかわからない時間停止の神セイクリツド器・ギア。こいつはそれに心底恐きよう怖ふしてる。その神セイクリツド器・ギアがもたらすであろう結末を。


　相手を停めれば、嫌きらわれる。その恐怖にギャスパーは心身を追い込こまれているんだ。


　でも、いまだけは楽しくしよう。いや、楽しくしてあげたい。


「すみません、段だんボールのなかでもいいですか？　……蓋ふたは閉しめないんで。ただ、人と話すとき、段ボールのなかが落ち着くんです」


　と、ギャスパーは申し訳わけなさそうに言う。


　遺い憾かんだが、俺は許ゆるした。始まりは仕方ない。無む理り強じいしてもね。徐じよ々じよに段ボールから出していこう。


「あー、落ち着きますぅ。これですよぉ。段ボールのなかだけが僕の心のオアシスなんです……」


　そんなにか！　そんなに段ボールが癒いやし空間ですか！


　……けど、こいつ、段ボールが似に合あうな……。入り慣なれているというか。段ボール吸きゆう血けつ鬼き。新しすぎて反はん応のうに困こまるぞ……。


「そんなに人と目を合わすのが嫌なら、これとか──」


　俺は部屋にあった紙かみ袋ぶくろに穴あなをふたつ空けて、ギャスパーの頭にかぶせた。


「こ、これは……」


　薄うす暗ぐらい部屋に紙袋を頭にかぶった女じよ装そう少年。穴の空いた部分から赤い眼がん光こうがギラリと！


「ど、どうですか～？　似合いますか～？」


　ゾンビのようにのろのろと歩いて近づいてくる！　なんて迫はく力りよく！　どこからどう見ても変へん質しつ者しやだぞ！　マジ怖い！


「あ、でも、これ……。いいですねぇ。僕ぼくには似合うかも……」


「ギャスパー、おまえを初めてすごいって感じたよ」


「ほ、本当ですか……？　これをかぶれば僕も吸血鬼としてハクがつくかも……」


　うん。吸血鬼ってより全力で変へん態たいだよね。まいったな。俺の周りって変なのばっかだ。


　こうして、男子だけの夜通し猥わい談だんが始まったのだった。


　わかったことだが、意外に木場もスケベだった。







　　　─○●○─　　　




　次の休日、俺はとある場所へ向かっていた。


　朱乃さんに呼よびだされたんだ。てか、部長も用事を終えたら、あとから向かうと言っていた。何の用事だろうか？　エッチな妄もう想そうが先に行くが、部長もあとから来るってことはその可か能のう性せいは皆かい無むに等しいだろうな。


　間に挟はさまれている俺はうれしいけど、複ふく雑ざつだ。何かが切っ掛かけでまた大ゲンカになりそうでさ……。俺というペットの取り合い。ペット冥みよう利りに尽つきる！　男としては複雑だが。


　町の外れへ歩を進める俺。……ていうか、この先ってめぼしいものがひとつしかないよな？　どんどん俺の視し界かいに入ってくる石いし段だん。その石段が伸のびる先には──赤い鳥とり居いが立っていた。──そう、神社だ。


　うわぁぁぁぁ。神社って、俺たち悪あく魔まにとってアウェーじゃないか！　俺はまだ神社へ足を踏ふみ入れたことないけど、そう簡かん単たんに入れないと聞いたぞ。つーか、入っちゃダメなもののひとつとして部長から説明を受けた気が……。


　と、俺の目が石段の下に人ひと影かげを捉とらえる。凝こらして見てみると──見知った顔が。


「いらっしゃい、イッセーくん」


「あ、朱乃さん!?」


　そこには巫み女こ衣い装しようを身にまとった朱乃さんの姿すがたがあった。
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　石段を上る俺。先を行く朱乃さんは歩みを止めないまま言う。


「ゴメンなさいね、イッセーくん。急に呼びだしてしまって」


「あ、いえ。俺もやる仕事がなくてヒマだったりしたんで。でも、何の用でしょうか？　それと、部長はあとから来るそうですけど……」


「ええ、知ってますわ。リアスは会談の件けんでサーゼクスさまと最終的な打ち合わせをしなければいけませんから」


　いやー、しかし、朱乃さんの巫女服姿サイコー。すげぇ似合ってる。まさに大やま和と撫なで子しこ！


　もしかして、「雷いかずちの巫女」の二つ名はここから来ている？　てか、悪魔が神社にいていいんですか？　疑ぎ問もんは尽きないが、ここになぜ朱乃さんがいるのだろうか？


「朱乃さんは部長と打ち合わせに行かなくていいんですか？　『女クイ王ーン』の力が必要なのかなって」


「あちらはグレイフィアさまがフォローしてくださるでしょうし、ある程てい度ど進行していれば私が抜ぬけてもだいじょうぶですわ。それよりも私はこの上でお待ちしておられる方をお迎むかえしなければならなかったものですから」


　と、朱乃さんは石段の遥はるか先へ顔を向ける。はて？　誰だれか来ているのか？


　鳥居が目の前に迫せまってきた。これを越こえようとすると悪魔はダメージを受けてしまい、神社へ近づけないというが……。


「ここはだいじょうぶですわ。裏うらで特別な約定が執とり行われていて、悪魔でも入ることができます」


　言うやいなや朱乃さんは何事もなく鳥居をくぐった。おおっ、だいじょうぶなのか。


　俺も恐おそる恐るくぐる。あ、マジでだいじょうぶだ。


　眼がん前ぜんに立りつ派ぱな神社の本ほん殿でんが建っている。古さを感じさせるが、壊こわれている様子は一いつ切さい外からはうかがえない。


「朱乃さんはここに住んでいるんですか？」


「ええ、先代の神かん主ぬしが亡なくなり、無人になったこの神社をリアスが私のために確かく保ほしてくれたのです」


「彼が赤せき龍りゆう帝ていですか？」


　──っ。第三者の声に気づき、そちらへ振ふり向くと、そこには──。


　輝かがやくまでに金色の羽が俺の前で舞まう。端たん整せいな顔立ちの青年が俺へ視し線せんを送っていた。


　豪ごう華かな白ローブに身を包み──頭部の上に金色の輪っかが漂ただよう。って、輪っか!?


　青年はやさしげな笑えみを浮うかべ、握あく手しゆを求めてくる。


「初めまして赤せき龍りゆう帝てい、兵藤一いつ誠せいくん」


　──っ。俺の名前を知ってる。誰だ？


　疑問に感じる俺の眼前で青年の背せ中なかから金色の十二枚まいの翼つばさが出しゆつ現げんした。


「私はミカエル。天使の長をしております。なるほど、このオーラの質しつ、まさしくドライグですね。懐なつかしい限かぎりです」


　チョー大物だった……ッ！







　　　─○●○─　　　




　朱乃さん先せん導どうのもと、俺とミカエル……さんは神社の本殿へ。


　輪っかは天使の証あかしだ。以前、部長に聞いたぞ。天使は頭上の輪っかと白い翼が特とく徴ちよう、堕だ天てん使しは輪っかがなくて黒い翼が特徴だと。ミカエルさんは金の翼だった。大物感漂うぜ。


　かなり広めの本殿内はデカい柱が何本も立っている。中央から、言い知れない力の波動を感じ、俺の肌はだをピリピリと刺し激げきしていた。このオーラ、なんだ？　危き険けん信号でまくりだ。


「実は、あなたにこれを授さずけようと思いましてね」


　へ？　何かくれるんですか？　ミカエルさんが指さすほうへ視線を送ると、そこには聖せいなるオーラが滲にじみでている一本の剣けんが宙ちゆうに浮ういていた。


　……うわ、聖剣だろ、これ！　無知な俺でもこの波動はよく感じている。エクスカリバー、デュランダルと見てきたから聖なるオーラってのはわかるぞ。


「これはゲオルギウス──聖ジョージといえば伝わりやすいでしょうか？　彼の持っていた龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの聖剣『アスカロン』です」


　いや、ゲオルなんたらとか聖ジョージとかまったくもって知りませんけどね。


『有名な龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーだ。まあ、おまえも少しは勉強しろ』


　うるっさい！　で、なんだよ、そのドラゴン・スレイヤーって。名前からして危険な臭においプンプンじゃないか。


『ドラゴンを始末するのを仕事にしている輩やから──及およびそれに関連した武ぶ具ぐの総そう称しようだ』


　……ドラゴン専せん門もんの殺し屋ですか。怖こわい。俺もターゲットってこと？　嫌いやすぎる……。


「特とく殊しゆ儀ぎ礼れいを施ほどこしているので悪魔のあなたでもドラゴンの力があれば扱あつかえるはずです。あなたが持つというよりは、ブーステッド・ギアに同化させるといった感じでしょうか」


　と、ミカエルさんは言っているけど、可か能のうなのか？


『おまえしだいだ。神セイクリツド器・ギアは想おもいに応こたえる。おまえがそれを望めばできるだろう』


　そうですか。うーん、どうすっか。というか、疑ぎ問もんを訊きこう。


「なぜ、これを？」


　どう考えてもそう訊いてしまうさ。こんな貴き重ちようそうなものをなんで俺に？　俺は天使にとっての宿しゆく敵てきである悪あく魔まで、しかも大昔の戦争で迷めい惑わくをかけたドラゴンも宿している。最悪な存そん在ざいだと思うんだ。ミカエルさんは微ほほ笑えみながら答える。


「私は今度の会談、三大勢せい力りよくが手を取り合う大きな機会だと思っているのですよ。すでに知っているそうですから話しますが、我われらが創そう造ぞう主しゆ──神は先の戦争でお亡くなりになりました。敵対していた旧きゆう魔王たちも戦死。堕天使の幹かん部ぶたちは沈ちん黙もく。アザゼルも戦争を起こしたくないと建前上は口にしてます。これは好機なのですよ。無む駄だな争いを無くすためのチャンスなのです。このまま小しよう規き模ぼな争いが断だん続ぞく的に続けば、いずれ三大勢力は滅ほろぶ。そうでなくても、横合いから他の勢力が攻せめ込こんでくるかもしれません。その聖剣は私から悪魔サイドへのプレゼントです。もちろん、堕天使側にも贈おくり物をしました。悪魔側からも噂うわさの聖魔剣を数本いただきましたし、こちらとしてもありがたい限りなのですよ」


　はぁ。ミカエルさんは随ずい分ぶんと難むずかしいことを話してくれる。つまり、今回の会談が重要であり、俺ら悪魔と堕天使と和平をしたいってことか。


　しかし、他の勢力？　なんだ、そりゃ？　三大勢力以外にも何かあるのか？


『そりゃな。「聖書」に記された勢力の他にも神話体たい系けいは存在する』


　……何それ？　ドライグ、俺、それを初めて聞いたんだけど……？


『通つう常じようは自分たちの領りよう域いきを飛び越こえることはないんだがな。暗あん黙もくとも言える不戦の約定があったからだ。しかし、「聖書の神」が消失していることで他がどう動くかわからない。「聖書の神」の不在を三大勢力が口外させないのもうなずける話なんだよ』


　？？？？？　わからん。ドライグの言っていることがまったくわからない。


　脳のう内ない、疑ぎ問もんだらけだ。俺は悪魔と天使と堕天使ですら深い内ない情じようを知らないんだぞ？


　謎なぞが尽つきない俺へミカエルさんは続けて話してくれる。


「過か去こ、我われ々われと敵てき対たいした『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』が悪魔になったことを知りましてね。ごあいさつと共に悪魔側へ私たちからのプレゼントのひとつとしてあなたにその剣をお渡わたしするのです。あなたはこれから龍りゆう王おうクラスのドラゴンや『白バニシいング・龍ドラゴン』に狙ねらわれるでしょう。『歴代のなかでも最も宿主が弱い』と噂のあなたにとって補ほ助じよ武ぶ器きとなるのではないかと思いましてね」


　最弱でゴメンなさい！　これでも努力してるんですけどね！


　わからんことだらけだけど、この剣を俺おれにくれるってのは理り解かいできた。


　いや、でもどうして俺に？


「俺でいいんですか？　てか、なぜ俺？」


「一度だけ三大勢力が手を取り合ったことがあったのです。それは赤と白の龍を倒たおしたときです。我々の戦争に乱らん入にゆうしてきた二匹ひきのドラゴンは戦場を乱みだしに乱してくれましたから」


　その話はドライグから以前聞いたな。というわけでドライグの旦だん那な、何か言われてますけど？


『……さてね』


　とぼけますか。まあいいけどさ。


「あのときのように再ふたたび手を取り合うことを願って、あなたに──赤せき龍りゆう帝ていに願をかけたのですよ。日本的でしょう？」


　俺には皮肉に思えたんだけど……。天使さまのトップが満面の笑えみで言うのだから、本当なのだと信じてみよう。


　俺はとうの剣に体を向ける。でもこれ触ふれられる？　聖剣って悪魔にとって危あぶないんでしょう？　しかも龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーとやらで最悪じゃん！


　手を出しづらくしている俺へ朱乃さんが言う。


「その剣はこの神社で最終調整をしました。魔王さま、アザゼルさま、ミカエルさまの各陣じん営えいの術じゆつ式しきを施ほどこしていますので、悪魔でもドラゴンの力を宿していれば触さわれますわ」


　マジですか？　朱乃さんが言うのなら本当だろう。俺は朱乃さんの言うことなら信じちゃう！


　俺は宙ちゆうに漂ただよう聖せい剣けんを恐おそる恐る左手に取った。……何もなし。聖なるオーラは感じるけど、ダメージや嫌いやな力が流れ込んではこない。マジでだいじょうぶっぽい？


『相あい棒ぼう、ブーステッド・ギアに意い識しきを集中しろ。あとは俺がフォローする。──手に持っている剣を神セイクリツド器・ギアの波動に合わせてみせろ』


　そうは言うけどな、そんなこと言われても……。


　とりあえず俺は神セイクリツド器・ギアの発動に集中し、赤い籠こ手てを出しゆつ現げんさせた。ブーステッド・ギアを手に持った聖剣の波動になんとか合わせようとする。


　……聖なるオーラが神セイクリツド器・ギアに流れ込んでくる。神セイクリツド器・ギアを通して、俺の体内に気味の悪い波動が入り込んでくるけど……。徐じよ々じよに馴な染じんできて、ドライグの力に取り込んでいくような感覚が襲おそう。


　カッ！


　赤い閃せん光こうを走らせると──俺の左ひだり腕うでに甲こうの先せん端たんから刃やいばを生やした籠手が存在していた。


「……マジで合体しやがった」


　すげぇわ。神セイクリツド器・ギアと聖剣が統とう合ごうしやがった。ブーステッド・ギアに聖剣が生えちまったよ！


　それを確かく認にんするとミカエルさんが手をポンと叩たたく。


「と、時間です。そろそろ私は行かねばなりません」


　あれ？　もう帰るのか？


　──あっ。天使側と会ったら一言もの申したいことがあったんだった。


「あ、あの、俺、あなたに言いたいことがあるんです」


「会談の席か、会談後に聞きましょう。必ず聞きます。ご安心を」


　そう言うと、ミカエルさんの全身を光が包み込み、一いつ瞬しゆんの閃光のあと、天使のお偉えらいさんはこの場から消え去ったのだった。







　　　─○●○─　　　




「お茶ですわ」


「あ、ありがとうございます」


　ミカエルさんがいなくなった神社。俺は朱乃さんが生活しているという境けい内だいのお家うちにお邪じや魔ましていた。和室に通され、茶さ道どう的なおもてなしを受けている。


　確か、器うつわを三回ほど回して飲むんだよな？　一回二回三回っと。うげっ。苦っ。


　俺の反はん応のうをクスクスと小さく笑ってみている朱乃さん。


「朱乃さんはミカエル……さんとここであの剣を？」


「はい、この神社でアスカロンの仕様変へん更こう術式をおこなっていたのです」


　三大勢せい力りよくの会談セッティング、それにこの剣、部長も朱乃さんもあっちこっちで仕事が多くて大変だな……。これが『王キング』と『女クイ王ーン』の使命なのだろうか？


　俺は二人の邪魔にならないようつとめて、頼たのまれているギャスパーの相手をしなきゃな。


　……せっかく、二人きりだ。いまのうちに訊ききたいことを朱乃さんに訊いてみようかな。


　俺は先日のコカビエル戦から気になっていたことを覚かく悟ごして口にした。


「ひとつ、訊いてもいいですか？」


「ええ、もちろんですわ」


「……朱乃さんは堕だ天てん使しの幹かん部ぶの……」


　俺の問いに朱乃さんは表ひよう情じようを少しだけ曇くもらせる。


「……そうよ。もともと私は堕天使の幹部バラキエルと人間との間に生まれた者です」


　……やっぱ、そうなんだ。コカビエルが朱乃さんを「バラキエルの力を宿す者」って言ってたもんな。朱乃さんは俺を見つめ、話してくれる。


「母は、この国のとある神社の娘むすめでした。ある日、傷きずつき倒たおれていた堕天使の幹部であるバラキエルを助け、そのときの縁えんで私を身に宿したと聞きます」


　そうだったのか。朱乃さんも複ふく雑ざつな家庭事情をお抱かかえなんだな……。なんか、俺だけ家庭が普ふ通つうすぎてどうにもね。うーむ、自分で訊いておいて、反応に困こまったぞ。


　そんな風に次の言葉を脳のう内ないで探さがし求めていたとき、朱乃さんは背せ中なかから翼つばさを広げる。


　──っ。


　いつもの悪あく魔まの両りよう翼よくと違ちがい、片かた方ほうが悪魔の翼で、もう片方が堕天使の黒い翼だった。


「汚けがれた翼……。悪魔の翼と堕天使の翼、私はその両方を持っています」


　朱乃さんは堕天使の黒い羽を憎にく々にくしげに手に持っていた。


「この羽が嫌いやで、私はリアスと出会い、悪魔となったの。──でも、生まれたのは堕天使と悪魔の羽、両方を持ったもっとおぞましい生き物。ふふふ、汚れた血を身に宿す私にはお似に合あいかもしれません」


　自じ嘲ちようする朱乃さん。そんな、朱乃さん。そんな風に言わないでくださいよ……。


「……それを知ってイッセーくんはどう感じます？　堕天使は嫌いよね？　あなたとアーシアちゃんを一度殺し、この町を破は壊かいしようとした堕天使にいい思いを持つはずがないわよね」


　俺は心中をハッキリと言う。偽いつわってはダメだと思うからだ。


「はい。俺は堕天使が嫌きらいです」


　それを聞き、朱乃さんは悲しそうな表情になる。だが、俺は構かまわずに続けて言う。


「でも、朱乃さんのことは好きですよ」


「──っ」


　朱乃さんが俺の一言に驚おどろいている様子だった。


「出生のこと、これ以上詳くわしくは訊きません。ちょっと確かく認にんしたかっただけなんで……。逆ぎやくに俺が悪いこと訊いたかなって、いま後こう悔かいしてて……。本当にすみません。俺、無む神しん経けいなところがあるもんですから」


「そうではなくて、私は堕天使の血を引いているのよ？　許ゆるせるの？　悪魔に転生しているとはいえ、堕天使の血を引いているのは変わらないわ。……私は嫌われたくなくて、あなたにあんな風に近づいたのかもしれないのよ？　……いいえ、きっとそう。私は……最低な女だわ……」


「関係ないっスよ。あー、なんていうか、朱乃さんはやさしい先せん輩ぱいです。いや、えーと、俺は確たしかに堕天使嫌いですけど、朱乃さんは違うと思うし、たとえ堕天使の血を引いてても朱乃さんは朱乃さんであって、オカルト研究部の副部長だし、俺は一度も朱乃さんのこと、嫌いだと思ったことありません。朱乃さんが堕天使の血を引いてるって知っても朱乃さんのことを嫌いになりませんでした。いまでも変わらず好きですから、問題ないんじゃないんでしょうか？　あれ？　俺、何を言っているのかな？　すみません、俺、これ以上気の利きいた言葉が出てこないです……」


　俺の言葉を聞いて、朱乃さんは──泣いていた。


　ヤバ……。俺、何か傷きずつけちゃった？　ど、どうしよう！　女の子泣かしちゃったよ！


　しかし、朱乃さんは微ほほ笑えみを浮うかべて、涙なみだを拭ぬぐう。


「……殺し文もん句く、言われちゃいましたわね。……そんなこと言われたら……本当の本当に本気になっちゃうじゃないの……」


　うん？　後半、よく聞こえてなかったけど、俺の言葉が『殺し文句』？　もしかして、悪いこと言っちゃったのかな？


　朱乃さんは立ち上がると、俺のほうへ近づいてきて──俺に抱だきついてきた!?


「あ、朱乃さん……？」


　反応に困こまる俺の耳元で朱乃さんが囁ささやく。


「決めましたわ。私、決めました。イッセーくん、リアスのこと、好き？」


「え!?　え、えっと、は、はい、もちろん好きです！」


「……そうよね、あちらも本気でしょうから、本ほん妻さいは無理ね。アーシアちゃんも本妻の可か能のう性せいもあるのだから……。一位と二位は揺ゆるがないのかしら……」


　一位？　二位？　はて、何のランキングでしょうか？


　疑ぎ問もん符ふが頭を支し配はいしている俺へ、朱乃さんが抱きついてきながら言う。


　って、朱乃さん！　あまり後輩に刺し激げき的なことすると俺が保もちませんよ！


「ねぇ、イッセーくん」


「は、はい！」


「三番めでかまいませんわ」


「……三番め？」


　さ、三番め？　先ほどの一位二位と関係ありますか？　わ、わからん！


「そう、三番め。割わりといいポジションだと思いますわ。何よりも浮うわ気きって感じで燃もえます。うふふ、イッセーくん。私にもっともっと甘あまえてくれてもいいんですよ？　部長の代わりに膝ひざ枕まくらもしてあげますわ」


　──っ。意味のわからないことばかりだが、膝枕だけは理り解かいできたぞ！


「え!?　ほ、本当ですか!?」


　マジですか！　あ、朱乃さんの膝枕！　うわぁぁぁぁ、想そう像ぞうしただけで興こう奮ふんが収おさまらないぜ！


「ねぇ、イッセーくん。『朱乃』って呼よんでくれる？」


「え？　せ、先輩をそんな風に馴なれ馴れしく呼べませんよ！」


「……じゃあ、一度だけでいいから。お願い」


　そ、そんな潤うるんだ瞳ひとみで懇こん願がんされたら……。俺は生なま唾つばを飲み込み、意を決してつぶやく。


「あ、朱乃……」


「……うれしい。イッセー……」


　ぎゅっ。俺をさらに抱きしめてくる朱乃さん。うわ、いまの声、いつもの「あらあらうふふ」で凛りんとした朱乃さんじゃなくて、普ふ通つうの女の子の声だったぞ！


「ねぇ、これから二人のときは朱乃って呼んでくれる？」


　甘えるような声。もう『副部長姫ひめ島じま朱乃』の姿すがたはなく、一人の女子高生になってしまっていた。それが俺の脳のうみそをどうにかさせてしまう。てか、朱乃さんかわいいっス！


　つーか、押おしつけられてくるおっぱいの感かん触しよくが！　やっぱ、朱乃さんのもやわらかい！


　そのまま俺は朱乃さんの膝ひざへ誘ゆう導どうされて、膝枕の体たい勢せいへっ！　うおおおおおっ、生しよう涯がい三人目の膝枕ぁぁぁぁっ！　ま、まさか、部長とアーシア以外の女の子に膝枕してもらえるとはっ！　それが憧あこがれの朱乃さんなのだから、感無量だぜ！


　朱乃さんが俺の頭をなでてくれる。ぶ、部長とはまた違ちがった感触だ！


「うふふ、リアスの特とつ権けん、ひとつ奪うばってしまったわ。なんだか、いけないことをしている気分。イッセーくん、気持ちいい？」


「は、はい！　最高です！」


　あー、朱乃さんの太もももやわらけー。最高の寝ね心ごこ地ちだ……。


「えっと、どうしたものだか……。この場面、部長に見られたら──」


「部長が……何かしら？　ねぇ、イッセー？」


　…………。


　この声は……。


　全身が一いつ瞬しゆんで凍こおり付いた気がした。その場から体を起こして、俺はギギギと硬こう直ちよくした首を後方へ向ける。と、そこには最大にまで膨ふくれあがった紅べに色いろオーラを全身から解とき放つ俺のご主人さまが仁に王おう立ちしていた。


　──殺されるッッ！


　俺は直感でそう思う！　だって、どう見たって部長が滅ほろびの力を帯びているもの！


「ぶ、ぶ、ぶぶぶぶぶ、部長っ!?　こ、これはその！」


　部長は額ひたいに手を当て、大きく息を吐はく。


「油ゆ断だんも隙すきもないわ……。私以外の膝で膝枕だなんて……ッ！」


　ずんずん！　怒いかりを感じる歩みで部長は俺のもとに近づいてくる。


　むんず！　痛いたい！　俺の頰ほおが部長に思いっきり引っ張ぱられる！　いたたたたた！


　部長は低く迫はく力りよくのある声で俺に訊きく。


「例の剣けんは？」


「も、もらいました！」


「ミカエルは？」


「か、帰りました！」


「なら、ここにもう用はないわ！　帰るわよ！」


　この場から踵きびすを返した部長に急いで続く。朱乃さんに頭を下げる。すんません、本当に。


「一番候こう補ほのリアス部長がうらやましい限かぎりですわ」


　うしろからぼそりと何かをつぶやいた朱乃さん。いつもの朱乃さんの声に戻もどっていた。


　俺にはよく聞こえなかったが、部長は一度立ち止まり、俺の腕うでを引いていく。まるでここから早く俺を遠ざけようとしているかのようだった。







　　　─○●○─　　　




　コツコツコツコツッ！　神社の石いし段だんを下りる部長の足音は怒りに満ちたものだった。


　うしろからついていく俺おれは何も言えず、ただ置いていかれないようにするだけだ。


　部長は下げ僕ぼくの俺を他の女じよ性せいに触ふれられるのを嫌きらう。アーシア、小猫ちゃんはＯＫみたいだが、それ以外の女性は朱乃さんでも嫌らしい。いや、一番近しい朱乃さんだからこそ嫌なのだろうか？　うーん、その辺の主心はわからない。


　でも、主あるじである部長からしてみれば、裏うら切ぎりに見えるのかも。どうしよう！　謝あやまるしかない！　だけど、なんて謝る!?　まるでわからん！　部長に嫌われたら寂さびしくて死ぬ！


　少ない脳のうみそであれやこれやと考える俺。ふいに部長が立ち止まる。


　俺へ振ふり返らずに訊きいてくる。


「……ねぇ、イッセー」


　何を訊かれる!?　怖こわい！　なんて答えたらいい!?　答えが見つからない！


「は、はい」


　しかし、部長の言葉は予想していないものだった。


「朱乃は……朱乃なのね」


「はい？」


「朱乃は副部長。けれど、『朱乃』なのね……。……私は？」


　へ……？　どういうこと？　朱乃さんは「朱乃さん」だと思うのですが……？


　だからこそ、部長は──。


「部長……ですけど？」


　俺が「部長」と答えたとき、部長は肩かたを落とした気がした。


「…………そうね。私は部長だわ。──でも、『リアス』なの」


　な、なんだろう。すごく気落ちしてしまった声のトーンだ。俺、何かマズいこと口にしたのかな？　部長の求める答えを見つけられなくて、俺は普ふ通つうに答えてしまう。


「はい、部長は俺の主で上級悪あく魔まリアス・グレモリーですよね……あの、部長？」


　振り返る部長はとても寂しげな表ひよう情じようを浮うかべていた。


「……何が『一番候補』よ……。私だけ遠いじゃないの……っ！」


　その声は、いつものエレガントで気品に溢あふれた部長の声こわ音ねではなく、普通の……どこにでもいる女の子の声音だった。
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「アザゼル、明日の会談に俺も出席しなければダメかい？」


「当然だ、ヴァーリ。おまえは白はく龍りゆう皇こうだからな」


「……なあ、アザゼル。もう、戦争は起こらないのかな？」


「ただ戦いを求める。典てん型けい的なドラゴンに憑つかれた者だな、おまえは。長生きできないタイプだ」


「いいさ。長生きなんて興きよう味みない。ただ、俺はこの時代に生まれたことを残念に思うよ。神がいない世界。──俺は神を倒たおしてみたかった」


「白龍皇らしい限かぎりだ。で、強い奴やつを全部倒したあと、おまえはどうするんだ？」


「──死ぬよ。そんなつまらない世界に興味ないんだ」
















　Life.4　トップ会談始まります！










　早朝。俺とギャスパーは旧きゆう校こう舎しや周囲にある森の開けた場所で時間停止の修しゆ業ぎようをしていた。


「ぐふぅぅぅぅ……。イ、イッセー先せん輩ぱい……つ、疲つかれましたよぉぉぉぉ」


　両目をこするギャスパー。


「弱よわ音ねを吐はくな！　俺たちは夢ゆめを叶かなえなきゃいけないんだぞ！」


　俺は構かまわずにボールを投げ込こんでいた。


「イッセーさん、ボールです！」


　早朝から付き合ってくれているアーシアが、俺にボールを手て渡わたしてくれる。


　相変わらずボールをギャスパーに放り、それを宙ちゆうで停とめる修業だ。


　二十回に一度ぐらいは成功するようになってきた。継けい続ぞくは力なり。最初の頃ころに比くらべたら大した進歩です。


　なんとかして俺はこいつに神セイクリツド器・ギアを使いこなしてもらわないといけないんだ。じゃないと俺の目的が叶えられないじゃないか！


　早く時間停止を自じ在ざいに使えるようにして、俺は停まった女子の体を触さわりたいんだよ！


　すでに学園女子の品定めは済すんでいるんだ。停止する場所、時間帯も分単位でスケジュールを組んだ！　一人でいる時間も知っている！　あとは停めるだけ！　停めるだけなんだよぉぉぉぉぉっ！


　ちなみに目標の女の子たちは学園で美人かつグラマーと有名な子ばかり。やっぱり、停めるんだったら、おっぱいの大きな娘こだな。


　こいつと練習するようになってから、俺は夜眠ねむれないんだ。時間停止の妄もう想そうが止まらなくて日々悶もん々もんとしている。


　隣となりに部長とアーシアが寝ていたとしてもそれはそれ、これはこれ。


　本当なら寝ねている部長をうしろから抱だいておっぱいをもみもみしたいんだけど……アーシアに怒おこられそうだし……。


　ていうか、あの一いつ件けんのあと、次の日の放課後まで部長は思い詰つめていたように俺の話を聞いてくれなかった。


　本ほん格かく的に嫌きらわれたと思って、俺は心底悲しかった。その後、何事もなくいつもの部長に戻もどってくれたけど、俺は部長を悲しませてばかりだ。


　うん？　腕うでに違い和わ感を感じる。腕だけ動かなくなってしまった。どうやら、ギャスパーが間ま違ちがえて俺の腕を停止させてしまったらしい。


「ひ、ひぃ、ゴ、ゴメンなさいぃぃぃ！」


　地面に屈かがんで縮ちぢこまってしまった。俺は苦く笑しようしながら言う。


「だから、俺を停めても気にするなって言ってんだろう？　修業中で、おまえは未み熟じゆくなんだからいいんだよ。まあ、全身停められたら困こまるけどな。その回数も減へってきたじゃないか。この調子だ」


　俺はギャスパーをあえてしからず、フォローしていた。


　しかし、ギャスパーは複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようで言う。


「……ぼ、僕ぼくは神セイクリツド器・ギアを持つ人間としても、ヴァンパイアとしても半はん端ぱ者ものだから、皆みなに迷めい惑わくばかり……。も、もっと自分の力を使いこなせれば……。な、なんて中ちゆう途と半端な存そん在ざいなんでしょうか……、グスッ」


　あーあ、また泣いちまったよ。


　……考えてみれば、こいつも朱あけ乃のさんも違う種族の間に生まれたハーフだ。自分の存在に疑ぎ問もんを感じたり、自分の存在が嫌いやなのだろう……。


　深く理り解かいしてあげられないところだけど、二人がずっと何かを背せ負おい続けてきたのはわかる。それで苦しんでいるんだろうな。


　でも、俺は──。


「ギャスパー！　俺はおまえが好きだぞ！　気にすんな！　くよくよする前にまずは俺にぶつかってこい！　考えたら負けだ！　俺もそっちのほうがわかりやすくていい！」


　そう言ってあげるしかない。俺の本音だ。朱乃さんの正体がどうだろうと、ギャスパーが何だろうと、俺は二人のことを嫌う理由はない。


　ま、まあ、ギャスパーはちょっとウジウジしていてたまにいらつくけど嫌いじゃないぞ。


「同じ部員同士で、リアス部長の眷けん属ぞくで仲間だ！　ドンときなさい！」


　俺は胸むねを張はって堂々と言ってやった。気の利きいたことは言ってやれないが、何はともあれ堂々と構かまえていようと思う。俺が不安がったりしたら、こいつはダメになる。俺はこいつの先せん輩ぱいだ。導みちびいてやらねば！　ま、悪あく魔まとしてはあっちのほうが先輩だけどな。


　ギャスパーはそれを見て涙なみだを拭ぬぐい立ち上がる。


「イッセー先輩、ぼ、僕、がんばります……っ！」


「おう！　学校が始まるまでにあと百球いくからな！」


「わかりました！　じゃ、じゃあ、この紙かみ袋ぶくろをかぶってパワーアップを──」


「やめろ！　うちのアーシアちゃんはそういうの見たら泣くから！」


「？」と疑ぎ問もん符ふを浮うかばせているアーシアとギャスパー。うん、紙袋ギャスパーなんてアーシアには絶ぜつ対たいに見せないからね！　過か保ほ護ごで結けつ構こう！


「がんばってください！　イッセーさん、ギャスパーくん！」


「ギャスパー！　美少女のアーシア先輩まで応おう援えんしてくれてるんだから気き張ばれよ！」


「は、はいぃぃぃ！　ありがとうございます、アーシア先輩ぃぃぃぃ！」


　こうして、練習は再さい開かいされていった。


　ギャスパー！　俺と一いつ緒しよにやっていこうぜ！　そして、女子を停とめるんだ！


　でも、俺は思う。──俺たちの師し匠しよう、先生となる者が欲ほしいと。神セイクリツド器・ギアに精せい通つうしていて、さらにドラゴンにも詳くわしい人はいないのだろうか？


　ふと、黒い翼つばさの男が脳のう裏りに浮うかんだが……。すぐに頭を横に振ふって思い直した。あり得ない！　相手は俺らの仇きゆう敵てきなんだ。……だけど、彼の知ち識しきは本物だと思う。


「先生」がいれば俺たちはもっと強くなれるはずなんだ。
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「──さて、行くわよ」


　部室に集まるオカルト研究部の面々。部長の言葉にうなずいた。


　そう、今日は三大勢せい力りよくの会談の日だ。ついにこの日が来てしまった。


　会場となるのは、駒く王おう学がく園えんの新しん校こう舎しやにある職しよく員いん会議室だ。今日は休日。時間帯は深夜。


　すでに各陣じん営えいのトップたちは新校舎の休きゆう憩けい室で待機しているらしい。


　そして、何よりもこの学園全体が強力な結界に囲まれ、誰だれもなかへ入れなくなっていた。もちろん、会談が終わるまで外にも出られない。


　結界の外には、天使、堕だ天てん使し、悪魔の軍ぐん勢ぜいがぐるりと囲んでいる。一いつ触しよく即そく発はつの空気だと様子を見てきた木き場ばが言っていた。


　もし、今日の会談で何かあったり、協議が決けつ裂れつしたら、この場で戦いくさになるのかも……。


　こ、怖こわい！　すっげぇことになっているよな。いまいち現げん実じつ味みが薄うすいけど、大事な日なんだ、俺もきちんとしていよう！


　俺たちは部長のあとに続いて部屋をあとにしようとする。


『ぶ、部長！　み、皆みなさぁぁぁぁぁぁん！』


　部室に置かれた段だんボール。もちろん、引きこもりヴァンパイアがなかに入っている。


「ギャスパー、今日の会談は大事なものだから、時間停止の神セイクリツド器・ギアを使いこなしていないあなたは参加できないのよ？」


　と、部長はやさしく告げていた。


　確たしかにいまだ神セイクリツド器・ギアを使えないギャスパーが何かのショックで会談中の皆さんの邪じや魔まをしたら、大変なことになる。そんなわけでこいつは留る守す番だ。


「ギャスパー、おとなしくしていろよ？」


「は、はい、イッセー先輩……」


「部室に俺の携けい帯たいゲーム機置いていくから、それで遊んでいていいし、お菓か子しもあるから食べてもいい。紙袋も置いていくから寂さびしくなったら存ぞん分ぶんにかぶれ」


「は、はいぃぃぃ！」


　よし。俺はうなずいて、部屋を出て行った部長に続く。


　そんな俺へ木場が微ほほ笑えみながらつぶやく。


「イッセーくん、やっぱり面めん倒どう見みいいよね」


「任まかせろ、男の後輩一人ぐらいなんとかしてやらー」


　と、自信満々に答えたけど、強がりだ。どこまでやれるか不安なんだぜ、これでも。


　それでも、俺はギャスパーをなんとかしてやりたい。
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　コンコン、部長が会議室の扉をノックする。


「失礼します」


　部長が扉とびらを開くと、そこには──。


　特別に用意させたという豪ごう華か絢けん爛らんそうなテーブル。それを囲むように見知った人たちが座すわっていた。空気は静せい寂じやくに包まれており、全員真しん剣けんな面おも持もちだった。


　ゴクリ。俺おれもあまりの緊きん張ちよう感に生なま唾つばを飲み込んでしまったぞ。アーシアが不安そうに俺の服の端はしをつかむ。安心させるように俺は彼女の手を軽く握にぎってやった。


　悪魔側。サーゼクスさま、レヴィアタンさま。あ、給きゆう仕じ係がグレイフィアさんだ。お茶用台車の脇わきで待機していた。


　天使側、金色の羽のミカエルさんと知らない女の子の天使さん。普ふ通つうの天使はやっぱり真っ白な翼つばさなんだな。つーか、すっげぇ美人だ。マジで天使級の美しさ！　あ、天使か。


　堕だ天てん使し側、黒い翼を十二枚まいも生やしたアザゼルと──「白バニシいング・龍ドラゴン」ヴァーリ。


　アザゼルは俺を視し線せんに捉とらえると、口の端を愉ゆ快かいそうにあげていた。おおっ、今日は浴ゆ衣かた姿すがたじゃなく、装そう飾しよくの凝こった黒いローブ姿だ。さすがにこの場で浴衣じゃいかんからな。


　サーゼクスさまもレヴィアタンさまも装飾が施ほどこされた衣い装しように身を包んでいる。


「私の妹と、その眷けん属ぞくだ」


　サーゼクスさまが他の陣営のお偉えらいさんに部長を紹しよう介かいする。部長も会え釈しやくしていた。


「先日のコカビエル襲しゆう撃げきで彼女たちが活かつ躍やくしてくれた」


「報ほう告こくは受けています。改めてお礼を申し上げます」


　ミカエルさんが部長へ礼を言う。部長は冷静に振ふる舞まい、再さい度ど会釈するだけだ。


「悪かったな、俺のところのコカビエルが迷めい惑わくをかけた」


　あまり悪びれた様子もなく、アザゼルが言う。なんつー態たい度どだ。


　部長も口元をひくつかせていた。


「そこの席に座りなさい」


　サーゼクスさまの指し示じを受け、グレイフィアさんが俺たちを壁かべ側に設せつ置ちされた椅い子すに促うながしてくれる。その席にはソーナ会長がすでに座っていた。


　会長の隣となりに部長が座る。その横に部長は俺を座らせ、その後は朱乃さん、木場、アーシア、ゼノヴィア、小こ猫ねこちゃんと続いて座った。


　それを確かく認にんしたサーゼクスさまが言う。


「全員がそろったところで、会談の前ぜん提てい条じよう件けんをひとつ。ここにいる者たちは、最重要禁きん則そく事じ項こうである『神の不ふ在ざい』を認にん知ちしている」


　うん？　会長もご存ぞんじなのかな？　──と、会長のほうに視線を送ってみたが、特に驚おどろいている様子もない。事前に部長かお姉さんのレヴィアタンさまから知らされたのかな？


　普ふ段だん通りのグレイフィアさんも知っていた様子だ。


「では、それを認知しているとして、話を進める」


　こうして、サーゼクスさまのその一言で三大勢せい力りよくの会談が始まった──。








　会談は順調に進んでいた。


「というように我われ々われ天使は──」


　ミカエルさんがしゃべり、


「そうだな、そのほうが良いのかもしれない。このままでは確かく実じつに三勢力とも滅ほろびの道を──」


　サーゼクスさまも発言されている。


「ま、俺らは特にこだわる必要もないけどな」


　たまにしゃべるアザゼルの一言でこの場が凍こおり付くこともあったが、堕だ天てん使しの総そう督とくはわざとその空気を作って楽しんでいるように思えた。


　おおっ、お偉いさんたちが小こ難むずかしい話をしているが、正直、俺にはちんぷんかんぷんの内ない容ようだ。悪あく魔ま歴が浅すぎるからな。何がどうなっているのかわからない。


　悪魔、天使、堕天使とそれらについて貴き重ちような話をしているのだろうが、俺にはさっぱり理り解かいできない。いや、何がなんでも頭に入れておいたほうがいいと思うのだけど、俺の脳のうでは処しよ理りしきれない……。


　うーん……。仕方ないので俺は隣となりの部長のおっぱいを見ることにした。


　ああ、部長のおっぱい……。大きいなぁ。感かん触しよくを知っている身としては、そろそろ味のほうも知りたいのだが……なかなかステップアップは難しい。


　部長は自分の胸むな元もとをガン見している俺に気づき、苦く笑しようする。俺の手を取り、握ってくれた。部長の手はわずかに震ふるえていた。──緊張しているのか？


　こんな大切な会談に参加して、これから報告もあるのだから、当然かもしれない。部長だって、緊張しちゃいますよね。お兄さんの手前もあるし、各代表も見ている。間ま違ちがえたことは絶ぜつ対たいに言えない。歴史に残る会談となるかもしれないと言われているみたいだし。


　俺も無言で部長の手を握り返す。部長、こんなことで良かったらいつでも力を貸かします。


　俺はずっと部長の味方ですから。


（あらあら、部長とイッセーくんは会談中でもラブラブですわね）


　朱乃さんは微ほほ笑えみながら小声でそう言う。


（イッセーの手から勇気をもらっているのよ。やっぱり、これが一番効こう果かあるわね）


　部長！　光栄です！　俺の勇気で良かったら存ぞん分ぶん持っていってください！


　ていうか、部長と朱乃さんはいつの間にか仲直りしていて良かった。ホッと胸むねを撫なで下ろす俺。会談は続き、ついに部長の出番となる。


「さて、リアス。そろそろ、先日の事じ件けんについて話してもらおうかな」


「はい、ルシファーさま」


　サーゼクスさまに促うながされ、部長と会長、朱乃さんが立ち上がり、この間のコカビエル戦での一部始終を話し始めた。それに聞き入る三大勢せい力りよくの面々。


　部長は冷静に淡たん々たんと自分が体験した事件の概がい要ようを話していた。その手は極度の緊きん張ちようからか、やはり少しだけ震えていた。


　自分の発言で三大勢力の何かが変わるかもしれない。いくら剛ごう胆たんな部長でもこの場の空気は酷ひどく辛つらいものだろう。まだ部長は俺と同じぐらいの歳としの──女の子なんだもの。


　報ほう告こくを受けた各陣じん営えいトップはため息を吐つく者、顔をしかめる者、笑う者──と反応は個々に違った。


「──以上が、私、リアス・グレモリーと、その眷けん属ぞく悪魔が関かん与よした事件の報告です」


　すべてを言い終えた部長は、サーゼクスさまの「ご苦労、座すわってくれたまえ」という一言でやっと着席できた。お疲つかれさまです、部長！


「ありがとう、リアスちゃん☆」


　レヴィアタンさまもウインクを部長に送っていた。


「さて、アザゼル。この報告を受けて、堕天使総督の意見を聞きたい」


　サーゼクスさまの問いに全員の視し線せんが黒くろ髪かみの総督へ集中する。


　アザゼルは不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて話し始めた。


「先日の事件は我わが堕天使中ちゆう枢すう組そ織しき『神のグ子をリ見張ゴる者リ』の幹かん部ぶコカビエルが、他の幹部及および総督の俺に黙だまって、単たん独どくで起こしたものだ。奴やつの処しよ理りは『白はく龍りゆう皇こう』がおこなった。その後、組織の軍法会議でコカビエルの刑けいは執しつ行こうされた。『地コ獄キのユ最ー下ト層ス』で永えい久きゆう冷れい凍とうの刑だ。もう出てこられねぇよ。その辺りの説明はこの間転送した資し料りようにすべて書いてあっただろう？　それが全部だ」


　ミカエルさんが嘆たん息そくしながら言う。


「説明としては最低の部類ですが──あなた個こ人じんが我われ々われと大きな事を起こしたくないという話は知っています。それに関しては本当なのでしょう？」


「ああ、俺は戦争に興きよう味みなんてない。コカビエルも俺のことをこきおろしていたと、そちらの報告でもあったじゃないか」


　そう、アザゼルの言うように、コカビエルはあのとき自分たちのボスのことをかなり悪く言っていた。


　戦争に消極的で、神セイクリツド器・ギアにしか興味のない者だ──と。


　今度はサーゼクスさまがアザゼルに訊きく。


「アザゼル、ひとつ訊きたいのだが、どうしてここ数十年神セイクリツド器・ギアの所有者をかき集めている？　最初は人間たちを集めて戦力増ぞう強きようを図はかっているのかと思っていた。天界か我々に戦争をけしかけるのではないかとも予想していたのだが……」


「そう、いつまで経たってもあなたは戦争をしかけてはこなかった。『白バニシいング・龍ドラゴン』を手に入れたと聞いたときには、強い警けい戒かい心しんを抱いだいたものです」


　ミカエルさんの意見もサーゼクスさまと同様の様子だった。


　二人の意見を聞いて、アザゼルは苦く笑しようする。


「神セイクリツド器・ギア研究のためさ。なんなら、一部研究資料もおまえたちに送ろうか？　って研究していたとしても、それで戦争なんざしかけねぇよ。戦いくさに今いま更さら興味なんてないからな。俺はいまの世界に十分満足している。部下に『人間界の政せい治じにまで手を出すな』と強く言い渡わたしているぐらいだぜ？　宗しゆう教きようにも介かい入にゆうするつもりはねぇし、悪魔の業界にも影えい響きようを及ぼせるつもりもねぇ。──ったく、俺の信用は三すくみのなかでも最低かよ」


「それはそうだ」


「そうですね」


「その通りね☆」


　サーゼクスさまとミカエルさん、レヴィアタンさまの意見が一いつ致ちしていた。どんだけ信用されていないんだ、堕だ天てん使しの総そう督とくさまは……。


　アザゼルはそれを聞き、おもしろくなさそうに耳をかっぽじっていた。


「チッ。神や先代ルシファーよりもマシかと思ったが、おまえらもおまえらで面めん倒どうくさい奴やつらだ。こそこそ研究するのもこれ以上性しように合わねぇか。あー、わかったよ。──なら、和平を結ぼうぜ。もともとそのつもりもあったんだろう？　天使も悪あく魔まもよ？」


　──っ。


　和平。って、平和を共に願うってことだよな？


　アザゼルの一言に各陣営は少しの間、驚おどろきに包まれていた。


　隣となりの部長、そのお隣の会長まで相当驚きよう愕がくしている。アザゼルの和平発言はかなり驚くべきものだったようだ。まさか、こいつから提てい示じされるとは──みたいな。


　まあ、あまり情じよう勢せいに詳くわしくない俺でも、ひとつの勢力のボスがそう発言することはすごいことだと思う。もしかして、俺って歴史的瞬しゆん間かんに立ち会ってますか？


　アザゼルの一言に驚いていたミカエルさんが微ほほ笑えむ。


「ええ、私も悪魔側とグリゴリに和平を持ちかける予定でした。このままこれ以上三すくみの関係を続けていても、いまの世界の害となる。天使の長である私が言うのも何ですが──戦争の大本である神と魔王は消しよう滅めつしたのですから」


　ミカエルさんが和平をしたいというのはこの間聞いていたことだ。


　アザゼルがミカエルさんの言葉に噴ふき出して笑う。


「ハッ！　あの堅かた物ぶつミカエルさまが言うようになったね。あれほど神、神、神さまだったのにな」


「……失ったものは大きい。けれど、いないものをいつまでも求めても仕方がありません。人間たちを導みちびくのが、我われらの使命。神の子らをこれからも見守り、先せん導どうしていくのが一番大事なことだと私たちセラフのメンバーの意見も一致しています」


「おいおい、いまの発言は『堕おちる』ぜ？　──と思ったが、『システム』はおまえが受け継ついだんだったな。いい世界になったもんだ。俺らが『堕ちた』頃ころとはまるで違ちがう」


　なんか、専せん門もん用語ばかりで俺にはわからないが、高度な次元の冗じよう談だんみたいだ。


　サーゼクスさまも同意見を口にし出す。


「我らも同じだ。魔王がなくとも種を存そん続ぞくするため、悪魔も先に進まねばならない。戦争は我らも望むべきものではない。──次の戦争をすれば、悪魔は滅ほろぶ」


　サーゼクスさまの言葉にアザゼルもうなずいた。


「そう。次の戦争をすれば、三すくみは今度こそ共とも倒だおれだ。そして、人間界にも影響を大きく及およぼし、世界は終わる。俺らは戦争をもう起こせない」


　先ほどまでふざけた調子だったアザゼルが一転して真しん剣けんな面おも持もちとなる。


「神がいない世界は間違いだと思うか？　神がいない世界は衰すい退たいすると思うか？　残念ながらそうじゃなかった。俺もおまえたちもいまこうやって元気に生きている」


　アザゼルは腕うでを広げながら、言った。


「──神がいなくても世界は回るのさ」


　──っ。俺は、その言葉だけはなんとなくわかった気がした。


　神がいなくても俺はこの世界で生きていた。他の人たちの生活も特に変化がないように感じる。難むずかしい話ばかりのなかで、アザゼルの言った「神がいなくても世界は回る」って言葉が強く脳のう内ないに刻きざまれる感覚を得た。


　その後、会談は今後の戦力うんぬんの話に移うつっていった。何やら、現げん在ざいの兵力と、各陣じん営えいとの対たい応おう、これからの勢せい力りよく図とやらを話している。


　先ほどよりも緊きん張ちよう感が若じやつ干かん弱まった感じだ。どの勢力も戦争を望んでいないってことがわかったからだろうか？


「──と、こんなところだろうか？」


　サーゼクスさまのその一言で、お偉えらい方々が大きく息を吐はいていた。どうやら、一通りの重要話が終わったようだ。


　だいたい会談が始まって一時間ぐらいか？　長く感じるなぁ。俺おれって、こういうの大の苦手だし。動いていたほうが楽だぜ。


　グレイフィアさんがお茶の給きゆう仕じをしているなか、ミカエルさんが俺のほうに視し線せんを向ける。


「さて、話し合いもだいぶ良い方向へ片かた付づいてきましたし、そろそろ赤せき龍りゆう帝てい殿どののお話を聞いてもよろしいかな」


　全員の視線が今度は俺に集中する。おわっ！　き、緊張するじゃないか。ていうか、この間の神社でのこと、ちゃんと覚えていてくれたんだな。さすが天使の長殿！


　俺がミカエルさんに訊ききたかったこと──。俺はアーシアのほうに顔を向けて、覚かく悟ごを決めた。ここに来る前、家でアーシアに事前の確かく認にんは取った。


「アーシア。アーシアのことをミカエルさんに訊いてもいいかな？」


　アーシアは驚おどろいていたが、承しよう知ちしてくれた。


「イッセーさんがお訊きしたいのでしたら、構かまいません。私はイッセーさんを信じてますから」


　ニッコリ微ほほ笑えんでアーシアは許ゆるしてくれた。だからこそ、訊かなきゃ。


「アーシアをどうして追放したんですか？」


　俺のミカエルさんへの質しつ問もんに全員が「なんでいまその話を？」って驚きの顔をしていた。


　ゴメンなさい。でも、俺はどうしても一度天使側の者に訊きたかったんだ。


　──あれほど神を信じていたアーシアを、なぜ教会から追放したのか？


　俺はアーシアを殺した堕だ天てん使し以上に、許せない部分を天使側に感じていた。


　ミカエルさんは真しん摯しな態たい度どで答えだした。


「それに関しては申し訳わけないとしか言えません。……神が消しよう滅めつしたあと、加か護ごと慈じ悲ひと奇き跡せきを司つかさどる『システム』だけが残りました。この『システム』とは、簡かん単たんに説明すると、神がおこなっていた奇跡などを起こすためのもの。神は『システム』を作り、これを用いて地上に奇跡をもたらしていました。悪あく魔ま祓ばらい、十じゆう字じ架かなどの聖具へもたらす効こう果か、これらも『システム』の力です」


　なるほど、俺ら悪魔が十字架に触ふれるとダメージ受けるのも『システム』の影えい響きようなのか。と、天使のボスさんへさらに疑ぎ問もんをぶつけてみよう。


「神がいなくなって、その……『システム』に不都合が起こった……とかですか？」


　俺の質問にミカエルさんがうなずく。


「正直、『システム』を神以外が扱あつかうのは困こん難なんを極きわめます。私を中心に『熾セ天ラ使フ』全員で『システム』をどうにか起動させていますが……神がご健けん在ざいだった頃ころに比くらべると、神を信じる者たちへの加護も慈悲も行き届とどきません。──残念なことですが、救きゆう済さいできる者は限かぎられてしまうのです」


　そう言えば、コカビエルも言っていたかもしれない。


　神がいないから、救える者に限げん界かいがあるとかって。


「そのため、『システム』に影響を及ぼす可能性のあるものを教会に関するところから遠ざける必要があったのです。影響を及ぼすものの例としては、一部の神セイクリツド器・ギア──これはアーシア・アルジェントの持つ『聖トワイ母ライトの・微ヒー笑リング』も含ふくまれます。あなたの『赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手ア』、そして『白デイ龍バイン皇・デイのバイ光デイ翼ング』なども」


「アーシアの神セイクリツド器・ギアがダメなのは、悪魔や堕天使も回かい復ふくできるからですか？」


　俺の問いにミカエルさんは再ふたたびうなずく。


「はい。信徒のなかに『悪魔と堕天使を回復できる神セイクリツド器・ギア』を持つ者がいれば、周囲の信しん仰こうに影響が出ます。信者の信仰は我われらが天界に住む者の源みなもと。そのため、『聖トワイ母ライトの・微ヒー笑リング』は『システム』に影響を及ぼす禁きん止し神セイクリツド器・ギアとしています。それと、影響を及ぼす例に──」


　ミカエルさんの言葉を遮さえぎって、ゼノヴィアが続ける。


「神の不在を知る者──ですね？」


「ええ、そうです、ゼノヴィア。あなたを失うのはこちらとしても痛いた手でですが、我々『熾セ天ラ使フ』と一部の上位天使以外で神の不在を知った者が本部に直結した場所に近づくと『システム』に大きな影響が出るのです。──申し訳ありません。あなたとアーシア・アルジェントを異い端たんとするしかなかった」


　ミカエルさんがアーシアとゼノヴィアへ頭を下げる──。


　おおっ、天使のトップがアーシアとゼノヴィアに謝あやまってるよ！　とうの二人も目を丸くしていた。確たしかに反はん応のうに困こまるよね。しかし、ゼノヴィアはすぐに首を横に振ふり、微笑む。


「いえ、ミカエルさま、謝らないでください。これでもこの歳としになるまで教会に育てられた身です。いささか理り不ふ尽じんを感じてはいましたが、理由を知ればどうということもありません」


「あなたが悪魔に転生したこと。それはこちらの罪つみでもあります」


「いいのです。……多少、後こう悔かいも致いたしましたが、教会に仕えていた頃ころにはできなかったこと、封ふうじていたことが現げん在ざい私の日にち常じようを華はなやかに彩いろどってくれています。そんなことを言ったら、他の信徒に怒おこられるかもしれませんが……。それでもいまの私はこの生活に満足しているのです」


　ゼノヴィア、俺たちとの生活をそんな風に感じてくれていたのか……。


　ちょっと、浮うき世よ離ばなれしすぎているところもあるけど、やっぱり悪い娘こじゃないよね。


　アーシアも手を組みながら言う。


「ミカエルさま、私もいま幸せだと感じております。大切なヒトたちがたくさんできましたから。それに憧あこがれのミカエルさまにお会いしてお話もできたのですから光栄です！」





[image: ]


　ミカエルさんはアーシアとゼノヴィアの言葉に安あん堵どの表ひよう情じようを見せていた。


「すみません。あなたたちの寛かん大だいな心に感かん謝しやします。デュランダルはゼノヴィアにお任まかせします。サーゼクスの妹君の眷けん属ぞくならば下手な輩やからに使われるよりも安全でしょう」


　アザゼルがアーシアを見ている。アーシアも気づき、体をビクッとさせていた。


「俺のところの部下が、そこの娘むすめを騙だまして殺したらしいな。その報ほう告こくも受けている」


　俺はハッキリとアザゼルに言ってやった。


「そう、アーシアは一度死んだ。お、俺も堕だ天てん使しに殺されたけど、それ以上にアーシアだ！　あんたの知らないところで起きたことかもしれないが、あんたに憧れていた堕天使の女じよ性せいがあんたのために、アーシアを一度殺したんだ」


　この会談で俺に発言権けんなんて、無いのはわかっている。さっきのはミカエルさんからの特別な措そ置ちだ。いまのは完全に俺の私し怨えんからの一言。


　部長も隣となりで「落ち着きなさい、イッセー」といさめてくれている。


　すみません、部長。どうしてもこれだけは……。


「俺たち堕天使は、害悪になるかもしれない神セイクリツド器・ギア所有者を始末しているのは確たしかだ。組そ織しきとしては当然だろう？　将しよう来らい、外がい敵てきになるかもしれない者を事前に察知できれば始末したくなる。それでおまえは死んだ。理由はなんの才さい能のうもない人間のおまえでは赤せき龍りゆう帝ていの力を使いこなすことができずに暴ぼう走そうさせて俺たちや世界へ悪あく影えい響きようを与あたえかねないからだ」


「おかげで俺は悪あく魔まだ」


「嫌いやか？　少なくとも周囲の者たちはおまえが悪魔になったことを喜んでいると思うぜ」


　部長もサーゼクスさまも仲間も俺の悪魔入りを喜んでいるのは確かだろうな。アザゼルの言うようにドライグの力は人間のままだったらどうなっていたかわからない。悪魔になってもいまだ使いこなせないあたり、生前のままじゃヤバかっただろうさ。


「い、嫌じゃない！　皆みなが良いヒトで、優ゆう遇ぐうしてもらっているのもわかる。けど！」


「今いま更さら俺が謝ってもあとの祭りだ。だから、俺は俺にしかできないことでおまえたちを満足させようと思う」


　？　アザゼルの真意がわからん。どういうこと？


「さて、そろそろ俺たち以外に、世界に影響及およぼしそうな奴やつらへ意見を訊きこうか。無敵のドラゴンさまにな。まずはヴァーリ、おまえは世界をどうしたい？」


　アザゼルの問いかけに白はく龍りゆう皇こうヴァーリは笑む。


「俺は強い奴と戦えればいいさ」


　……そういう答えでいいのか、こいつ。マジで戦せん闘とう好きなだけ？　それはそれで傍はた迷めい惑わくそうなんだけどな。アザゼルの視し線せんが今度は俺に向く。


「じゃあ、赤龍帝、おまえはどうだ？」


　そう訊かれてもな……。俺は頰ほおをかきながら答える。


「正直、よくわからないです。なんか、小こ難むずかしいことばかりで頭が混こん乱らんしてます。ただでさえ、後こう輩はい悪魔の面めん倒どうを見るのに必死なのに、世界がどうこう言われてもなんというか、実感わきません」


　正直な感想だった。俺は世界がどうこう言われてもいまいち実感ないしな。


「だが、おまえは世界を動かすだけの力を秘ひめた者の一人だ。選せん択たくを決めないと俺をはじめ、各勢せい力りよくの上に立っている奴やつらが動きづらくなるんだよ」


　と、アザゼルに言われても困こまるぜ。


「兵ひよう藤どう一いつ誠せい、では怖おそろしいほどに嚙かみ砕くだいて説明してやろう。俺らが戦争したら、おまえも表おもて舞ぶ台たいに立つ必要が出てくる。そうなればリアス・グレモリーを抱だけないぞ」


「──ッ！」


　な、なん……だと……？


「和平を結べば戦争する必要もなくなる。そうしたら、あとに大事なのは種の存そん続ぞくと繁はん栄えいだ。──毎日、リアス・グレモリーと子作りに励はげむことができるかもしれない。どうだ？　わかりやすいだろう？　戦争ならセ○クスはなしだ。和平ならセ○クスしまくりだ。おまえはどっちを選ぶ？」


　アザゼルの言語を初めて心底理り解かいできた！　そうか！　平和なら部長とエッチしまくれるんだ！　いや、俺って部長とエッチできるのか？　そういう立場だったっけ？


　でも！　平和が続けば部長といつかエッチできるかもしれない！　その願いは大きい！


「和平でひとつお願いします！　ええ！　平和ですよね！　平和が一番です！　部長とエッチがしたいです！」


　欲よく望ぼうをそのまま口にした。隣に部長がいるのもお構かまいなしだ。部長が顔を真っ赤に上気させていた。


「イッセーくん、サーゼクスさまがおられるんだよ？」


　木場が「やれやれ」と苦く笑しようしながら言ってくる。


　あっ……。そうでした。


　サーゼクスさまは小さく笑っていた。これはマズい。早く言い訳わけを！　真ま面じ目めな話を！


「えっと……。俺、バカなんでこの会談の内ない容ようも九割わりぐらい意味不明です。でも、俺が言えるのは、俺に宿る力が強力なら仲間のために使います。部長、アーシア、朱乃さん、それに他のメンバーも、もし危き険けんに晒さらされたら俺が守ります！　……って、俺、まだまだ弱いんですけどね。けど、俺ができるのはそれぐらいですから。体からだ張はって仲間と共に生きていこうかなって──」


　俺が精せい一いつ杯ぱいの言葉を発しているなか、あの感覚が襲おそってくる。


　──体の機き能のうが一いつ瞬しゆん停止する。


　そう、これはギャスパーの時間停止をくらったときの感覚だった。







　　　─○●○─　　　




「……あら？」


　気づいたとき、職しよく員いん会議室の室内は少しだけ変わっていた。


　ミカエルさんが窓まどから外を見ていて、サーゼクスさまとグレイフィアさんが何やら真しん剣けんな面おも持もちで話し込こんでいた。


「おっ、赤せき龍りゆう帝ていの復ふつ活かつだ」


　アザゼルが俺のほうを見て言う。


「な、何かあったんスか？」


　周囲を見み渡わたしてみれば、動いている者と停とまっている者にわかれている。お偉えらいさん方は全員動いていた。サーゼクスさま、レヴィアタンさま、グレイフィアさん、ミカエルさんとアザゼル、それと「白バニシいング・龍ドラゴン」も動けるようだ。


　部員は──。


「眷けん属ぞくで動けるのは私とイッセーと、祐ゆう斗と、ゼノヴィアだけのようね」


　って、部長！　良かった、動けるんだ！


　逆ぎやくにアーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、会長さんも停止していた。朱乃さんすらも停まっているなんて……。


「イッセーは赤龍帝を宿す者、祐斗は禁バランス手ブレイカーに至いたり、イレギュラーな聖せい魔ま剣けんを持っているから無事なのかしら。ゼノヴィアは直前になってデュランダルを発動させたのね」


　部長が言うように、ゼノヴィアは聖なるオーラを放ち続ける危き険けん極きわまりない剣を持っていた。ちょうど、しまうところだったらしく、空間の歪ひずみに聖剣を戻もどす。


「時間停止の感覚はなんとなく、体で覚えた。──停止させられる寸すん前ぜんにデュランダルの力を盾たてに使えば防ふせげると思ったのだけど、正せい解かいだった」


　時間を停止させられる瞬間を体で覚えたのか、この娘こは!?　相変わらず、身体スペックが怖おそろしい……。


「それはともかく。部長、何があったんですか？」


「どうやら──」


「テロだよ」


　俺おれの質しつ問もんに答えてくれそうな部長の言葉を遮さえぎって、アザゼルが言った。


　──っ！　つーか、テロォォォォォォォォォォッッ!?　今後の世界情じよう勢せいがうんたらっていう大事な会談中ですよ!?


「外、見てみろ？」


　アザゼルがあごで窓のほうを示しめす。俺は会議室のガラス窓に近づき──。


　カッ！　突とつ然ぜん、閃せん光こうが眼がん前ぜんで広がる！　おわっ！　何事!?　微び妙みようにこの新しん校こう舎しやも揺ゆれているような……。


「攻こう撃げきを受けているのさ。いつの時代も勢せい力りよくと勢力が和平を結ぼうとすると、それをどこぞの集まりが嫌いやがって邪じや魔ましようとするもんだ」


　アザゼルが外を指さす。指さしたほうへ視し線せんを向けてみると、校庭、空中に至るまで人ひと影かげらしきものがあった。よーく見てみると、黒いローブを着込んだ魔ま術じゆつ師しみたいな連中がこちらへ魔力の弾たまに似にた攻撃を放っているようだった。


　その攻撃は幸いにも新校舎に打撃を与あたえている様子はない。だけど、攻撃を休める気配も見かけられない。あれがテロリスト？　何が目的……って、この会談の邪魔だよね。


　いつの間にか俺の隣となりに立っていたアザゼルが不ふ敵てきな笑えみを浮うかべながら言う。


「いわゆる魔法使いって連中だな。悪魔の魔力体たい系けいを伝説の魔ま術じゆつ師し『マーリン・アンブロジウス』が独どく自じに解かい釈しやくし、再さい構こう築ちくしたのが魔術、魔法の類たぐいだ。……放たれている魔術の威い力りよくから察するに一人一人が中級悪魔クラスの魔力を持ってやがりそうだな」


　校庭にいる奴やつら、素すの俺よりも強いってことか！　それがわんさかいる！


「ようするに人間が悪魔みたいな力を振ふるえるってことだ。もちろん、悪魔にもできないことも可か能のうらしいがな。神セイクリツド器・ギア所有者が魔術を覚えたりしていると、とても厄やつ介かいだ。ま、奴らの攻撃はこの校舎には被ひ害がいを出せないさ。俺とサーゼクスとミカエルで強力無む比ひな防ぼう壁へき結界を展てん開かいしているからな。おかげでここから出られないが……」


　この総そう督とくさん、いろんなことを知っているんだな。それはトップに立つ者としては当然だろうけど、俺にもわかりやすく嚙かみ砕くだいて教えてくれる。


「さ、さっき、時間が停止したっぽいのは？」


「おそらく、力を譲じよう渡とできる神セイクリツド器・ギアか魔術でハーフヴァンパイアの小こ僧ぞうの神セイクリツド器・ギアを強きよう制せい的に禁バランス手ブレイカー状じよう態たいとしたんだろうな。一時的な禁バランス手ブレイカー状態だろうが、それでも視界に映うつしたものの内部にいる者にまで効こう果かを及およぼすとは……。あのハーフヴァンパイアの潜せん在ざい能力が高いってことか。ま、俺たちトップ陣じんを停めるにしては出力不足だったようだが」


　マジかよ！　じゃあ、旧きゆう校舎の部室に置いてきたギャスパーが拉ら致ちされて、利用されたのか？


「でも、譲渡ですか？　ブーステッド・ギアみたいな能力は他ほかにもあるんスか？」


「ブーステッド・ギアはほぼ無む尽じん蔵ぞうの倍ばい増ぞう能力と譲渡の能力を併あわせている。これらはそれぞれ単たん独どくの神セイクリツド器・ギアが存そん在ざいしてるんだよ。倍増神セイクリツド器・ギアと譲渡神セイクリツド器・ギア。『神ロン滅ギ具ヌス』ってのはどれも何かの能力＋別の何かの能力ばかりだ。本来、組み合わせてはならない強力な能力同士が組み合わさっているんだよ。『神が構築した「神セイクリツド器・ギアプログラム」のバグ、エラーの類から生まれたものが「神ロン滅ギ具ヌス」じゃないか？』ってのが、俺たち『神のグ子をリ見張ゴる者リ』の見けん解かいのひとつだ。おまえにもわかりやすく言うなら、他にも譲渡できる力はあるってことだ」


　とってもわかりやすい説明、ありがとうございます！　──って、やっぱりギャスパーは利用されているのか!?　俺の横に部長が来ていた。


「ギャスパーは旧校舎でテロリストの武ぶ器きにされている……。どこで私の下げ僕ぼくの情じよう報ほうを得たのかしら……。しかも、大事な会談をつけ狙ねらう戦力にされるなんて……ッ！　これほど、侮ぶ辱じよくされる行こう為いもないわっ！」


　おおっ！　お姉さまが全身から紅あかいオーラをほとばしらせておられる！　こ、怖こわい！


「ちなみにこの校舎を外で取り囲んでいた堕だ天てん使し、天使、悪魔の軍ぐん勢ぜいも全部停止させられているようだぜ。まったく、リアス・グレモリーの眷けん属ぞくは末すえ恐おそろしい限かぎりだ」


　アザゼルが部長の肩かたに手をポンと置くが、部長は容よう赦しやなく手を払はらいのけていた。


　払いのけられたアザゼルは、嘆たん息そくしながらその手を窓まどに向ける。すると、外の空に無数の光の槍やりらしきものが──。


　バッ！　アザゼルが手を下げるのと同時に光の槍が雨となって、魔術師たちに降ふり注ぐ。


　テロリストどもは防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開するが、それをなんなく貫つらぬき、魔術師たちを一いつ掃そうしてしまう！　うわっ！　すげぇぇぇぇっぇええええええっ！　一いつ瞬しゆんかよ！


　校庭に散らばる無数の魔術師の死体！　一気に凄せい惨さんな場面になっちまった！　てか、マジで強いぞ、この総督さん！　一回で全ぜん滅めつとかバケモノか!?　特に構かまえた様子もなしにいち挙動で済すましたんだぞ!?。


「この学園は結界に囲われている。それにもかかわらず、こいつらは結界内に出しゆつ現げんしてきた。この敷しき地ち内に外の転てん移い用魔ま方ほう陣じんとゲートを繫つなげている奴がいるってことだ。どちらにしても『停フオ止ービ世トウ界ン・のバロー邪ル・眼ビユー』の効こう果かをこれ以上高められると、俺たちも誰だれか一人ぐらい停止させられる恐おそれがある。この猛もう攻撃でここに俺たちを留とどまらせて、時間を停とめた瞬しゆん間かんに校こう舎しやごと屠ほふるつもりだろう。あちらは相当な兵力を割さいてきているようだ」


　アザゼルの視し線せんの先、校庭の各所で魔方陣が出現し、怪あやしく輝かがやき始める。魔方陣から現あらわれたのは先ほどアザゼルにやられた魔術師集しゆう団だんと同じ格かつ好こうの者たちだ。つーか、そのまんま魔術師か!?　また出現ですか!?　またわんさかと登場！


「さっきからこれの繰くり返しだ。俺たちが倒たおしても倒しても現れる。しかし、タイミングといい、テロの方法といい、こちらの内ない情じように詳くわしい奴がいるのかもしれない。案外、ここに裏うら切ぎり者がいるのか？」


　呆あきれるようにアザゼルは息を吐はく。裏切り者？　怖こわいこと言わないでくれ。


「ここから逃にげられないんですか？」


　俺の質しつ問もんにアザゼルは首を横に振ふる。


「逃げないさ。学園全体を囲う結界を解とかないと俺たちは外へ出れない。だが、結界を解いたら人間界に被ひ害がいを出すかもしれないだろ。俺は相手の親玉が出てくるのを待ってんだよ。しばらくここで籠ろう城じようしてれば痺しびれを切らせて顔出すかもな。早く黒くろ幕まくを知りたいもんだ。それに下手に外へ出て大おお暴あばれすると敵の思う壺つぼかもしれないってわけだ」


　よ、余よ裕ゆうだ。相手が正体を出すまで待ちますか！


「というように、我われ々われ首しゆ脳のう陣じんは下調べ中で動けない。だが、まずはテロリストの活動拠きよ点てんとなっている旧きゆう校こう舎しやからギャスパーくんを奪うばい返すのが目的となるね」


　と、サーゼクスさまが言う。なるほど、現げん状じよう一番危き険けんなものを先に返してもらうってわけですね？　魔ま王おうさまたちトップの方々が時間を停められて、攻こう撃げきを受けたら大変だ！


「お兄さま、私が行きますわ。ギャスパーは私の下僕です。私が責せき任にんを持って奪い返してきます」


　強い意い志しを瞳ひとみに乗せて部長が進言する。サーゼクスさまはふっと笑われた。


「言うと思っていたよ。妹の性せい格かくぐらい把は握あくしている。──しかし、旧校舎までどう行く？　この新校舎の外は魔ま術じゆつ師しだらけだ。通常の転移も魔法に阻はばまれる」


「旧校舎──根ね城じろの部室に未使用で残りの駒こまである『戦ルー車ク』を保ほ管かんしていますわ」


「なるほど、『キャスリング』か。普ふ通つうに奪い返しに行くのは彼らも予想しているだろうから、これは相手の虚きよをつける。何手か先んじえるね」


　聞いたことがあるぞ。キャスリング──『王キング』と『戦ルー車ク』の位置を瞬間的に入れ替かわらせる技わざだ。レーティングゲームの特とく殊しゆ技のひとつだって話だった。


　つまり、部長は瞬時に旧校舎の部室に転移可か能のうなんだ！　すげえ！　さすが部長！


　瞬間移動なら、外に出なくてもいい！　一気に敵てきの中央に突とつ貫かんだ！　敵もこれには驚おどろくだろうな！　アザゼルのいう黒幕もビックリして出てくるかも！


「よし。だが、一人で行くのは無む謀ぼうだな。グレイフィア、『キャスリング』を私の魔力方式で複ふく数すう人転移可能にできるかな？」


「そうですね、ここでは簡かん易い術式でしか展てん開かいできそうもありませんが、お嬢じようさまともう一方なら転移可能かと」


「リアスと誰かか……」


「サーゼクスさま、俺も行きます！」


　俺が手をあげて進言する。大切な後こう輩はいだ。部長と一いつ緒しよに助けてくるぜ！


　サーゼクスさまの視し線せんが俺に一度向くが、すぐにアザゼルのほうに移うつった。


「アザゼル、噂うわさでは神セイクリツド器・ギアの力を一定時間自由に扱あつかえる研究をしていたな？」


「ああ、そうだが、それがどうした？」


「赤せき龍りゆう帝ていの制せい御ぎよはできるだろうか？」


「…………」


　サーゼクスさまの問いにアザゼルは黙だまり込こんだ。しかし、堕だ天てん使しの総そう督とくは懐ふところを探さぐりだすと──。


「おい、赤龍帝」


　アザゼルが俺を呼よぶ。


「お、俺は兵藤一誠だ！」


「じゃあ、兵藤一誠。こいつを持っていけ」


　アザゼルが俺へ何かを投げてくる。キャッチしてみると──手にはめるリングらしきものだった。見知らぬ文字が幾いく重えにも刻きざまれている。アクセサリー？　訝いぶかしげに思う俺へアザゼルが言う。


「そいつは神セイクリツド器・ギアをある程てい度ど抑おさえる力を持つ腕うで輪わだ。例のハーフヴァンパイアを見つけたらそいつを付けてやれ。多少なりとも力の制御に役立つだろう」


「でも、これふたつあるけど……？」


　そう、腕輪はふたつあった。ひとつはギャスパーの。もうひとつは──。


「もう一個こはおまえのだ。『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』の力を使いこなせないんだろう？　なら、はめろ。短時間なら、代だい価かを支し払はらわなくても禁バランス手ブレイカー状態になるのも可能だ。そいつが代価の代わりになってくれる」


　──ッ！　マ、マジか!?　この輪っかを腕にはめれば俺の禁バランス手ブレイカーに？


「副作用で一時的におまえに施ほどこされている封ふう印いんも解とける。確たしか、『兵ポー士ン』の力を封じられているんだろう？」


　どこでその情じよう報ほうを？　俺は駒こま八つ消費の『兵ポー士ン』だけど、その力に対たい応おうできるだけの力をまだ有していないため、部長にパワーを抑えられている。


「これは俺の私見に過すぎないが、駒配分的にドライグが七、おまえが一ってところか？　いや、七割わり九分と一分かもしれない。『プロモーション』もドライグの真の力を発現するために必要な土台作り。どちらにしても封印の解かい放ほうってのはドライグの力を解き放つってことだな、リアス・グレモリー？」


　アザゼルの問いに部長は目を細めるだけで特に答えなかった。


「そのリング、使うのは最後の手しゆ段だんにしておけ。体力の消費までは調整できんから、いきなり至いたったら無む駄だに消しよう耗もうするだけだ。『鎧よろい』装そう着ちやく中は体力か魔力を激はげしく消耗させる」


　と、アザゼルの補ほ足そく説明。そっか。何が起こるかわからないからマジでピンチのときに変身したほうがいいんだな。さらにダメ押おしをアザゼルは口にする。


「よく覚えておけ。現げん段だん階かいのおまえ自身は人間に毛が生えた程てい度どの悪魔だ。強大な神セイクリツド器・ギアを有していても宿主が役立たずでは意味がない。いまのおまえでも相手が未み熟じゆくな者なら、ドライグの力を振ふりまくだけで勝てるが、その力よりも上の者や能力を把は握あくしている者にとってみれば御ぎよしやすい代しろ物ものだ。何せ、おまえ自身がその神セイクリツド器・ギアの弱点だからな。──使いこなせないというのはそれだけ弱味の塊かたまりなんだよ。力を飼かい慣ならせなければいずれ死ぬぞ」


「わ、わかっているよ」


　そう、それは痛いたいほどわかっている。けれど、改めて言われたせいか、酷ひどく心を抉えぐられたぜ……。ああ、認にん識しきしてる。俺がすごいんじゃない。ドライグがすごいんだ。


　でも、このアザゼルって堕天使、すごくわかりやすくて再認識させられることを口にしてくれるな。教きよう師しや講こう師しに向いているんじゃないか？


「アザゼル、神セイクリツド器・ギアの研究はどこまでいっているというのですか？」


　ミカエルさんが嘆たん息そくしながらアザゼルに訊きくが、堕天使の総督は不ふ敵てきに笑うだけだ。


「いいじゃねぇか。神セイクリツド器・ギアを作りだした神がいないんだぜ？　少しでも神セイクリツド器・ギアを解明できる奴やつがいたほうがいいだろう？　おまえだって知らないことだらけだと耳にしているぞ？」


「研究しているのがあなただというのが問題だとは思うのですが……」


　などとお偉えらいさん同士が言っているが、俺は腕輪の存そん在ざいに少しだけ喜びを感じた。


　……これがあれば、俺は部長のお役に立てる……ッ！


　部長はグレイフィアさんに特とく殊しゆな術じゆつ式しきとやらを額ひたいから受けていた。


「お嬢じようさま、しばしお待ちください」


「急いでね、グレイフィア」


　俺おれたちが準じゆん備び中のなか、アザゼルと白はく龍りゆう皇こうが話し込んでいた。


「ヴァーリ」


「なんだ、アザゼル」


「おまえは外で敵てきの目を引け。白龍皇が前に出てくれば、野や郎ろうどもの作戦も多少は乱みだせるだろうさ。それに何かが動くかもしれない」


「俺がここにいることはあっちも承しよう知ちなんじゃないかな？」


「だとしても、『キャスリング』で赤せき龍りゆう帝ていが中央に転てん移いしてくるとまでは予想していないだろう。注意を引きつけるのは多少なりとも効こう果かはあるさ」


「旧きゆう校こう舎しやのテロリストごと、問題になっているハーフヴァンパイアを吹ふき飛ばしたほうが早いんじゃないかな？」


　と、ヴァーリはごく自然に言う。なんてことを言いやがる、この野郎！


「和平を結ぼうってときにそれはやめろ。最悪の場合、それにするが、魔王の身内を助けられるのなら、助けたほうがこれからのためになる」


「了りよう解かい」


　アザゼルの意見にヴァーリは息を吐はきながらも同意する。


　カッ！　ヴァーリの背せ中なかに光の翼つばさが展てん開かいする。あれが奴やつの神セイクリツド器・ギアか。


「──禁バラン手ス・ブ化レイク」


『Vanishing バニシングDragonドラゴンBalance バランスBreakerブレイカー!!!!!!!!』


　音声のあと、ヴァーリの体を真っ白なオーラが覆おおう！　光が止やんだとき、奴の体は白い輝かがやきを放つ全プレー身ト・ア鎧ーマーに包まれていた。最後にマスクがシュバッとヴァーリの顔を覆った。


　──これが、禁バラン手ス・ブ化レイクか。


　俺のライバル……らしい奴が容よう易いにバランス・ブレイカーとなる。俺はまだこれになれない。なれたとしても代だい価かを払はらうことになる。


　ヴァーリはこちらを一いち瞥べつしたあと、会議室の窓まどを開き、空へ飛びだしていった。


　刹せつ那な──。


　ドドドドドドドドンッ！


　外で巻まき起こる爆ばく風ふう！　見れば、魔ま術じゆつ師しの群むれが白い鎧を着込んだ者に蹂じゆう躙りんされていた。


　夜の空に光の軌き跡せきを描えがきながら敵の群れへ飛び込み、一いつ騎き当千の様相を見せていた。


　……強い。俺でも奴がメチャクチャ強いのがすぐに理解できる。魔術師の集中砲ほう火かをまったく気にもせずに宙ちゆうを舞まい、大質しつ量りようの波は動どう弾だんを校庭に放っていた。


　魔術師たちはなす術すべもなく、消しよう滅めつさせられていくが、すぐに魔ま方ほう陣じんが展開して次の魔術師たちが現あらわれる。マジでキリがない！


「アザゼル。先ほどの話の続きだ」


　サーゼクスさまがアザゼルに訊きく。


「あー、何だ？」


「神セイクリツド器・ギアを集めて、何をしようとした？　『神ロン滅ギ具ヌス』の所有者も何名か集めたそうだな？　神もいないのに神殺しでもするつもりだったのかな？」


　アザゼルはその問いに首を横に振ふった。


「備そなえていたのさ」


「備えていた？　戦争を否ひ定ていしたばかりで不安を煽あおる物言いです」


　ミカエルさんが呆あきれるように言う。


「言ったろ？　おまえらに戦争はしない。こちらからも戦争をしかけない。──ただ、自じ衛えいの手しゆ段だんは必要だ。って、おまえらの攻こう撃げきに備えているわけじゃねぇぞ？」


「では？」


「──『禍カオスの・ブリ団ゲード』」


「……カオス、ブリゲード？」


　聞き慣なれない単語だが、サーゼクスさまもご存ぞんじない様子で眉まゆ根ねを寄よせていた。


「組そ織しき名と背はい景けいが判はん明めいしたのはつい最近だが、それ以前からもうちの副ふく総そう督とくシェムハザが不ふ審しんな行こう為いをする集しゆう団だんに目をつけていたのさ。そいつらは三大勢せい力りよくの危き険けん分子を集めているそうだ。なかには禁バランス手ブレイカーに至いたった神セイクリツド器・ギア持ちの人間も含ふくまれている。『神ロン滅ギ具ヌス』持ちも数人確かく認にんしてるぜ」


「その者たちの目的は？」


　ミカエルさんがそう訊く。


「破は壊かいと混こん乱らん。単たん純じゆんだろう？　この世界の平和が気に入らないのさ。──テロリストだ。しかも最大級に性た質ちが悪い」


　じゃあ、もしかして今回のテロはそいつらが……？


「組織の頭かしらは『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』と『白バニシいング・龍ドラゴン』の他に強大で凶きよう悪あくなドラゴンだよ」


『──ッ！』


　アザゼルの告白に俺以外の全員が絶ぜつ句くしていた。え？　なんだ？


「……そうか、彼が動いたのか。『無ウロ限ボロのス・龍ドラ神ゴン』オーフィス──。神が恐おそれたドラゴン……。この世界ができあがったときから最強の座ざに君くん臨りんし続けている者」


　サーゼクスさまも表ひよう情じようを険けわしくされている。


　なんだなんだ？　全員、顔を曇くもらせている。というよりも畏い怖ふしてる？　そのウロボロなんたらドラゴンがそんなにスゴい？　最強の座、ヴァーリが言っていた一番強い奴やつ？


　皆みなの反はん応のうに困こまる俺の耳に聞き慣なれない声が飛び込こんでくる。


『そう、オーフィスが「禍カオスの・ブリ団ゲード」のトップです』


　カッ！　声と同時に会議室の床ゆかに魔方陣が浮うかび上がる！　これ、悪あく魔まか!?


　見たことのない魔方陣！　って、俺、あんまり他の悪魔について詳くわしくないけどさ！


「そうか。そう来るわけか！　今回の黒くろ幕まくは──」


　舌した打ちするサーゼクスさま。え？　どうしたんですか、突とつ然ぜん？


「グレイフィア、リアスとイッセーくんを早く飛ばせ！」


「はっ！」


　グレイフィアさんは俺と部長を会議室の隅すみにいくよう急せかせると、小さな魔方陣を床に展開した。


　ちょうど、二人ぐらいしか収おさまらない規き模ぼの大きさだ。


「お嬢じようさま、ご武ぶ運うんを」


「ちょ、ちょっとグレイフィア!?　お兄さま！」


　転送の光が俺と部長を包み込んでいく──。
















　Khaos Brigade.










　部長とイッセーくんが転送の魔方陣に消えてすぐ、僕ぼく──木き場ば祐ゆう斗との眼がん前ぜんでは信じられない展てん開かいが起ころうとしていた。


　会議室の床に現れた魔方陣。それを見て、三大勢力の首しゆ領りよう面々は驚きよう愕がくしていた。


　いや、アザゼルは笑い、サーゼクスさまは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情をされていた。


「──レヴィアタンの魔方陣」


　え……？　僕はサーゼクスさまの言葉に耳を疑うたがった。少なくとも僕の知っている、セラフォルー・レヴィアタンさまの魔方陣の紋もん様ようはこれではない。


　では、いったい──。その疑問はすぐに解かい消しようされる。


「ヴァチカンの書物で見たことがあるぞ。──あれは旧きゆう魔王レヴィアタンの魔方陣だ」


　魔方陣を指さし、ゼノヴィアがそうつぶやく。


　……なるほど、噂うわさには聞いていた。まだ存そん在ざいしていたってわけなんだね。


　魔方陣から現れたのは、一人の女じよ性せい。胸むな元もとが大きく開いていて、深いスリットも入ったドレスに身を包んでいる。


「ごきげんよう、現げん魔王のサーゼクス殿どの」


　不ふ敵てきな物言いで、女性はサーゼクスさまにあいさつをする。


「先代レヴィアタンの血を引く者。カテレア・レヴィアタン。これはどういうことだ？」


　サーゼクスさまはそう言われる。やはり、旧魔王の一族！


　話を聞いたことがあった。旧四大魔王が滅ほろび、新しい魔王を立てようとしたときに徹てつ底てい抗こう戦せんを最後まで唱えたのが、旧魔王の血を引く者たちだったという。


　すでに戦力が疲ひ弊へいしきった戦後の悪魔たちは、最後の力を持ってタカ派はの旧魔王軍の一門すべてを冥めい界かいの隅へ追いやったと聞く。


　その後、種の存そん続ぞくを旨むねに新しん政せい権けんが樹じゆ立りつしたという話だ。それがいまの四大魔王さまたち。


　女性──旧レヴィアタンの血を引くというカテレア・レヴィアタンは挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべて言う。


「旧魔王派の者たちはほとんどが『禍カオスの・ブリ団ゲード』に協力することに決めました」


　──っ！　……なんてことだ。ここに来て、旧魔王派が──。


「新旧魔王サイドの確かく執しつが本ほん格かく的になったわけか。悪魔も大変だな」


　アザゼルは他ひ人と事ごとのように笑うだけだ。


「カテレア、それは言葉通りと受け取っていいのだな？」


「サーゼクス、その通りです。今回のこの攻こう撃げきも我われ々われが受け持っております」


「──クーデターか」


　そう、これはクーデター。現魔王派に対する旧魔王派の反はん乱らんだ。こんなときに、こんな場面で宣せん言げんをするなんて……。しかも彼女たちはテロリストの集しゆう団だんに手を貸かしている。


「……カテレア、なぜだ？」


「サーゼクス、今日この会談のまさに逆ぎやくの考えに至いたっただけです。神と先代魔王がいないのならば、この世界を変へん革かくすべきだと、私たちはそう結けつ論ろん付けました」


　神の不在、三大勢せい力りよくの和平、それをすべて知った上でのクーデターか。


　しかも考えていることはここにいる方々とはまったく逆の道。


「オーフィスの野や郎ろうはそこまで未来を見ているのか？　そうとは思えないんだがな」


　アザゼルの問いかけにカテレアは息を吐はくだけだ。


「彼は力の象しよう徴ちようとしての、力が集結するための役を担になうだけです。彼の力を借り、一度世界を滅ほろぼし、もう一度構こう築ちくします。──新世界を私たちが取り仕切るのです」


　──ッ！


　こんなことが起きるなんて。外で暴あばれている魔ま術じゆつ師したちは彼らの賛さん同どう者しやというわけだ。


　先ほどのアザゼルの話が本当ならば、旧魔王派、魔術師の他にも堕だ天てん使しや天使からも反逆者が出ていることになる。


　……そんなに和平が嫌いやなのか？　サーゼクスさまは皮肉げに笑う。


「……天使、堕天使、悪魔の反逆者が集まって自分たちだけの世界、自分たちが支し配はいする新しい地球を欲ほつしたわけか。それのまとめ役が『ウロボロス』オーフィス」


　トップは神すらも恐おそれた最強のドラゴン──。


　伝説では、「赤ウエルいシユ・龍ドラゴン」、「白バニシいング・龍ドラゴン」よりも強いと聞いている。無限の力を有した神に等しいドラゴンだと──。


「カテレアちゃん！　どうしてこんな！」


　セラフォルーさまの叫さけびにカテレアは憎にく々にくしげな睨にらみを見せる。


「セラフォルー、私から『レヴィアタン』の座ざを奪うばっておいて、よくもぬけぬけと！　私は正せい統とうなるレヴィアタンの血を引いていたのです！　私こそが魔王に相ふさ応わしかった！」


「カテレアちゃん……。わ、私は！」


「セラフォルー、安心なさい。今日、この場であなたを殺して、私が魔王レヴィアタンを名乗ります。そして、オーフィスには新世界の神となってもらいます。彼は象徴であればいいだけ。あとの『システム』と法、理念は私たちが構築する。ミカエル、アザゼル、そしてルシファー──サーゼクス、あなたたちの時代は終えてもらいます」


　カテレアのその言葉にサーゼクスさまもセラフォルーさまもミカエルさまも表ひよう情じようを陰かげらせていた。


　しかし──。一人だけ、愉ゆ快かいそうに笑む者がいた。


「くっ……。くっくっくっくっ」


　彼だけは──。


　心底おかしそうに──。


　悪童らしい邪じや悪あくな笑みを見せていた。


「アザゼル、何がおかしいのです？」


　カテレアの表情と言動には明らかに怒いかりが含ふくまれている。


「ハハハ。おまえ──いや、おまえら、こぞって世界の変革かよ」


「そうです。それが一番正しいのですよ、アザゼル。この世界は──」


「腐ふ敗はいしている？　人間が愚おろか？　地球が滅ぶ？　おいおいおい、今時流は行やらないぜ？」


　腹はらを抱かかえて笑うアザゼル。カテレアは目元を引きつらせていた。


「アザゼル、あなたもあなたなのですよ。それだけの力を有していながら、いまの世界に満足などと……」


「言ってろ。おまえらの目的はあまりに陳ちん腐ぷで酷ひどすぎる。なのにそういう奴やつらに限かぎってやたらと強いんだよな。まったく、傍はた迷めい惑わくだ。レヴィアタンの末まつ裔えい、おまえの台せり詞ふ、一番最初に死ぬ敵かたき役やくのそれだぜ？」


「アザゼル！　あなたはどこまで私たちを愚ぐ弄ろうする！」


　カテレアは激げき怒どし、全身から魔力のオーラを迸ほとばしらせる。一いつ触しよく即そく発はつの空気だ。


「サーゼクス、ミカエル、俺おれがやる。手を出すんじゃねぇぞ？」


　アザゼルが立つ──。堕天使の総そう督とくが戦せん闘とう高こう揚ようでもしているかのように薄うす暗ぐらいオーラを放ち始めた。


「…………カテレア、降くだるつもりはないのだな？」


　サーゼクスさまの最後通告だ。カテレアは首を横に振ふった。


「ええ、サーゼクス。あなたはいい魔王でした。けれど、最高の魔王ではない。だから私たちは新しい魔王を目指します」


「そうか。残念だ」


　その確かく認にんを見ると、アザゼルは窓まどのほうへ手を向ける。


　ドンッ！　光の一いち撃げきに窓まど際ぎわ全ぜん域いきが吹ふっ飛んだ！　なんてことを！


　アザゼルは十二もの黒き翼つばさを展てん開かいする。その羽は常とこ闇やみよりも暗い──。


「旧魔王レヴィアタンの末裔。『終末の怪かい物ぶつ』の一匹ぴき。相手としては悪くない。カテレア・レヴィアタン、俺といっちょハルマゲドンでもシャレこもうか？」


　アザゼルの迫はく力りよくある挑ちよう戦せん状じようにカテレアも不ふ敵てきな笑えみで応おうじる。


「望むところよ、堕おちた天使の総督！」


　ドッ！　アザゼルとカテレア・レヴィアタンがこの場から飛び立ち、校庭の遥はるか上空で光と魔まの攻防戦を繰くり広げ始めた。


　どちらも凄すさまじいまでのオーラの質しつ量りようだ。僕たちとは次元が違ちがう。


　対応に苦く慮りよする僕だが、こうなった以上は魔王さまをお守りするか、部長を追うか。


　そんな僕へサーゼクスさまが、


「木場祐斗くん。私とミカエルはここでこの学園を覆おおう結界を強化し続ける。アザゼルとカテレアが暴あばれる以上、被ひ害がいは大きくなるかもしれない。できるだけ外へ被害を出したくないからね。悪いのだが、グレイフィアが魔ま術じゆつ師し転送用の魔ま方ほう陣じんの解かい析せきが済すむまでの間、外の魔術師たちを始末してくれないか？」


　魔術師討とう伐ばつの命をくださる。魔王さまからの直ちよく接せつの命令だ。光栄の極きわみ！


「はい」


「ありがとう。妹の騎ナイ士トがキミで良かったよ。その禁バランス手ブレイカーを妹と仲間のために揮ふるってくれたまえ」


「はっ！　ゼノヴィア、一いつ緒しよに来てくれ！」


「ああ、私もリアス・グレモリーの『騎ナイ士ト』だ。木場祐斗、私たちは二振ふりそろってこそだと思う。いざ、参ろうか」


　僕とゼノヴィアはお互いにうなずきあうと、校庭へ斬きり込こんでいった。







　　　─○●○─　　　




「はっ！」


　僕の聖せい魔ま剣けんが魔術師の体を防ぼう御ぎよ障しよう壁へきの魔法ごと斬り払はらう。


　これで何人目だろうか？　かなりの魔術師を斬り倒たおしてきたが、すぐに魔方陣から新たな刺し客かくが召しよう喚かんされてくる。


「キリがないな」


　ズバァァァァァァンッ！　聖剣デュランダルから斬ざん戟げきと共に波動が放たれ、校庭を縦じゆう横おう無む尽じんにえぐっていく。その攻こう撃げきが魔術師を大おお勢ぜい屠ほふる。


　ゼノヴィア、もう少し学まなび舎やを大切にしようよ。デュランダルはそれほど扱あつかいづらい？


　カッ！　ドッ！　ドオオオオオオオオオオオオオッ！


　空から聞こえてくる轟ごう音おんと、まばゆい光。上を見上げてみれば、アザゼルとカテレア・レヴィアタンが激はげしい攻こう防ぼうをおこなっていた。


　アザゼルが自分の身の丈たけを遥はるかに超こえる極ごく太ぶとの光の槍やりを幾いく重えにも出しゆつ現げんさせ、カテレアに投げ放つ。カテレアは空中に何重もの防御方陣を張はり巡めぐらせて光の攻撃を防ふせいでいる。


　その攻防の余よ波はで校庭のあちこちが大きなダメージを受けていた。新しん校こう舎しやを魔王さま方が守っていなければ建物のほうにも深しん刻こくな崩ほう壊かいを与あたえていたであろうはずだ。


　この学校の敷しき地ち全体が強力な結界に囲まれているのも幸いだった。じゃなければ、周囲の住宅街にも被ひ害がいを出していた。


　アザゼル、またはカテレアの避よけた極大の攻撃が結界の壁かべにぶつかるたび、冷や冷やする。


　実力では、アザゼルのほうが上だと思うのだけど、カテレアは予想以上に食い下がっていた。


　本来ならばカテレアに下げ僕ぼくの眷けん属ぞく悪あく魔まがいてもおかしくない。しかし、彼女たち旧きゆう魔王派はは現げん在ざい悪魔が導どう入にゆうしている「悪イー魔ヴイのル・駒ピース」を否ひ定ていしたと聞く。


　カテレアには補ほ佐さ役の『女クイ王ーン』も身辺を守る『騎ナイ士ト』もいないだろう。


　そのカテレアは、懐ふところから小こ瓶びんを取りだし──なかに入っていた小さな黒い蛇へびらしきものを呑のみ込んだ？


　刹せつ那な──。ドンッ！　空間が激はげしく振しん動どうし、駒王学園全域に力の波動を波だたせる。


　カテレアの全身から放つ魔力が膨ふくれあがり、不気味なオーラを漂ただよわせていた。サーゼクスさまやセラフォルーさまに迫せまる質しつ量りようだ……。先ほど呑み込んだ蛇はいったい……？


　アザゼルが無数の光の槍を彼女に向けて放つが、それをカテレアは右みぎ腕うでを横になぐだけで難なんなく消失させてしまった。そんなバカな！　堕だ天てん使し総そう督とくアザゼルの力は今日この場にいる方々のなかでも一、二の力だというのに！


　僕ぼくの眼がん前ぜんで、さらに驚おどろくべき事じ態たいが巻まき起こる。


　カテレアと空中で戦うアザゼル。その横合いから、予想外の一撃が堕天使の総督を襲おそった──。
















　Life.5　赤ウエルいシユ・龍ドラゴンと白バニシいング・龍ドラゴン！










　気づいたとき、そこは部室だった。


　ドタバタしてたけど、転送は成功。ただし──。


「──ッ！　まさか、ここに転てん移いしてくるとは！」


「悪魔め！」


　室内は不気味なローブを着た魔ま術じゆつ師しの方々で占せん拠きよされておりますよ！　おおおおおーい！　やっぱり、敵てきのど真ん中だ！


「ぶ、部長！　イ、イッセー先せん輩ぱい！」


　ギャスパーの声！　声のしたほうへ視し線せんを向ければそこには女じよ装そう少年！　ギャスパーは椅い子すに縄なわでくくりつけられていた。頭部に紙かみ袋ぶくろの切れ端はしが！　か、被かぶっていたのか……。


　ギャスパーの無事を確かく認にんし、部長もホッとしていた。


「ギャスパー！　良かったわ。無事だったのね」


「部長……。もう、嫌いやです……」


　しかし、ギャスパーは途と端たんに泣きだした。


「僕は……死んだほうがいいんです。お願いです、部長、先輩。僕を殺してください……。この眼めのせいで、僕は誰だれとも仲良くなんてできないんです……。迷めい惑わくばかりで……臆おく病びよう者もので……」


　ギャスパーは涙なみだをボロボロとこぼしていた。敵に捕とらわれ、利用され、俺たちに迷惑かけたと思っているのだろう。部長はそんなギャスパーにやさしく微ほほ笑えむ。


「バカなことを言わないで。私はあなたを見み捨すてないわよ？　あなたを眷けん属ぞくに転生させたとき、言ったわよね？　生まれ変わった以上は私のために生き、そして自分が満足できる生き方も見つけなさい──と」


　でも、部長の言葉はギャスパーには届とどかず、奴やつは首を横に振ふる。


「……見つけられなかっただけです。迷惑かけてまで僕は……生きる価か値ちなんて……」


「あなたは私の下げ僕ぼくで眷属なの。私はそう簡かん単たんに見捨てない。やっとあなたを解かい放ほうさせることができたのに！」


「そうだぞ、ギャスパー！　俺と部長はおまえを見捨てないからな！」


　そうさ！　俺の後輩！　神セイクリツド器・ギアがうまく使えなくても受け止めて──。


　ガンッ！


　俺の目の前でギャスパーが女の魔術師に殴なぐられる。魔術師はギャスパーの髪かみをつかみ、冷れい笑しようを浮うかべていた。見ればここにいる魔術師は全員女じよ性せい！　魔ま女じよ？　魔女もいいな！


「愚おろかね、あなたたち。こんな危あぶなっかしいハーフヴァンパイアを普ふ通つうに使うなんてバカげているわ。旧きゆう魔王派はの言う通りね。グレモリー一族は情じよう愛あいが深くて力に溢あふれている割わりには頭が悪いって」


　魔術師は部長を侮ぶ蔑べつ的な視線で見ていた。


「さっさとこんなヴァンパイアを洗せん脳のうして、道具として有ゆう効こう的に使えばもっともっと評ひよう価かを得ていたのではないかしら？　敵対している堕天使の領りよう域いきにこの子を放り込んで神セイクリツド器・ギアを暴ぼう走そうさせれば、幹部の一人でも退しりぞけたかもしれないわ。それをしないのは何？　もしかして、仲良しこよしで下僕を扱あつかう気なの？」


「こ、この──」


　あまりの暴言に殴なぐりかかろうとするが、部長は俺を手で制せい止しする。


　どうしてですか、部長！　こ、こいつ、部長のことを何も理り解かいしていないくせに悪いことばっかり言っているんですよ！　俺は許ゆるせない！　いくら女でも言っていいことと悪いことがある！　クッソ！


「私は……自分の下僕を大切にするわ」


　部長は冷静に返していた。怒おこってください！　こんな奴やつ、冷静に振ふる舞まう価値なんてないですよ！


　ヒュッ！　ボン！


　魔術師が小さな魔力の弾たまを部長に放つ！　部長の制せい服ふくが一部消し飛び、白い肌はだを覗のぞかせていた。……お、おっぱいが少しだけ見えてしまっている。


「生意気な口ね。それに悪魔のクセに美しいのも気に入らないわ、グレモリーの娘むすめ」


　女魔術師の嫉しつ妬とにまみれた言葉。魔術師はギャスパーの首もとに刃やいばを突つきつける。


「動くとこの子が死ぬわ。ちょっと遊びましょうよ」


　魔術師は手を突きだし、さらに魔術を放とうとしている！　部長は避よける気配を見せない！　クソ！　魔力の弾が再ふたたび放たれる瞬しゆん間かん、俺は部長の前に立ち、盾たてとなる！


　ボンッ！


　首よりちょい下の部分に弾が当たった。痛いたい！　けど、これぐらいなら！　つーか、この位置！　部長の顔を狙ねらったな!?　ゆ、許せない！　部長のお顔を狙うなんて！


　怒いかり心頭の俺だが、部長はうしろから出てきてギャスパーにやさしく語りかける。


「ギャスパー、私にいっぱい迷惑をかけてちょうだい。私は何度も何度もあなたをしかってあげる！　慰なぐさめてあげる！　──決してあなたを放さないわ！」


　──っ！　ぶ、部長！　うぅ、俺が言われているわけでもないのにすげぇ感動しちゃったよ！　ああ、やっぱり俺たちの主あるじさまは最高だぜ！　さあ、ギャスパー！　部長にここまで言わせたんだ！　おまえはどう答える!?


「ぶ、部長……僕は……僕はっ！」


　泣きだすギャスパー。だが、それは恐おそれからでも悲しみからでもない。──うれしくて泣いていることに俺だって気づいた。


　よし。よし！　ならよ、ギャスパー。あとは俺からの気合のプレゼントだ。


「ギャスパァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」


　俺は室内に響ひびき渡わたる大声を張はり上げる！　ギャスパー！　俺の想おもい！　言葉にして魂たましいにまで届とどけさせてやるぜッ！


「逃にげるなッッ！　恐れるなッッ！　泣きだすなッッ！　俺も！　部長も！　朱あけ乃のさんも！　アーシアも！　木き場ばも小こ猫ねこちゃんもゼノヴィアも！　皆みな、仲間だ！　絶ぜつ対たいにおまえを見捨てないッッ！　仲間外れなんかにしないぞォォォォオオオオッ！」


　左ひだり腕うでを高く掲かかげる！　発動しやがれ、俺の神セイクリツド器・ギア！


「ブーステッド・ギア！」


『Boost!ブースト』


　俺おれの左腕に赤い籠こ手てが装そう着ちやくされる。


　ついでにプロモーション！


「部長！　『女クイ王ーン』に昇しよう格かくします！」


　部長がうなずき、俺の力が底上げされる！　さらにもう一丁！


「アスカロン！」


『Blade!ブレード』


　新たな音声と共に神セイクリツド器・ギアの甲こうから伸のびたのは、俺の新武ぶ器きアスカロン！


　女魔ま術じゆつ師したちが俺を警けい戒かいする。だが、俺は剣けんの切っ先を敵てきから自分の手元へ。


　ザシュ。


　剣の力を一時的にシャットして、刃で右の掌てのひらを自ら斬きった。……痛い。けど！　右手から血が流れ出る。


「イッセー……？」


　俺の行動を怪け訝げんそうに見ている部長。安心してください。これはギャスパーへのプレゼントです！


「だけどな、ギャスパー！　自分から立たなくちゃ始まらないんだぜ？　女の子に活を入れてもらったら、あとは立てッ！　てめえには立りつ派ぱなキン○マついてんだろうがぁぁぁぁぁっぁぁぁぁっっ！」


　左腕を突きだすと、俺の血のついたアスカロンがギャスパーのほうへ伸びていった！


　魔術師たちが反はん応のうするよりも早く、アスカロンについた血はギャスパーの口に付着する。


「──飲めよ。最強のドラゴンを宿しているとかいう俺の血だ。それで男を見せてみろッ！」


　俺の言葉にギャスパーは強い眼まな差ざしでうなずいた。ギャスパーが舌したで口元についた俺の血を舐なめ取る。ギャスパーが俺の血を口にした瞬間、この室内の空気が一気に様変わりした。


　不気味で言い知れない悪お寒かんが俺の全身を駆かけ巡めぐった。椅い子すに繫つながれたギャスパーへ目を向けたとき──。


　いない！　ギャスパーが椅子に座すわっていない!?　消えた!?　椅子に残っているのはギャスパーを繫いでいた縄なわだけだ。女魔術師たちもギャスパーが突とつ然ぜん消えたことに驚おどろき、辺りを見み渡わたす。室内全ぜん域いきに視し線せんを配らせると──。


　チチチチチチ。不気味な鳴き声が聞こえてくる。部室の天てん井じよう近くを無数のコウモリが飛んでいた。赤い瞳ひとみをしたコウモリの群むれは一いつ斉せいに女魔術師たちに襲おそいかかる。


「クッ！　変化したのか、吸きゆう血けつ鬼きめ！」


「おのれ！」


　毒づく彼女たちは手をコウモリに向けて、魔術の弾たまを撃うちだそうとするが、何かに下へ引っ張ぱられて体たい勢せいを大きく崩くずした。


　──女魔術師たちの影かげから黒い手が無数に伸びている！


　影から出てきた手は、彼女たちを影のなかへ引っ張ろうとしていた。


「吸血鬼の能のう力りよくか！」


「くらえ！」


　ドンッ！　影へ魔術の弾を撃ちだすが、影の手は何事もなく霧む散さんするだけだ。その間にもコウモリは魔術師の体を包み込んで、各部位を嚙かんだ。


「血を──吸すうつもりか!?」


「いや、私たちの魔力も吸いだしているぞ！」


　苦戦をしている魔術師たち。コウモリと影から伸びる手になすがままにされていた。


　これって──。ギャスパー？　ギャスパーのヴァンパイアとしての力か？


「イッセー、あれが本来ギャスパーが秘ひめていた力の一部よ。あなたの血を飲んだことで、解かい放ほうされたのね」


　と、部長が言う。そっか、やっぱり、あれはギャスパーの力！


「くっ！　ならば、こうするだけよ！」


　魔術師たちが手の照しよう準じゆんをこちらへ向ける！　俺と部長を狙ねらうつもりか！


　ドシュッ！　撃ちだされた無数の魔術の弾が俺と部長を狙うが──。


　それら全部が、空中で停止した。これはっ！


『無む駄だですよ。あなたたちの動き、攻こう撃げきはすべて僕が見ています』


　室内に響ひびき渡わたるギャスパーの声。コウモリの赤い瞳ひとみがランランと輝かがやいていた。そうか、コウモリの視線から神セイクリツド器・ギアを発動しているのか！


　しかも魔術の弾だけをものの見事に停止させている！　俺の血を飲んだ影えい響きようか、神セイクリツド器・ギアを使いこなしているぞ！


『僕はあなたたちを停とめます！』


　カッ！　無数のコウモリが赤い瞳を光らせ、この部屋にいるすべての女魔術師の時間を停止させてしまった。


『イッセー先せん輩ぱい！　トドメです！』


「任せろ！」


　俺は駆かけだし、魔術師どもにタッチしていく！　そして、部屋の中央でカッコイイポーズを取りながら、叫さけんでやった！


「洋ドレ服ス・崩ブレ壊イクッッ！」


　バババッ！　時間を停止させられた魔女たちの衣類がものの見事に弾はじけ飛んだ！　俺の眼がん前ぜんで展てん開かいする裸はだかの女の見み本ほん市！　見放題、触さわり放題！


　ブッ！　鼻血を噴ふきだしながら、俺は勝利の笑えみを浮うかべていた。


「ギャスパー、俺たちが組めば無む敵てきだ」


『はい！』


　後輩が相手を停め、先輩が服を弾け飛ばす。最強じゃないか。無敵じゃないか！


　これで念願の夢ゆめが叶かなう──。


　ペチッ。


「そうじゃないでしょ？」


　部長が嘆たん息そくしながら、俺の頭を小こ突づいた。







　　　─○●○─　　　




「ところでドライグ、オーフィスってなんだ？」


　俺は魔ま術じゆつ師したちを縛しばりあげて、部室の魔ま方ほう陣じんへ置く作業をしながら訊きいた。


『──オーフィス。懐なつかしい名だ』


　で、誰だ？　それ？


『ドラゴン族最強の者だ』


　ドライグやバニシング・ドラゴンよりも強いのか？


『ああ、神よりも強いからな。神もうかつに手が出せなかった唯ゆい一いつの存そん在ざいだ。無む限げんに等しい力を有した、本当の怪かい物ぶつだよ』


「マジかよ！　おまえやアルビオンよりも強いドラゴンがまだいたのか！」


『そいつだけだ。俺たちを唯一超こえているのはな。この世界で一番強い存在だ』


　はー、そりゃなんというか……。しかもそいつがテロリストの親玉みたいなんだよね。


　部長が魔方陣を展開させ、魔術師たちを冥めい界かいにある役所へ送る。そこで捕ほ縛ばくされて、牢ろう屋やに入れられるという。ちなみに部長はすでに予よ備びの制せい服ふくに着き替がえている。


　いちおうテロリストの生きた証しよう人にんをゲットできたわけだ。しかし、女の子を縄なわで縛りあげるのはこれはこれで……。ぐふふ。などといやらしいことを考えていたりする。


「先輩、手はだいじょうぶですか？」


　コウモリや影からもとの姿すがたに戻もどったギャスパーが訊いてきた。いまはアザゼルから貰もらったリングをしているため、神セイクリツド器・ギアの暴ぼう走そうも起きないだろう。


「ああ、このぐらいのケガは慣なれっこだ。これでも堕だ天てん使しの攻こう撃げきで腹はらに風かざ穴あなが空いたこともあるんだぞ」


「うええええええっ！　ほ、本当ですか……？　せ、先輩はバイオレンスですね……」


　そ、そうなのかな？　思えば、悪魔になってから相当バイオレンスな日々を送っているような……。部長たちと楽しく暮くらしているから気にしてなかったけど、意外に俺って死地に赴おもむく確かく率りつが高いのかな？


　うぅ、気のせい気のせい。そういうことは深く考えないようにしよう！


「俺の血を飲んで、どうだ？」


「はい、一時的に力が底から湧わき上がりましたけど……いまはもとの状じよう態たいに戻ってます」


　そっか。制せい限げん時間付きか。それでも俺の血を飲ませれば十分なほどの戦力になるぞ。


「うん。全員、あちらへ転送したわ！　さて、イッセー、ギャスパー！　魔王さまのもとへ帰るわよ！」


　と、部長。お疲つかれさまです！


『はい！』


　俺とギャスパーは返事をして、部長のあとに続く。


　部室を出て、旧きゆう校こう舎しやの玄げん関かん口まで移い動どうする。……その間、ギャスパーは俺の背せ中なかに引っ付いたままだったけど。……どうにも俺の背中に隠かくれる子が多いな。アーシアといい、こいつといい。とりあえず、こいつの引きこもり体たい質しつも直していかないと。


　思いを新たに玄関を出たときだった。


　ドッガァァァァァアアアアアンッ！


　俺たちの目の前に何かが落ちてきた！　立ちこめる土つち煙けむりが消えたあと、そこにいたのは──。


「……チッ。この状じよう況きよう下かで反はん旗きか、ヴァーリ」


　ダメージを負った堕天使の総そう督とくだった。


「そうだよ、アザゼル」


　まばゆい輝かがやきを放ちながら、俺たちの前に白はく龍りゆう皇こうが舞まい降おりる。その傍かたわらには知らないお姉さんもいた。


「和平が決まった瞬しゆん間かん、拉ら致ちしたハーフヴァンパイアの神セイクリツド器・ギアを発動させ、テロを開始させる手て筈はずでした。頃ころ合あいを見てから私と共に白龍皇が暴あばれる。三大勢せい力りよくのトップの一人でも葬ほうむれば良し。会談を壊こわせればそれで良かったのです」


　おおっ！　エッチな服だ！　おっぱいがあんなに見える服だなんて！　ス、スリットも深く入っていてエロいことこの上ない！　いい脚あししてんな、おい！


「いやらしい視し線せんを感じるわ。──その子が赤せき龍りゆう帝ていなのですか、ヴァーリ？」


「ああ、残念ながら、そうだよ。本当に残念な宿主なんだ」


「残念残念言うな！　俺だって懸けん命めいに日々を生きてんだ！　……って、なんでおまえとアザゼルが対たい峙じしてる？　つーか、その姉ちゃん誰だれだよ？」


　ちんぷんかんぷんな俺をお姉さんは哀あわれむような目で見ていた。


「なるほどね。本当に残念な子みたいね。ヴァーリ、殺すの？」


「どうしようか迷まよっているのが本音だ。正直、俺は彼にそこまで期待をかけているわけじゃないんだ」


　へ？　まったくわからん。何がどうなっている？


「……まったく、俺もやきが回ったもんだ。身内がこれとはな……」


　自じ嘲ちようするアザゼル。え？　じゃ、じゃあ、白龍皇はマジでテロリストの仲間？　そっちの姉ちゃんも敵てきか？　ヴァーリがマスクを兜かぶとにシュバッと収しゆう納のうさせて、顔を見せる。


「いつからだ？　いつから、そういうことになった？」


「コカビエルを本部に連れ帰る途と中ちゆうでオファーを受けたんだ。悪いな、アザゼル。こちらのほうがおもしろそうなんだ」


「ヴァーリ、『白バニシいング・龍ドラゴン』がオーフィスに降くだるのか？」


「いや、あくまで協力するだけだ。魅み力りよく的なオファーをされた。『アースガルズと戦ってみないか？』──こんなことを言われたら、自分の力を試ためしてみたい俺では断ことわれない。アザゼルは、ヴァルハラ──アース神族と戦うことを嫌いやがるだろう？　戦争嫌ぎらいだものな」


「俺はおまえに『強くなれ』と言ったが、『世界を滅ほろぼす要よう因いんだけは作るな』とも言ったはずだ」


「関係ない。俺は永えい遠えんに戦えればいいだけだ」


「……そうかよ。いや、俺は心のどこかでおまえが手元から離はなれていくのを予想していたのかもしれない。──おまえは出会ったときから今日まで強い者との戦いを求めていたものな」


「今回の下準じゆん備びと情じよう報ほう提てい供きようは白龍皇ですからね。彼の本質を理り解かいしておきながら、放置しておくなど、あなたらしくない。結果、自分の首を絞しめることとなりましたね」


　と、女じよ性せいがアザゼルを嘲ちよう笑しようした。


　苦笑するアザゼルを尻しり目めにヴァーリは自身の胸むねに手を当て、俺に向かって言う。


「俺の本名はヴァーリ。──ヴァーリ・ルシファーだ」


　…………。な、何？　……ルシファー？


「死んだ先代の魔ま王おうルシファーの血を引く者なんだ。けど、俺は旧きゆう魔王の孫である父と人間の母との間に生まれた混こん血けつ児じ。──『白バニシいング・龍ドラゴン』の神セイクリツド器・ギアは半分人間だから手に入れたものだ。偶ぐう然ぜんだけどな。でも、ルシファーの真の血けつ縁えん者しやでもあり、『白バニシいング・龍ドラゴン』でもある俺が誕たん生じようした。運命、奇き跡せきというものがあるなら、俺のことかもしれない。──なんてな」


　そう言う、奴やつの背中から光の翼つばさと共に悪魔の翼が幾いく重えにも生えだした。


　──っ。


　あ、悪魔？　白龍皇が……？　しかも、ルシファーって……。なんだよ、旧魔王とか！


「噓うそよ……。そんな……」


　部長も驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべている。しかし、アザゼルは肯こう定ていした。


「事実だ。もし、冗じよう談だんのような存そん在ざいがいるとしたら、こいつのことさ。俺おれが知っているなかでも過か去こ現げん在ざい、おそらく未来永えい劫ごうにおいても最強の白龍皇になる」


　……そ、そんなことを言われても何が何やら……。さ、最強なのか、そうですか……。


　なんだか、最近俺の知らないことがいろいろ起きて整理が追いつかん！


　つーか、朱乃さんもギャスパーもこいつも俺の周りにはハーフが多いなぁ。


「覚かく悟ごを決めてもらいましょうか、アザゼル」


　いまだにアザゼルを嘲あざ笑わらう女性。この人、誰？　殺気が凄すさまじいのは俺でもわかるが。


「……チッ、先ほど膨ふくれあがったオーラの量、オーフィスの野や郎ろうに何をもらった？」


　アザゼルの問いかけに女性は笑えむ。


「ええ、彼は無む限げんの力を有するドラゴン。世界変へん革かくのため、少々力を借りました。おかげであなたと戦える。サーゼクスとミカエルを倒たおすチャンスでもあります。彼らは愚おろかな総そう督とく。あなたもです」


「……俺はそうだ。愚かかもな。シェムハザがいなけりゃ、何もできねぇ。ただの神セイクリツド器・ギアマニアだ。──けどよ、サーゼクスとミカエルはそこまでバカじゃねぇと思うぜ？　少なくともてめぇよりは遥はるかに優ゆう秀しゆうだ」


　アザゼルの言葉に女性は顔を歪ゆがませる。


「世よ迷まい言ごとを！　いいでしょう、いまここでトドメを刺さします。新世界創そう造ぞうの第一歩として、堕だ天てん使しの総督であるあなたを滅ぼす！」


　強い口調で物申している女性。けど、アザゼルは愉ゆ快かいそうにしているだけだ。


　アザゼルが懐ふところから一本の短たん剣けんらしきものを取りだした。


「それは──」


　訝いぶかしげに見ている女性へアザゼルは短剣の切っ先を向ける。


「……神セイクリツド器・ギアマニアすぎてな。自分で制せい作さくしたりすることもある。レプリカ作ったりな。まあ、ほとんどのものが屑くずでどうしようもないが。神セイクリツド器・ギアを開発した神はすごい。俺が唯ゆい一いつ、奴やつを尊そん敬けいするところだ。──だが、甘あまい。『神ロン滅ギ具ヌス』と『禁バランス手ブレイカー』なんていう神と魔王、世界の均きん衡こうを崩くずせるだけの『バグ』を残したまま死んじまったんだからな。ま、だからこそ、神セイクリツド器・ギアはおもしろいんだけどよ」


「安心なさい。新世界で神セイクリツド器・ギアなんてものは絶ぜつ対たいに作らない。そんなものがなくても世界は機き能のうします。──いずれは北ほく欧おうのオーディンにも動いてもらい、世界を変動させなくてはなりません」


　ニンマリと口の端はしをつり上げたあと、アザゼルは吐はき捨すてる。


「それを聞いてますますおまえらの目的に反へ吐どが出る思いだ。ヴァルハラ!?　アース神族!?　横合いからオーディンに全部かっさらわれるつもりかよ。というよりもな、俺の楽しみを奪うばう奴は──消えて無くなれ」


　アザゼルの持つ短剣が形を変えるっ！　パーツがわかれて光が噴ふきだしていく。


「──ッ！　ま、まさか！　アザゼル、あなたは！」


　何かをつかんだ女性を前に堕天使の総督は力のある言葉を発した！


「禁バラン手ス・ブ化レイク……ッ！」


　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが辺りを包み込こむ。光が止やんだあと、そこにいたのは黄金の全プレー身ト・ア鎧ーマーを身につけた者だった──。


　金色にキラキラ輝かがやき、生物的なフォルムをしていた。──まるでドラゴン。


　バッ！　背せ中なかから十二枚まいもの漆しつ黒こくの翼を展てん開かいさせる。黒い羽が周囲に舞まった。


　ドラゴンを模もした黄金の鎧よろいが黒い翼を羽ばたかせる。ちょっと、カッコイイと思っちまった。アザゼルがドラゴンの鎧を装そう備びしやがったッ！　手には巨きよ大だいな光の槍やり！


「『白バニシいング・龍ドラゴン』と他のドラゴン系けい神セイクリツド器・ギアを研究して作りだした、俺の傑けつ作さく人工神セイクリツド器・ギアだ。『堕ダウ天ン・龍フオのール・閃ドラゴ光ン・槍スピア』、それの擬ぎ似じ的な禁バランス手ブレイカー状じよう態たい──『堕ダウン・天フオール・龍ドラゴン・のアナザー・鎧アーマー』だ」


　鎧越ごしに感じるドラゴンの波動。それは並なみじゃない！　俺がいままで感じたなかでも圧あつ倒とう的なまでにトップクラスの力強いオーラを全身から発してる。コカビエルなんて目じゃない！


　うおおおお！　なんか、禁バランス手ブレイカーのバーゲンセールだぜ！　レアな現げん象しようじゃなかったっけ!?


『いや、あれは正せい確かくな禁バランス手ブレイカーではない』


　どういうことだ、ドライグ？


『神セイクリツド器・ギアをバースト状態にして強きよう制せい的な覚かく醒せいをしているんだろう。一種の暴ぼう走そうだ。あれでは戦せん闘とう後に神セイクリツド器・ギアが壊こわれる。人工神セイクリツド器・ギアとやらを使い捨てで使用する気か？』


　使い捨て人工神セイクリツド器・ギアか！　それにしたって、何をどうやってドラゴンのオーラを発せられるようになったかはわからない。けど、アザゼルの神セイクリツド器・ギア開発はとんでもないな！


　ちなみに本来の具現化タイプの神セイクリツド器・ギアは所有者が死なない限かぎり、何度壊れても再さい生せいできる。


　逆ぎやくに特とく殊しゆな儀ぎ礼れい方式で神セイクリツド器・ギアを奪うばわれたりすると、死んだりすることもあるようだけど。


　左ひだり腕うでの籠こ手ての宝ほう玉ぎよくや禁バランス手ブレイカー状態の鎧に存そん在ざいする複ふく数すうの宝玉は機能のひとつでしかなく、破壊されても再生可か能のうだったりする。対ついの存在なら、白はく龍りゆう皇こうのも同様だろうな。


「ハハハ！　さすがだな、アザゼルは！　やっぱり、すごい！」


　ヴァーリが笑う。強つわ者ものを目の前にしてこの笑い！　不ふ敵てき？　いや、イカレてる！


　アザゼルがヴァーリへ顔を向ける。


「ヴァーリ、てめえも相手をしてやりたいところだが……。まあ、『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』と仲良くやってな」


　冗じよう談だんじゃない！　こんなのと仲良くしたくありません！


「でも、アザゼルと戦ったほうが楽しそうだ」


　ヴァーリも言う。じゃあ、そうしてくれよ！　俺はライバル対決なんて興きよう味みねぇぞ！


「……力を有したドラゴンをベースにしましたね？」


　女じよ性せいの問いにアザゼルは肯こう定ていする。


「ああ、ちょっくら『黄ギガン金テイス龍・ドラ君ゴン』ファーブニルをこの人工神セイクリツド器・ギアに封ふうじてな。二に天てん龍りゆう──『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』と『白バニシいング・龍ドラゴン』の神セイクリツド器・ギアを模もしたのさ。いまのところは成功ってとこか」


　ブーステッド・ギアを真ま似ねした？　ていうか、知らないドラゴンの名前を出されたんですけど……。


『「五大龍りゆう王おう」の一匹ぴきだ。この間もアザゼルがヴリトラの話をしていただろう？　他に「天カオス魔・カのルマ業・ドラ龍ゴン」ティアマット、「西ミスチ海バス龍・ドラ童ゴン」玉ウー龍ロン、「終スリ末ーピのング大・ドラ龍ゴン」ミドガルズオルムがいる。と言っても、大昔にヴリトラは退たい治じされてどこかに封じられた。アザゼルの話だと、ファーブニルも封じられたみたいだな。本来、龍王は六匹いたんだがな』


　あー、なんだか、混こん乱らんしてきた。いきなりそういうこと言われても頭に入らないぞ。


　ティアマットの話は以前どこかで聞いたな。他は一いつ切さいわからん。


『案外、早く会えるかもしれない。ティアマットは俺のことを嫌きらっていたからな』


　うわ、傍はた迷めい惑わくな話を聞いてしまった。もう、なんたらドラゴンに会うのはこりごりだ！


　あ、だからミカエルさんは俺に龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの剣けんをくれたのか。


「アザゼル！　それだけの力を持ちながら、あなたは！」


「──カテレア、『無ウロ限ボロのス・龍ドラ神ゴン』をバックにしておいてよく言うぜ」


「……神セイクリツド器・ギアの研究はそこまで進んではいなかったはずです……」


「その様子じゃ、俺の組そ織しきを裏うら切ぎった輩やからが神セイクリツド器・ギア研究をいくらか持ちだしたみたいだな。だが、無む駄だだ。真理に近い部分は俺とシェムハザしか知らない」


　舌した打ちする女性の体を青黒いオーラが覆おおう。


「私は偉い大だいなる真のレヴィアタンの血を引く者！　カテレア・レヴィアタン！　あなたごとき忌いま々いましい堕だ天てん使しに負けはしない！」


　吠ほえる女性！　てか、この人がレヴィアタンさま？　ま、まあ、確たしかに俺が想そう像ぞうしていたレヴィアタンさまに近いな。カテレアと名乗った女性を、アザゼルは手て招まねきする。


「来いよ」


「なめるなッ！」


　特大のオーラをまとって、女性が猛もうスピードで飛びだす！


　ザンッ!!


　一いつ瞬しゆんの出来事だった。カテレアって女性がアザゼルに飛びこみ、アザゼルも槍やりを持って対たい応おうした。


　刹せつ那な──。ブシュッ！　女性の体から鮮せん血けつが噴ふん出しゆつした。力なく、その場にひざをつく。


　見れば、女性の遥はるか後方まで地面が裂さけていた。アザゼルの一いち撃げきの余よ波はで地面が抉えぐれたんだろうな。すっげぇ、威い力りよく！　コンマの世界で攻こう防ぼうが起こり、決着がついたのだろう。


「──ただではやられません！」


　カテレアが自身の腕を触しよく手しゆのように変化させ、アザゼルの左腕に巻まきつける。


　女性の体に怪あやしげな紋もん様ようが浮うかび上がった！


「あれは、自じ爆ばく用の術じゆつ式しきだわ！」


　部長がそう言う。マジですか！　あれ、自爆用？　死ぬ覚かく悟ごか、この女性は！


　アザゼルは触手を引きはがそうとするが、一向に剝はがれる気配はない。


「アザゼル！　この状じよう態たいになった私を殺そうとしても無駄です！　私と繫つながれている以上、私が死ねばあなたも死ぬように強力な呪じゆ術じゆつも発動します！」


「──ッ。犠ぎ牲せい覚悟で俺に大ダメージってか。安っぽい発想だが、効こう果かは絶ぜつ大だいなわけだ」


「イッセー、ギャスパー！　距きよ離りを取るわよ！　このままでは自爆に巻き込まれる！」


「でも、部長！　アザゼルは？」


「彼もいち組織の総そう督とくなら、なんとかするでしょう！　それよりも私たちが巻き込まれて死ぬわ！」


　そりゃ大変だ！　部長と一いつ緒しよに死ぬのは美しいが、こんなところで、しかも他者の戦いに巻き込まれて死ぬのは嫌いやだ！


　俺たちは急いで距離を取る。ある程てい度ど離はなれたところで、部長が防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを幾いく重えにも展てん開かいして爆ばく破はの余波に備そなえようとしていた。


「わっ！」


　ギャスパーの悲鳴！　見ればギャスパーの両りよう眼めに何かの呪術的な紋様が刻きざまれていた。


「悪いな、それ、封ふうじさせてもらう。時を停とめてくるのはウザいんだ」


　──ヴァーリかッ！


「しかしさ、能のう力りよくと発動条じよう件けんを知れば大した驚きよう異いでもないな、その神セイクリツド器・ギアは。弱点だらけだ。視し覚かくを奪うばう術すべなんていくらでもある。それに幻げん術じゆつをくらえば味方にも被ひ害がいを出す諸もろ刃はの剣つるぎと化すぞ」


　奴やつは空を飛んでいた。それが一番だよね！　つーか、奴が言う通り、ギャスパーは現げん状じようで俺同様弱点だらけだ。「神セイクリツド器・ギアが強力＝強い」ってのは俺のなかで幻げん想そうになりつつあるぞ！


　アザゼル、あんたの言う通りだ。いくら神セイクリツド器・ギアが強くても宿主がダメなら全部ダメだ！


　てか、俺はまだ空を飛べなかったりする！　クソ！　俺もギャスパーのことは言えないな。修しゆ業ぎよう不足だ！


　離れた場所からアザゼルの様子を見ている俺たち。アザゼルはいまだ触手を解とけないでいた。槍やりで切ろうにもダメージを与あたえられずにいるようだ。


「その触手は私の命を吸すった特別製せい。切れませんよ」


　不ふ敵てきに笑う女じよ性せい。アザゼルは切るのを諦あきらめたのか、肩かたをすくめた。次の瞬間──。


　バシュッ！


　左ひだり腕うでごと触手を切り離す！　うわっ！　マジか！　自分の腕を切り落としやがった！


　アザゼルの左腕の傷きずから鮮血が迸ほとばしった。切り落とされた腕のほうは塵ちりと化す。


「ッ!?　自分の腕を!?」


　驚おどろくカテレアだが、その腹ふく部ぶをアザゼルが投げ放った光の槍が貫つらぬく！


「片かた腕うでぐらいおまえにくれてやるよ」


　シュワッ。


　カテレアの体は爆破することなく、塵と化して空へ消えた。光の大ダメージを受けたから、消しよう滅めつしたのだろう。悪あく魔まだから、光は猛もう毒どく。それに例外はなかったようだ。


　カッ！　アザゼルの鎧よろいが解かい除じよされる。堕天使の総督は失った腕に未練もなさそうにして、舌打ちだけした。


「チッ。人工神セイクリツド器・ギアの限げん界かいか。まだ改良の余地が多分にあるな。……核かくの宝ほう玉ぎよくが無事なら、また作り直せる。もう少し俺に付き合ってもらうぜ、『黄ギガン金テイス龍・ドラ君ゴン』ファーブニル」


　と、手に持つ宝玉らしきものに軽くキスをしていた。


　……あのレヴィアタンと名乗った女性とアザゼルの決着はついた。残るは──。


　夜空から白い鎧を着たヴァーリが降おりてくる。


「さすがアザゼル。でも、鎧が解除されたな。まだまだ人工神セイクリツド器・ギアは研究が必要なわけか」


　ヴァーリに向き直るアザゼル。


「さて、ヴァーリ。どうする？　俺おれはまだやれるぞ？　鎧がなくても片腕でも十分におまえと戦える」


　アザゼルは手に光の槍を出現させ、刃やいばを白はく龍りゆう皇こうへ向ける。そのケガでまだ戦うのか？　なんつー闘とう争そう心だ！　構かまえるアザゼルを一いち瞥べつし、ヴァーリは俺たちに問いかける。


「しかし、運命ってのは残ざん酷こくだと思わないか？」


　…………？　なんだ、突とつ然ぜん。こいつ、何が言いたいんだ？


「俺のように魔王プラス伝説のドラゴンみたいな思いつく限かぎり最強の存そん在ざいがいる反面、そちらのようにただの人間に伝説のドラゴンが憑つく場合もある。いくらなんでもこの偶ぐう然ぜんは残酷だと俺は思うな。ライバル同士のドラゴン神セイクリツド器・ギアとはいえ、所有者二名の間の溝みぞはあまりに深すぎる」


　お、俺のことか？　自身を指さす俺。ヴァーリはおかしそうにうなずく。


「キミのことは少し調べた。父は普ふ通つうのサラリーマン。母は普通の専せん業ぎよう主しゆ婦ふで、たまにパートに出ている。両親の血けつ縁えんはまったくもって普通。先祖に力を持った能力者、術者がいたわけでもない。もちろん、先せん祖ぞが悪魔や天使に関かかわったこともない。本当に何の変へん哲てつもない。キミの友人関係も特別な存在ではない。キミ自身も悪魔に転生するまで極ごく普通の男子高校生だった。──ブーステッド・ギア以外、何もない」


　奴やつは哀あわれむような表情で、嘲あざ笑わらう。


「つまらないな。あまりにつまらなすぎて、キミのことを知ったとき、落らく胆たんよりも笑いが出た。『ああ、これが俺のライバルなんだ。まいったな』って。せめて親が魔ま術じゆつ師しならば、話は少しでも変わったかもしれないが……。そうだ！　こういう設せつ定ていはどうだろうか？　キミは復ふく讐しゆう者しやになるんだ！」


　…………？　こいつの言っている意味がわからない。なんていうか、違ちがう方向に頭が良い奴ってこんな感じだよな。俺にはとうてい理り解かいできないぜ。


　こいつは朱乃さんやギャスパーと違って、自分の生おい立ちが嫌いやじゃないのは理解できた。


　さぞ、自じ慢まんの血ち筋すじなんだろうな。生まれに苦しむ者もいれば、歓かん喜きする者もいる。世界は俺の脳のう内ないで処しよ理りできないぐらいに複ふく雑ざつだ。


　だが、次の言葉は俺でもわかった。明めい確かくなほど。


「俺がキミの両親を殺そう。そうすれば、キミの身の上が少しはおもしろいものになる。親を俺のような貴き重ちような存在に殺されれば晴れて重じゆう厚こうな運命に身を委ゆだねられると思わないか？　うん、そうしよう。どうせ、キミの両親は今後も普通に暮くらし普通に老おいて、普通に死んでいく。そんなつまらない人生よりも俺の話した設定のほうが華はなやかだ！　な？」


　…………。


　言い表せない。心中に生まれた、この思いを俺は表ひよう現げんできなかった。


　かつてないほどの感かん情じようが俺のなかで生まれようとしている。


　ただ、これだけは言える。


「殺すぞ、この野や郎ろう」


　ぼそりと俺は口から出した。


　そのとき、初めて頭が理解する。ああ、これが「殺意」ってやつなんだ、と。


「……おまえの言う通り、俺の父さんは朝から晩ばんまで家族のために働く極普通のサラリーマンだ。俺の母さんは朝昼晩と俺たち家族のためにうまい飯を作ってくれる普通の主婦だ。……でも、俺をここまで育ててくれた。俺にとって最高の親なんだよ」


　なんで、こんな野郎に俺の父さんと母さんを殺されなきゃいけない？


　それもくだらない理由でだ。父さんも母さんもおまえと関係ない。


「……殺す？　俺の父さんと母さんを？　なんで、てめえなんかの都合に合わして殺されなくちゃいけないんだよ。貴重だとか、運命だとか、そんなの知るかよッ！」


　こいつだけは許ゆるせない。ヴァーリ・ルシファー。


「やらせるか」


　こいつだけは絶ぜつ対たいに許せないッ！


「てめえなんぞに俺の親を殺されてたまるかよォォォォォォォォッッ！」


『Wウeエlルsシhユ Dragonドラゴン oオvーeバrー boosterブースター !!!!』


　俺の怒いかりに呼こ応おうしたのか、神セイクリツド器・ギアが真っ赤で強大なオーラを解とき放ち始めた。


　アザゼルからもらっていたリングも作用したのか、俺は『赤ブース龍テツド帝・ギア・のスケイル鎧メイル』を何の犠ぎ牲せいも払はらわずに装そう備びできていた。


　しかし、左ひだり腕うでの籠こ手ての宝ほう玉ぎよくにカウントダウンらしきものが発生している。時間的には、十五分もない。それでも十秒だけの未完成禁バランス手ブレイカーよりはマシか。


「──っ。見ろ、アルビオン。兵ひよう藤どう一いつ誠せいの力が桁けた違ちがいに上がったぞ。怒りという単たん純じゆん明めい快かいな理由が引き金だが、これは……ハハハハ、心ここ地ちよい龍りゆうの波動だな」


『神セイクリツド器・ギアは単純で強い想おもいほど力の糧かてとする。兵藤一誠の怒りは純じゆん粋すいなほど、おまえに向けられているのさ。──真っ直すぐな者、それこそドラゴンの力を引き出せる真理のひとつ』


「そうか。そういう意味では俺よりも彼のほうがドラゴンと相あい性しようがいいわけだ」


　知るか！　とにかく、こいつをどうにかしないと俺の周囲が不幸になる！　させるか！


「だが！　頭が悪いのはどうだろうか！　兵藤一誠！　キミはドライグを使いこなすには知ち恵えが足りなすぎる。それは罪つみだよ」


「さっきからベラベラ俺がわからないことを言ってんじゃねぇぇぇぇぇっ！」


「そう！　それこそ、バカというやつなんだ！」


　背せ中なかの魔力噴ふん出しゆつ口からオーラを噴ふきだして、俺はヴァーリに向かって飛びだす！　ヴァーリが顔面をマスクで覆おおった。戦せん闘とう態たい勢せいってことか！　まだ二度目の禁バランス手ブレイカーだけど、ライザーのときのように失敗攻こう撃げきは許されない！


　しかし、ヴァーリは軽かろやかに避よけて、俺のタックルをかわした！　まだだ！


　俺は体勢を宙ちゆうで立て直し、避けた先のヴァーリに再さい度ど飛びこんでいく！　籠手からアスカロンを伸のばして、下手な剣けん戟げきで攻撃を繰くりだす！


　けど、ただ振ふり回すだけの斬ざん戟げきでは、光の動きで避け回るヴァーリに一ひと太た刀ちも浴びせることが叶かなわない。


『ヴァーリ、その剣けんは龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの力を帯びている。一太刀浴びれば大きなダメージは否いなめないぞ』


「そうか、アルビオン。だが、当たらなければ意味はないさ！」


　奴やつの言う通り、俺の腕うで前まえではかすることすらできない。クソ！　こんなことなら、木場からもっと剣けん術じゆつを習っておくべきだった！　今度マジで習おう！


　この禁バランス手ブレイカー状じよう態たいならば倍ばい増ぞう能のう力りよくを好きなときに好きな配分で一時的に使用可か能のうだ。


『だが使うたびに体力か魔力を消しよう耗もうする。倍増する能力が高ければ比ひ例れいして、おまえのスタミナを奪うばう。それが本来の俺の禁バランス手ブレイカー能力だ。仮かり初そめ状態の禁バランス手ブレイカーとはいえ、たった一回で鎧よろいを維い持じする力を消耗してしまう愚ぐ行こうだけは犯おかしてくれるなよ？　アザゼルから貰もらった腕うで輪わでも限げん界かいがあるぞ。使うたびに禁バランス手ブレイカーしている時間が減げん少しようする』


　この状態を維持するだけでも体力使うってことか！　ヴァーリのほうは余よ裕ゆうそうだ！


『相手のヴァーリは魔力が凄すさまじいようだ。対ついの存そん在ざいである白はく龍りゆう皇こうもまた能力を使うたびに力を削けずるが、所有者のスタミナが強大ならば使用できる時間も膨ぼう大だいだろうな』


　チッ……！　嫌いやな現げん実じつだ！　俺とヴァーリの力量差は決定的！　やっぱ、俺のほうが遥はるかに弱い！　当たり前か。あっちは完全な禁バランス手ブレイカー。こっちはいろいろな手助けがあって、制せい限げんが厳きびしい禁バランス手ブレイカー。いや、それ以前に俺と奴は──基き本ほんスペックが違ちがいすぎる！


　ドンッ！


　ぐはっ……！　一いつ瞬しゆん、息が詰つまった。胸むねに重い拳こぶしの一いち撃げきを食らう！　重い！　てか、速すぎて見えなかったぞ。なんて一発だ！　たったのこれで足がガクガクいってやがる！　よ、鎧にもヒビが！　こんなのを何発も受けてたら、ソッコーで終わりだ！


「これが俺のライバルか！　ハハハハ！　困こまったな！　弱いよ！　弱すぎるよ！」


　俺のことを散々バカにするヴァーリ。でも、そう感じているのは本当なんだろう。


「イッセー！」


　部長が俺のことを心配そうに見守ってる。惚ほれた女の前で格かつ好こう悪い様を見せたくない！


　俺は一いつ般ぱん家庭の両親の間に生まれて、悪あく魔まに転生し、偶ぐう然ぜんドラゴンの力も得ていた。


　あいつは旧きゆう魔王の血ち筋すじで、伝説のドラゴンの力を得て生まれてきた。


　俺に才さい能のうなんてないだろう。そして、あいつには溢あふれるほどの才能があるんだろうさ。


　強力な神セイクリツド器・ギアを使いこなす、強い所有者──理想的な存在。まさにヴァーリのことだ。


『Divide!デイバイド』


　白龍皇の宝玉から音声が聞こえ、俺の力が一気に消失する。あいつが俺の力を半分にしたのか!?　発動の原げん因いんは先ほどの胸に受けた一撃!?


『Boost!ブースト』


　しかし、俺の神セイクリツド器・ギアも発動して、力はもとに戻もどる。


『相あい棒ぼう、半分にされた力は俺の力でもとに戻るが──。「白バニシいング・龍ドラゴン」の他の能力が厄やつ介かいだ』


　ドライグ、どういうことだ？


『奴やつは相手の力を半分にし、減へらした分の力を自分に加算するんだよ。つまり、おまえの力を奪うばい、自分の力としている。スタミナは回かい復ふくできないがな。あくまでパワーのみだ』


　じゃ、じゃあ、俺はマイナスからもとに戻っても、奴はプラスになっていくのか!?


『そうだ。だが、どんなに宿主がスゴくても上限はある。キャパシティを超こえる力は背中の光の翼つばさから吐はきだすことで、身を滅ほろぼすことなく力の上限を維持し続けているのさ』


　あいつは常つねに力をピーク状態にできて、バーストし自じ爆ばくすることはないってことか……。


「ほらほらほら！」


　遊ぶようにヴァーリが撃うちだしてくる無限にも等しい魔力の弾たま。俺は逃にげることも叶わなかった。奴が軽く出しているであろう弾の一発一発は重いダメージを残していく。全身痣あざだらけになっているって容よう易いに想そう像ぞうできる。


　くっ……。どうにかしてあいつに一撃浴びせたい。じゃないと、この心中に生まれたドス黒いものを抑おさえることなんてできない……ッ！


　ヴァーリは攻こう撃げきを継けい続ぞくさせながらもムカつく口調を繰くり返す。


「攻撃も単調だ。ただ突つっ込こむだけ。それでは意味がない。宝たからの持ち腐ぐされ。力の使い方も下手だ」


　あー、そうかい。俺は下手かい。だったら、わかったよ。


「これでは白龍皇と赤せき龍りゆう帝ていのライバル対決は──」


　ゴォオォォォォォォォォオオオオンッッ！


　奴が言い切る前に、俺は背せ中なかの噴出口から魔力を一気に噴ふかせて弾だん幕まくのなかへ飛び込んでいく。体の各所に魔力の弾がことごとく当たっていった。


　痛いたい！　けど、それがどうした！　たった一発──。たった一発でいいッ！


　左手を強く握にぎる。力はここ一点で十分だ。他に回すパワーなんていらないッ！


　防ぼう御ぎよなんてものもこの際さい、捨すててやるッ！


　鎧よろいに魔力の弾が被ひ弾だんして、装そう甲こうが少しずつ破は壊かいされていく。顔面にも当たり、マスク部分も壊れていった。


「突とつ貫かんか。バカのひとつ覚えだな。そんなもので──」


　ヴァーリが光の盾たてらしきものを前方に展てん開かいして、防御しようとするが──。


「ドライグゥゥゥゥッ！　収しゆう納のうしているアスカロンに力を譲じよう渡とだッッ！」


『承しよう知ちッ！』


『Transfer!!トランスフアー』


　ドクン！　俺の左手に強大な力の波が流れていく。どうせ剣けんの心得はない。なら、剣を籠こ手てに収納したままの状じよう態たいで龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの力だけを拳に宿らせるッ！


　殴なぐるだけなら俺でもできるからな！


　ゴンッッ！


　俺の拳は奴の光の盾をなんなく破壊して、顔面へ鋭するどく打撃を食い込ませていた。


「──ッッ？？？？？？？？？」


　思いがけない攻撃を受けたせいなのか、奴の体たい勢せいがぐらりと歪ゆがむ。


　バキッ……。


　白はく龍りゆう皇こうの兜かぶとはマスク周辺からヒビが広がり、崩くずれた箇か所しよからヴァーリの顔の一部を覗のぞかせていた。


　──ここだ！


　俺は白龍皇が余あまったパワーを噴きだしているという光の翼の付け根に手を回した。


「おまえの神セイクリツド器・ギアの効こう果かはここから来ているそうだな。だったら！」


『Transfer!!トランスフアー』


　俺おれの力が過か剰じようなまでに白龍皇デイバイン・デイバイデイングの鎧・スケイルメイルへ譲渡される。刹せつ那な、俺は体から力が一気に抜ぬかれる感覚に襲おそわれた。体力と魔ま力りよくをかなり消しよう耗もうしたか！　だが、これでいい！


「吸すい取る力と吐はきだす力を一気に高める！　処しよ理りしきれなくなるほどな！」


「くっ！」


　ビィィィィィィン！


　白龍皇デイバイン・デイバイデイングの鎧・スケイルメイルの宝ほう玉ぎよくすべてが白、赤、青、黄とハチャメチャな点てん灯とうを繰り返すようになった。途と端たんに奴の体から凄すさまじいほどに感じたドラゴンの力が消失していく。


　奴の神セイクリツド器・ギアの特とく性せいを利用させてもらった。


　相手の力を奪うばい、自分の糧かてにしていく能のう力りよく。しかし、加算されていく力の上じよう限げんは決まっていて、宿主の力量しだい。上限を超こえる力は光の翼から噴きだされて処理される。


　なら、奪う力と噴きだす力を同時に加速させたらどうなる？


　処理しきれないほどの力を奪い、同時に過剰なまでに力が吐きだされる。白龍皇の機能をオーバードライブさせた。結果、白龍皇デイバイン・デイバイデイングの鎧・スケイルメイルは機能を停止させたわけさ！


『──ッ！　なんてことだ……ッ！　ヴァーリ、一度体勢を立て直せ！』


　ヴァーリがアルビオンの声に反はん応のうして、両りよう腕うでをクロスして防御しようとするが──。


　バガンッッ！


　アスカロンの力がこもった左ひだり拳こぶしを打ち出すと、ヴァーリの防御を両腕の籠手ごと難なんなく破壊し、腹ふく部ぶに打撃が突き刺ささる。白く輝かがやいていた白龍皇デイバイン・デイバイデイングの鎧・スケイルメイルは呆あつ気けなく壊こわれていく。


　これが龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの威い力りよくか!?　相手の鎧がまるで紙のようじゃねぇか！


　ゴボッ……。


　ヴァーリの口から鮮せん血けつが飛びだす。腹部を押おさえながらよろよろと後方へ下がっていった。口の端はしから血を流しながら、ヴァーリは楽しそうに笑う。


「……ハハハ、スゴいな！　俺の神セイクリツド器・ギアを吹ふっ飛ばした！　やればできるじゃないか！　それでこそ、ライバル──」


　ガンッ！　容よう赦しやない俺のストレートが一撃奴やつの顔面に入っていった。


「……殴らせてもらったぜ。おまえだけは殴らないと気が済すまなかった」


　よし！　とりあえず、俺の両親をバカにした分は返した。だが、ドライグが舌した打ちする。


　そうこうしているうちにヴァーリの鎧は再ふたたびもとの状態に戻もどったからだ。


　マジかよ、壊れた部分が直ってやがる！　まさか、何度も壊さないと倒たおせないのか!?


『所有者を戦せん闘とう不能にするまで戦いは終わらんさ。このままではいかんな。埒らちが明かない。制せい御ぎよ装そう置ちの限界時間内に奴を倒すのは至し難なんの業わざだ。逃にげるのが一番の得とく策さくだが、そういうわけにもいかないのだろう？』


　当然だ！　部長たちを置いていけるわけがない！　ていうか、この結界内でどこに逃げるってんだ！


『では、どうする？　実力の差は大きく開いたままだ。制御装置のおかげでなんとかできているが、制せい限げん時間付きでは話にならん。──負けるぞ？』


　…………。どうしたものか。そのとき、ふと俺の視し界かいにとあるものが映うつり込んだ。


　その瞬しゆん間かん、俺の脳のう内ないである考えが浮うかぶ。……試ためしてみるか？　いや、ものは試しだ。


　どうせ、このままじゃ俺は時間が来て負ける！　その前になんとかしなきゃ！


「なあ、ドライグ。神セイクリツド器・ギアは想おもいに応こたえて進化するんだよな？」


『ああ、そうだが……。どうした？』


　俺は足あし下もとに転がっている──『白バニシいング・龍ドラゴン』の宝玉を拾った。先ほど、俺が奴を殴ったときに鎧が破は損そんして飛びだしたものだ。奴本体の鎧は宝玉含ふくめ破損した部分を修しゆう復ふくしたようだけどな。


　ヴァーリにとってみればこの宝玉は時間が経たてば塵ちりに返る、どうでもいいものだろう。だが、これには少なくとも白龍皇の力がわずかでも宿っているはずだ。


「俺のイメージをおまえに伝える。──やってみてくれ！」


　俺は脳内で思い描えがいたものを内にいるドライグへ伝達させる！　強く思い描くんだ！


　このイメージが可か能のうならば、俺は──。


『──ッ。……相あい棒ぼう、危き険けんなイメージを送り込んでくるものだな。だが、おもしろい！　死ぬかもしれないが、その覚かく悟ごはあるか？』


「死ぬのはカンベンだな。俺はまだ部長の処しよ女じよをもらっていない。──痛いたみなら、我が慢まんしてやる！　それで目の前のクソ野や郎ろうを超えられるならなッ！」


『フハハハハハハハハハハハハハッッ！　いい覚悟だ！　ならば俺も覚悟を決めよう！　正気の沙さ汰たではないが──我われは力の塊かたまりと称しようされた赤き龍りゆうの帝てい王おう！　お互たがい、生きて超えてみせるぞ、相棒！　否いなッ！　兵藤一誠ッッ！』


「応おうッ！」


「何をするつもりだ？」


　ヴァーリが興きよう味み深そうに訊きいてくる。


「『白バニシいング・龍ドラゴン』！　アルビオン！　ヴァーリ！　もらうぜ、おまえの力！」


　俺は右手の甲こうに存そん在ざいする赤せき龍りゆう帝ていの宝玉を叩たたき割わり、そこへ先ほど拾った『白バニシいング・龍ドラゴン』の宝玉をぶち込んだ！


　──おまえの消失の力！　俺の神セイクリツド器・ギアに移い植しよくしてやる！


　戦いのなか、俺の脳のう裏りにとある場面が思い出されたんだ。それは先日のコカビエルとの一戦だ。あの戦いで、不可能とされた聖せいと魔まの融ゆう合ごうを木場は果たした。


　右手から白銀のオーラが発生し、俺の右半身を包み込む。──宝ほう玉ぎよくからの現げん象しようか？


　ドクン。俺のなかで何かが脈打ち、とたんに形けい容ようしがたい激げき痛つうが宝玉を埋うめ込んだ右手から全身に瞬しゆん時じに伝わっていく……ッ！


　ぐっ……。あっ……。


「うがあああああああああああああああああああああああああッッ！」


　痛いてぇ！　痛ぇ！　痛ぇよッ！　クソ！　なんだ、こりゃ!?


「ぬがあああああああああああああ！　あ、あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」
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　あまりの痛さに思考が飛ぶ。


　痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いッッ！　以前食らった光の槍やりのダメージなんて、これに比くらべたら……。ぐっ、あっ、がああああああああああああああっ！


「ッ！　俺の力を取り込む気か？」


　俺のやろうとしていることに気づき、ヴァーリが驚おどろいた様子を見せる。


『無む謀ぼうなことを。ドライグよ、我らは相反する存在だ。それは自じ滅めつ行こう為いに他ほかならない。──こんなことでおまえは消滅するつもりなのか？』


　淡たん々たんと話すアルビオン。


『ぐおおおおおおおおおおおおおおおっっ！』


　ドライグも苦く悶もんを漏もらしていた。神セイクリツド器・ギアに宿る龍帝も俺と同様に激痛を味わっているのか？　だが、ドライグは悲鳴を出しながらも、笑いを含ふくませる。


『アルビオンよ！　おまえは相変わらず頭が固いものだ！　我らは長きに亘わたり、人に宿り、争い続けてきた！　毎回毎回同じことの繰くり返しだった！』


『そうだ、ドライグ。それが我らの運命。お互たがいの宿主が違ちがったとしても、戦い方だけは同じだ。おまえが力を上げ、私が力を奪うばう。神セイクリツド器・ギアをうまく使いこなしたほうがトドメをさして終わりとなる。今までもこれからも』


　アルビオンの言葉にドライグは不ふ敵てきな笑いを向ける。


『俺はこの宿主──兵藤一誠と出会ってひとつ学んだ！　──バカを貫つらぬき通せば可能になることがある、とな！』


　バカで結けつ構こう！　どうせ才能で勝てないなら、バカを通して勝ってやる！


「俺の想いに応えろォォォォォォォォッッ！」


『Vanishing バニシング Dragonドラゴン Power パワーis takenイズ　テイクン!!』


　俺の右手がまばゆい白い光に包まれた！　真っ白なオーラが右みぎ腕うでを包む！


　そして──。俺の右手には白き籠こ手てが出しゆつ現げんしていた。


「……へへへ、『白ディ龍バイ皇ディのング籠・手ギア』ってとこか？」


　赤い鎧よろいのなかで、右腕の肘ひじから先だけが白いんで不ぶ格かつ好こうになっちまったけどな。


『あり得ん！　こんなことはあり得ない！』


　アルビオンが驚きよう愕がくの声こわ音ねを出していた。


「いや、可か能のう性せいは少しだがあった。俺の仲間が聖と魔の融合をして、聖せい魔ま剣けんなんてものを創つくりだした。それは神がいないためにバランスが崩くずれているから、実現可能になったらしい。まあ、お偉えらいさん方の言葉を借りるなら、システムエラーとか、プログラムバグとかいう状じよう態たいか？　それをちょっと利用したのさ」


『……「神セイクリツド器・ギアプログラム」の不ふ備びをついて、実現させたというのか？　いや、しかし、こんなことは……。思いついたとしても実じつ際さいに行うのは愚おろかだ……。相反する力の融合は、何が起こるかわからない。それがドラゴンの関かかわるものだとしたら、死ぬかもしれなかったのだぞ？　否いな、死ぬほうが自然だ』


　いまだ信じられない様子のアルビオン。まあ、正直俺も破やぶれかぶれだったけどさ。


「ああ、無謀だった。──だが、俺は生きている」


　俺の言葉に嘆たん息そくするドライグ。


『だが、確かく実じつに寿じゆ命みようを縮ちぢませたぞ。いくら悪魔が永えい遠えんに近い時間を生きるとしても──』


「一万年も生きるつもりはないさ。だが、やりたいことが山ほどあるから、最低でも千年は生きたいけどな」


　パチパチパチ。


　俺へ拍はく手しゆを送るヴァーリ。何のつもりだ？


「おもしろい。なら、俺も少し本気を出そう！　俺が勝ったら、キミのすべてとキミの周りにあるすべても白はく龍りゆう皇こうの力で半分にしてみせよう！」


　ヴァーリが空中に漂ただよい、腕を大きく広げる。光の翼つばさも巨きよ大だいに伸のびていく。


「半分？　俺の力ならともかく、俺の周囲を半分にするってどういうことだ？」


　俺の問いかけに奴やつは哄こう笑しようをあげる。


「無知は怖こわい！　知らずに死ぬのも悪くないかもしれないな！」


　なんだかムカつく！　こいつ、散々俺をバカにしやがって！


『Half ハーフDimension!デイメンシヨン』


　宝玉の音声と共にまばゆいオーラに包まれたヴァーリが眼がん下かに広がる木々へ手を向ける。


　グバンッ！


　木々が一いつ瞬しゆんで半分の太さになってしまった！　おおっ！　マジで半分になるのか!?


　グバババババンッ！


　さらに周囲の木々が圧あつ縮しゆくされるかのように半分になっていく。旧きゆう校こう舎しやの風景を壊こわすな！


「赤せき龍りゆう帝てい、兵藤一誠。おまえにもわかりやすく説明してやろう」


　と、アザゼルが言う。おおっ、総そう督とく。お願いします。バカな俺にもわかるようにひとつ。


「あの能力は周囲のものをすべて半分にしていく。つまり白龍皇が本気になったら、リアス・グレモリーのバストも半分になる」


　…………。


　────っ。


　…………。


　はい？　俺はかつてないほど思考が飛び、脳のう内ないは疑ぎ問もん符ふだらけとなった。


　理り解かいできなかった。俺の世界観をすべて根底から崩くずすような話。俺はそれを心底理解できなかった。しかし、ふいに底から生じる並なみ々なみならぬ激げき情じようが俺の全身を支し配はいする。





　おっぱい　が　半分　に　なる。





　部長　の　おっぱい　が　半分　に　なる。





　ギギギと首だけを動かして、部長へ視し線せんを向ける。部長は俺の表情を見て、少しだけ恐おそれおののいていた。


　ああ、部長のおっぱい。素す敵てきなおっぱい。俺の大好きなおっぱい。


　俺のすべて。俺の世界。俺の──。半分になる……？　部長のおっぱいが？


　…………。


「ふ」


　うん。決めた。


「ふざけんなァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァッッッ!!」


　ヴァーリを倒たおそう──。絶ぜつ対たいに倒そう──ッ！


「貴き様さまッッ！　部長のォォォォォ！　俺の部長のおっぱいを半分の大きさにするつもりかァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』


　鎧よろいの各所にある宝ほう玉ぎよくから音声が幾いく重えにも鳴り響ひびく。


「許ゆるさないッッ！　絶対にてめえだけは許さないッッ！　ぶっ倒してやるッッ！　ぶっ壊してやるッッ！　ヴァーリィィィィィィィィィッッ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!!!!』


　俺おれの周囲が弾はじけ飛んだ！　俺の立っている地面も大きく抉えぐれ、クレーターと化していた。


　旧校舎の窓まどが全部割われ、外がい壁へきが崩くずれていく。


　俺の全身はかつてないほどの質しつ量りようのオーラに包み込まれていた。


「アッハッハッハッ！　なんだそりゃ!?　マジかよ！　主あるじさまの胸むねが小さくなるかもしれないって理由でドラゴンの力が跳はね上がりやがった！」


　ゲラゲラと爆ばく笑しようしているアザゼル。


　笑い事じゃねぇッ！　これは笑い事じゃねぇんだよッ！　俺にとっては天地が逆さかさまになる以上に大変なことなんだ！　ああ、スクランブルさ！　これ以上にないほどの危き機きなんだ！


　だからこそ、許せない！　俺の部長のおっぱいを半分にする？　それは許されないんだよッ！　あのおっぱいは俺のものだ！　小さくされてたまるか！　まだまだ揉もみ足りないんだぞ！　まだ吸すってないんだぞ！　まだ挟はさんでもいないんだぞ！


　俺の夢ゆめを奪うばうな、このクソ野や郎ろうォォォォォォッッ！


　改めて思い知った。こいつと俺はわかり合えない！　俺は部長のおっぱいを倍にすることに夢を感じた！　なのにこいつは部長のおっぱいを半分にするという！


　俺はヴァーリに指を突つきつける！　その指を突きつける勢いきおいの余よ波はで遥はるか後方の木々が吹ふき飛んだ。


「リアス・グレモリーに手を出してみろッ！　二度と転生できないぐらい徹てつ底てい的に破は壊かいしてやらぁぁぁぁぁぁっ！　この半分マニアがぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　俺の絶ぜつ叫きようで夜空の雲が割れた。隠かくれていた満月が姿すがたを現あらわす。


「今日は驚おどろくことばかりだ。まさか、女の乳ちちでここまで力が爆ばく発はつするとは。しかし、おもしろい！」


　白はく龍りゆう皇こうが俺へ向かって、飛びだしてくる。──遅おそく感じるな。


　バッ！　俺はその場から離はなれ、飛びだしてきたヴァーリを横合いから蹴けり飛ばした。


「速いッ！　スピードで俺を超こえるのか!?」


　知るかッ！　勝手にビックリしてやがれ！　許すか！　こいつを許してたまるか！　こいつを野放しにしたら部長どころか、朱乃さんのおっぱいまで半分にされるッッ！


　くっ！　想そう像ぞうしただけでゾッとするぜ！　あの素敵なおっぱいが半分になるなんて神ですら許されない行こう為いだッッ！　俺は光速で動き回るヴァーリを難なんなくつかまえると──。


「これは部長おっぱいの分！」


　ヴァーリの腹ふく部ぶに右拳で一いち撃げき！　俺の脳のう内ないで部長のおっぱいが揺ゆれる！


『Divide!!デイバイド』


　同時に移い植しよくしたばかりの白龍皇の力が発動し、ヴァーリを覆おおうオーラが激げき減げんしたように感じた。


「ぐはっ！」


　吐と瀉しや物を口から吐はきだすヴァーリ！　俺はそんなのお構かまいなしに攻こう撃げきを続ける！


「これは朱乃さんおっぱいの分！」


　顔面に一撃！　よし！　兜かぶとが完全に壊こわれた！　俺の脳内で朱乃さんのおっぱいが弾はずむ！


「これは成長中のアーシアおっぱいの分！」


　光の翼つばさを発生している背せ中なかの噴ふん出しゆつ口を破壊！　俺の脳内でアーシアのおっぱいが育つ！


「これはゼノヴィアおっぱいの分！」


　勢いきおいよく、空中高く蹴り上げるッ！　俺の脳内でゼノヴィアのおっぱいが喜ぶ！


「最後だッ！　これは半分にされたら丸っきり無くなっちまう小猫ちゃんのロリおっぱいの分だぁぁぁぁぁぁあああああああッッ！」


　猛もうスピードでタックルをかます！　俺の脳内で小猫ちゃんのおっぱいが泣いた！


「ガハッ！」


　俺の猛タックルにヴァーリが吐血する。よっしゃ、ざまーみろッ！


　ダガンッ！


　地面に叩たたきつけられるヴァーリ。俺の怒いかりは収おさまらず、野郎に近づき言い放つ。


「小猫ちゃんはなー！　小さいおっぱいを気にしてんだぞ!?　それを半分!?　俺が許さない！　あの子からこれ以上おっぱいを奪うなッッ！　その苦しみをおまえは理り解かいできるのか!?　この半分マニアめッ！」


　クソッ！　怒りが収まらない！　もう一発殴なぐっておくべきか!?


　憤ふん怒ぬする俺とは対照的にヴァーリは嬉き々きとした笑えみを浮うかべるだけだ。ムカつくぜ！


「……おもしろい。本当におもしろい」


『ヴァーリ、奴やつの半はん減げんの力に対する解かい析せきは済すんだ。こちらの力の制せい御ぎよ方法と照らし合わせれば対たい処しよできる』


「そうか。これであれは怖こわくないな」


　マジか。もう効きかないのですか！　あんだけ痛いたい思いしたのに！


「アルビオン、いまの兵藤一誠ならば白はく龍りゆう皇こうの『覇ジヤガーノート龍・ドライブ』を見せるだけの価か値ちがあるんじゃないだろうか？」


『ヴァーリ、この場でそれは良い選せん択たくではない。無む闇やみに「覇ジヤガーノート龍・ドライブ」となればドライグの呪じゆ縛ばくが解とけるかもしれないのだ』


「願ったり叶かなったりだ、アルビオン。──『我われ、目覚めるは、覇はの理ことわりに──』」


　何だ？　ヴァーリの野や郎ろう、何かを唱え──。


『自重しろ、ヴァーリッ！　我わが力に翻ほん弄ろうされるのがおまえの本ほん懐かいか!?』


　アルビオンが怒おこってる？　なんだか知らないが、新たな攻撃をしかけてくる前に倒たおしてやるぜ！　俺がヴァーリにトドメとばかりの一撃を放とうとしたとき──。


　夜空に浮うかぶ月をバックに人ひと影かげがひとつ、俺たちのもとへ舞まい降おりた。神速で俺とヴァーリの間に入り込こんでくる。……三さん国ごく志しの武ぶ将しようが着ているような鎧よろいを身にまとった男だ。


「ヴァーリ、迎むかえに来たぜぃ」


　爽さわやかそうな顔つきの若わかい男だん性せいだ。そいつは気軽にヴァーリへ話しかける。


「美び猴こうか。何をしに来た？」


　ヴァーリは口元の血を拭ぬぐいながら立ち上がった。


「それは酷ひどいんだぜぃ？　相方がピンチだっつーから遠路はるばるこの島国まで来たってのによぅ？　他の奴らが本部で騒さわいでるぜぃ？　北の田アー舎ス神族と一戦交えるから任にん務むに失敗したのなら、さっさと逃げ帰ってこいってよ？　カテレアはミカエル、アザゼル、ルシファーの暗殺に失敗したんだろう？　なら監かん察さつ役のおまえの役目も終わりだ。俺っちと一いつ緒しよに帰ろうや」


「……そうか、もう時間か」


　何を勝手に話し込んでやがるんだ？


「なんだ、おまえは？」


　俺が突とつ然ぜん現あらわれたそいつに指をさして訊きく。


「──闘とう戦せん勝しよう仏ぶつの末まつ裔えいだ」


　答えたのはアザゼルだった。はて？　まったく聞き覚えがないんですけど？


「ソッコーで把は握あくできる名前で言ってやる。──奴は孫そん悟ご空くう。西さい遊ゆう記きで有名なクソ猿ざるさ」


　……え？　えええええええええええええええええっ!?


「そ、そ、孫、悟空ぅぅぅぅぅぅっ!?」


　さっきまでの怒りが吹ふき飛ぶほどの驚おどろきだ！　だって、こいつが、あの有名な伝記の！


「正せい確かくに言うなら、孫悟空の力を受け継ついだ猿の妖よう怪かいだ。しかし、まさか、おまえまで『禍カオスの・ブリ団ゲード』入りとは世も末だな。いや、『白バニシいング・龍ドラゴン』に孫悟空か。お似に合あいでもあるのかな」


　アザゼルの言葉にそいつはケタケタと笑う。


「俺っちは仏になった初代と違ちがうんだぜぃ。自由気ままに生きるのさ。俺っちは美猴。よろしくな、赤せき龍りゆう帝てい」


　気軽にあいさつされたよ俺。


　美猴という妖よう怪かいは、棍こんを手元に出しゆつ現げんさせるとくるくると器用に回し、地面に突つき立てた。


　刹せつ那な、地面に黒い闇やみが広がる。それはヴァーリと美猴を捉とらえると、ずぶずぶと沈しずませていく。逃にげるつもりか！　ふざけんな！　てめえには一度俺のおっぱい論をだな！


「待て！　逃のがすか！」


　捕つかまえようとするが──。


　カッ！　俺の神セイクリツド器・ギアが解かい除じよされる。鎧が消えて、俺の力を助けてくれていたリングも崩くずれ去った。リングに助けてもらっていた禁バランス手ブレイカー状じよう態たいが解とけちまった！


「アザゼル！　あのリング、まだないのか!?　こいつを逃がすわけにはいかない！」


「あれは、精せい製せいに恐おそろしいぐらいの時間がかかる。量産もできん。それにあったとしても、多用すれば完全な禁バランス手ブレイカーになれる可か能のう性せいが薄うすれるんだよ。──あくまで緊きん急きゆう処しよ置ち用だ」


　いまがその緊急用だ！　こいつには散々コケにされたんだ！　帰してたまるか！


　──っ。突とつ如じよ、激はげしい疲ひ労ろうが俺を襲おそう。……足に力が入らない。拳こぶしも握にぎれないぞ……。


「あれだけの力を一いつ瞬しゆんとはいえ爆ばく発はつ的に発散すれば体力やらも空っぽになる。いまのおまえじゃ、貯ちよ蔵ぞうできるものが限かぎられていて長時間の戦闘は無理だ」


　アザゼルの説明だ。……ヴァーリは鎧をずっと着ているじゃないか。


　──っ。そうか、やはりそれが俺とヴァーリの決定的な差。俺がいくら一時的に奴やつを超こえても長時間それを維い持じできなければ意味がない。


「旧魔王の血族で白はく龍りゆう皇こうである俺は忙いそがしいんだ。敵てきは天使、堕だ天てん使し、悪あく魔まだけじゃない。いずれ、再ふたたび戦うことになるだろうけど、そのときはさらに激しくやろう。お互たがいにもっと強く──」


　それだけ言いかけて、白龍皇は孫そん悟ご空くうと共に闇やみのなかへ消えていった。
















　The Festival Ends.










　俺たちが校庭に足を踏ふみ入れたとき、三大勢せい力りよくの軍勢が入ってきていて、戦せん闘とう後の処理をおこなっていた。


　倒たおした魔ま術じゆつ師しの死体を運んでいたり、戦闘の後始末をしている様子だった。


　校庭の中央に進んだとき、サーゼクスさま、セラフォルー・レヴィアタンさま、ミカエルさんが部下らしき者に指し示じを出している姿すがたがあった。


　サーゼクスさまが俺たちを捉とらえると、手をあげる。


「無事だったか。良かった。──アザゼル、その腕うではどうした？」


　片かた腕うでのアザゼルを見てサーゼクスさまがアーシアに手を向ける。アーシアはそれに応おうじて、アザゼルの傷きず口ぐちに回かい復ふくの神セイクリツド器・ギアを当てた。淡あわい緑色の光がアザゼルの腕の傷を癒いやすが、失った腕までは治らない。


「カテレアに捕つかまって自じ爆ばくされそうになってな。仕方なく切り落とした」


「そうか。彼女の件けんは悪魔側に問題があった。その傷に関しては──」


　サーゼクスさまが何か別の形で償つぐなう言葉を言おうとしたのだろうけど、アザゼルは手で制せいして「いらない」という意い志しを見せた。


「俺も……ヴァーリが迷めい惑わくかけた」


「……彼は裏うら切ぎったか」


「もともと、力にのみ興きよう味みを注いでいた奴だ。結果から見れば、『ああ、なるほどね』と納なつ得とくはできる。──だが、それを未然に防ふせげなかったのは俺の過か失しつだ」


　アザゼルの瞳ひとみはどこか寂さびしげだ。ヴァーリとの間に、何かを感じていたのだろうか？


　ミカエルさんがサーゼクスさまとアザゼルの間に入る。


「さて、私は一度天界に戻もどり、和平の件と『禍カオスの・ブリ団ゲード』についての対たい策さくを講こうじてきます」


「すまないな、今回このようなことになって。会談の場をセッティングした我われ々われとしては不ふ甲が斐いなさを感じている」


「サーゼクス、そう責せき任にんを感じないでください。私としては三大勢力が平和の道を共に歩めることに喜んでいるのですよ？　これで無む益えきな争いも減へるでしょう」


「ま、納得できない配下も出るだろうがな」


　と、アザゼルは皮肉を言った。


「それは仕方ありません。長年憎にくみ合ってきたのですから。しかし、これからは少しずつでも変わっていくでしょう。──問題はそれを良しとしない『禍カオスの・ブリ団ゲード』ですけどね」


「それについては今後連れん携けいを取って話し合おう」


　サーゼクスさまの案にアザゼルもミカエルさんもうなずいていた。


「では、私は一度天界に帰ります。すぐに戻ってきますので、そのとき正式な和平協定を結びましょう」


　と、この場をあとにしようとするミカエルさんに俺は不ぶ躾しつけながら言う。


「あ、あの、ミカエルさん！」


「なんですか、赤せき龍りゆう帝ていの少年」


「ひとつだけお願いがあります」


「いいでしょう、時間がありませんが、ひとつだけ聞きましょう」


　どうしても聞き入れて欲ほしい願いだ。


「アーシアとゼノヴィアの神への祈いのりでダメージを食らうのは『システム』のせいですよね？」


　二人は元信徒。時折、昔の習しゆう慣かんが抜ぬけ切れずに祈りを捧ささげてはダメージを受けていた。


「はい。悪魔や堕だ天てん使しが神へ向けて祈りを捧げれば『システム』が動いて軽くダメージを与あたえるようにしています。これは神が健けん在ざいでも不在でも『システム』に組み込まれたものですから、自然に動きます。それがどうしました？」


「アーシアとゼノヴィアが祈りを捧げる分だけ、ダメージ無しにできませんか？」


　俺おれの願いだ。いつも見ていて、苦笑いしていた俺だけど、やっぱり普ふ通つうにお祈りぐらいさせてあげたい。悪魔だけど、信じるものは自由でいいだろうと思うからだ。


「──っ」


　俺の願いを聞き、ミカエルさんは驚おどろきの表ひよう情じようを見せていた。俺のお願いが、予想外のものだったのかな？


　俺の両りよう脇わきにいたアーシアとゼノヴィアも驚いていた。


　しかし、ミカエルさんは小さく笑うと、うんうんとうなずく。


「わかりました。二人分ぐらいなら、なんとかなるかもしれません。二人ともすでに悪魔ですし、教会本部に近づくこともないでしょうしね。アーシア、ゼノヴィア、問います。神は不在ですよ？　それでも祈りを捧げますか？」


　ミカエルさんの問いかけに二人は首を縦たてに振り、うなずいた。


「はい、主がおられなくとも私はお祈りを捧げたいです」


「同じく。主への感かん謝しやと──ミカエルさまへの感謝を込めて」


　二人の答えにミカエルさんは微ほほ笑えんだ。


「わかりました。本部に帰ったら、さっそくそうしましょう。ふふふ、祈りを捧げてダメージを受けない悪魔が二人ぐらいいてもいいでしょう。おもしろいでしょうね」


　やった！　言ってみるもんだ！


「これでアーシアは問題なく、神さまにお祈りできるぞ！　……いないけどさ」


　アーシアはうるうると目元を潤うるませ、俺へ抱だきついてきた。


「イッセーさん！」


　よしよし。俺は彼女をやさしく抱いてやった。良かったな、アーシア。俺はこれからもアーシアの幸せのためにがんばるぜ。


「イッセー、ありがとう」


　ゼノヴィアも礼を口にする。俺はアーシアとゼノヴィア、両者の頭をなでてやる。


「いいさ。これから遠えん慮りよすることなく祈れ」


　ゼノヴィアの頰ほおがほんのり赤く染そまっているのは照れているからか？　ハハハ、気にするな！


「ミカエルさま、例の件、お願いします」


　と、木き場ばがミカエルさんに何やらお願いしていた。


「あなたから進言のあった聖せい剣けん研究のことも今後犠ぎ牲せい者しやを出さぬようにすると、あなたからいただいた聖魔剣に誓ちかいましょう。大切な信徒をこれ以上無下にすることは大きな過あやまちですからね」


　おおっ、ミカエルさん！　そっちのほうもやってくれますか！　って、木場はいつの間にかミカエルさんとそんな話をしていたのか。


「やったな！　木場！」


「うん、ありがとう、イッセーくん」


　俺たちのやり取りを微ほほ笑えましくみていたミカエルさんにアザゼルが言う。


「ミカエル、ヴァルハラの連中への説明はおまえがしておけよ。下手にオーディンに動かれても困こまるからな。あと、須しゆ弥み山せんにも今回のことを伝えておかないとうるさそうだ」


「ええ、堕天使の総そう督とくと魔ま王おうが説明しても説得力がないでしょうから、私が伝えておきます。『神』への報ほう告こくは慣なれてますから」


　それだけ言い残すと、ミカエルさんは大おお勢ぜいの部下を連れて、天へ飛んでいった。


　アザゼルが堕天使の軍勢を前に言い放つ。


「俺は和平を選ぶ。堕天使は今後一いつ切せい天使と悪魔とは争わない。不服な奴やつは去ってもいい。だが、次に会うときは遠えん慮りよなく殺す。ついてきたい者だけ俺についてこい！」


『我われらが命、滅ほろびのそのときまでアザゼル総督のためにッッ！』


　怒ど号ごうとなった部下たちの忠ちゆう誠せい。アザゼルはそれを見て「ありがとよ」と小さく礼を言っていた。すっげぇカリスマだな。


　アザゼルが自分の軍勢に指示を出すと、魔ま方ほう陣じんを展てん開かいさせて堕天使たちが帰っていく。


　悪魔の軍勢も同様に魔方陣から転送していっているようだ。


　あれほどの軍勢がひしめきあっていた校庭は、どんどん寂さびしくなっていき、ついには俺たちを合わせた極ごく少数の人員だけとなっていた。


　堕だ天てん使しで唯ゆい一いつ残ったアザゼルは、大きく息を吐はくと校門のほうへ去っていく。


「後始末は、サーゼクスに任まかせる。俺は疲つかれた、帰るぞ」


　手を振ふって帰ろうとするが、一度だけ立ち止まり、俺に向けて指をさした。


「そうだ、赤せき龍りゆう帝てい。当分、ここに滞たい在ざいする予定だからそっちのリアス・グレモリーの『僧ビシヨ侶ツプ』ともども世話してやるよ。制せい御ぎよできていないレア神セイクリツド器・ギアを見るのはムカつくからな」


「え？」


　間の抜ぬけた俺の声。いまなんとおっしゃいましたか、総督さん？


「赤は女を。白は力を。──どちらも驚おどろくほどに純じゆん粋すいで単たん純じゆんなもんだ」


　アザゼルはそれだけ言うと、口笛を吹ふきながら去っていった。


　そのときはアザゼルの一言が冗じよう談だんだと思っていたんだ。





　西せい暦れき二〇××年七月──。


　天界代表天使長ミカエル、堕天使中ちゆう枢すう組そ織しき『神のグ子をリ見張ゴる者リ』総督アザゼル、冥めい界かい代表魔王サーゼクス・ルシファー、三大勢力各代表のもと、和平協定が調印された。


　以降、三大勢力の争いは禁きん止し事じ項こうとされ、協調体たい制せいへ──。


　この和平協定は舞ぶ台たいになった俺たちの学園から名を採とって「駒く王おう協定」と称しようされることになった。
















　New Life.










「てなわけで、今日からこのオカルト研究部の顧こ問もんになることになった。アザゼル先生と呼よべ。もしくは総そう督とくでもいいぜ？」


　着き崩くずしたスーツ姿すがたのアザゼルがオカルト研究部の部室にいた。


「……どうして、あなたがここに？」


　額ひたいに手を当て、困こん惑わくしている様子の部長。


「ハッ！　セラフォルーの妹に頼たのんだら、この役やく職しよくだ！　まあ、俺は知的でチョーイケメンだからな。女生徒でも食いまくってやるさ！」


「それはダメよ！　って、なぜソーナがそんなことを」


「堅かたいな、リアス・グレモリー。いや、何。サーゼクスに頼んだら、セラフォルーの妹に言えと言うんだ。だから頼んだ」


　そんなことで顧問に!?　会長さまのご意向は理り解かいしかねるぜ！


「って、その腕うでは？　片かた腕うで失いましたよね？」


　俺がアザゼル──先生の腕を指さす。確たしか、あのとき切り落としたはず。


「ああ、これか。神セイクリツド器・ギア研究のついでに作った本物そっくりの義ぎ手しゆだ。光力式レーザービームやら、小型ミサイルも搭とう載さいできる万ばん能のうアームさ。一度、こういうの装そう備びしたかったんだよな。片腕失った記念に装着してみたわけだ」


　バシュッ！　アザゼル──先生の左手が飛びだした。くるくると横に何回転もする。


　おおっ、機械仕じ掛かけ！


「俺がこの学園に滞たい在ざいできる条じよう件けんはグレモリー眷けん属ぞくの悪魔が持つ未み成せい熟じゆくな神セイクリツド器・ギアを正しく成長させること。まあ、神セイクリツド器・ギアマニア知ち識しきが役に立つわけだ。おまえらも聞いただろうが、『禍カオスの・ブリ団ゲード』ってけったいな組そ織しきがある。将来的な抑よく止し力りよくのひとつとして、『赤ウエルいシユ・龍ドラゴン』とおまえら眷属の名が挙あがった。というよりも、対『白バニシいング・龍ドラゴン』専せん門もんだな。仕入れた情報では、ヴァーリは自分のチームを持っているって話だ。仮に『白龍皇眷属』と呼んでおくか。判明しているメンツはいまのところヴァーリと孫そん悟ご空くうを合わせて数名だ」


「ヴァーリたちはまたここを攻せめてくるんスか？」


　俺の問いかけに総督は首を横に振ふった。


「もう攻めてこないだろうさ。いちおうのチャンスだった三大勢せい力りよくのトップ会談での暗殺だが、それも失敗した。奴やつらの当面の相手は天界、冥めい界かいだ。冥界は俺の命令で全堕だ天てん使しが悪魔と共きよう闘とうする。そう簡かん単たんに冥界を落とすことはできない。天界もセラフの連中が黙だまっていないだろう。それに天界には居い候そうろうの強い聖せい獣じゆう、魔獣もいるしな」


「……戦争か」


「いや、まだ小こ競ぜり合いレベルだな。奴らも俺たちも準じゆん備び期間と言える。安心しろ、おまえらがこの学園の高等部どころか、大学部を卒業するまで戦いくさなんて起きやしない。学園生活を満まん喫きつしとけ。──ただ、せっかくの準備期間だ。いろいろと備そなえようじゃねぇか」


「うーん……」


　首をひねって、ない頭をしぼって何かを言おうと思うが、特に何も出てこない。


「赤せき龍りゆう帝てい、難むずかしく考えるな。どうせ、脳のうが足りねぇんだから、余よ計けいな心配をしても埒らちが明かんぞ。おまえの敵てきはあくまでも白龍皇ヴァーリだ。それだけは忘わすれるな」


　そっか。俺の敵は奴か。それがハッキリわかるだけマシだな。


　俺や周囲をあれだけバカにして、さらにコケにしやがって……ッ！　次に会ったら、俺自身の力でぶん殴なぐれるようになってやる！


「おまえがヴァーリを退しりぞけたのは、ミカエルからもらった龍ドラゴ殺ン・スしレイヤーの剣けんと赤ブー龍ス帝テツのド・籠ギ手アの力が合わさったからだ。あと、奴は手を緩ゆるめていた。そうじゃなければ負けていたな。というよりも今回は相あい性しようのおかげで戦えたに過すぎない。仮かりに相手がヴァーリ並なみの力を持つドラゴン以外の存そん在ざいだったら、おまえは殺されていた」


　アザゼルの言う通り、この剣がなければ俺は善ぜん戦せんできなかった。龍ドラゴ殺ン・スしレイヤー様々だ。


「それで、白龍皇の力はあれから使えるのか？」


　と、アザゼルが訊いてくる。


「いえ、まったく機能しません」


　そう、せっかく手に入れた「相手を半分にする力」だけど、右腕に宿ったはずの籠こ手てはあれ以来発はつ現げんすることはなかった。一度限かぎり？


「だろうな。あんな強力なもの、そう簡単に扱あつかえるはずがない。他のドラゴンの力を取り込こむまではいい。それを自由に使えるかどうかはまた別だ。下手すれば、禁バランス手ブレイカーに至いたるよりも難しい技ぎ能のうかもしれない。だが、一度取り込んだ力はドライグの魂たましいに登録されているだろう。あとは修しゆ業ぎようしだいだな。──それも地じ獄ごくのようなしごきを長期的にこなしてだ。弱いくせに無茶に張はり切ると死ぬぞ」


　基き本ほん的に弱くてゴメンなさい、総督さま！　くっそ、アルビオンの力を奪えても自由に使えないんじゃ意味がない。まあ、ドライグの力ですら使いこなしていないんだ。いまの俺おれじゃまだまだ無理だろうさ。


「赤せき龍りゆう帝ていの力も不安定すぎる。爆ばく発はつ力は凄すさまじいが、それも一時だ。相手が格かく下したならそれで瞬しゆん時じに倒たおせるだろうが、格上の相手には封ふう殺さつされる。おまえも悪魔として今後レーティングゲームにも参加するなら、強大な赤龍帝の力を安定させろ。それもこれも、まずは禁バランス手ブレイカーになってからだな。かといって、レーティングゲームも一ひと筋すじ縄なわじゃない。駒こま消費一の『兵ポー士ン』が『王キング』を取るなんてことも起こる。すべては戦い方しだいだ。それも含ふくめておまえらに教えないとな」


「レーティングゲーム詳くわしいっスね」


「ゲームのファンは悪魔だけじゃないんだぜ？　和平協定のおかげでゲームを堂々と観戦する天使や堕天使も多く出るだろうよ」


　そのうち、天使や堕天使の皆みなさんも「参加希望！」とかになるんじゃないのか？


「とりあえず、長時間戦える体作りからだな」


「……はい」


　その通りだ。俺の力は本当に一時的なもの。将しよう来らい、ゲームに参加するなら、長時間の戦いを要するだろう。あの力を一分一秒でも長く保もたせないといけないんだ。


　てか、本当に俺はちゃんとした禁バランス手ブレイカーになれるのか？　いままで借りてきた力で強きよう制せい的になっていたせいか、自分の力で至いたるってのが想そう像ぞうつかない。基き本ほん、弱いからな俺。


　俺は元人間だ。ヴァーリは魔王の血ち筋すじ。……生まれ持った素そ養よう、か。


「俺、強くなれますか？」


　俺の問いだ。真っ直すぐな問いかけだった。本当に強くなれるのか？


「強くさせてやるよ。俺は暇ひまな堕天使さまだからな」


　にんまりと悪いた戯ずらな笑えみを見せるアザゼル。いまはこの総そう督とくさまを信じるしかないか。


　まあ、俺のパワーは今後の修業しだいだな。と、俺はギャスパーを指さす。


「仮かりに今度攻せめてきたらギャスパーの時間停止でどうにかできないですかね？」


「せ、せ、せ、せせせせせせせせせ、先せん輩ぱい！　な、な、な、な、ななななな、何をおっしゃるんですかぁぁぁぁぁ！　ヒィィィィッ！」


　俺の提てい案あんにギャスパーは泣いて叫さけんでいた。


「単たん独どくじゃ話にならん。どんなのが『禍カオスの・ブリ団ゲード』にいるかわからないしな」


　あらら、バッサリ。確たしかにヴァーリもギャスパーは弱点だらけだと言っていた。


「ゴメンなさい！　役立たずでゴメンなさい！　どうせ僕は役立たずです！　屑くずです！　豚ぶたの餌えさです！　海よりも深く猛もう省せいし、エベレストよりも高い目標を持ちますからぁぁぁぁぁ！　見み捨すてないでぇぇぇぇぇッ！」


　泣きながら、段だんボールに逃にげ込むギャスパー。おいおい、段ボールは卒業しようぜ！


「そうだ、聖せい魔ま剣けんの。おまえ、禁バランス手ブレイカー状じよう態たいでどれぐらい戦える？」


　アザゼルの問いかけに木き場ばが答える。


「現げん状じよう、一時間が限げん界かいです」


「ダメだな。最低でも三日は継けい続ぞくできるようにしろ」


　おおっ、手て厳きびしい。木場もいまの言葉で気合の入った表ひよう情じようになっていた。


「お、俺は限定条じよう件けん付きで十秒ですけど……」


　恐おそる恐る言う俺に総督さまは半はん眼がんになっていた。


「おまえは一から鍛きたえ直す。白はく龍りゆう皇こうは禁バランス手ブレイカーを一か月は保つぞ。それがおまえとの差だ」


　一か月──。俺の十秒とあまりに歴然な差だ。だが目標が見える分、わかりやすい。


　次にアザゼルの視し線せんが朱あけ乃のさんに向く。


「まだ俺らが──いや、バラキエルが憎にくいか？」


　──っ。その名前は朱乃さんの親おや父じさんの──。そっか、朱乃さんのお父さんはアザゼルの部下ってことになる。朱乃さんは厳しい表情で返す。


「許ゆるすつもりはありません。母はあのヒトのせいで死んだのですから」


「朱乃、おまえが悪魔に降くだったとき、あいつは何も言わなかったよ」


「当然でしょうね。あのヒトが私に何かを言える立場であるはずがありません」


「そういう意味じゃねぇさ。いや、まあ俺がおまえら親子の間に入るのも野や暮ぼか」


「あれを父だとは思いません！」


　朱乃さんはそうハッキリと言い切った。


「そうか。でもな、俺はおまえがグレモリー眷けん属ぞくになったのは悪かないと思うぜ。それ以外だったら、バラキエルもどうだったかな」


「…………」


　アザゼルのその言葉に朱乃さんは何も返すことはなかった。ただ黙だまって、複ふく雑ざつそうな表情を見せていた。と、今度は俺にアザゼルの視線が向けられる。


「おい、赤龍帝──イッセーでいいか？　イッセー、おまえ、ハーレムを作るのが夢ゆめらしいな？」


「ええ、そうっスけど……」


　そう、ハーレムが俺の最終目標！　夢です！　……ただ、最近、その夢が遥はるか遠くに感じてきたりしている。俺は女の子の扱あつかいがチョー下手だということがわかったからだ……。


「俺がハーレムを教えてやろうか？　これでも過か去こ数百回ハーレムを形成した男だぜ？　話を聞いておいて損そんはない」


　…………って！　総督!?


「マ、マ、ママママッマママ、マジっスか」


「ああ、マジだ。おまえ、童どう貞ていか？」


「は、はい！」


「よし、女も教えてやる。適てき当とうに美女でもひっかけて男になったほうがいいな。これでも俺は人間の女の乳ちちを揉もんで堕おちた身の上だ。エロに関して妥だ協きようはねぇさ」


「そ、そんなことで堕ちたんスか!?　え？　マジで!?」


　俺の疑ぎ問もんに部長がうんざり顔でうなずく。


「本当よ。伝でん承しようの通り、グリゴリの幹かん部ぶたちは人間の美女に誘ゆう惑わくされて、天界の貴き重ちような知ち識しきを教えてしまって堕ちたのよ」


　それを聞いてアザゼルは笑っていた。


「あの頃ころは俺たちも若わかくてな。童貞丸出しで『神さまはエラい！』、『神さまはスゴい！』って盲もう信しんしてたもんだ。ハハハッ、結局誘惑に負けて女抱だきまくったら、童貞失って、天使の位も失っちまった」


　すっげぇ！　堕だ天てん使しの幹部って皆みなスケベだったんだな！　悪者すぎるぜ！


「あー、なんだか、急に堕天使さんたちに親近感湧わいてきたよ」


「おおっ、話がわかるじゃねぇか。そうだ、男なら欲よく望ぼうのままに生きろ。女を食らえ！　抱いて抱きまくれば、自信と共に強さもついてくる。──俺が卒業式をプロデュースしてやろう。部下の美少女堕天使を何人か紹しよう介かいしてやる。伝説のドラゴンが相手ならあいつらも喜んで抱かれるだろうさ」


　堕天使の美少女!?　ふいにレイナーレを思いだすが……。いやいや、さすがにあんなに悪い女はもういないだろう！　と、思いたい！　──けど、あんなことは二度とゴメンだ。


「うおおおおおっ！　マジで!?　卒業できるんですか!?　俺、先生についていきます！」


　そうだ！　この人は先生だ！　アザゼル先生！　俺の先生！　神セイクリツド器・ギアと女を教えてくれる偉い大だいな先生！　俺が欲ほしかった先生だ！


「おー、そうか。よし、じゃあ童貞卒業ツアーにでも出かけるか」


　なんですか、その夢のようなツアーは!?　カニ食い放題ツアーよりも魅み力りよく的すぎるじゃねぇか！　参加します！　参加しますとも！　年間参加費があるのなら、まとめて払はらいます！　未来永えい劫ごう、ツアーに参加させてください！


　お目々を輝かがやかせる俺を見て、部長が慌あわてふためく。


「ちょ、ちょっと、待ちなさい、アザゼル！　イッセーに変なことを教え込こまないでちょうだい！」


　ぎゅっ。部長は俺を抱き寄よせて、アザゼルに触ふれさせないようにしていた。


「いいじゃねぇか。このぐらいの年とし頃ごろなら女のひとつやふたつ知っておいたほうが健全ってもんだ。それとも下僕が女を知るのに何か不都合でもあるのか？」


「イッセーの貞てい操そうは私が管理します！　イッセー、ヒトの貞操を守っておいて、あなたが他のところで貞操を散らすってどういうことなのかしら!?」


　マジですか!?　俺の童貞は部長に管理されている!?


「イッセーさん、私を置いて遠いところに行ってしまうのですか……？」


　アーシアちゃん!?　ツアーを勘かん違ちがいしてる？　俺はアーシアといつも一いつ緒しよだぞ！


「あらあら、イッセーくん、ツアーに参加したら寂さびしいですわ」


　朱乃さん！　そんな悲しそうな表情しないでください！　行けなくなっちゃう！


「……イッセー先せん輩ぱい、最低です」


　あう！　ゴメンよ、小こ猫ねこちゃん！　でも小猫ちゃん、怒おこってない。笑ってる！


「部長が管理しているのなら、子作りも容よう易いにできないな……むぅ」


　ゼノヴィア、真しん剣けんに悩なやんでる!?


「モテモテです、イッセー先輩！　ひ、引きこもりの僕ぼくは憧あこがれるばかりですぅぅ！」


「いやー、段だん々だん僕のことを悪く言えなくなってきているよね」


　と、ギャスパーと木場が言う。なんだかわからないが、ギャスパーは段だんボールを卒業しなさい。イケメンは死ね！


　その光景を見て、アザゼル先生が豪ごう快かいに笑う。


「ハハハ！　なんだよ！　そうかそうか。そういや、ドラゴンは自然と一夫多た妻さいを形成するんだったな。俺が教えるまでもないのか。ま、ここは三すくみ同どう盟めいの代表的な場所のひとつとなる。堕天使の総そう督とく、魔ま王おうの妹、天使側のバックアップ、そして伝説のドラゴンだ。仲良くやっていこうや。当面の目標は赤せき龍りゆう帝ていの完全なる禁バラン手ス・ブ化レイク。それとおまえらのパワーアップだな。それらを夏休みに修しゆ業ぎようして達成するべきだ」


　夏休み──。そういや、一学期ももうすぐ終わる。


　それにしても、この堕天使総督さま、いつの間にか普通に溶とけ込んでいるから怖こわい。いままで敵てき対たい組そ織しきのトップだったヒトなのに。なんだか、本当に悪く見えないんだよな。


「私たちも強くならなくてはいけないのね」


　部長の言葉にアザゼル先生も応おうじる。


「強くて損そんなことはない。で、話では近日中に若わか手て悪魔どもの会合があるんだろう？　デビューが近くて有望な若い悪魔がリアス・グレモリーを含め数名いるとは聞いていたが」


「ええ、名門、旧きゆう家か、その手の若手悪魔何名かで顔合わせ。習わしみたいなものよ」


「テロがあった時期にゲームのこと考えていいんですか？」


　俺の質しつ問もんだ。いいのかね、けったいな組織まで来ているのに。それに先生が答える。


「俺はむしろ推すい奨しようするね。戦せん闘とう経けい験けんのない現げん若手悪魔にゲームでの戦いは良い経験になる。現げん在ざいの悪魔には、人間、堕天使、魔ま獣じゆうやらの転生悪魔がひしめきあっているからな。相手には困こまらない。豊ほう富ふなバトルフィールドも設せつ置ち、戦い方もそれに応おうじて千差万ばん別べつときた。これほど好条件の若手育成環かん境きようはない。案外、サーゼクスたちはいまの状じよう況きようを将来的に見み据すえてこのゲームを創つくりだしたのかもしれねぇな。悪魔同士で競きそわせて、力の質しつを高めていく。欲よく深ぶかい連中だからこそハマったんだろうさ。──食えない奴やつらだ」


　なんだかよくわからないが、とにかくテロにも負けないようにゲームで戦闘経験を積めということですか。確たしかにいきなり経験もないまま戦場に放り込まれても困こまるしな。


「なーに、俺が直ちよく接せつ力の使い方と神セイクリツド器・ギアの使い方をたたき込こんでやるよ。それと、合宿中に試合もセッティングする予定だ。レーティングゲーム形式でひとつやろうと思う。すでにサーゼクスに打だ診しん済ずみだ」


　アザゼル先生、マジで用意がいいというか……。すっげぇ楽しそうなのはなぜ？


「ククク、未知の進化を始めたブーステッド・ギア。それに聖せい魔ま剣けん。さらに『停フオ止ービ世トウ界ン・のバロー邪ル・眼ビユー』だ。俺の研究成果をたたき込んで独どく自じの進化形けい態たいを模も索さくしてやる」


　うわっ！　先生が危き険けんな笑いと考えを発しているんですけど!?　俺ら、実験体ですか!?


　前ぜん途と多た難なん、先行き不安……。どうなるんだ、この駒く王おう学がく園えんとオカルト研究部は。














駒王学園　一学期　終業







　駒王学園高等部　オカルト研究部


　顧こ問もん教きよう諭ゆ／アザゼル（堕だ天てん使し総督）




　部長／リアス・グレモリー（王キング）　三年生　　残る駒こま　『戦ルー車ク』一個こ




　副部長／姫ひめ島じま朱乃（女クイ王ーン）　三年生


　部員／塔とう城じよう小猫（戦ルー車ク）　一年生




　　　　木場祐ゆう斗と（騎ナイ士ト）　二年生


　　　　ゼノヴィア（騎ナイ士ト）　二年生


　　　　アーシア・アルジェント（僧ビシヨ侶ツプ）　二年生


　　　　ギャスパー・ヴラディ（僧ビシヨ侶ツプ）　一年生


　　　　兵ひよう藤どう一いつ誠せい（兵ポー士ン）　二年生


















　Grigori.2










「通信で悪いな、シェムハザ。そんなわけでしばらくこちらにいるからよ」


『了りよう解かいしました。しかし、アザゼル。今回の和平であなたを快こころよく思わない部下も──』


「いいさ。別にいい。それよりもおまえだ。──ガキ、生まれるんだろう？」


『……アザゼル。私は……私はッ！』


「大事にしろ、悪魔の嫁よめさんをよ。いい女じゃねぇか。謀ぼう殺さつされるかもしれないのにここまでおまえについてきたんだからよ。子こ供どもは悪魔と堕天使の架かけ橋になるぜ」


『私が恨うらまれれば良かったのです……ッ！　あ、あなたにこのような……ッ！』


「泣くなよ、戦友。恨まれるのは慣なれている。朱あけ乃のの件けんも俺おれに任まかせろ。この黒い十二枚まいの翼つばさと共に全部背せ負おってやるからさ、いいから黙だまって俺についてこい、シェムハザ！」


『──っ！　イエス、マイマスター！』










　Valhalla.










「──以上が、ミカエル殿どのからの報ほう告こくです、オーディンさま」


「若わか造ぞうどもが、跳はねっ返りよってからに。神の見み真ま似ねとは大だい胆たんなことをする、ミカエルめ」


「いかが致いたしましょう？　『聖せい書しよ』に記されし神が崩ほう御ぎよされていたとは予想外でしたが」


「若造ミカエルを始め、ルシファーの偽にせ者もの、悪いた戯ずら小こ僧ぞうのアザゼル、まったくもって小こ童わらわどものお遊ゆう戯ぎ会じゃな」


「では、その小童どもに、我われらアース神族の、本当の『神々』を知らしめますか？」


「フレイ、今いま更さら世界を巻まき込んだ戦争なぞ、この年とし老おいた身には応こたえるわい。しかし、若造どものひたむきさはおもしろい。悪あく魔まどものレーティングゲームでも観戦しに行くか」


「実に楽しそうですね」


「楽しいわい。父なる存そん在ざいを失った小僧どもの足あ搔がき。さあさあ、これからどうする？」
















　Special Life.










　夏休みに入る前日。つまり終業式が終わったあとのことだ。


「こんにちは」


「や、どうも。今日からお邪じや魔まするよ」


　朱あけ乃のさんとゼノヴィアが大荷物を持って俺の家を訪おとずれていた。


　朱乃さんは俺を確かく認にんするなり、


「イッセーくん！」


　抱だきついてくる！　おわっ！　いきなりですか！


「朱乃、ただいまあなたのもとへ到とう着ちやくしました。イッセーくん……」





[image: ]


　そ、そんな潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめないでください……。きゅんってしちゃいますよ！


「……あ、朱乃とゼノヴィアもこの家に同どう居きよすることになったの……。お、お兄さまの提てい案あんでね。後日、小こ猫ねこも呼よぶ予定よ」


　何やら遺い憾かんに感じていそうな部長。


　話では、サーゼクスさまが眷けん属ぞくのスキンシップ向上のためにそう提案したそうだ。


　部長は最後まで抵てい抗こうしたそうなんだけど、うちの両親が快かい諾だくして、朱乃さんとゼノヴィアの同居が成立してしまった。


　で、朱乃さんは俺の家に着くなり、俺にべったり抱きついてきて離はなれてくれない。


　うぅ、うれしいけど、部長とアーシアの視し線せんが痛いたいというか……。怖こわいというか……。


　朱乃さん、その状じよう況きようを楽しんでませんか？　おっぱいの感かん触しよくは素す晴ばらしいけどさ！


「イッセーくん♪　私、今夜は一いつ緒しよに寝ねますわ。うふふ♪　一度、ベッドのなかでイッセーくんと一夜を共にしたかったの」


「マジですか!?　うおおおおおっ！　は、鼻血が！」


「アーシア、私の部屋はアーシアと同室でいいのかな？」


　ゼノヴィアが確かく認にんをするが、とうのアーシアは涙なみだ目めで俺と朱乃さんを見ていた。おおっ、あとでアーシアに怒おこられそうだ！


　部長は俺の頰ほおをつねりながら、嘆たん息そくする。痛いっス、お姉さま……。


「しかし、このお家も狭せまくなってきたわね。決めたわ。夏休み中に改かい築ちくしましょう。お兄さまに連れん絡らくを取ってみるわ」


　えええええっ!?　これからどうなるんだ、兵ひよう藤どう家は……。


　そんなこんなで一学期は終業するのであった。


　次は夏休み！　一日中遊び放題！　部長たちと同どう棲せいしてるから、いろんないけないことが俺に降ふりかかるはず──予定では。たぶん、その予定は来ないかもしれない……。


　所しよ詮せん、俺は部長の下げ僕ぼくで、朱乃さんのペットな後こう輩はいで、アーシアのお兄ちゃんだ。


　クソ！　夏は男子高校生にとって童どう貞ていを卒業できるかどうか大切な時期なのに！


　夏休み終了後、卒業したクラス男子の自じ慢まん話とか聞きたくねぇぞ！　無いとは思うが、松まつ田だや元もと浜はまに先を越こされたら、俺は生きていく自信がない。


　ああ、ムフフなピンクライフが……。修しゆ業ぎようのせいで遠のく！


　けど、強くならなきゃな。ヴァーリに少しでも近づかないといけないだろうし、これから悪魔として生き残っていくなら、パワーアップは必ひつ須す条じよう件けんだ。ハーレム欲ほしけりゃ、まずは腕うでっ節ぷしってね。


　──でも！　夏休みに部長とエッチしたいよぉぉぉぉぉぉぉぉっっ！













あとがき







「おっぱいにはいろんな大きさと形があり、それにともなって需じゆ要ようも違ってきます」


　読書の秋！　読書感想文やらの例文です。職員室に呼ばれるかもしれません。





　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。


　ついに引きこもりヴァンパイア、ギャスパーくん登場！　一巻から伏ふく線せんを張っていた謎の『僧侶』がここで登場です。女装、引きこもり、ヴァンパイアとネタだらけ。


　オカルト研究部顧こ問もんとなった堕だ天てん使し総そう督とくのアザゼル！　強くて素す敵てきな説明キャラが欲しかったため、入れました。あくまでコーチ役なのでレーティングゲームなどに参加しません。ナ○トのカ○シ先生ポジション。木場と共に数少ない女性読者担当です。


　ライバルのヴァーリ。恐ろしいまでに設定がぶっ飛んでいるキャラですが、だからこそ普通の高校生イッセーとの対比になるかなと。今回、イッセーにとってのタブー（おっぱい）に触れてしまったためボコられました。まあ、ヴァーリが悪いね、あれは。


　この四巻で朱あけ乃のもイッセー争そう奪だつ戦せんに本格参戦となりました。リアスもうかうかしてられません。ダブルお姉さまがイッセーをめぐってあんなことやこんなことも!?　そしてゼノヴィアも!?　アーシアも気が気でないでしょう。夢の同居生活は波は瀾らん万ばん丈じようです。


　今回で一学期編が終わり、次回は夏休み編、そしてその次から二学期編開始です。


　今後、イッセーはライバルのヴァーリと戦い、部長はレーティングゲームで若手悪魔達と競い合います。共に成長していく姿を描いていこうと思います。


　北欧神話については一巻のあとがきに書いてあったように最初から構こう想そうがありました。『禍カオスの・ブリ団ゲード』とイッセー達は直接触ふれ合うことは少なく、白はく龍りゆう皇こうヴァーリ眷けん属ぞくの者を中心に接触していきます。


　白側は孫そん悟ご空くう以外にも伝説の存在が仲間に!?　白側はぶっ飛んだ設定の連中です。





　最後に謝しや辞じを。ついに四巻まできました。みやま零ゼロさま、担当編集のＨさま、今後もよろしくお願い致いたします！


　次巻は小こ猫ねこ編＋修行＋温泉＋レーティングゲーム。朱乃を落として次はロリか!?　四巻は戦闘少なかったので次回はゲームを絡からめて戦闘多めでいきたいです。五巻は冬発売予定です。冬休み前ですが、暑く熱い夏休みの一戦をご期待ください。では、五巻へ続く。







石踏一榮








　感想・ファンレターの宛先







　　〒一〇二─八一四四


　　東京都千代田区富士見一─十二─十四


　　富士見書房　ファンタジア文庫編集部気付





　　石踏一榮（様）


　　みやま零（様）











著者


石踏一榮


●いしぶみいちえい





１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。私はとてつもなく「お姉さま系」が好きです。エロいお姉さまが好きな同志に読書の秋の教材として４巻目をお贈りします。学生の皆さん、どうぞ秋の夜長のお伴、読書感想文に『ハイスクールＤ×Ｄ』をご使用ください。石踏一榮・著の保健体育の教材がどんどん増えていきますね。なお、学校の先生に呼び出されても一切責任は負いません。





ハイスクールＤ×Ｄ４





石いし踏ぶみ一いち榮えい
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